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II 者 諸君！ 一一  ツボン 語 は 私共の 賨 物です" 實に 貴重な 寶 物です -I  " ボン 語がなくて は 

私共 は 一日 も 生きて ゐられ ません r  -! ツボン 語 は 私共の 生活の 大 基礎です、 その-一 ッ ホン 

語の 性質に つ， >  て、 私 は 今 諸君に お 話 をしょう-^ して. ゐ ます 

これ はお 話です。 諸君 は 諸君の 友人の 漫談 か 茶話で も 聞く つもり て、 -ご く 安樂に、 くつろいで 

聞いて 下さい。 

私 はこの 本の 附錄に 多少の 數學の 式の やうな もの を 書きました 實際每 日 私共 力 話し カロつ 

てゐる 言 葉 も 言 葉-てせ うが、 また 私共が 頭の 中に 思 ひ tb ベ た 言 葉の 姿 も 言 葉で せ う.，. この 二つ 

の ジス テ ム がま づ 矛盾な くお 互に 成立して ゐれ ば、 そ れ もま た 惡 くないて せう。 そして この 式 

は、 たかが 私が 使った くら ゐな 初等 數學の 式です. 讀者 諸君 は 決して こんな もの を 億劫が つて 

は、， けません こんな 式な ど は 全く 讀書 人の 常識て すり 


た 

し 


こ の 

人 は、 

の 根 

リ も 

た、 し 

そ し 

も の 

ま す 


な 


お 話 をす る 

決して 私 て 

氣の， >  い、 そ 

し ミヤ ゥ >k 

た くと も 出 

て、 こ のお 話 

て す 。 私 の 


さ て、 讀者 諸君 ！ 


、 Jet 

レ IV 

そ れ 

こ の 


人 

仕 


があります- 

は 諸君 は輕 

お 話 は、 私 共 


2 

は、 そ れ 

ありま 

C 極め 

んがゐ 

なかつ 

う ち、 特 

事で は 


3 


ま 

あ 


な 

ん、 

力 

二 


る ほ 

そ 


つ 

ま 


私 


な 

う- 

せ 


ら、 ま 

ン 語 

ん。 


自 

, そ 


身で 

結果 

め か 

子 音 

れ に 


三 


T1- 力 1L 

力 者 

を 今 

私 


性 


力 

は- 


し  この 

ゥ チ.タ 

めて 諸 

んな仕 

け は、 み 

-ぁ と て 


お 

一 

な 

も 


話 の 

子孃 

に お 

に 手 

ミ ャ 

う 1 


全 

、て 

度 


部 の 

す。 


し 

私 


材 钭 

私 は 


ゐ 

諸 


を 作 

ミ ャ 

だ け 

たで 

身 力 

に よ 


り 出し 

ゥチさ 

の 事で 

せ う。 

見附け 

くお 話 


>』 の 私のお 話の はじまる 前 に、 ぜ ひと も 諸君に 住 意して お かなけれ ばなら 


力 


しく 物 

今 ま で 


11!  一口 

氣 


用 


し て 


錄音 


は 

ビ 


け な 

ク ボ 


いとい 

ン語を 


ふ 事て す 

錄 音 し て、 


それ を 物 さし 附き 檢微 鏡で 測 


4 


し 

*、 

力 

さ 


な 

力 

す- 

困 


した 結果 

れ て、 程度 

科學 だと 

文句 は、 こ 

ありませ 


必 耍 で す" 

そ れ で 

ゐれ ばい 

してお 前 

これが 難 

の錄 音の 

困難で す • 

難が 少し 

私の 手に 


多少 まと 

越えて 人 

はいけ ま 

ひこむ の 

場合に も 

。 正確な 

いふ 事 は 

狂った 物 

君 は 最初 

。 11 お 

物 さしの 

中の 最大 

鈴 を 量 

そ し て、 そ 

も 克服 さ 

づ けられ 


め て み 

に本當 

せ ん。 

は、 全 く 

よく あ 

機械 や 

非常に 

さしで 

に ま づ 

lis の 

使 ひ 方 

難問で 

する よ 

の 測量 

L  、レゝ 

た 機械 


た も の で す" 


らしく 

諸君の 

虛を衝 

て はま 

數字は 

む づ か 

何 を J^. 

かう 聞 

量 機具 

は 正確 

す。 こ 

り も、 そ 

のし か 

以上 は" 

は、 面 積 


思 

見 


力 ォ 


り ま 


正 

く 

-i 一 

力 

そ 


仕 

を 

の 


この や 

れ やすい 

.;v な、 機 

て 狼狽す 

す。 機械 

で す が、 不 

仕事です 

見 て も、 そ 

き で す" 

體 どれ だ 

信用が 置 

事の 全體 

量 機具 そ 

M 量 す る 

後の 話の 


うな 機械 

も の で す _ 

械ゃ數 字 

る やうな 

も 數字も 

正確な 機 

ま づ、 物 

れは 全く 

そ し て そ 

け 正確 か 

ける か。 

を 通じて 

れ 自身 を 

事 は、 そ れ 

初め やう 


—キ ー 錄音機 


的な 仕事 は、 時 々 ク科 學的グ だと 言 

しかし この 本の 讀者 諸君 は、 そん 

が あ る と、 何 でも これ は 大變に 正確 

ものです。 びんから きり ま で と 言 

正確に 使 はなければ 決して 正確で 

械ゃ數 字 は 不正確です。 

さし 自身が 十分に 精密て 正確な 事 

無駄な 骨折です。 結果 は 不正確て 

の 返事の 範圍內 だけで 物 を 信用し 

= お前の 物 さし は 狂って ゐ ないか。 

一番む づ かしい 問題です。 音 や 言 

測量す る 事の 方 が、 は る か に、 は る か 

よりもな ほ 困難です。 しかし その 

がありません。 

保 坂 機械工 場の 製造品 ださう です。 


マ 

正 


1 ク はありませんでした —— と、 簡 單なコ ン パ ラタ— 

した。 この どちらも 製作所の 較正 表が ついて ゐま 

確で ない と も、 そ んな事 は はじめから 問題に ならな 

使つ て はならない 機械です。 

私 は それ を どうにかして 測 


せんでした 

い 機械です 


島津 製作所の 製品 11 が 主な もの ； 

ら、 ど れ だけ 正確 だと も 


だ 

づ 


測量 や 硏究の 目的に 


C の 錄音機 

糊 量して ゐ 


ならない 

を どうに 

の電氣 的な 部分が ど 


無理 

ついて は、 私 


の 用に 立てようと しました。 そこに 相當な 

んな 特性 を もつ てゐ るかと いふ 事に 

ません。 それ は 私に は 今 急に は 出来ない 仕事です。 

力 


力 


それて 音波の 形と 


とかい ふやうな 事に なった ら、 そ れに今 私共が むやみに 手 出す るの は危險 です。 

もちろ ん、 こ の 錄 音 機 で も、 た とへば ピアノ を錄 音して 聞け ば、 ピ ァノの 音に 聞え ま す „ 

犬の 鳴 聲には 聞え ません。 また 誰かが クァ ー グ と 言 つたの を錄 音して 聞け ば、 や は り 


ります。 

だ 十分に 

、音 の强さ 

決して 

ァ ー グ 


に 聞え て、 決して クイ！， ノ と は 聞え ません。 

も 大體は その 人の 聲と 聞かれます。 外の 誰 

この 錄音 機で も その くら ゐの事 はあります 

せう。 しか し、 

いろいろな 困 

せん。 これ^た だ 常 驕 の 上で 


そして その 言 つた 人の 肉聲を 知って ゐれ ば、 錄 音 で 

の聲 より も、 そ の 言 つた 人の 聲 によく 似て みます。 

る 普 通 


は 確 

も の 

役立 


に 持 

こ ま、 

つ わ 


てゐ るで 

理學 的に 

は あ 


これ は 耳で 聞 

難な 問題が あ 


に實 用され 

ただけ の 事 

ます。 もち 

の 話です U 


ゐ 

す。 

ん、 


そ 


そ の 


く 


の錄音 機な みの 能力 

一 體、 人 の 耳の 感覺 とい ふ 

んな ものが 機械の 較正に 

らゐな 事で れ、 こ の錄菅 機 


し 

力 

さ 


械 を 

11, 私 


そ 

波 

0 

す _ 

て 


や う 


な 

し 


測量 機 

はこの 

に相當 

形で せ 

け ませ 

の 他の 

に まだ 

それて 

で 機械 

何も 信 

かし 幸 

ない ろ 

槪括的 

73 す 

よから 

か し 人 


械と 

本 の 

し た 

、つ 0 

ん。 


ま 


だ 

力 


して 定量 

中で、 い ろ 

音が 出 ま 

し か し、 た 

的の 部分 

困難な 問 

の 性能が 

てはいけ 

て 今 私が 

の 測量の 

話 で す。 

ろ 私共 は 

と 思 ひま 

みな 身び 


的 な 

い ろ 

す。 

だ そ 

は、 私 

題 が 

撿査 

ま せ 

こ こ 

結果 

私自 

相當 

I き 


觀 察に 

な 音波 

それ は 

の 程度 


使 つ 

の 形 


出来 

り ま 

も、 あ 

れ て 

U 

お. 話 

集め 

は、 こ 


も M 

翻 

の 


の 

-音 

程 


努力 


て 

力 


も い 

諸君 


こ 


で 


の 

と 


も 

す < 

力 

性 


-大 

し 


と 


お 


う 


諸君 


質 

ふ 


こ と は、 そ 

來 


査 

を 


ふ 理 

に か 

力 わ 

は 決 

し た 

が そ 

意味 

よ く 


な 細 


力 


ら、 

し 


ら ゐ 

常 識 

^ 力 


由に は 

け まし 

ま す。 

して こ 一 


つ 

ォ 

吞 

ら" 


も り 

で す 

な く 

み こ 


事 は 

こ の 


少 丄 

た。 

そ の 


もな り ま 

こ の 音 波 

程 度 で、 ま 


で す „ 

" そ 

な り 

ん て 

の 事 

本 當 

し て- 

く  ら 


. し 

。一 事 

ま す „ 

お い 

で i 

で あ 

-ま づ 

ゐ の 


せ 


力 


づ 

に 定量 的な も 


か し 

ほ あ 

" 諸 

て、 そ 

あ り 

ら う 

相當 

本當 


-ん， 

範 


そ 

考 


資 に 

の 音 


を考 へて 


査 

を 


せ 

思 


し 


ん 

事 はわ か 


と 


ま 

つ 


とい ふ 事が あります か ら、 こ のお 話に も、 他 入から 見れ ば、 ま だ 間違 
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つたと 

みると 

いもの 

て、 大體 

本 當 だ 

怪しい 

當 か 間 


こ ろ 

、  ヽ 

て す < 

諸君 

と 思 

と 言 

違 か 


力な I 

事 は 出 

そ れ 

の 常識 

ふ 分量 

ふくら 

とい ふ 


と は 

來 ま 

力 こ 

に少 

ゐ な 

こ と 


決 

し 

t 


て 言 へ ま 

. はじめ 

うな 仕事 


IF 

0 


る 話 だ 

引率 を 

は、 あ ま 

常にむ 


ナ 


力 


づ 


せ 

力 


ん( 

し 


_ そ し 

つた 人 

づ か し 

用 すれ 

本 當 だ 

おいて 

い 問題 


て、 こ の 

が 一 つ 

いとこ 

ばいい 

と 田 S へ 

は パ け 

て す。 


やうな 

間違 へ 

ろて す- 

て  せ う 


仕事 

ば、 そ 

。 そ 

。 極 

で せ 


は、 さ 

の 間 

れ で 

め て 


う 

そ 


」ヒ- 

ま 

心 


ズ , 

ません。 とも か く、 こ 


て も 

容易 

は ま 


で- 

の 


簡單 にやつ 

に 訂正され 

づ 常識て 考 


す る 

力 こ 

う な 


な ら 

れ は 

仕 事 


-私 

の 


て 

力 

本 


00 


こ の 

せ ん、 書 

漢字 を 

行 き ま 

私 は 

は片假 

來ま せ 


本に 

く に 

私共 

せ ん 

こ の 

名て 

ん n 


は、 私 

非常 

が 止 

で し 

本 の 


そ の 


4 

i じ 

め ん 

る の 


文で 

が 普 

う に 


め 

通 


何 

-固 

で 


私共 


は、 な る 

て t 

も不思 

はこの 

有 名詞 

す" ゥ 

が 固有， 


ベ 

渎 


S 司 

€ 言 


字 を 使 

本國、 シ 

い で せ 

定 I 

名 で 書 

と か、 ベ 

は 漢字 


ふまい 

ナの i 將 

う。 し 

マ 字て 

さ ま し， 


た 

.1 ト！ ヴ 

を儉 約す 


し ま 

石で 

し 實 

き た 

. 二 

ェ ン 

る の 


した。 

さ へ 

い で 

ッ ボ 

と か 

は あ 


私 

も 止 

な 力 

ン の 

た り 


ま 

ま： 


漢 

ゝ 

へ 


字 を 


う と 


私 の 


あ ま 

努力 

思 ふ 


as で i 

字で 書 

事て せ 


り 好 

し て 

や う 

固有 

く 享 

, 、りに 


み 

ま 


る 

司 

出 


さ が し は 
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最 後 に、 私 はこのお 話に ついて 

の 手で 相當 細かく 研究され まし 

る 暇が ありませんでした。 それ 

これまで 二 ツボン 語 を 研究し 

研究し ました。 一つ は 言 語 學 者 

取扱 ひました。 または 簡 單な實 

です。 これ は電氣 的に 音を錄 音 

まし-た。 みな それぞれ に、 そ の 領 

識を 求めて ゐる 諸君 は、 ぜ ひと も 

ち、 二 ツボン 文法の 文献 は 幾 百 種 

か ら、 こ こに は 全然 省略 じます。 

外國の 文献に ついては、 一 々こ 

フク の 叢書 を參考 にしました。 

音響 學の都 分 を 見れば、 その 出版 


の 先. 驅 者 を擧げ てお きます ~ 

た。 しかし この やうな 先輩 

は讀者 諸君 自身で 調 ベ て 下 

た 人々 は、 一 つ は 國文學 者で 

と 心理 學 者でした。 そ れ は 

驗裝 置な ども 使 ひました。 

し て、 そ の 音波から 音の 細か 

域 で 多くの 貴重な 仕事 を殘 

この やうな 先輩 諸 先生の 仕 

あるか わかりません し、 こ の 

こに は あげません。 私はド 

諸君 は 例へば ガイ ガ ー とシ 

の 時までの いろいろの 文獻 


二 ク 

の 業蹟 

さ い。 

し た。 

大部分 

他 の 一 

な 物理 

事 を 見 

お 話に： 
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ヱ. I ルの 
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名 な 
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は す で に 多 

この 本の 中 

二 ツボン 語 

き い た  一一 K 葉 

理學 者ゃ電 
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が 必， 要で す „ 

必要で も あ 

四つの クハ 

ン ド っフ 1 フ = 

あがって ゐ 


くの 先輩 

で 紹介す 


の 文法 

の 現象 

氣技衝 

ようと 

ついて j 

り ませ 

ン ドっフ 

, の 中 

ま す。 


を 

J の う 

ん 


れで 大體の 研究の 題目 は 私共 は 知る 事が 出来ます が、 實 際の 文獻 は、 今 二 ツボン で は 見られない 

ものがた くさん あつ て、 私 共 は 非常に 不便 を 感じます。 しかし 今 それ を 何ともす る こと は出來 

ません。 

私の このお 話の 直接の 參考書 は、 航 {4! 研究所の 小幡 博士の 著です。 私 は 基礎的な 知識 はみ な 

その 本から 學 びました。 基礎になる 文献です。 その外に 外 國語學 校の 千 葉 教授の 著が ありま 

す。 私 はこの 二人の 先輩の 試みた 方法 を そのまま 踏襲し ました。 仕事の 方法と して は、 何 も 別 

に 新しい ものはありません。 ただ その 方法で 得た 記 錄の觀 察 だけ が、 私 のこのお 話の 題目 て あ 

ります。 この やうな 事に ついて は、 後 で この 本の 中で お話しました。 

小幡重 ー實驗 音響 學 昭和 8  , 

千 葉  ffl^  ！ Research  into  the  nature  and  SCOJ】e  of  accent  is  tlie li  ra-ht  of  experiniervtal  phonetics. 昭和 oi 

ォ バタ 博士の 論文 はこの 本の 外に、 ク 日本 數學 物理 學 會誌ク „ ^東洋 學藝雜 誌：. "音聲 學協會 

會報グ などに 數 多く 發 表されて ゐ ます。 今一 々詳しく ここに 擧 げられ ません。 

言 葉の ァクセ ントゃ 語調 を 知る とい ふ 事 は、 音 の 高さ、 つまり 音波の 波長 を 測る 事が 基礎の 一 

つになる 仕事です。 そして それ は 物理 學 者に とって は、 割 合に 簡單 で、 つまらない 仕事 で せ う。 

音の 高さと いふ 事 は、 こ れ まで あまり 問題に されて ゐ なか つた やうに 見えます。 ここに あげた 

二 册の本 や、 ォバ タ 博士 等に よって 試みられた シナ 語の 四聲ゃ 二 ッボ ン の 東北 方 言 の 研究な ど 


が し は 


は、 おそらく その 代表的な ものて せう。 私の この 仕事の 直接の 文獻 です。  . 

その他 この やうな 電氣 的な 錄音 でな く、 咽 喉の 筋肉から 傳る振 動、 あ る ひ は 口から 出る {41 氣の 

振動 を. タ ンブ ー ル の 振動に なほして それ を 記錄 するとい ふやうな 方法 や、 そ の 他の 物理的な 方 

法 で、 ァ ク セント や 言 葉が 研究され たの は 相 良 守 次、 兼弘正 雄、 井上 奥 本、 土 居 光知の 諸氏の 論文で 

す。 

心理的に 聞いた 事から 判斷 する 方法で は、 多くの 心理 學者ゃ 言 語學 者の 論文 が 發 表されて ゐ 

ます。 佐久間 博士の 多くの 著書 は 代表的な ものです。 その 他、 神 保 格、 常 深 千里 兩 氏の ク 國語發 

音 アクセント 辭典 ク (昭和 7) もあります。 保 教授の 朗讀 のレコ I ド もあります。 この種 類の 

研 究 は、 私 のこの 話に 直接に 關 係がない から 詳しく 擧げ ません。 しか し、 こ れはニ ツボン 語の ァ 

クセ ントゃ 語調に ついては、 それぞれ 貴重な 材料 で す。 

私の このお 話 は、 一一 ツボン 語の 一 つ 一 つの 母音の 形の フ ー リ H 級数への 展開な どの 問題に は 

あまり 觸れ ません。 しか し、 そ れ はこれ まての -1 ツボン 語の 研究の 新しい、 そして 極めて 目 ざま 

しい 業績でした。 その 主な 文献 は 前に あげた オペ タ 博士の 論文です その外に は 

高 橋 正 一、 山 本源 次 邦語 母音の 物理的 研究 電氣 試驗所 報告 昭和 6 

千 葉  ^  liesea-rcll  into  the  cllaractenstK-s  of  the  Il^e  Jajjancse  v^cnvelH.  1931.  . 

別な 電氣的 な 方法で この 事 を 試みた ものに  - 
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林 正 次 電氣的 周波 數 分析 装置 電氣學 會雜誌 昭和 5 

その他 東京 帝 大醫學 部の 橋 田 博士の 生理 學 貧昭 和；： n の 報告が あります 

他の 方法 

の 多くの 

究 し た. も 

ません。 

集 め て、 そ 

本 も ある 

に その や 

だ 便利で 

に 緣の近 


そ 

で 


母音 や 子 音 の 

田 口 泖三郎 氏 

協會 報告 (昭和； n 

ッボ ン 語を硏 

こに 擧 げきれ 

やうな 文獻を 

に その やうな 

一 例 で す。 簡 單 

の附錄 は、 はな は 

ただ 私のお 話 


二 

で 


ん。 


での 研究に は、 同じ 生理 學會 に諷田 博士の 報告が ありま 

論文が あります。 ク 理化學 研究所 報， (第 i2;、s、s 輯)、 

で す。 

の は、 金 田 一博 士、 菊 澤季生 氏な どの 著 を はじめ、 かなり 澤 

そして 私の この 話に 直接 關 係がない か ら、 今 省略し ます。 

の 目錄を 作れば、 それで 優に ー册の 本が 出来ます。 出来 

くら ゐ てす。 菊 澤季生 氏の 國語國 字 問題に ついての 文 

うな 事の 梗槪を 知る に は、 高 松義雄 氏譯の „ ^日本語の 音 

す。 今 私が お話した 文献 は、 決して 諸君の 研究の ためで 

いもの だけです。 文 獻目錄 を 作る 事 は、 そ れ 自身で 一 つ 


最後に 私 は 私自身の 小 著 を 

日本の 言 葉と 頃の 構造 


あげます „ 


この 今の 私のお 話に も、 こ の 本に よった 處 は相當 たくさんあります。 私の 話て すか ら、 私 の 本 


から 引用す るの は當然 でせ う。 特に 機械 そのものの 檢査 について は、 諸 君 はどう かこの 本を參 

考 にして 下さい。 この 本に 書いた より 外の 機械 は、 今 のこのお 話に は 決して 使って ゐ ません， 

また 波の 模型 ゃフ ー リ H 級數 について も、 こ の 本 を參考 にして 下さい。 私 はこのお 話に は 、そ の 

やうな 事 は 一 切ぬ きにしました。 

私 はこのお 話の 順序 も大體 私の この 小 著に 傚 ひました。 それが 私に は 便利だった からで す f 

し か し、 讀 者 諸 君、 こ の 今の 私のお 話 は、 決 して この 前の 小 著の twice  tclj  tales では ありませ ん。 そ 

れは 比べて 御覽 になれば わかります。  - 


I 言葉 以前 


三の 豫備 知識 


1 音 11 分類 學と 物理 數學 

2 音を捉 へる こと —— 錄音裝 置 

3 音 を 測る こと 

a  i 量す る 人 

b フィ" ムの 速さ 11 音叉の 性質に ついて 

C いろいろの 誤差 

/ 


曾 
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言葉 は 音の 一種で ある。 それで 

づ音 とい ふこと に ついて gi 單に豫 

諸君 は 中 學校ゃ 高等 女學 校の 理科 

今 わ ざ わ ざ もう 一 度 そのお 話 をし 

のお 話に 必要な、 ほんの 僅な 豫備知 

1 眘 —— 音に は 三つの 耍 素が あ 

である。 第二 は {<H 氣の 振動 で あ る。 

つたなら ば、 普 通 私共の いふ 音 に は 

る。 如何に ピア/の 絃が 振動して 

聞かな か つたなら ば、 そ れ は 音 だ か 

のが 必要で あ る。 

こ の 三つの 中、 は じめ の 二つ は 物 

の 言 葉の 題目で も lis 葉 が 音 で あ る 

ら な い， その 觀 察と いふ 言葉が、 一 

ある。 觀察 とい ふこと は 一 體 どう 


私 は 今 諸君に 言 葉と いふ 

備の 知識の 二つ 三つ を 諸 

の 時間 に、 音 についての 大 

て、 諸君 を 返 屈 がらせよう 

識 て あ る。 


特別の 音に ついて お 話す る 前に、 ま 
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な い ( 


理 的な ものである。 

以 上、 私共 はこの 三 つ 
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の も 
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うで 


. まづ 第一に 私共 は客觀 的な 現象 を 記述し なくて はならない。 それが どうい ふ もので あるか、 

私共に わかる やう に、 そ の 事 自身 を 叙述し なくて はならない。 取扱 はう とする も 

それさへ も わからなかった ら、 そ れ 以上に 話の 進め 方 


の 


の、 て あるか 

じめ は 現象の 記述で ある。 

その 記述と いふ 事 が、 あ とてお 話す る やう に、 容 易 で 

え た り、 耳 に 聞え たりす る 事 を、 そ れを 私共の 知つ てゐ 

へば 拮梗の 花 を 記述 するとい ふ 事 j:?^ 私共 は ある 一 つ 

いろの 性質 を 私共の 知って ゐる 言 葉 ゼ 言 ひ 表 はす 事 

て ゐる。 色 は 紫 で ある。 雄蕋は 五本 ある。 色 は 白 で 

ち ろ ん、 こ れ だけて は 梗の 花の 記述に はならない。 

書 き、 そのす ベ ての 部分の 寸法 を 計り、 その 特有の 香の 

までの 事 を 細かく 記述 すれ ば、 ほ とん ど それ は 拮梗の 

い 事が 明かになる てあらう。 これが 記述， て ある。 

この やうな 記述 を澤山 作つ て、 比 ベ て 見 れ ば、 す ベ て 


ない 仕事で 

る 言 葉 が 言 

の 抬梗の 花 

で あ る。 花 

あ る。 —— 
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の 記述 は 寸法 や、 色 の ニュアンス や、 喫 く 時 

期 や、 そ の 他 いろいろの 點で みな 違 ふ，、 てあらう。 しかし その 細かな 相違の 點を みな 無視す るな 

ら ば、 大 體似 たやうな ところが 殘る てあらう。 そこ を 見つけ て、 そ の點を 他の 花に 比べ て 見る。 
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し 得た とい ふ 事になる。 そ 

述と いふ こと は、 お そらく そ 

音 を 記述 するとい ふ 以上 
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I 1 


い た だ け で あ る。 そ 

そ れ で は 音 を 記述 


ち や う 

なくて 

第二 

第三 

記 述 し 

第 四 

はなら 

仕事で 

桔梗 

な い。 

の 一 秒 

時間 を 

間と い 

道 具 立 


ど 私共が 桔梗 

はなら な い。 

に は、 そ の 振動 

に は、 そ の {<e 氣 

なくて はなら 

に は、 耳 の 機構 

ない。 この 一 

ある。 

の 花 を 記述す 

一 秒 前の 拮梗 

前の 物 體の振 

考へ る ことが 

ふやうな もの 

がめん だう に 


し て、 記述 の 一 番 

するとい ふ 事 は 

の 花 を 記述し た 一 

そ れ は、 あ る 物 體ー 

が. S 氣に傳 はつ 

の 振動 は 耳に は 

な い。  " 

が {4! 氣の 振動 を】 

系列の 記述が 出 

一 

る に は、 時 間と い 一 

の 花 も 二 秒 後の 一 
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や う に、 ま 

が 振動し 

て、. Mi 氣が 

い つ て、 耳 

傳 へた 時 

來 上った 

も クー： S 

桔梗の 花 

の 一 秒 後 

る。 花の 

いって 來 

つて 来る 


例と し 

仕事で 

づ 第 一 

てゐる 

振動し 

の 膜 や 

に、 私 共 

時、 私 共 

い ら な. 

も 同じ 

や う こ 

る。 そ 


て 

狀 

ま 


、植 

4 目 5 

音 


の 


て 


力 

る 


ん 

桔 


▲ 

の 振動 

眼で 見 

の やう 


あ 

狀 

己 

一一 一一 口 

る A 

な 


お 話 

そ れ 

が 音 

る。 

態 を 

機構 

印象 

述し 

の 花 

有樣 

な い 

事 て 


を 

を 

1  一一 一口 

曰 守 

メイ- 

力 

音 


した だ 

次の 問 

し 


出 


ど 

こ、 

の 


し 

と 


て 

究 


題 

ゐ 


で 

て 


力 

て 

ま、 


を 


る。 

る。 

態 を 


を 

一 1  一一 a 

る ( 

の 

の 


な 

a, ヽ 


ら 

し 


る 


ひ に 

硏究 


それ は 

記述し 

C  、  0 

な I 

るか を 

なくて 

當 な 大 

力 &ら 

. 千分 

音 に は 

くい 時 

より 


前以葉 首 


こ れ は { 件觀 的な 音に つ 

，一 れが 5=r に傳 はつ て、 音 と 

私共の 心の中の 事 は 眼て 

の 狀態を 記述 するとい ふ 

つ の 方法で あ る が、 し か し 

ならない。 實驗 心理 學は 

を考 へる。 そ れ は、 人 の 心 

に 人の 心 を 見る 手段 はま 

しかし それと て も、 今 そ の 

ら ない 問題 は澤山 ある。 

この やうな 事 が、 音 と い 

の で、 音 を 記述す ると いふ 

る， これ だけの 事 を 見渡 

されない とい ふ 事が わか 

そ の 記述 は、 た だの 記述 だ 


い て 

見 ら 

》 J と 

そ れ 

心理 

し 


る 

t 


さ て、 諸君、 私 は 記述と いふ 


あ 

こ 

ま、 

ML 


だ け n 

感じ を 

Ilk: 

は 非常 

は 非常 

的な 事 

察する 

るまい。 

を 完全 

ついて 

象 の 大 

この や 

み て も、 

あ ら う „ 

も 決 し 

と 同時 


つ たこと であ 

私共に 與へ る 

{<e 氣の 振動 

に 困難で あ る „ 

に 不確實 て、 人 

を客觀 的な 手 

ために は 是非 

そして 音 に 

にしと げた わ 

の 心理的の 問 

體の 見渡して 

うな 部門の す 

音と いふ もの 

. 殊 に ^一一 K 葉 は 

て 容易で な い _ 

に 分類と いふ 


る が、 この やうな 

事になる と、 そ の 

が 眼 で 見 ら れ な 

私共が 自分の 

々で 0- 方 が 違 ふ 

段に よって 實驗 

必要な 方法 で、 そ 

ついて 澤 山の 心 

け で はない。 ま 

題に はわから な 

あ る。 音と いふ 

ベ てに S つ て、 そ 

は、 ど んな 簡單な 

音の 現象の 中で 


に 傳 

し く 


り 


客觀 的な 音が {4! 氣 

記述 はまた むづ か 

い よりもな ほ 見に 

心 を 31 分て 觀 察す 

し、 そ の 結果 は あま 

的に 觀 察しよう とい 

れ にたよ るより 外に 

理 的な 報告が 書か れ 

だ これから 解かな く 

い 事の 方が 多い。 

も の は、 つ まりこの 

の 性質 を 記述す る 

場 合 で も、 さ ぅ簡 SSf に は 

も 非常に 複雜な 場合で 


i り- 

な  る。 

くい。 そ 

るの も 一 


や 

こ 


事 を 言 つた。 そして 植物 學の例 を 引 


て に 

方法 

確實 

ゐ る。 

は な 

な も 

で あ 

記述 

あ る。 

た。 


1 

2 


分類と 

を 集め 

ナ ，、て t 

ふ 事 を 


通した 

には數 

の關係 

1,4-  、  3 

<?  ^力 

はなら 

1.31 

物 理 

と. は 多 

まり自 

で あ ら 

も の で 

諸君 


て- 

少 


違 

ら 


事 はた だ 記述 で 

の 中 か ら 共 通 の 

に はならない。 一 

考 へなくて はな： 

いろいろの 花や. 

は そ の 植物 學上 

係 はない。 數學 

少違. ふ。 そ の 共 一 

ふ 事が 考 へ られー 


自然 科學の 

ふところが 

象 を 數の關 

_ 今 私が 考へ 

う か。 


の 

る- 

ゐ 


はない 

性質 を 

そ れ で 

ら な い" 

葉 を 記 

の 性質 

の 式で 

通した 

る。 こ 

非常に 

一 そ れ 

基礎と 

るの は 


" 同 

取り 

今 音 

- そ 

述し 

で あ 

書 き 

も の 

こ て 

大き 

は 自 

し て 

そ の 


じ 種類の 記述 を 

出した ものて あ 

の 場合に は、 そ の 

こで 私共 は 物理 

て、 そして それ を 

る。 形と か 色と 

表 はされ る やう 

とい ふの は、 數 の 

私共 はぜ ひ 物理 


な 領分で 

然 現象の 

觀 察し よ 

やうな 物 


あ る。 

間の 數 

、つと す 

理 學 で 


澤山 作つ 

る。 た だ 

記述が ど 

ま 學の事 

科に 分け 

か 香と か 

な ものて 

關 係 で 言 

數學 につ 

そして そ 

の 關係を 

る 事で あ 

ある。 そ 


て、 そ の 

一 ゥ 一 

の くら 

を 考 へ 

る。 こ 

生活の 

はない _ 

ひ 表 は 

い て、 ち 

れ は 前 

見出さ 

る。 そ 

れ と 音 


中 か 

つ の 

ゐ ま 

て み 

の や 

ル 育」 

一 し 

さ れ 

よ つ 

に 私 

、つ と 

れで 

と は 


ら 同じ 

もの を 

とめら 

る 必 要 

うな 分 

と か で 

か し 音 

る やう 

と考 へ 

のお 話 

いふ 事 

ない 物 

どの や 


性質の もの 

記述した だ 

れ るかと い 

が ある。 

類 學 て は 共 

ある。 それ 

の 場合 は、 >J 

な もので は 

てみ なくて 

した 植物 學 

て あ る。 つ 

理學も ある 

うな 關 係の 


カ學 とい ふ 表題の 本 をよ く 知って ゐ る。. たと へば 有名な タマ ル 博士 や プランクの 力 


學敎科 書 の 


苜 

葉 一 

以ー 


そ の 

扱 ふ 

棒 の 

く ら 

ら れ 

部分 

を 書 

て 相 

學 は 

仕方 

そ れ 

實 


一 章 だ 

例 は、 そ 

振動で 

ゐの間 

る もの 

は 力な 

か し、 こ 

いて ゐ 

れは特 

當 よ く 

絃の振 

や、 そ の 

は た だ 

際の 絃 

に 描く 


や 

あ 

形 


う 

ひ 4 

力 

力 


カ學 

は絃 

や う 


な ものて ある。 その やう 

な く、 力 學 それ 自身 は 大抵 

穴』 氣に傳 はれば 大抵 音 に 

と か、 膜 の 振動 て あると か 

るなら ば、 そ れが {<H 氣に傳 

る。 そ れ で、 も し 力 學が實 

くわ かって ゐ ると 言 つ て 

はま だよ ほど 考 へる 餘地 

とい ふ 事 を、 も 一 度よ く 調 

こ に 言 ふ ま で も な い 事.、 て 

を 理解して おく 事 は必耍 

いふ 事 を 私共に 敎へ る。 

ど は、 力 學の はじめに 書い 

の 本のべ ー ジの 上に だけ 

とはい ふけれ ど、 そ れは本 

に は 止められない。 そこ 


な 本の 終に は 


天文 學 

な る や 

いふ や 

まって- 

際の も 

もい い 

が あ る- 

べ  て み 

あるか 

である 

もちろ 


で な け 

う is も 

、つな も 

私 共 の 

のの 振 

。 

- 私共 

なくて 

もしれ 

と 田い ふ- 

ん 絃が 


て ある。 しか 

ある もの， て あ 

當は 細長い 棒 

の 具合 は、 た だ 


大抵 音 

れ ば 音 

ので あ 

の は、 そ 

耳 こ ま 

動 を 記 

はカ學 

は な ら 

な t 力 

- 例 へ 

振動す 

し實際 

る。 

て あ る- 

簡單に 


g 學と 

鎏學だ 

る。 例 

の 振動 

い れ ば、 

述 して 

が ど の 

な い。 

- しかし 

ば 今絃 

れ ば 音 

その や 

_ そ し 

止めた 


い ふ 

と 見 

へ ば 

數 力 

み な 

ゐ る 


一章が ある。 し 

て もい い。 カ學 


絃の 振動で あ 


大蹬 

音 と 

な ら 


二、 三 

し て 

ば、 音 


十 か 

私共 

の 客 


力 

的 


し 

力 

な 


らゐ資 際の ものの 振 


私共 

と い 

に な 

う な 

て 兩 

と -H 


は 初 

も 

る。 

振動 

端 を 

^一 iia は 


め こ 

の を 

そ の 

は ど 

止 め 

れ な 


の 事 

考 へ 

絃 の 

こ に 

た と 


こ 

る „ 

そ 


力 

の 


ク 

し 


3 

2 


それ を 

が 言 ふ 

めんだ 

来ない。 

やうな 

それ は 

も、 そ れ 

しろい。 

いふ わ 

はた だ 

し か 

ころ を 

學 で 言 

自然界 

そ の 

ふ 事 は、 


や 


こ 

そ 


ば 

ォ 

力 


つ 

る- 

し 


3W 


の 

ゐ 


る 


に も 

時、 自 


そ 


れ 


カ學 

然界 

は 考 


て 

そ 


力 


そ 


力 


けに は ゆか 


放す に 

な ヒ 

い ふ 

の 考 _ 

な い。 

そ れ は" 

の に 


を 

* ま 

、 

で 

ハ 


す 

人 


し て 

力 ま 

/ ァ 

ふ 事 

あ る。 

を 考 

が お 

カ學 

た だ、 

は 全 

と す 

に も 

り の 

ど の 


も、 そ こ に 

の 他 その 

はず こ 二 

ィォ リン 

を 式 て 書 

音 響 學 

へて 見た 

もしろ い 

はカ學 て 

さう L ふ 

く 關係か 

れ ば、 大 體 

行 は れ る 

事が 行 は 

くら ゐに 

て あ る。 


表 

ナ 

からと 

あ る。 


と 


I 


と 


商 

て 

簡單 

カ學. 


い ろ 

う な 

式の f 

e の絃 

の 


し 


の 力 

一 々 

書 か 

ぎ 力 


も 

そ れ 

の 自然 

の 


^一一 一  a 


も 

方 


も 

と 

て、 

は、 


れ を 

振動 

で、 考 

て も- 

は、 た 

現象 

は れ 

の は 

、 、 > 

, ^力 も 

も 言 は 

どのく 

それ は 


學 的 

細 か 

う と 

算 


こ 


計 


と 力 _ 

へ と 


な 耍 

く 拾 


れ 

-さ 

あ 

、 I 

學 

ら 


言 

る 一 

で 

ナ. 

つ 


商 

C 

の 

の 


素が 

^ ま 

て も- 

上 げ 

ク ラ 

振動 

は、 そ 

の 通 

ふ-事 

然 の 

い た 


も 


れ は 

りの も 

の 書物 


る。 さう 簡單 にカ學 

ゐ たら、 事情 は 非常に 

はとても 書く 事 は 出 

し た 時、 そ の舷が どの 

製圖 しょうと しても、 

書いて あつたに して 

ち ろん 非常にお も 

の カ實 際に あると 

で ある。 絃の 振動 


物の いろいろの 細かい と 

ものに 近くな つ て、 ま づ 力 

その 時に は、 ま づ 近似 的に 


もの を 無視 

原理 的な も 


すれば V  I 力と V 

の で、 そ の 方 を 勝手 


、 


售 

前 


に實際 の ものに 

うに 妥協す る だ 

今 私共が 取扱 

な 事で は カ學の 


な い 

あ れ 

思 ひ 

み よ 

な い 

の 式 

言 薬 

う な 

の 式 


複雜な 

よ、 あ れ 

切って 

うと © 

うして 

よりも 

は、 あ る 

こ で 話 

とい ふ 

グ アイ 

は、 た だ 

の 自然 


も の 

よ と 

自然 

ふ。 

作 つ 

ま し 

程度 

は 非 

自然 

ォ リ 

さ う 

現象 


合 

式 

現- 

ン の 

、 、 

の狀 


や 

る- 

て、 

る ( 

で 


こ 


子 を 落す とい ふ 事 は 出来ない。 ただ 實 際の 方 を 力 學に合 はす や 


言 


る 

し 

ゐ たの 

細かい 


う 


力 


葉 

と 


とも 力く 

は、 極 


そ 

も 


力 


し 

る。 

音 で も 

の 式 で 

關係は 


の や 

簡單 

今 言 


は 

狀 

あ 

ど 


話 

、 < 

る- 

う 


、つな も 

な 形に 

葉 の 音 

が はじ 

を見捨 

とかし 

あらめ 

二つの 

ゃ關係 

て 來 る 

は 言 葉 

と も 

人 が 

し て 言 


の は、. HI 

はなら 

響 の 記 

まらな 

て て、 と 

て、 こ の 

な もの 

もの は 

を 話し 

. 諸君 

とい ふ 

x_  、 一 

力く そ 

理論的 

ひ 表 は 


然 

錄 


さ 


の 


と 


を 


あ 

必 


て 

て 


力 

の 


^ 象 

作 つ 

い。 そ れ 

も. 力く 何と 力 

間の つな > 

る。 

關係 

る と 

ず 私 

雜なも 

まさう 

頭で 考 

れ る か- 


て も 非常 

まとん ど 

て、 そ の 複 

は 多少 亂 

して 式の 

をつ けて 

し、 あ ら め 

いと は 言 

う 問 ふで 

とらな く 

自然現象 

事 て あ る- 


に 複雜な 

箸 に も^^ 

雜 さに 驚 

暴 だか は 

方に 妥協 

みたい の 

な ものに 

はれない „ 

あ ら う。 

と も、 前 に 

で あ る。 

_ その 一 


も の 

に も 

嘆 し 

知 ら 

を 申 

で あ 

し て 

- そ 


で- 

て- 

る- 

も 一 

の 


お 話 

そ し 

方 の 


_容 易 

か ら 

• た だ、 

I 力 

ん で 

• 作 ら 

場 合 

つ は 

た や 

振動 


式で、 


こ れ は 

いふ 事で 

ば、 こ の 本 

し 力し 

學の 現象 

をた だ數 

も かく 

微分 方 

て も、 そ れ 

しろ あた 

も、 な ほ、 數 

あ る。 こ 

はれよう • 

て あ る。 

外に 途は 

私 も こ 


非常 

あ る- 

讀者 

は そ 

學的 

遠 鏡 

程 式 

は 式 

り ま 

學 の 

れ は 

- し 

そ し 

な に 

の や 


む 

君- 

考 


づ 

ハ 


力 

こ 

て、 

と い 

少 し 


の 

し、 

, な 


し 

、 

そ 

た 


や う 


力 

才 

ま 


實 

を 


れ 

、 

乙 

も 

今 


こ 


さ 


題で 

答 へ 

な く 

9t い ゝ 

理 力 

例で 

ら い 

と よ 

は、 全 

係 し 

れ る- 

も の 

に し 

も、 さ 

今 の 

に 長 

こ て 


る。 

事 は 

は な 

然界 

る。 

い ろ 

一. 致 

數學 

、 ¥ 

數學 

測定 

そ れ 

う 整理 

ところ 

い 間、 こ 

急に 解 


計 

と 

の 


學 

る- 

く 

1 降 


の 原理 は 

て 容 易 で 


ど 

ゐ 


う し 


て 

そ 


自 

の 


3- 


界 にも 

を 委し， 


行 は 


く 論じ 一 


行 はれて ゐ ると いふ 事に は 疑 

か楕圓 とかい ふ數學 的な 軌道 

した 時間な り、 位 置な り が、 何 故 


手 續 き で 

る。 そ れ 

學 で あ り、 

ある 程度 

うと 田 5 へ 

道 はない。 

は 人の 頭 

は 出来な 


る。 

相 當 

然界 

で 一 

然界 

整理 

實 に 

な や 

- そ 


實 

ォ 


る 

ま 


全 


さう い 

のが 自 

界で あ 

とい ふ 

を 整理 

, 1 ゝ  ヽ 

と.， ぶ 

な 事 だ 

題と し 

く 解 ナ 


を 

力 

る 一 

Jet 

す 

と 

な 


上 

ま 

現 

。 

る 

殘 


才 

の 


て 

な 


ゐ る 


う と 


か と 

© へ 


天文 

物體の 運動 

ら ない が、 と 


象 

-目 

丰 

力 

つ 

問 


が あ 

な い 

か し- 

當不 

ら だ 

± り 

て お 

て あ 

題 と 


る 

し 


に し 

力 む 

れ て 

議で 

も 言 

思議 

よ り 

て 殘 


してお く。 ただ そのために 私 はこの 觀 察の 有力な 方法と して 數學を 見捨てようと は 思 はない。 

たよられる かぎり は、 私 は數學 にたよ らうと 思 ふ。 この 仕事の 範圍內 で は、 あ る 種類の 數學の 具 

象 性 を假定 してお く。 つまり 私が ここでお 話しよう とする やうな 自然現象 は、 十 分に 現象 を簡 

單 化すれ ば、 そ の 間に 數學 が敎へ る やうな 數の關 係が 成立つ ものと 假定 する。 

その 事が いい か惡ぃ か、 そ れ はまた 別の 問題で ある。 しかし 音の 非常に 複雜 した 現象の 言 葉 

とい ふ ものの 客觀 的な 部分に は、 そ の 根底に 數の關 係が 成立す ると 假定 しても 別に 何も 矛盾 は 
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の で 

差で 

，あ る 

と  一一 一一 n 

る に 
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に 〇•〇〇 

のす ベて 


二 ミリ 

の 大き 


さ 


葉 


に 對 

こ 


して 一定で あるか。 


人 

れ 


ぺ 

ち 


の 事 は 私 も相當 注意した。 物が 物で あるか ら、 さ う 小さ 

の 言 葉 を 測る ので あるか ら、 音 波の 長さ は、 大 體 〇• 五 £ リ 


の 

で 

次 

ら う- 


こ 

ろ 

ネヂが 

差と い 


あ 

そ 

る 

みあ 

ゥ 


る。 そして 一 ミリから 三 ミリく らゐの 間が 一番た く 

らうと し. たの は、 こ の 〇• 五 ミ リ から 四 •〇 ミリの 間 で の 

んの 測量の 誤差 は 大體で 正負 それぞれ 〇•〇 〇 二 ミリ 

る ものの 大きさに よって 誤差が 多少 は變 つて も、 そ れ 

問題に ならない 小さい 數 であらう。 

だ 諸君 は 疑 ふ で あ ら う。 11 この 誤差のう ち 

れを ミヤ ゥチ さんの 測 差と 區 別すべき である- 

實際 では 非常にむ づ かしい 問題で ある。 私^ 

もの は 一つ もなかった。 もちろん この 撿微鏡 

であるが、 しかし それが 今 私の 處 では 出来な ヒ 

ヂの 不平 均 は あるで あらう。 また 機械の ガタ 

はらない か ら、 動 かす 以上 はガ タは附 きものて ある- 


こ 

そ 

あ づ 

も そ 

も あ 


も の も、 さ う 大きな もの もない。 

らゐ から 四 •〇 ： 一 リ くら ゐ までの 

さん 出る 場合で ある 


事で あ 

を 見 積 

は 私 は 

微鏡そ 

が 出来 

つた 機 

自身 を 

手段が 

で あ ら 


た の は、 こ の撿微 鏡の 一 場所 を嚴 重に きめて 試みた 事で ある- 


る。 

れ ば 

見逃 

れ 自 

て ゐ 

械て 

詳 し 

な い- 

-つ  0 

、： ャ 

- そ 


そ 

る 


し て こ 

ろしい- 


私が この 

の 間なら、 ： 一 

もし この 

と ^。 そ 


の 誤差が あるで あ 


力 

作 所 の 

較正し 

この^ 


こ 

し 


較正 表が つ 

てから 使 ふ 

微 鏡に は、 も 

のガタ がなくて は 

チ さんの 測量の 誤 

てこの 撿微 鏡の ネ 
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ヂの 長さ 

一場 所で 

いやしく 


ゐ な 

か ら 


信 用 

來 る 


J れ 


力 は 

二 は 

ャ ゥ 

ら つ 

量 の 

な く 


ま 

數字 に 

て はな 


八 •〇 セ ン 

"五 ミ リ か 

測量 機具 

おける で 

け 得られ 

量の 誤差 

ゐる。 そ 

使 ふ。 こ 

の 眼 や 頭 

力し それ 

は、 今 こ こ 

ら ない。 


チ 

で 


で、 私 はこの 

四 •〇 ミ リ の 

製作所て、 そ 

ら う。 そ れ 

タ と、 ミ 

ために 

こま ^ 

ネ ヂ の 

を考 へ 

當 犬 き 

た 數 字 


い ガ 

知 る 

場 合 

間 の 

疲勞 

も 相 

あ げ 


ヂの四 所 で 

を 測る ネ デ 

て 簡易な が 


こ 

-大 

、じ 


の 正 負 各 

チ さん 自 


た 事 

の 一 

均 は 

體 で 

理的 

も も 


で、 實 

場所 

十八 刀 

十 五 

な 誤 

う 少 


同 

々 

し 


じこの 

不平 均 

もコン 

0.0  0 

の 心理 


の 

大 


使 つ 

果 に 

ら ゐ 

は い 

き な 


さ 

0 ヽ 

つ 

誤 


試 

タ 


み 


た „ 

大 


ぅ大し 


ラタ ー と 


杲 

ま 


と 

な 

て- 

避 


ふ 

-も 

、 

て 

得 


こ のネヂ 

たもので 

つて ゐる 

誤 差 は、 ネ 

で あ ら 

ち ろん 

〕 ネ ヂ 

現 はれ 

二十 分 

ら う。 

ら れ な 


の 

以 

つ と 


ある 任意の 

あるまい。 

の 


長 


ら 


も 


上、 こ 

を 節 

思 ふ。 

以 上 

さ の 

私 は 

ゐ 休 

で 實 

の と 


く ら 

誤差 

分 の 

た ミ 

で も 

の 5^ 

^ し 


次 

知 る 

た。 


私 

力 


は 諸君に こ 

に は、 檢徵鏡 

し、 實 際の フ 


撿微 

つ レ 

ル ム 


の 


鏡の 測 

て ゐる裝 置 

の 上の 波 を 


装置 

を そ 

^ る 


こ つ 

の ま 

こ 


て 

の 


お 話 

つ た- 

や  う 


しなん 


な 


な 

そ 

1% 


て 

上 


な 


ら な い „ 

ら う と 

合 は な 


す る 


量 の 

も の 

私 は 


を 


差 を 

置 い 

に Si 


首 

葉 


M な 

板 を 

微鏡 


力 

こ 


取 


の 波 


度 

や- 


な 

ォ 

，そ 


卜： T- 

の 

ら 

ち 


じ 


た „ 


う と 


こ 


る 


の 


置 を 作った 

1 メ 1 ト， - 

に 同 

方 を 

も フ 

つ ナ 

見 よ 

装置 

に よ 

れ る。 

れ る。 

る。 

ろ ん、 こ 

度ゃ濕 

て あ ら う 

他の もの 


つ い 

フ ィ 

精密 

電燈 

れ は 

度 に 


の 

何 


らゐの 

臺の上 

フィル 

音 溝に 

て その 

装置で 

是非 こ 

ムの伸 

實驗に 

位置と 


に 取 

ム に 

完全 

案內 

あ る ( 

こ で 

び 縮 

な る 

か、 室 


の 板に 

りつ ナ 

添う て 

に 平行 


み 


と 


內 


然 の 事て あ る。 

る フイルムの 

ふ。 私 は その 

も 特別な 設備 


フ 

て、 

て 


言斷 

で あ 

，溫度 

の 設 

伸 び 

や う 

は し 


> 

力 

な 


の 

ら 


ム 


次 


と 

し- 

力 


力 

ま- 

つ 


ふ 


の 

た。 


力 


の 

ヒ 


を 


つてお かなく 

る。 撿微 

ゃ濕 度で 


て 

や 


と こ 


た 

フ 


ば し 

に檢 

力 す 

に、 11风 

固定 

て ま 

れ る 

う な 

ろ で 

ら う 

も の 

ィ レ 


て や。 

や う 

ま の 

し た。 

な ら 

長 さ 

も の 

も の 

は、 今 

と す 

を、 一 

ム 力 


な 

力 

は、 

仲 


-特 

見 

ぴ 


る や 

き、 大 

た。 

上 に 

/. 力 

事 力 

る こ 

別 に 


や 


こ 


逃す 


そ の 


に し た。 そ 

ーメ 1 トル 

時 


私 

す 


微鏡 

さい 案內を 

が檢 微^で 


る、 

ま- 

る 


る 

た 


そ 

め 


備は 


ま、 

し 


た 


- と 


.れ は 

學 の 

と が 

に よ 

出来 

く ら 

" そ 

に つ 


し て 

の 間 

の 十 

た く 

フ ィ 

溫 度 

十分 

く考 

な K 

も 

し て 

い て 


そ の 

さ ん 

n ム 

や 濕 

に よ 

考 に 

0 さ 

い て 

部屋 

は、 私 
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はま だ 他の 場合に も その 事 を考へ た。 しかし その やうな 程度の 細かい 事 は、 はるかに 私の この 

お 話の 範圍を 越える。 

これで 私 はこの 測量の 仕事の 中の 重要な 問題で ある 測量の 誤差と いふ 事に つ いて 見當 をつ 

ける ことが 出来た。 次の 重要な 問題 は錄音 機械の 性能 を 知る ことて ある。 この 錄音機 はた だ 

實用 的な もの で、 そ れで何 か を 測らう と 思へ ば、 私 共 はま づ第 一 に その 性能 を 調 ベ て かからね ば 

ならない。 私共の 目的の ために まづ 調べなくて はならない 事 は、 フィルムの 速さで ある。 この 

事 に も、 も ち ろん 誤差 はまぬ がれない。 しか し、 そ れ よりも 何よりも 大切な 事 は、 フ ィル ム の j^l さ 

それ 自身 を 知る 事で ある。 

b フ： ルムの 速さ II 私 はま づ 第一 にこの 錄音 板で フ イルムが 一秒 間に 何 センチ 走る か を 

測らう とした。 すべての 音 は フィルムの 上で 測る ものて あるか ら、 そ の フィルム 自身の 事が b 

かって ゐ ない 以上 は、 そ の あとの 事 は 何も わからない。 そして フィルムの 性質の 中で 可よりも 

必要な 事 は、 そ の 速さで ある。 それが 時間の 基礎になる ものである。 私共に は それより 他 こ 時 

間の 標準と してた よる ものがない。 

. 私 は 今までの 文獻を 調べ た。 しかし 今 私が 試みよう とする 仕事 は、 おそらく 多くの 學者 にと 

つて は 興味の ない 仕事であった であらう。 この 基礎に よる 測量が 發 表された 例 を まだ 見た 事 


首 

葉 I 

前 一 


がない。 どうして フィルムの 速さ を 測量す るかと いふ 方法が 考 へられた 例 さへ も 私 はま だ 見 

た 事がない。 それで 私 はた だ 私自身の 考 で、 と も かく それ を 試みた。 そ れ は 音 叉を錄 音 してみ 

る ことで ある。 

^' アル 力 I 會 社の 音叉と ディ I ガン 會 社の 音叉 を 用意した。 ゥァ ルカ ー のは鐵 のま ま 

I ガンの は -1 ッケル 鍍金 で あ る。 そ れ て 私 は その 色から 一 っを黑 音叉、 一 つ を 靑 音 叉 と 

けた。 私 は 靑と黑 との 同じ 振動数の もの を 全部 錄 音した。 そして 一秒 間と 思 はれる 間 

相當く はしく 測って もらった。 音叉の 振動 數は 普通 變ら ない とい はれて ゐ るか ら、 そ れ 

^ ム の 速さ を 知る 標準になる であらう と考へ た。 

靑、 黑 二種の 音叉 は、 一 秒 間の 振動 數を それぞれの 會 社が 保證し たもので ある。 

け を 平均して みなくて はならない。 まづ この 事が 私の 目的に 添 はない。 私 は 

時、 そ の 時の 瞬間の 速さ を 知りたい。 しかし それ はこの 方法で は 全く 望まれな 

一 秒 はかなり 長い 時間で は ある が、 そ の 平均の 速度で も 知る 事 は、 知 らな いより 

多少 不正確で は あるが、 フィル ム はいつ でも その 速度 て 走って ゐ ると 假定 した 

ャゥチ さんの 測量の 誤差 を考へ たの は、 音 波の 一 つ 一 つの 長さ を 測る 場合て あ 

ふやうな 實に 長い 時間 を 取れ ば、 そ の 誤差 は 正負 互にう ち 消し て、 も ぅ考 へなくて 

私の このお 話 はこの 範圍內 での ことで ある。 


私 は 

で、 デ ィ 

名 を 附 

だけ を 

はフィ 

こ の 

秒 間 だ 

の その 

あ る。 

そ し て 

^ 力 ： 一 

と 


ム 

で 


そ れ で 

フィル 

いこと 

はいい。 

そ し て 

る。 

も い 


4?\ 


CO 


こ の 

づ， か の 

完全に 

L 力 

つ た。 

な、 丸 い 

じ る。 

調和な 

期 も 一 

なと こ 

こ の 

利で あ 

とい ふ 

る。 そ 

な こと 

ならな 


靑、 黑 二種の 音叉 は 相當正 

差 11  06  0 四 ミリ 11 

私 は その 正確さに 

も、 音 叉で フ ィ 

て ある。 しか 


合 ふ. 

し、 そ 

音 叉 

棒で 

そ の 

倍音 

定 に 

ろ て 

る。 

こ と 

し て 

か ら 


で 

こ. と 


ま 

る- 

力 

-ま 

さ 


推し 

それ 


れを 叩い て、 そ 

は數學 的に 證明 

いる はずて あ る 

らな いはず であ 

倍音が すぐ 消え 

しその やうに 都 

とん ど 定說の や 

わざ 倍音の 非 常 

て、 音 叉の 波は絕 

てこの 範圍を 越 


確で 

が あ 

驚 い 

ム の 

そ の 

か ら 

さ れ 

リ 

る。 

て、 あ 

合 よ 

う こ 

に 少 

、ズ す 

え て 


あ 

た- 

こ 


る 一 

さ 

全 

禾 

の 


とに 正 

く 行く 

な つ 

い 音 

波長 


も 


ビ の 

て あ 

正 し 

つ て 

正弦 

- 疑 

倍音 

と が 

確な 

も の 

ゐ る ~ 

と い 


音 で" 

る。 


ゐ て、 

波 は 

な い 

力 は 

音 叉 

正弦 

か ど 

- ぺ 

ふ や 

ば、 形 


そ の 音 

百 分の 

量す る 

相當複 

ら れ 

實， て 

る 以 

. 畤^. 


を 


う 


も 


は 音叉で は 時間 は 


の 基 

力 は 

ム ホ 

正 し 

正確 


の 

さ 


の 

ま 

、 C 

る „ 

ま、 


長 


力 


無 

あ 


さ 

ま 

rrr: 

理 

る- 

の 


で 


千 

の 


分 

桁 


の 一 


て あると い 

兩端， が自 

ず 

ら 


な 

t 

形 

標 


ら 

準 


だけが 殘るも 

> ら ない。 そ 


耳 

も 特 

正弦波 

はわ か 


で も 


は 

な 


そ 


な 


0 ぎ 

ば 當 

な ら 

す る 

の な 

の 上 

れ を 

て ゐ 

い と 

- し 


ォ 

禾 

ず 


リの析 で、 わ 

ば、 兩 方と も 

ナ 力 

す く 

が ま 

も 非 

の 周 

tv 便 

は 便 

倍 音 

て ゐ 

や う 

れ ば 

音 叉 


ことが 

な、 ま つ 

な 倍 音 

音 叉 に 

曲 り、 そ 

非常に 


ら ば、 そ れ 

に 音叉の 

聞き分け 

る。 こ の 

B ひ はなけ 

かし 今 は 


前 JBl 葉 首 


音 叉 

の 間 

^11  口 ふ 

た。 

あ る 

* て ま 

と い 


も 正確 

を そ の 

の 平均 

ま て も 

はまた 

しかし 

程度 を 

あるが、 

ふ數字 


な も 

の 速 

な く 


そ 

超 


の は 

利 兩 

さ は 

，私 は 

を 禾 

結果 

て 正 


とヒ かく 


よ り 2^ 上 


私共の 

する よ 

四 五 三 • 

も 少し 

用 し た 

は 音叉 

しく 時 

私の ト 

に は 求 


め 


に はいら 

外に 方法 

四ミ リメ 

確な 時間 

氣發 振璣， 

まとも ど 

を 測る 事 

キ ー 機械 

る 方法が 


ないか ら、 私 共 は 何 かで 音叉 を 較正す る こと はでき ない 

がない。 • この 正確さの 範園內 で 測った フィルムの 一秒 

• ： る。 


な い。 

トルて 

單位 

用意 

じ こ 

，今 の 


と 


フィル 


この 正確さの 範圍內 で 測った フィル ムの 

ある。 これが この 仕事の 時間の 單位 であ 

ほしいと 思って ゐる。 

た。 その 波で フィルムの 速さ を 測らう と 

で ある。 これ も 音叉 以上の 役に は 立た な 

ころ 非常に 困難 で あ る。 私 は、 も ちろ ん不 

ム の 走る 速さ は 一 秒 平均して 四 五 三丄ニ 四 


も し 


足 


た。 

な い 

つ た 

私 は 


いろい 

.r.- かし 


rT^ 差 —— 私 

だけで はこ 


はこれ で ま づ 測量す る 人の 誤差 を 知 り、 次 に フィルムの 秒速 を 知 

の 仕事に まだまだ 足りない。 も 少し 外の 誤差 を 知らなくて はな， 


機械の 動搖で 

ムの 秒速 さへ 


づ 第一に 

_ フィル 

機械の 動搖を 防ぐ ため 


あ る。 この ト 

も 正確に 知れ 

に、 土 地 を 掘つ 


1 キ I 機械 は はじめから 何の 較正 表 もつ いて ゐな 

てゐ ない くら ゐ で あるか ら、 そ れは當 然の事 で あ る „ 

て、 そこから 築き上げた 煉瓦の 臺の 上に 機械 をと り 
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けた。 しかし モ ー タ ー から 直接に 機械に 傳 はる 細かな 振動 は なかなか 防ぎに くい。 それ も 多 

少は錄 音に 影響 しないと は 言 はれない。 それ を 知る ために は 全く 動搖 のない もの を錄 音して 

見なくて はならない。 しかし その やうな もの はま だ 私共 は 知らない。 私が 唯一の 標準に しょ 

うとした 音叉が すでに 相當の 動搖を もつ てゐ て、 こ の やうな 場合の 標準と して は 役に立たない。 

それで 私共 は 今 はこの 機械の 動搖の 程度 を 測量す る こと は 出来ない。 ただ 非常に 大きな もの 

では あるまい とい ふこと を いろいろな 事情から 想像す る だけで ある。  - 

その外に いろいろの 誤差 を考 へるならば、 その 一部 はコ ンパ ラタ I の ネヂの 切り方の 不平 均 

から も來 るて あらう。 また その ネヂ のゎづ かな 遊びから も來 るで あらう。 しか し、 そ れを 一つ 

一 っ區 別して 測る 方法がない。 私の つかった コンパ ラタ— も 製造所の 較正 表がない くら ゐだ 

か ら、 本 當 を 言 へ ば、 も ち ろんもう 少し 高級な 機械で 檢査 しなくて はなら な いもので ある。 しか 

し 今 その やうな 較正す る機會 がない。 ミヤ チ さん はこの 事を豫 想して 非常によ く 住 意して 

この コンパ ラタ ー をつ かった。 それ で、 も しこの 機械が さらに 高級な 機械で 較正され る 時が あ 

つ た ら、 今 のこの 測量の 數 字に その 較正の 數字を 掛けて 訂正す る ことができる。  、 

その外 フィルムの 現像と いふ ことにつ いても 注意 を拂 はなくて はならない。 夏 は 現像液に 

氷 を いれる し、 冬 は 現像液 を あたためる。 しかし 定着液 は あたため も 冷し もしない。 そして そ 

れ. をい つも 水道の 水で 洗 ふ。 この 溫 度の 相違が フィ. i ムの膜 面に 影響し ない わけはない。 そ 


肯 

前 


して 洗った フ 

膜 面に 影響す 


を 

し 


は 

ま 


フ ィ 

を ガ 


か し、 お 


ム 

そ 


實 際 

注意 

と ま 

れ自 

の狀 


し 


力 


力 


の 

、 

身 

ら 


て 

の 

で 


こ 


今 私 

な い- 


諸君 


こ 


イルム を 乾かす。 ち 

る て あらう。 これが 

密着 燒 きに 燒 きつけ 

物 さしと かなり 丁寧 

わからない。 

く 桁の 違った 

精密に 測る と 

言 ひ 現して ゐ 

の 誤差 を 知ら 

ない。 それに 

搖を 防ぐ 装置 

I キ— の 機械 

の 仕. IBUI 'を 力な 

が 諸君に お 話 

. 私 は 今 言 葉 

お話しようと 


も 


それて 

小さい 

いふ こと 

るかと い 

うとし 

私の 使 

など は 

を聲の 

ら ずし 

する や 

を 言 葉 

して は 


も 


と 


うど フイルム 

の くら ゐに利 

。 そして そ れ 

比べて み た。 

は 今 そのこと 

ので あら う。 

は、 非 常に 困難 

ふこと は、 な か 

力し 力し この 

たト. I キ— 機 

械 製作 業者の 

量の 目的に 使 

音響 學 上の 實 

な ことにつ い 

してより 以上 


ゐ 


を 枕き. T 

くもの か 

をい ろい 

し 力し そ 

について 

な 仕事で 

なか 容易 

くら ゐの 

械は 今で 

これから 

ふ の は、 あ 

驗 だと は 

て は、 こ の 


に、 さ ら に ，： 


やうな ものである。 

知る ため に、 私 は ガ 

に 現像して、 乾かし 

くら ゐの ことて は、 

何とも 判斷 する こ 

る。 測った ものが 

判斷 できない。 私 

とで はま だ それ は 

1 種の 實用 的な 機 

努力に 侯たなくて 


そのこと 

ラス の 物 さ 

て、 そ のフィ 

この 現像の 

と は 出来な 


も 

レ 

影 


どれ だけ 正 

は 出来る だ 

到底 完全な 

械 で、 そ の 機械 

はならない。 


け 


も 


ひ は 少し 氣が 早す ぎた かも 知れ 

は な い。 

うないろ いろの 誤差の 心配 は あ 

理學 的な 領分に 立ち入つ てまで 


な い 3 言 葉が 言葉と して 存在 するとい ふ 程度なら ば、 さ う 4 


細 力な^ 量 

れを 參考に 

そして その 

お 話す る こ 

怪しい かと 


な 

-實 

，目 

ネ 

や 


ら ず 

當 高 

う な こ 


し も 

は か 

い 程 

と 


警告す る つもりで ある * 


音 叉 が 

非常に 都 

問題 はさ 

音 叉 の 

と 棒との 

叉ん」 一端 

れ にして 

私 は 試 

の う ち、 す 


本 

合 


當 

-ゝ 

力 

力 


の 


ら 


め ら 


必耍 としない „ 

十分の 一 ミリ 

なり 高い 程度 

度 で 本 當 の こ 

に 觸れた 場合 


力 


に 時間ん」 測 

、 、 0  ^ 

レレ  乙 

でない 

に 入れ 


も 近似 的 li 想 

みに 音叉ん」 兩 


ろ 

自 


基 

音 


音 

1! 一一 口 

は 


で 


に 計算され て 


2 

ゐ る 


礎に な 

叉 は 棒 

の 方 程 

度に 利 

ろ 二 本 

だけで 

な 棒 と 

横 振動 


る 


の 


用 

-私 


の 

CUE 

種 


式ん」 M 

くもの 


長 

お 

そ 


ら 


そ 


力 


る， 

最 


M め 


ば、 

の— 


そ れ 

と考 へろ 


を 

た 


そ 

ズ 

力 


し て 


も. ある 


し 

た 


れ は 


今 と 

計 算 

-ま た 


取 

て 

で 


それ か 

な 倍 音 


の 百 分 

程度に 

〕 そ 


も 


に 忘 


扱 ひ 

i 出 

は わ 

兩端 

ら 起 


力 


の 

ず 


一 の 

葉 の 

こ れ 


が簡 

和 な 

來 な 


倍 


ら 


いるい 

僅に 基 


桁 ま 

性質 

, ら 


話 

そ 


な い。 

自由な 棒と 


中 

こ 


で 測つ て、 そ 4 

4 

はわ かる。 

私が 諸君に 

で 私が 多 少 

と を 諸君に 


共 

考 


の 

へ 


ろ な 種 

音 の 十 


仕事に は 

となると、 

音 叉の 形 

で 今 は 音 

る か、 い づ 

類の 倍音 

分の 一の 


前 以葉首 


00 

読んで みれば、 それ 

の 係數. ^、この 半分 


は 火 

に し， 


〔た C  ^  ^ 音 

て も、 ま ^  ^ 


；;! さで 勘定にば いって 來 ろと 假定し た。 -w- 際 はま だま だ 多くの 倍音 もま じろ であらう が、 

私 は そのうちの 一つ だけの 項ん、 ふやして 考 へて みた。 

この 波が ぶ-軸 ん、 切 る 點 だ け 製 圖 し て、そ の 波 長 

叉の 音波の 場合と 似て 來る。 この 非 調和 な 倍 音 の 攻 

の ものに 似る 場合 も ある。 

音叉の やうな 棒から 完全な 正^波が 出る とに 考 へられない。 この 式ば、 ある 程度 に、 私 の 

赏 驗の範 園での 音叉の 振動に 近くな いかと 思 ふ。 

一昔 叉 ん、 そ の ま 4^ 使 は な い で、 そ れ 電氣 的な 音叉 發报 器と して 使ったら ど 

れ はまた 別の， 問題で あろ。 それん」 式の 形で 論じろ こ 

はリ音 叉ん、 そのまま 使 ふのと さう 變らた い ことにな 

のむ のとして は、 昔 叉 だけで は 心細い。 しかし 今 はこ 

S タ マ . ^博士 遺稿 Kikigaku  II. 

g ォパ タ博丄 K 驗 音鎏學 六 七。 へ，' ジ 

g 雜 Il^i  . ^科お グ 一九 二 七 年 一一： 月 寄 參 M 


と は # 少 めんだ う で 力 


う なろ か。 そ 

る。 i^- 來 はや 


ろ。 いづれ にしても 時間ん」 測る！^ 準 

れ，. -リ 外に 仕方がない。 
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n 言 葉の 要素 


I 言 葉 

2  口と 咽 喉- 

3 母音の 性 

a 樂 音。 

h 非 調和 

C 母音 は 

4 子 音 の 性 

a 子音の 


b 


1 


振動す 

ま 誘禾 

減衰す 

二三の 

淸音 


C 


h 


_ 母音と 子 音 

質  - 

調和す る 倍 音。 フォルマン 

な 倍 音 

人工的に 作られる か 

る もの の 振動 

な 音 

る 音 

子 音 の 

と 音 


記述 


と k 


つ の 子音のう ちに も 種 頃が あるか 


さらに 子音の 形に ついて  •  -  一 

IE 音の 聞き方に ついて  一 

^ テ ィ ムプ ィ などに ついて  一 

(  i 

6 寫眞。 寫眞 の說明  一 

」.& ことわ リ。 この 章の 4  11  e クニ 三の 子音の 記述 グ ，1 から. S: まで は、 全部 前にお 話. J| 

た 私の 協力者 ミ+ゥ で タマ子 嬢の 仕事であります。 私 は 彼女の 作った おびた^しい 子莆 

の寫眞 とその 測量の 結果 か ら、 僅 にこれ だけ 見本と して 借用し ました。 一一 クポン 語の 子  一 

についての 詳しい 事 は、 彼 女 自身が そのうち 書く で せ う" 


1 言 葉 11 言 葉 は 人間の肉 體 から 出る 一 種の 音響で ある。 人 はこの 音 を 使つ て 自分の 心の 

中の 事 を 言 ひ あら はす。 また それ を 仲立ちに して 他人の 心の中の 事 を 理解す る。 言 葉 は 人間 

だけに 許された 自然の 恩惠 である。 そして 言 葉 は 自然現象 のうちの 最も 精妙な ものの 一 つて 

ある。 また 最も 不思議な ものの 一つで さへ ある。 

人間の肉 體 から 出る 音 はま だ 外に も いろいろ ある。 たと へば 手を叩く 音の やうな ものて あ 

る。 そして その 音ても 心の中の 事 は 多少 表現 出来る。 神社の 前で 手を叩く 音 はお そらく 敬虔 

の 心 を 表現す るで あらう し、 あ る ひ は 同じ 手を叩いた 音 で、 次 の 間の 女中 を 呼ぶ 事 も 出来る。 ま 

た 音 樂會ゃ 運動 會 などで は ク うまく やった なァ！ 感心 だ！ ク とい ふ 意味に もなる。 し 力し、 

ただ それく らゐな 事で ある。 それと 言 葉と いふ 音響と 比 ベ る と、 言 葉が 如何に 精妙な 物で ある 

かが わかる。 私共の 心の中に 起る 事 で、 言 葉 て 言 ひ 現 はされ ない もの は 一つ もない。 私共 力 心 

の 中で 考 へた り、 感 じたり するとい ふ 事 は、 つまり 言 葉で 考 へた り、 言 葉で 感じたり する 事で ある- 

言 葉 は 私共の 心の 完全な シンボル である。 

言 葉の 不思議 さは 昔の 人 もお そらく 感じた であらう。 ク 言 靈„, とい ふ 昔の 二 ッ ホン 語 は 或 

は 多少 さう した 意味 も 含む であらう。 インドに もさう いふ 考 があった。 私共 は 今 さら 言 葉 を 

靈の ある 生物 だと は 思 はない。 しかし 如何に 科 學が發 達した 今日で も、 言 葉 はや はり 自然 物の 

、つもの 實に 不思議な 一 存在で ある。 


素 耍の葉 首 


言 葉 は 後で 諸君に お 話す る やう に、 そ の 構造 は 非常に 複 雄した ものである。 そ れ は、 ち や う ど 

玉子の 黄身 や 白身が 物 化學の 上て は 非常に 複雜な 構造 を もってる のと 同じ やうな ものである 

物化學 はま だ 白身 や 黄身の 構造 を 完全に 私共に 敎 へて くれない。 その やうに 言 葉で も 同じ 口 

からどう して ァ. ィ .^>.ェ .ォ とい ふやうな 母 音 や、 あ る ひ は k とか S. とか P とかい ふやうな いろい 

ろな 子音 を 言 ひ 分ける 事が できる か、 そ の やうな 事の 詳しい 說明 はま だ 十分つ いて ゐ ない。 ま 

たどうして クァク の 音 と クイ か の 音が 違 ふかと 言 ふやうな 事 も、 完 全に はわ かって ゐ ない。 す 

ベて まだ 未知の 世界で ある。 そし て、 お そらく まだ 長い間 未知の 世界と して 殘る であら う。 

これ も 後で 諸君に お 話す る やう に、 私 共 は 言 葉 を 作る 事 はでき ない。 實 際に その 構造が わか 

つて ゐる もの は、 そ れを耍 素から 合成して 作り出す 事が できる、 物 化學は その やうな 事 をた く 

さん 試みた。 水が 酸素と 水素から 出来て ゐ ると いふ 事 を 知れ ば、 逆 に 酸素と 水素 を 築めて 水 を 

作り出した。 そして それ は 水の やうな 簡單な 物で な く、 か なり 複雜な 有機物 さ へ もさかん に 作 

り 出す やうに なった。 それで その物の 構造 は ほとんど 明らかになる。 

言 葉 ははる か に、 は る か に、 ま だ この 域に 達して ゐ ない。 例へば クァグ と 言 ふ 音 はどうして 出 

來てゐ るかと い ふ 、そ の 細かな 構造 はま だよ くわ かって ゐ ない。 それで 今 物 化學の 元素に あた 

る やうな 單 純な 音 を 集めて * ァ， とい ふ 音 を 作り出す 事 は 出来ない。 ァ. ィん 丄 • ォ が 出来な：， 
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ら 


ゐ だか ら、 も ち ろん X とか h とか 


t とか 


ふやうな 子音が 作り出される はず はな 


言葉 


BS 力 

て 人 

う な 


そ 


はた だ 人 

の で、 決 し 

この や 

諸君に お 話す る 

りこく  、- 

造に つい 


の n 

が 作 


で ^一一 曰 へ 

る 事が 

を 見て も、 言 

事 は、 私 共 の 

ものである かとい ふ 事を實 例に つ 

て はま だいくら も 知つ てはゐ ない 


る だ 

出来 

葉が 

二 ク 


けの もの，、 て 

ない のと 同 

如何に 

ポ， ，ン ^ 


ちゃう ど 卵 は 鷄が產 む 事が 出来るだけの も 

る。 

で あ る 


あ る。 

じ で あ 

複雜な もの 

IS の 性質 を 明らか 

いてお 話す る だけで ある 


力 


こ 


想像つ くで あらう。 これから 私 は 

する 事で はない。 それが 如何に わか 

私共 は- 1 ツボン 語の 構 


2  口と 咽喉。 母音と 子 香 1 

や 口の 構造 を 細かく 記述した" 


言 葉 は 口と ir 喉と で 出来る。 醫學は 人間の 體を 解剖して 咽喉 

私共に は 自分の 口 は 見えない けれ ど、 圖 形 や 模型な どで その 構 


造 は 細かく 知る 事が できる。 しかし それ は 結局 死んだ 模型て ある。 生きた 人が それ を どう 動 


し て 言 葉 を 作る かとい ふ 事 は 

諸君 は 鏡に 自分の 口 を寫し 

うしたら 口 を どんな 形に した 

な 事 は大體 わかる であらう。 

ふ 事が わかる だけ で、 さ う 


そ れ は 、摸 型 だ け で 

ながら ァ .ィ， ゥ 丄 • ォ 

ら ァク になる 

しかし それ は、 た 


したら なぜ ァク の 


>  、 

音 


はわから ない。 

や、 い ろい ろの 言葉 を 言 つ て 

どんな 形に すれば グ イク に 

グァク を 言 ふ 時には こんな 

が 出る かとい ふ 事 はま だ少 


ごらんな さ 

なる かとい 

口の 形 をす 

しも わかつ 


i さ 

ふやう 

ると い 

てゐな 


い。 おそらく それ は 容易に わかるまい。 死物の 樂器 でさへ も、 そ れ からどう して 音が 出る かと 

いふ 事 を 詳しく 說 明す るの はむ づ かしい。 人間の 咽喉と 口と いふ やうな 非常に 複雜な もの を 

發音蹬 として 考 へる 事で も相當 にむ づ かしい。 それに 言 葉の 方ても 音の 種類 は 非常にた くさ 

ん ある。 それ を 一々 發音體 の 振動と して 設明 する 事 は、 今 の ところでは ほとんど 不可能. て あ る- 

だ が、 想 像から 次の やうな 事 は 言 はれる であらう。 11 咽喉 は聲 帶、 あ る ひは聲 唇と 言 はれる 

厚い 膜が 二 枚 張って ある。 その 振動が { へん 氣を 振動 さ せ、 そ の {へ& 氣の 振動が 口の いろいろの 形 ズ 

、 ろい ろに 歪められ たのが ァ 々• ゥ • ェ • ォの 母音で あら う。 そ れ て 聲の 高さ 低 さはお そらく この 

聲帶の 振動 數の 多い 少ぃ による で あらう。 つまり 聲の 高さ 低 さは 聲帶に 原因が あると 言 つ て 

もよ からう。 

聲帶 から 音が 出なくても 齒の 間からで も、 唇 の 間からで も、 舌 の 動き 方からで も 音が 出る。 そ 

れは みな 一 種の 維 音で ある。 その やうな 音と 聲帶の 振動から くる 音と が 一 緒に なった のが、 つ 

ま り 言 葉 で ある。 例へ ば 今 クサ グ と 言 ふ 時 に は、 聲 帶の 振動と 口の 形が 母音の クァク を 作 る。 

その 前に 極めて 短 かく 舌と 口の 形との 雜 音が はいる。 それが 子音の S である。 この 二つの 事 

が續 いて 起る のが クサ ク とい ふ發 音で ある。 

口 ー マ 字て は グサグ とい ふ 發音を S の 子音と、 a の 母音と で 緩つ て S と 書く、 これ は實 際の 發 

音の 樣子 をよ く象徵 して ゐる 書き方で ある。 實 際の 發 音ても 私共 はま づ子 音 の 8 を 言 ひ、 つ ぎ 


に 母音の a を 言 ふ。 

この クサ， が 終る 途端に 私共 は 口 

やうに 組合せて， S を 言 

なく こ 

骨 を 折 

や 嚼 喉 

る 事が 

で 完 全 

くる 機 

ベ 


た 

し 


子音と を 前の 

共 は 每日何 心 

に その 

時の 口 

仕事 を 

ゐの短 

て， も 言 

私 は 

な い。 

いた 結 

こ の 

つまり 


の 恰好 をす ぐ變 へ て、 嗎 喉からの 別の 母音と、 口からの の 

f とい ふ 言 葉になる。 私 


め に 

恰好 

て ゐ 

時間 

を つ 

こ の 

れ は 

果 であ 

やうな 


葉 

そ 


の や 

つ た 

の 振 

わ か 

に 出 

き 巧 

學 の 

ま り 


う な 言 葉 

と は 思つ 

動の 工合 

る。 しか 

来る。 人 

巧妙 さは 

妙な 自節 

問題で あ 

咽喉 や 口 


を 

0m. 

全 


つ 

の 


たと する。 これが 續 くと 


驚 

る。 つまり wr 侯 や 口から 

母音 や 子音が ー體ニ ツボン M 


る- 


千 何 萬 

な い。 

を 細 

の 非 

肉體 

驚嘆 

今 私 

出 る 


J れ から 取扱 はう とする 材料 全 體の見 透し で 


と な 

ま と 

に考 

に 面 

い ふ 

ベ き 

方 に 

諸君 

その も 

何 種類 

見 透し 


： 口 こ 


く 言 

ん ど 

ハ 


も 


も 


0 


こ 


る 

、 

お 

あ 


てゐる 

意識に 

、私共 の 

仕事 力 

誠に 精 

あ る。 

ま FS* も 

しょう 

あ る。 

かとい 

_ そ し 


そして 

を 言 つ 

づ か に 

な自靡 

話しよ 

L ふの 


私共 

て ゐ 

は 實 

1; 秒 


ま- 


と 

、そ 


ま 

の 


ふ 事が 次に 問 

て その 見 透し 


別に 何 

。 し 

非常 

十分 

あ る 


題に な 

の ま づ. 


力 


も 

、そ 


て ゐ 

自 獻 


る の 


特別 

そ の 

# な 

く ら 

の 中 

で よ 


つて 来る • 

始めは そ 


の數 である。 

普通に は 


ボ ン語は 五十音から 出来て ゐ ると 言 はれて ゐる。 しかし これ は 極めて 大體の 


素 要の 葉"^ 


事 で、 私 共が 耳で 聞 

も、 ト ー キヨ ー 語と 

持って ゐる 假名で 

ただの e ではない „ 

あるひ は、 同 じ 東 

の ウエノの H と は 

ない。 それ はまた 

種類 あるか その 數 

子音に なれ ば、 こ 

音と を 入れて、 二 

の 著しい 例 は 前に 

1 キヨ ー の 標準語 

く と もに — キヨ 1 

は 耳で 聞いた だけ 

單には きめられな 

しかし その 中に 


いただけで も、 決 

キ ョ ー ト 語と は 

は 書かれない。 

_ この 音はェ て 

北 の 言 葉 で 雪 を 

よほど 違 ふ。 e 

別の 發音 であ る。 

は 想像が つかな 

の 事 はも 少し 複 

六 種と 數 へられ 

あげた 東北 辯の 

と はかなり 違つ 

の 中 で も、 下 町 の 

も 相當違 ふ。 


して 五十音く 

耳に 違つ て 聞 

たと へば 東北 

も、 ィ で も 書 さ 

かく 鋤の 事 を 

の 字て は 書 く 

た^ 五つと 


に な る。 二 

ゐる。 しか 

うな もので 

ものである" 

人と、 山の手 

當の事 を  一一 一一 口 


ゐ 

る ( 

ァ 

ボ 

，そ 

る。 

そ 


- も 

力 

す 事 

ン シ 

出来 

れ る 


若 い 

* ま、 二 


でない 事 は 

し 東北 地方 

ウエノ 驛グ 

は 出来ない 

キ .KO/n}siki 

ない。 シの 

a- 音 で も、 こ 


わかる _ 

の 言 葉 

とい ふ 

發音 て 

と 言 ふ- 

.1 もィ 

の やう 


- 同じ ァ でも ィで 

に な れ ば、 今 私共の 

と き は、 ueno の e は 

あ る。 


子音の 數は 澄んだ 

實際 はとても そん 

の グ ケア ンシ キク 

無理に 東北 辯の や 

と の 言葉で は、 そ の 

ボンの 母音の 數ゃ 


- こ の 

で は な 

な 例 を 

の と、 淘 

な 事で 

の k も、 

うな も 

母 音 や 

子 音 の 


H 


さ 


は ま 

- ゥ 

が せ 


た 前 

で も 


た の と、 拗 

ない。 そ 

n も、 S も、 卜 

の を 取らな 

子音の 樣子 

^ は、 さ う 


何 か 共通して ゐる もの 、ある こと は確實 である。 ある 一 地方 を とれ ば、 そ の 
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附近の 人 

あ ら う。 

二 グ ボ 

呆れて ゐ 

てま、，， ナ 

諸君 は 

ふで あら 

あるか。 

私の こ 

ョ I 語 を 

非常に 曖 

庄： 、 ZI 

し か し、 こ 

ない。 私 


習 

だ 


慣 や 

で そ 

を こ 

け の 

" も 


の 私の 


の お 

材料 

味で 

ォ 力 

の や 

の こ 


で い 

話 は 

に し 

あ る 

ら な 

う な 

の お 


練習な どに よつ て、 口の 恰好 や 舌の 動か 

れ から 出る 言 葉 も、 そ の 地方 地方の 大體 

の やうな 細かい 點で觀 察すれば、 ほ とん 

事で ある。 言 葉 を硏究 しょうと 思へば、 

少し あらめ な點 にまづ 注目し なくて は 

話 を 聞い て、 お そらく その やうな 點を不 

母音と い つ て も、 一 體 誰の 母音で あるか „ 

くつの 一一 ツボン 語の 母音と 子音と を 基 

誰の 母音 で も、 ど この 子音 で もない。 私 

たもので は ある が、 し かし どれ だけが 本 

U この 點で はこの 話 は 一種の 抽象的な 

いもの に、 し ひて 一 般の もの を 代表 させ 

新しい 學 問の はじめ は、 そ の やうな 事 か 

話 は、 こ の やうな 冒 險を覺 悟の 上での 試 


の 

當 


方な 

特色 

際限 

め か 

事 力 

足 に 

子 音 

に し 

の 


こ 

の ト 

もの 力 

たとい 

ら て も 

み で あ 


で 

、 

話 

話 


-ぁ 

る。 


る 


發 し 


當 共 通 

言 葉 に 

. そ の 

う な 

な V 

ら う „ 


や 

材 


1 キヨ，. 


ひ 


的 

な 


も 1 

る か 

料 は 

語 と 

代表 

な も 

け れ 


し 

複 


、な 

.ま、 


た 

力 

力 


の 

は 


て- 

力 

し 


あるで 

あ ら う。 

にた だ 

を 考 へ 

- 力う Sbl 

子 音 で 

ト ー キ 

，そ れ は 

の ある 

れ ない。 

じ まら 
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3a 香の 性質 11 これから 私 は 言 葉 を その 要素の 母音と 子音と にわけ て、 その 性質の 梗槪を 


素 要の 葉 首 


お 話す る。 まづ 母音から 始め る- 


a 樂督。 

つ まり子 音 

る。 

樂音 とい 

それでた と 

けいくら で 

その 1 つの 

る。 そして 

な 性質の も 

笛 の 音、 ピ ァ 

ゐる。 つま 

樂音は 一 

倍、 四 倍：： 


調和す る 悟 香。 

が雜 音て ある 


ふ の は、 あ る 

へ ば 母 音 の 

も 繰り返さ 

波の 性質が 

その 一つ 一 

ので ある。 

ノ の 一昔、 ゲ ァ 

り 母音 は 聲 

般には 倍音 

になる 5- う 


塔の 一 ばん 下が 基音 で 


フ 

の に 

つ の 

ァ. 

る や 

り 返 

の 波 

し て 

ォ リ 

と い 

も つ 

高 い 

の 上 


ォ ル 

對 し 

定 ま 

を錄 

う な 

さ れ 

の 高 

普通 

ン の 

ふ 樂 

て ゐ 

音 が 

に 二 


ン ト —— 母音 は 普通に 

，母 音 は樂 音で あると い. 


た 音波 

してみ 

ので あ 

やうな 

が、 そ の 

音 と い 

とい ふ 

が 演奏 

〕 つま 

まって 

三 重 と 


形 

と、 

> 

の 

る ( 

匿 


力 

な 


定 

の 


ら 

そ 

み 


で 

ら 

-み 

-み 


になる 


ふ 

な 


音で 

音が 


樂音 

一 nTtr  ,i 


一 0 

つ の 

や う 

る。 

こ の 

こお 

あ る 

あ つ 


力 


そ 

積 


ォ 

み 


力 


-Ita 一 


倍音で あ 

ね ら れ て 


の 

て. 

る 一 

ゐ 


一種 だと 

れ までの 


さ 

音 


そ 


る 


定 


れるゃ 

の 形が 

性質 を 

を 普通 

とい ふ 

な 性質 

な樂音 

の 上に 

たと へ 

やうな 


て 


も 


はれて 

說 にな 

な 音で 

のァが 

れ ば、 後 

音 と 言 

の は そ 

持って 

性質 を 

動 S 力 

い へ ば 

のて あ 


ゐ る" 

つて ゐ 

あ る。 

績 くだ 

はみ な 

つて ゐ 

の やう 

ゐ る。 

もって 

一 一 倍、 三 

五重の 

る。 そ 


れが 倍音で ある 

音 も 


8 
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ピアノ 

の 倍音， の 


^ 目 

重 の 

い ふ 

や う 

と い 

あ る 

音 の 

な る 

音 と 

の 上 

も あ 

そ れ 


が特 

塔 の 

事 に 

な樂 

は 目 

ふ 音 

か、 六 

形 は 

見、 そ 

に 第 

る。 

で も 


の 

實 

の 


出張 

た 眼 

れ ば _ 

で あ 

見 た 

錄音 

の 塔 

に、 澤 

上 の 

何番目 

そ れ は 

見 當 は 


、笛 

-も 

ヽ 

の 

ゥ 


の 音 も、 人 間 

が 違 ふの で 

てゐる が、 あ 

違 ふ。 

ん 見た 

ら、 ピ ァ 

は、 そ れ 

の 音波 

か、 そ の 

擧 げた 

さいで 

で こ ぼ 

が乘っ 

ンブの 

い 事 も 


ち ろ 

な 力 

け で 

て、 そ 

あ る 

眞 で 

の 小 

さ な 

倍音 

ュ ッ 

力 な 


の 母 音 も、 同 じ樂 音で ありな が ら、 み な それぞれ 

あると いふ やうに 說 明され てゐ る。 つま り、 あ 

る 五重の塔で 三階 目が 特に 出張って ゐる とす 

そ の 上、 あ る もの は 五重で ある し、 あ .fo もの は 六 

眼 は 非常に 違 ふ。 音の 構造 も それと 同じ 事 で 

ノと 笛と 入の 聲と 非常に 違った 感じ を與へ る 

が どの やうに 捲 へられて ゐ るか はわから ない。 

の 形 を 見た とする。 しかした だ それだけ では- 

何 階 目が 特に 出張つ てゐ るか、 そんな 事 は 少し 

とほり である。 その 波の 形 は、 大 體 で 言 へ ば、 一 

こぼ こが ある やうな ものである。 この 基礎に 

こ を 倍音と 見れ ば、 そ の 小さい でこぼこ を 数へ 

てゐ るの かわかり さうな ものである。 實際そ 

最後の 大著 グ 言 葉，， に 引 用. さ れてゐ る。 極め 

な い 


音 色の 違 ふの は、 こ 

る 五重 の 塔て は 二 

れ ば、 こ の 二つの 五 

重 や 八重で あると 

ある。 これが 同じ 

わけで あ る。 

だとへば クァグ 

_ それが 五重の 塔で 

も わからない。 母 

つ の 大きな 基礎に 

なる 大きな 波 を 基 

た だ け で、 そ の 基 音 

の やうに 考 へた 人 

て 大體の 事なら ば、 


かもしれ ない。 しかし それに は 何の 數學 的な 拫據 もない 


素 耍の葉 首 


a 學 

©學 

者 の 

一一 

ボ ン 

明瞭 

所 の 

私 

硏究 

を錄 

す る- 

れ  て 

な 研 

の は 

. ァ 


的. な嚴 重な 意味 の 

的に 證 明され る 事 


の 

音 

、そ 


こ 

ァ. 

、こ 

の 


證明さ 

まと. SP 

ン 語の 

ィ •々• ェ 

つ た。 

ハ シ、 ャ 

話 は 

で ゐ 

だ け 

し 私 

以上 

こ で 1 

形が ほ 

母音 の 


れ る 

ど 唯 

母音 

-ォ は 


ォ 

錄 

、こ 


しょうと： 


つ 


是 

形で 


と 


の 

ト 

た- 

ど 


倍 音 

で あ 

つ の 

性質 

の や 

航 -さ 

兩技 

う な 

君 は 

一 そ 

や う 

は な 

法 意 

る と 


は、 そ の 

る。 こ 

方法の 

もこの 

うな 構 

師 など 

物理的 

この や 

て そ 

能 は 

高級 

- 私 

て お 

な く 

ふ や 


やうな 小 

の 事 を 正 

やうに 利 

方法で こ 


造 

び 一 

ォ 

な 

ゝ 

あ 


を もつ 

ォ バ ク 

大きな 

母音 の 

な 大家 

を 再生 

だよ く 

數學的 

諸君に 

なけれ 

る 事で 

な こ と， 


さいて 

しく 數 

用され 

れ ま て 

てゐる 

博士 や、 

業績で 

性質に 

の 業績 

すれば 

調べら 

な 計算 

お話し 

ば な ら 

あ スゝ 

は 言 は 


ぼ こ 

的 に 

き た 

三 の 

と パ 


國語 

る。 

い て 

見れ 

な り 

て ゐ 

し て 

うとい 

、事， R 

れ て、 あ 

な い。 


の 數 

計 算 

フ ー 

學者 

J 事 


で 

そ 

み 


し よ 

リ ェ 

の 手 

は、、 ) 

の チ 

な い 

ろ し 

言 つ 

- そ 

も 無 

事 は 

る。 

1 つ 

じ グ 


へて はわから ない。 それ は 


う と 

で硏 

バ 敎 

- そ 

、 0 

人 

音 


た 

そ 

ァ 


いふ 方法が、 近頃 一」： ^ 

による 分析で ある。 

究 された。 そして 一一 ク 

學の 方法の 及ぶ 限り は 

授ゃ、 遞信 省の 電氣 試驗 

の 事に ついては もはや 

私 は-一 ツボン 語の 母 音 • 

の 母音の やうに 聞え は 

械の 性能が 十分 調べら 

ある。 私 は 今 この やう 

別な 事で ある。 

は 母音の 昔 波  >. いふ も 

波の 形 を 出し て、 こ れ が 

とい ふ 音 を 十 人の 人 か 
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ら錄 

言 ふ 

か な 

波 の 

れ よ 

み な 

め に 

ら *ま 

こ 

述べ 


音 す 

た、 あ 

こ し 

た、 あ 

ら ず 

形が 

、つ 0 

う す 

一 樣 

，そ れ 

そ の 

れ は 

た フ 


る 

0 


- ま- 

も- 

し 


の 成分 を 

されて ゐ 


十 種 

人 の 

-時 と 

人 の 

完全 

だん 

て „^ 


と、 こ こ 


ァ； 

し 


I リ ェ 

母音 の 

る。 こ 

私 も 多少 はこ 


だ 

づ 


け 違 

ふ が 

合で 

る 場 


分析 

フ ォ 


同 

る- 

問 

力 

の 


じ 

で 

マ 


つ た 

ァグ 

そ の 

合 の 

も の 

大膽 

も ク 

が 起 

る か- 

の  形 

何て 

い 問 

な 目 

ン ト 


"ァ. の 形が 得 

て も、 決して ー樣 

形 は 非常に 違 ふ 

一つの グァグ を 

り 返し 

へば 同 

て も、 す 

— そ 


を 繰 

に ^一  1 日 

る。 

- 何 

で あ 

あ る 

題で 

的で 

と 呼 


の 困難な 

の やうな 


仕事 をし 

事 を 試み 


かその 

りな 力 

ゝ 0 

力 

あ る。 

あ る。 

んてゐ 

た 人々 

て み た _ 


て ゐ 

じ ク 

ベ て 

れ ほ 

中 に 

ら、 み 


られ る。 

で はない。 

と つ て も、 波 

ると は  一一 iia は 

ァク とい ふ 

の 母音 はみ 

ど 違 つ た 音 

共 通した も 

な 同じ 漾に 
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同じ この 人が 同じ グァグ とい ふ 音 を 


菌カ伊 

.1^  、  0 

な i> 

にも 無 

さ う * て 

の 形で 

が ある 

ァグ と， 


そして この 共通 

そして この やう 

る。 -1 ツボン 語 

は 前に 述 ベ た。 

ある 母音に つ 


へば 二 

時間が 

數 の 音 

あ る。 

ありな 

力 そ 

聞 え る 


十 

の 


た 音 の 

數學的 

母 音 の 

私共 は そ 

て は、 そ 


成分 を 

の 方法 

フ オル 

れ で 滿 足 

の フォ： i 


見 

マ 


あ 

ら- 

マ 


-1- 

ォ 

-ど 

つ 


ば、 

ゐ 


そ 

ゝ < 

て 


の 

S ゝ 

力 

も 


1降 

し 

で 


ゥ 

力 

た 


十 

て、 

ォ 


力 

-音 

出 


て 

ント とい ふ もの 


素耍 の葉苜 


を、 た だ 私の 參考 のために 

以 上、 も う 一つ 新しい フォ 

略す る。 ただ フォルマン 

私 は 前に 母音の 構造 を 

：: になる やうな 倍音が 

形 も 違へ ば、 音 色 も 違つ て 

—これが 前に 言 つ た 事で 

れ で、 な るべ く澤 山の 同じ 

法で 分析して おく。 そし 

そ の 平均の 仕方 もい ろい 

そして この フォルマン ト 

る 母音の 波形に 共通した 

この フ ー リ H の 分析の 

同じ やうな 事になる。 機 

熟練が いる。 私の 試みた 

ここで 諸君 はかならず 


作って み た。 し か し、 す でに この やう 

ル マ ントの 形 を 書いて みても 無駄で 

ト はどうして 出来る もので あるかと 

五重の塔 にたと へた。 基礎になる 音 

はいって ゐる もの だと 言 つ た。 そ し 

来る。 五つの 母音の 相 違 は、 そ の 倍 音 

ある。 この 倍音 はフ ー リ H の 級數の 

種類の 母音 をと つ て、 そ の 波形の 一つ 

て その 結果 を 平均した ものが つまり 

ろ考 へられる が、 し かし 要するに 一種 

の 方法より 外 に、 こ れ ほど 種類の 多い- 

耍素を 求める 方法 は 今では 一 つ. f な 

方法に、 機械的で する 方法と、 計算 で す 

械は その 誤差 を 知る ことが むづ かし 

の は 紙の 上で 計算す る 方法で ある。 

かう 問 ふで あら う。 —— 母音の みな 


な 大^ 

あ る。 一 

の 上に 

て その 

の はい 

方法で 

一 つ を 

フ オル 

の 平均 

， ま と 

、 0 

る 方法 

い し、， そ 


の 意見が 發 表されて ゐる 

私 の は、 こ こ で は、 す ベ て 省 

を ちょっと お話して おく r 

その 週期が 二倍、 三 倍、 四 倍 


倍音の はいり 工合で 波の 

り 加減の 相違で ある。 I 

見出す ことが 出来る。 そ 

この フ ー リ H の 級 數の方 

マントで ある。 もちろん、 

が フォルマン トで ある。 

んど 千樣萬 態と も 言 は れ 

と 二つ あるが、 結局 結果 は 

して それ を 使 ふに 相當の 


らずニ 瞪で 音と いふ もの は本當 
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あ ®  2 
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は な 


に 倍音の 紐 織で 出来て ゐ るか。 もし それが 本當 ならば その 證據を 見せて くれ。 フ I リエ 

に 分析され ると いふ こと は、 實 際の 音が その やうな 倍音の 關 係て 出来て ゐ ると、 f ふ證 i こ 

函數を 展開す る だけなら ば 

の級數 にで も 何に でも 展開 


倍 

て 


ら ない。 それ はた だ 勝手に さう いふ 計算 をして みたまで である 

何も フ ー リ ュ級數 にかぎ つた 事 はない。 出来る ものなら テ ー ラ ー 

しても よ 

あ る。 音 が 

ここに 出し 

目に 見えな 

寫 眞 を擧げ 

い。 それ で 

は、 た だ 一 種 

な 形て 書 き 

ある 以 上、 そ 

ふ 事 を、 た だ 


な 

これ は 尤も 

れてゐ る が、 い 

づ かしい。 

あ る。 今 こ 

的な シンポ 

フ. I リ H の 

の を、 た だ さ 

析 がそれ だ 

母 音 の 共 通 


な 問題 で 

ざ 證據を 

れは音 は 

に 母音の 

に 過ぎな 

數の 方法 

いふ やう 

の 意味で 


の 成分と い 


た 

さ 


音 の 

見 せ 

力 そ 

の 問 

書 き 

は し 

か ら 


關 係で 出来 

ろ、 と 言 は れ 

の 振動で、 そ 

れは實 際の 

題 は 結局 か 

現 はし 方 て 

て 見る とい 

作った フォ 


てゐる 

る と、 そ 

れを直 

音 波 で 

うい ふ 

あ る。 . 

ふだけ 

ルマン 

現 はし 


と 

接 

も 


と こ 

表現 


て 


ふ 

る- 

た 


事 は _ 

扱 ふ 

も な 

に 落 

方法 

一 そ 

だ そ 

と い 


，一 般に 常識 

か 容易 で な 

ことが 出来 

い。 それ は 

ちつく であ 

で ある。 母 

して フ I リ 

れ だけの も 


的 に 

、 0 

な い 

音波 

ら う ( 

音 と 

の で 


111  一口 

力 

の 


じ ら 

外む 

らで 

電 ,0 


いふ も 

數の分 

あ る。 

ふだけ である。 その物 


ゥ いふ 風に 言 ひ 

理 上の 證據を 擧げる か、 擧 げ ないか は、 そ れ はまた 別の 問題で ある。 それ で、 こ の 方法 をフ ー リエ 

の 分析と いふの は 多少 不適 當 である。 それ はた だ 書き 現 はし 方 で、 決 して 實 物の 分析で はない 


水 

力 

な 


し 

. る- 

首 

葉 し 

耍 の 

素 で 


を 酸素 

本當だ 

た だ、 こ 

の 結果 

れ な ら 

に 含ま 

のい い 

こ 


あ 


級な 

。- 事 

達 し 

れ も 

こ れ 

く い 

. の 

る。 


と 水素と 

と 思 ふ。 

こに 一つ 

が ある。 

ば、 實 際 の 

れてゐ た 

機 械 で あ 

は、 音 の 構 

電氣 機械 

の 他の 一 

た 結果、 は 

音の 成分 

は 人の 聲 

聲 とが あ 

5 コ ー ド 


に 分析す る 事と はよ ほど 意味が 違 ふ。 私 はこれ はフ ー リ H の 展開と いふ 方 


-音 

るハ 

で- 


れ  が  音  を 


倍音の 構 

は 周波 數 

機械的に 

て、 ま づ 間 

しかし こ 

知る ため 

つたこと 

誰 據 は、 濾 

て 出来 た 

る 有力な 

非常にむ 

しい。 私 

の はじめ 

して 音質 


造 を 

分析 

分析 

違 ひ 

の 機 

に將 

は な 

過 器 

事 て 

方法 

づ か 

は あ 

の グ 

を變 


實 

擰 

あ 


で 

も 


^  0 


も さ 

あ る- 

と ま 

ま I 

今 の 

常 に 

こ れ 

を 濾 

- 音 

る。 

實驗 

度、 聲 

1 ク を 

ると い 


音 

、 


で あ 

二 グ 

一  B は 

こ の 

こ ろ 

獻 す 

請賣 

て み 

い ふ 

の 處 

あ る 

質 を 

うに か 

事に つ. 


ら 

チ， 

0 

變 


と 私共に 

で はコバ 

う。 周波 

の 研究 は 

十 分 完 全 

あ ら う。 

で あ る。 

で あ る。 

に對 して 

，か つ て こ 

して 聲の 


想像させる やうな 新し 

ャ シ 技師の 手で 發明さ 

數 分析 機に 出た 音 は、 も 

音の 構造 を 知る に 非常 

だと は 言 はれない。 こ 

もちろん 私 はま だ この 


これ も 近頃、 電氣 技術が 

は 多少 間接で は あるが 

れを 試みようと した 事 

性質と して 濾 しいい 聲 

0 た と 思つ た の は、 力 ッタロ ー の 

へ ー クと聞 え る やうに 變へ 得た 

ての 私共の 唯一つ の赏驗 である 


い 研 

れ た。 

と の 

に 都 

の 機 

^ う 

非？ お 

• し か 

力 ^ 

と、 S?5 

だ け 

。 も 


ち ろ ん、 こ 

にいろい 

こ の 

れ をく 

私 は 今 

い づ 

の 事 力- 

と  いふ 

ば、 や は 

を 完全 

と as ふ 


れ だけで は 何も 諸君に お 話す 

ろの 音の 要素 

うな 實驗は 技 


し く 

の や 

に し 

だ ち 

の 證 

Is- 波 

分析 

り 外 


定量 的に 

うな 事 を 

て も、 母 音 

に 母音の 

據に はな 

數 分析 機 

してみ せ 

こ 直 な 


が あ 

術 的 

計 算 

す る 

力 0 

や う 

り に 

に よ 

る ま 


つ て、 そ れ 

に 非常に 

するとい 

氣 はない。 

常に 複雜 

な複 維な 

く い。 今 

るの がー 

で は、 私 共 


る ほ ど、 の 

瀘 せ ば 音 

難 で、 本 當 

やうな 事 

こ れ は、 ほ 

ものの 集 

の が、 フ 1 

て は、 も し 

早道， て あ 

フ 1 リエ 


も の 

の 質 

^ 事 

は、 相 

ん の 

合 だ 

リ ェ 

私共 

る と 

の 級 


て 

當 

田 a 


な い。 

變 ると 

私共 の 

大 仕掛 

つの 試 

L ふ 事 

數 で 書 

實驗的 

ふ。 そ 

の 方法 


だ 力 

事 

こ ろ 

設備 


れ る 

音 の 

て そ 

、た だ 


タ 

技 

つ 


口 1 の 


少 

む 


わ 

づ 

5- ゝ 

力 


力 


力 


も わ 

を 


力 

ら 


うな 機 

の 音 の 


グハ 1 グ の 中 

る だけで ある。 

しい。 殊に そ 

も ち 


4 


る。 

る。 

を 持 

う と 

書 き 


ろ ん 


し 

ユタ 


表 は 


し 

し 


そ 

方 


b  訳 

て も 見逃 

の.^ ァグ 

り 返され 


和な 

せ な 

で あ 

て ゐ 


悟 音 11 

いこと が 

つ て も、 そ 

る やうな 


母音 

あ る- 

の 波 

も の 


の 波は大 

. それ は 

を 詳しく 

でない こ 


以上 述べ たやうな もの 

にも ちょっと 言 つた や 

る と、 決 して 完全に 同じ 

である。 波の 形 は、 よ く 


である 

う に、 同 

形の 波 

見る と 


、こ 

な 


、み な少 


も 

づ 


時 の 

も そ 

つ 變 


つ、 

つ 


し 

る 


こ と 

ゐ る 

て あ 

い ふ 

に、 ま 

た 實 

や う 

で は 

力 少 

書 き 

フ ォ 

い て 

あ る 


で 

力 

る- 

力 


あ る- 

の.  だ 

し錄 

さ 

說 明 

と て 

不規 

の 發 

複雜 

る ま 

づ つ 

非 調 

± す 

マ ン 

今 さ 

ま 


と 

、 

變 

ゝ 

力 


も 

る „ 

和 


し 

る 


母音が 實際フ 

の や 

へ 

こ の 


を 

、 

て 

、 

中 


ら 何 も 一 


な 


ら ば、 >  J 

か ら 言 

私共 は 

都合の 

重の 塔 

重 だの 

へ て み 

振動が- 

こと. H 

くと 考 

の 存在 

ことで 

にこの 非 

論じる 餘 

倍音 は そ 


同 


の た 

三人 

て も- 

-フ 1 

容易 

へ て 

と い 

あ る 一 

調和 

地 は 

れで 


の 

-そ 


こ 


ま、 

ェ 

も、 そ 

ふ こ 

な 倍 

な い- 

表 は 


H 

-調 

の 

と 

さ 


さ 

て 


の 級數で 書き表 

と は 決して 起り 

波の 形 は 繰り返 

何とか 說明 しな 

和 的な 倍音より 

ら ば、 規 則 正しく 

いふ 餘 計な 中二 

聲 帶 と、 そ の聲帶 

級數で 書き表 は 

せられ る。 母 音 

は 無 理 で は ある 

につい て、 問題 に 

て その フ ー リエ 

はどう 表 はされ 

フ， -リ H の 級 數はそ 

れる わけはない。 そ 


れる やうに 調和 的 一 

いはず である。 一 

ゐ ない。 それ は 疑 一 

はならない。 

ほ かに、 もう 一 つ 非 謂 和！ 

重ねられた 一 重、 ニー 

やうな ものが ある! 

へ るいろ いろな M 

る やうな 完全な 

に 非 調和な 倍音が ま- 


な 倍 音 で 出来て 


を容れ ない こと 


ま 

なる の は そ 

る 


を 


力 


と 


の 


な 


をフ ー リ 

基礎に してつ 

ふこと.. て あ る- 

學 的な 意味が 

ら ば、 そ の 非 調 


な 倍音が 混 
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ことて ある。 

肉で あ る。 

學 的な もの 

るた め に、 そ 


る と 

の 間 

そ の 

だ け 

の 形 

ェ の 級數で どう 

く ら れた 母音の 

- この ことにつ 

調和 的な もので 

和な 倍音 は、 絹 痺 


しで 物を濱 

の 非 調和な 

は、 そ れ だけ 

そ れ て、 も 

いって ゐる 

ら、 そ の やう 

また 前に 

ず その 結果 

擧げ タ 力 

いとい ふこ 

が 撮影 さ れ 

この やう 

い 私 は、 今 何 

中の 波の 形 

ば、 非 調 和 な 

場听， *!； 々で 


す 4^ う 

倍 音 は 

誤差 を 

し 母音 

はずで 

な 誤差 

お話し 

に 出て 

ハ シ、 ャ 

とで あ 

たこと 

な こと 

とも 判 

力 害 カロ 

倍音 の 

相當 の 


こ 

る- 

ま 


の 

る- 

私 

よ 


さ れ 

附近 


と 

f、 


0 

も 


は ず 


た 

ず 


影 

變 


化が あ， 


て 

力 

0 

る 


無 

こ 

や 


口 

ど 


なる か。 

の 倍音の 

になる。 

倍音が あ 

オル マン 

の 場合 

分析す 

こ の 

吿で 


年 

と 

こ 


の 生 

倒て 

た だ 

こ ろ 

ら れ 

見 え 


そ れ も、 か ならず し も、 さ 

ところに 分れて 出て く 

この こと は 私 は 數學的 

ると すれば、 フォルマン 

トと いふ こと は、 相 當 あ 

に は 問題に ならない。 

るなら ば、 も し 非 調和な 

とに つい て、 私 は 二つの 

-1 ツボンの 母音に は 非 

ョ I 帝 犬の ハシダ 博士 

學 大 會 で 聞いた。 

る か ら、 そ の 實驗に まだ 

の 想像で は、 ォ スシ a グ 

け を 取つ て、 そ こ を 周波 

いか も 知れない。 母音 

" 分析す る 場所に よつ 


う で 

る。 

こ 登 


卜 こ 

ら 目 

倍音 

反對 

I 一? 一 a 

の 研 

一 度 

ラ フ 

の 波 

て 非 


は な に 

そ れ で 

明し 得 

も それ 

な 平均 

力ま. K- 

の 結果 

な 倍音 

究 室 で 

も 指 を 

で 母 音 

析 機械， 


そ 

を 

は 

で 


私の 考で は、 そ 

の 調和の 倍音 


と 思つ 

けの 誤 

方法で 

_ それ は 

聞いた _ 

含まれ 

IF  口 

.3\ 訪禾 

め た こ 

撮影し 

分析し 


て ゐ る- 

差が は 

あるか 


な ら 


こ 


形 は 非常に 複雜で 

調和の 倍 音 の 影 響 


ゐ な 

倍音 

の な 

ギ の 

み れ 

，そ の 

は い 


素 要の 葉 言 


ろい ろになる 

場所々 々で 相 

な 多少 違つ て 

私 は 非 P 和 

まで を 見る 時 

に 非常に 便利 

C 母 香 は. < 

つ め て、 も と の 

るか ー— これ 

ない。 西洋で 

も それ を 試み 

彼 自身 成功し 

したと 言 つ て 

は 私 は 非常に 

今はト I キ 


であら 

當 違 つ 

ゐ る。 

な 倍音 

に は、 非 

て ある- 


的 に 

の 波 

次に 

-ェ ン 

う と 

い と 

る。 

問 に 

の や 


う。 ただ 非 調和な 倍 音 だ け で , な く、 肝 心な 調和 的な 倍音て さ へ も觀 察する 

てく るで あらう。 その 證據に は、 そ れを 平均した フ オル マ ントが 入々 でみ 


の 存在 を假定 したい。 ある 一つの 母音の 一部分で な く、 そ の はじめ 

調和な 倍音の 存在 を假定 した 方が、 波の 形の 少し づ つ の變化 を設明 

. その他に もま だ 便利な 點が ある。 それ はまた 次の 章で お 話す る。 

作られる か —— もし フ ォ ル マ ント とい ふ ものが 定まる ものな ら、 そ 

を 作れば ァと いふか。 少く とも 人工的に 了ィ ふ，于ォ の 母音 だけ は 

くる 問題で ある。 二 ツボンで は、 ま だ その やうな 事 を 試みられた 事 

シュゃ ミラ ー の やうな 人が それ を 試みた。 それより 前に は ヘルム 

した。 へ ルム ホルツ は 音叉の 音 を あつめて 母音 を 作らう とした。 

言 つて ゐる。 ミラ ー は 音叉の 代りに オルガンの 管 を 使った。 そし 

しかし 最近の この ミラ ー の 試みで さへ も、 そ れが 本當に 成功した か 

思 ふ。 その やうな 仕事 は 決して 容易な ものて ない。 

うな 方法が で き た の で、 も しその やうな 仕事 をしょう と 思へば、 ェ ン 


力 


す 


ら終 

る の 


を あ 

ら れ 

聞 か 

ル ッ 

れ は 

成功 

う か 


シ ュ や 一 
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ミラ. I の やった 方法より も、 は る 

りの 母音の 形 を 手で 書いて、 それ 

に 波の 形 を 書い て、 それ を フィル 

的に は相當 大きな 困難が ある。 

の 合成 を 試みよう とした。 もち 

はフ オル マ ントを あつめる とい 

私 は フォルマン トを あつめた 

的に クァク の 母音て あると いふ 

もの は、 一 體て音 を 母音 的 や 子 音 

音 は 大抵 その 晴 示のと ほりに 聞 

ひ、 ら ぉ屋の 笛はピ I と 言 ふやう 

ク 東天紅！ グ と 鳴いたり する や 

とい ふだけ で、 鶯 も鷄も 決して そ 

とい ふだけ である。 母 音 の 合成 

だ その やうな 事 を 試みな いのは 

將來の 事で あらう。 


力 


こ 


發音 

の 上 

か し、 

ん、 そ 

事 と 

で ま、 

を證 

に 聞 

る も 

も の 

、つな も 

の やう 

こ の 

明で 


も 


賢 


的 に 

せ て 

ひ て 

仕事 

全 く 

一 一 ク 

う な 

る。 


ぺ 

る- 

あ 


は 便利で ある。 私共 は フィルム Q 上 

みる ことが 出来る。 私共 は 方眼紙に 

て寫す こと もで きる。 しかし それに 

やらう と 思へば 出来る 事で ある。 私 

はま だ 遠く 未完成の 域を脫 しない。 

關 係ない。 

それが クァグ と 聞え る 音て あって も、 

の はかなり 困難 だと 思 ふ。 それ は 人 

であるから である。 そして 暗示 を與 

るからで ある。 たと へば 釣鐘の 音 は 

. そのほか 鶯がグ 法 法 華經！ グ と 鳴 

る。 もちろ ん、 そ れは 人が 暗示で その 

ボン 語 を 話さない。 それ は、 た だ 私 共 

事に なって は 意味がない。 二 ツボン 

人間が 機械に 母音 を 話させ る の は、 ま 


考 

し 


へ た 通 

く 精密 

も 技術 

る 時、 音 

て それ 


し 

る 


が客觀 

な ら ば、 

ン と  一一 一一 n 

いたり、 鷄が 

やうに 聞く 

がさう 聞く 

の學 者が ま 

だ まだ 遠い 


素 耍の葉 首 


とい ふ 仕事 を 

まづ 二つの 音 

つたら どうな 

基本的な 音の 

いろの 音 を 作 

で あるか を、 だ 


私が もし 母音の 合成 

成して みょうと 思 ふ。 

を だんだん 狂 はせ て 行 

うなる か。 その やうな 

そ し て、 そ れ から. いろ 

て 聞く のが 一 ばん 自然 

音 は 大抵 ブ ー と か、 ボ I とか 言 ふやう 

やうに 聞え る。 音と いふ もの は、 そ れ 

ならば ブ. I と 聞え るく 

ひ は それが バ I と か、 ビ 

これ は 全く 合成 それ 自 

にす るに して も、 そ れ は 

ビ ー とかで はない かも 

ふ だけて あ る。 そ し て 

である。 全く 心理的な 

の はまた 別で あ る。 そ 


らゐの 正弦波 

1 とかに 聞え 

身から 出發し 

ただ 參考 だけ 

この場合の b 

ものである。 

し て そ の 事 は- 


る  な 

完全 

力 

題 を 

う ち 

だ ん 

聞 え 

身 に 

基礎 

や う 

事 て 

も の 

そ れ 

I ふ 

し て 

し か 


ら ば、 私 は 

にォ クタ 

あるひ は 

ま づ 合 成 

に、 私 共 が 

調 ベ て 行 

る。 高い 

母音性 も 

に し て、 そ 

に はなら 

ある。 も 

で あ る。 

でも バ 1 

子 音 は、 全 

こ の 音と 


はじめから 合成 それ自 

1 一ゥ て 合成したら ど う 

三 つ の 音 を 各 


の 方法で 考 

その 音に ど 

力う と & 

音 は 大抵 ピ 

子音性 も あ 

れ にいろい 

な、 力  $ 

しこの 場合 

もちろん、 そ 

とか ビ. 'と 

く 私共が 耳 

言 葉と どん 


身 

な 

々ォ クタ 1 

てみたい。 - 

母 音 と ど 

もちろん、 


と か、 キ I と 


もので あ 

の 音 を 加 

そのこと 

母 音 の フ 

は 私共が 

いふ 母  一 H 曰 

勝手に さ 

關 係が あ 


すると 私共の 言 紫の 母音の 構 造 一 


の 方法で 音 を 合 

るか。 その 位相 

ゲ で 合せたら ど， 


子 音 

間 の 

力 チ 

" そ 

て 行 

ま づ 

ル マ 

で  一 i=a 

感 じ 

聞 く 

か、 そ 

知 る 


常 は め 

に は、 低 い 

一 I  、 、 、 

1 と 力 L 

れ で 今 普 通 

た ら、 あ る 

み た い。 

ト を參考 

、や、  i 

ノ  .1 と 力 

が 出る とい 

とい ふだけ 

れを考 へ る 

1 功 こなり 


はしまい かと 思 ふだけ である。 決して それから 直接に 人が 口で 言 ふ 母 音 の 構造 はわ か ら なに 

一 體に 母音の 合成と いふ 事 は 非常に 大きな 問題で ある。 そのために は 多くの 準備が いる。 

て實驗 的に 完成して はゐ ない。 もちろん、 まだ 緖 についた とも 

正確な 正弦波 を 得る 事から して、 まだまだ 容易な 事で ない。 こ 

な ものである。 

が 放 


私の 考 

言 はれな 

の 話 はた 

こ 。- 事 


たこの 事 も、 ま だ 決し 

合成の 材料になる 

物語の やう 

ォでォ ー サ 


一場の 夢 

最 近 ラ デ 


力 帝 犬の 實驗 


4- 子音 

それに 對 

い。 私共 

a 子 香 

第 1 の 

と 同じ や 

母音の 一 

る 度 ii- 


性質 11 

て 子音 は 

子音 を や 

分類 —— 


の 

ま 

の 

分類 は樂音 

う に、 あ る 一 

種で あら う 

高さ を變へ 


子音 は 母 音 

雜 音 で あ る 

はり 分類し 

子音 は大體 

的な 子音 で 

つ の 音波の 

. 母音が 高 

ね れ J9」 


言 は 

考 へ 

種 0 

る。 

を 繰 

を い 

, それ 


性質が 

れてゐ 

なくて 

に 分類 

それ は 

り す。 

ろい ろ 


違 ふ。 

る。 し 

はなら 

される 

£ や n 

ま と 

に變 へ 


な ら ば、 子 音 の 


された。 

母 音 は、 と 

かし それ 

な い。 

やう-て あ 

な ど で あ 

んど母 一音 

て 頃 はれ 

m や n が 


も 力く 

は 一 般 


ある 種の 樂音 であ 

の 子音に は 少し 通 


つ た が、 

用し な 


る。 

る。 こ 

と 同じ 

る やう 


の S や n は、 ほ と ん 

やうに 見える。 お 

に、 S や n も ぞれ自 


その 藉 造の 上で 母音と ど 


ど 母 音 

そらく 

身で、 あ 

こ が 違 


素 要の 葉 首 


ふかと いふ 

や n と 母音 

n に は 明 

別 す \ き で 

に 来る n  . て 

の はじめに 

に^るのと 

この 二つ 

非常によ く 

實 P には區 

づ く。 そ の 

して 語尾に 

だいく ら で 

私 はまた 

そして それ 

に 思 ふ。 ま 


事 は、 今 のと こ 

との 區別を は 


力 


こ 


種類.^ 


あ ら う。 た と 

ある。 綴の 中 

來る n と 同じ 

では 區別 しな 

の n  . が どの や 

似て ゐ て、 ど ち 

別が ある。 そ 

間に 何の 休み 

來る n は、 母 音 

も擧 げる こと 

クオ ノク とい 

を 再生して ク 

た それ を 逆に 


ろ 

る- 

力 


き 

-ま 

來 


だ 


て 

な 

出 


才 ン 

き い 


は 

違 


る 


うな も 


づ かしい 

ふ 事 はま 

はじめ 

. On 

は、 例 へ 

の で あ 


な 

ゝ 

來 

る。 

と 


ら な 

か と 

區 別 

を 思 

そ れ 

る n 

フ ィ 

聞 え 


. それにつ いて 

だ で き な い。 

n と、 綴 の 終の n 

n は 綴の 終に 來 

グ 小 野.， Ono の 

う。 そ れで n は 

うに 見 え る。 

事 はま だ 十分 わ 

きにくい やうな 

ゲ とい ふ 時、 は じ 

グ ォノク と は ど 


は定說 はない やうで ある。 私 も S 


と は 性質が ふやう 


ム 


て グノ， 


レ 

と 聞 


力 


である。 これ 

る n  \j  、ク のク 

やうな ものて、 

少く とも 緩の 


か ら、 最 後の 母音 

どうか を 試して 

える かとい ふ 事 


か つ 

場 合 

め の 

う し 

に 見 

ク ォ" 

み た „ 

も た 


は 明かに H!^ 

no の n は 緩 

この n 

はじめ 


ゐな" 

へ も あ 

恩,， の 

も 聞え 

る。 こ 

の 部分 

私 は 

してみ 


こ 


る 

た 


形 は- 

。 し 

、直 

や 

墨で 

ンク 

リ も 


な 字で 

の はじ 

そらく 

るのと 


-ぁ 

力 

な 


し 


と 

し 


區 

め 


場合 

そ れ 

ォが 

事 力 

は 私 

て み 

え る 

の 寶 


こ 

た- 

や 


も 

ま 


力 
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にもお 話した や 

からと 言 つ て、 決 し 


とい ふや 

あ ら う。 

思 はれる" 

子 音 S 

をす る 

じめ に來 

n と S は 

力れ 力と 


ら な 

の で 

の 發 

あ る- 

工合 

な い 

だ よ 

上 の 

ナク 


の やう 


は な 


や 


は り 


に、 入 の 耳に は 

てあてになる も 

た 


な 事 は、. 


音の くせの やう 

おそらく この 


よ 

わ 


で 


あ 

.Jfs 力 V  .1%- 

行の 區別 


た 

る- 

な 

t 


も 


の 


な も 

方 が 

て、 結 


だ 私が 參考 

じめ の n と 


本 當 な ら、 前 に來る n も、 後 に來る C も ほとんど 同じ 性質の もの だと は 言 はれる であら、 

しかし この やうな 事 は 決して あてに ならない。 

の晴 示が きく もの で、 私 や 私の 協力者が さう 聞いた 

い。 この 事情 を 何も 知らない 入が 何と 聞く かわか 

. めに 試みた だけ で、 決 して 客觀 的な 正確さの ある も 

n は 相當違 ふの は 本 當 で あ ら う。  . 

しかし 二 ツボンの 語り もの ゃ謠 曲な どて は 二種 

うな 時、 * オン ノク Onno と發 音す る ことが 

この 事から 推し て、 こ の 二種の n は、 發 音 の 

„ ただ その 細かい 事 は 今一 切 わかって ゐ 

にも 同じ やうな 性質が あるか どうか は、 ま 

ことが 非常にむ づ かしい か ら、 そ れ より 以 

る 場合 は、 も ち ろん n と S は. - マ：^ 行と ク 


いろいろ 

ので はな 


の 

び 


わ 

ぁ 


音波 

る は 


の 上 

ず は 


あ 

で 


ゥ 

や 


て、 

す 


n と m 

ない。 総 

に 来る 


どのく らゐ 明瞭に 區 別され る もの かま だよ くわから ない。 あるひ 


の 終 

は 終に 来る 


の 


ちらかの 一種 類で あるか もしれ ない、 一一 ツボンの 假名 遣 ひで は、 例 へば なら 

いふ やうな 場合に は n も S も 書いて ある。 そして ほとんど 區別 をして ゐ ない。 實 際の 


恩 

と 


た 

を； 

で 


區 


の 

場合 は 

の は n 

んク と 

發 ^iii て 


2 


素 要の 葉 曾 


も あるひ は IHS: 別して ゐ ないか も 

第二の 分類 は獨 音の 子音で あ 

く 第一の 分類の S や n などと 第三 

は 第一 の 分類に 屬 する ものの 中の 

の 分類の ものの 方に 近い やうに 見 

この やうな 子 音 は、 その 大^の 形 

ぼ こが 乘っ てゐる やうに 見える。 

全に 繰り返さない。 形が 途中で 變 

わからない 事が 多い。 これ は 入々 

性質に よる もの か、 さ うい ふ 事 は 何 

この やうな 子音 は S や h な ど と 

あとで 母音の a の やうな 口 を 開く 

が來る 場合に は、 な る ベ くその 母 音 

とする。 さう する と、 音 はや はり、 ク 

子音の 耍 素が はい つ て ゐ て、 か な り 

て その 狀 態 な ら ば、 そ の 高さ を變へ 


ノ 1J  1,1  、  0 

し. tv  .s:?  I 

る。 g、-c  、h  、  z の やうな もの 

S や h などとの 

もしれ ない。 第 


の 分類の 

1 分派 か 

え る。 

は、 あ る 一つの きまった 基 

£ や n と 同じ 事 

の 形が くづれ て- 

の 特性に よる も 

な い。 ただ 外觀 

さも 多少 私 共 の 

た の で はだめ で 

はない やうに し 

クヅク とか 言 ふ 

けの 音に 近い もの 

事 も 出来る し、 そ れ 


ちゃう 

つたり 

の  一一 一一 a ひ 

も わか 

違 つ て 

ものが 

の U を 

ブ,， と 

子 音 だ 

て 唄 ふ 


ど 

-波 

-長 

^一  In 

>  、 

力 


である。. この やうな 子 音 は、 お 

中間に ある もので あらう。 あ 


三の 分類の もの 

礎の 波が あって、 

である。. ただ そ 

どこまでが 基音 

の か、 或 は 子 音 そ 

上さう 見える だ 

意志で 加減 出来 

あるが、 U の やう 

て、 た だ 子 音 だ け 

やうに 聞え る が、 

が 得 ら れ る や う 

を 長く 引つ ばる 


よ り も、 む し ろ 


それに 小さ 

れが m や n 

の 一 週期で 

れ 自身の さ 

けで ある。 

るか もしれ 

に ロを閉 ぢ 

を發 音し て 

その 中には 

に 思 はれる _ 

事 も 出来る „ 


そ ら 

る ひ 

第 一 

で こ 

ど完 

る か 


な 

鳥に 、 0 

な I 

る もの 

みょう 

相 當 に 

- そ し 

そ れ 


ある。 それ は h 、： ，-、t、k  、の やう 

つて 出来 上った もの で、 そ の 小 

つて ゐ ない。 ただ 非常に 細か 

も 互々 の 長さ も 傾き 方 もみな 

されて ゐる やうな 樣子は 少し 

ふより 外に 今のところ 何も 言 

が 非常に 小さくて、 それ を擴大 

大して、 それが 本當に 正弦波 で 

やうな こと を 調べ ようとして 


た 

さ 


は 音響 的に は S や n とよ ほどよく 似た 性質の もの らしい。 

この やうな 事から 推し て、 こ の 種類の 子音 も 何 かの 續 いた 振動の やうに 思 はれる 

を 持った 振動が 鑌 いて 行く とい ふやうな 性質の もので はない かと 思 はれる。 し 

する か、 それが どう 振動す るかと いふ やうな 事 は 少しも わからない。 ただ 外觀上 

けで ある。 

第三の 分類 は 本 當の雜 音 的な 子 音 で 

めて 小さな 波が 幾つと なくより あつま 

る もの か、 ど う か、 今 のと ころ 少しも わか 

とい ふだけ で、 そ の 一つ一つの 小さな 波 

に 何 か 或る 一 定の單 位の ものが 繰り返 

めちゃの 小さい 波のより あつまり とい 

1 體て 子音 は 時間が 非常に 短くて、 波 

易で はない。 それで その 波の 一つ を擴 

すれば どのく らゐ 曲つ てゐ るかと 言 ふやうな こと を 調べ ようとして も、 そ れ は 


も の 

い 波 

，小 さ 

當 違 

見 え 

れ ない 

て 見る 

る 力な 


何 

て 


力 

る- 

ゝ 

ぃゝ 

力 

ゐ 


私が 取扱った 錄音 機で は、 そ れは ほとんど 不可能て ある。 ただ 假に それ を 


一 ある 週期 

何が 振動 

う 見える だ 


こと は 

, ^力- «p 

非常に 

1 ゥ 1 


こ 

だ 


れは極 

序が あ 

で ゐ る 

その 間 

めちゃ 


決 

し 


して 容 

ない と 

むづ かし 

つの 波長 


が 違った 正弦波の やうな ものと 考へ て みれ ば、 み られ るか もしれ ない 


とい ふだけ である。 隣 同 


s 耍の葉 言 


志 の 

ろ ん 

て 各 

な い 

種 の 

の か 

に特 

細 力 


波長が 

明瞭て 

れで、 今 

ふこと 

々の 波 

雜音 と 

雜 音ら 

の やう 

ど う か 

徵カぁ 

い 研究 


違 へ ば、 そ のこと だけで も その 

あ る。 


力 

、 

し 

る 


に、 子 音 の 

る。 — 


一 ゥ 

感覺 

音色 

音が 

は 全 

も 知 

ベ て 


1 づ 

を 與 

の 感 

そ の 

くわ 

れ な 

將來 


非常 

み な 

へ る „ 

覺 を 

正弦 

か ら 


波 の 


こ 

波 

し 


弱 

、 

力 


のこと て 


，そ 

，も 

り 

長 

る 


ゥ 

高 

る 


^ 力 

1 ゥ 

て 波 

や 高 

さ の 

ナ- 力 

違 ひ 

ひ は 

そ の 

子 音 


數學 的に 正しい 正弦波で ない とい ふこと は、 もち 


形 

，-こ 

うな > 


言 


の 歪 

短 い 

い ふ 

を 與 

の 中 

つ で、 

正弦 

な 

葉の 


んだ 正弦波と して みれ ば、 そ の 結果 はか 

正弦波が 繰り返される 場合に、 形が 歪ん 

感覺を 我々 に與 へない。 高さの わから 

へない 代りに、 質的な 感 覺を與 へる。 1 

に 現 はれる 時 は 子音になる。 

たと へ ば =« と h の 區別 などが 出来る も 

波の 波長の 違 ひ 方 だけて なしに、 まだ 外 

と を 知る 方法がない。 子音に ついての 

中の 一 ばん 晴黑な 部分て ある。 


b 


も 


る 


ゐ る 


力 


提 動す 

し 私共 

函數を 基 

で 代表せ 


ものの 

子 音 の 

礎と し 

ら れ る 


疲 勖 

性質 

た も 

ま と 


を 記述 

の で な く 

んど a- 音 


ここ で 一 

る" 

て 一 


す 


と 


私 は 諸君に 子音に つ いての 私の 空想 をお 話す る。 

事が 出来る とするなら ば、 そ れは やはり 何 か 私共の 知つ て 

はならない。 子 音 は 前に 述べ たやう に、 三 つに 分けられる- 

同じ やうな 子 音 は、 お そらく 母音と 同じ やうに り 扱 はれ 
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て もよ から 

り 返される 《 

第二の 種 

も 知れない。 

t やうな も 

結局 最後 

ある。 私 共 

で この やう 

それ はこの 

る。 

たと へば 

は 全く 考へ 

するとす る 

三角 函數、 あ 

め て グ ラ フ 


う。 つまり そ れ は 基 音 の 

それ は 母音と 同じ やう 

頸の b、d、z、g の やうな も 

そして それに 非 調和な 

のか も 知れない。 

にわから な いのは 第三 種 

はこれ を どの やうな もの 

な 現象が 言 ひ 表 はされ な 

やうな 雜音を 三角 函數の 


ヒ こ 

に フ 

の は 

倍音 

だ と 

い も 

あ る 


• 私共の 呼吸す る 時の. S 氣 

られ ない ことで は ある ま 

„ つまり 振動して ゐるも 

る ひ は、 ベ ッ セル 函數の 三 

に 書けば、 大體 第三 種の 雜 


倍音が. 加 はつ 

1 リ H の級數 

近似 的に 

はいつ 


力 


の 流 

、 0 

の が 

角函 

音 型 


て- 


本 當 


の 


て 


の 維 

す れ 

あ ら 

の 積 


，多少 

空 氣 

振動 

い ふ 


音 

う 


の 

力 


たもの 

で 書 き 

そらく 

し て そ 

子 音で 

か ら う 


で あ る „ 

表 はさ 

フ. "リ 

の全體 

あ る。 


力 


h4 


何 

う 


の 子音の グ ラ 


期 を も 

かの 原 

ゐ ると 

な もの 

フに似 


として 近似 的に 


て 

や 


振 

て 

る „ 


可 

こ 

書 


常 

な 


そ し 

る で 

時 間 

私共 

で 私 

表ね 


し て 

に 高 

る。 

そ れ 

も の 


基 

母 


6 

7 


ま 


れ 

長 


る 


穴ェ 

て 


想を述 

みる こ 


ベ 

と 


ゐる 


す 


乙 

ォ 


三 角 

な 常 

れ る。 


そ 

た 振 

函數 

數 を 


力 

な 


，k 、の やうな もので 

の 知つ てゐ る函數 


る „ 

で 


あ 


え 

ゥ 


素 要の 葉 首 


一つの 波 

は 非常に 

ま づ 初 

理 では あ 

はない。 

てよ ろし 

思 ふ。 諸 

もし こ 

る。 口の 

あるひ は 

形から 

まづ 第一 

は 正弦の 

る 母音の 

に は 非常 

して 波長 


は、 大體で こ 

違 つ てく る- 

め  に  口の  中 

るまい。 そ 

ある 彈性體 

, -。 私 はこ 

君 もお そら 

の 式から 子 

恰好で いろ 

パラメ ー タ 

言 へ ば、 とも 

にこの 函数 

函數 である 

やうな 形 こ 

に 大きな 二 

が 大きくな 


このな い、 曲 つた 正弦波の やつな ものに な 

定數 をう まくき める と、 そ の 違 ひ 方 を大體 

ら 出て 来る {1^1 氣が遲 い 週期 を 持つ てゐる 

て それが また 正弦波の やうに 振動す ると 

極めて 僅かに 振動す る 時に は、 そ の 振動 は 

正弦の 正弦と いふ こと は 全く 荒唐無稽な 

この 事に つい て、 と も かく 1 考の勞 を惜ま 

の 性質 を考へ るなら ば、 そ の 子音 は內 側の 

ろな 子音が 出来る とい ふこと は、 こ の 式の 

をき める とい ふ 事で ある。 

くこの 函數は 子音の 形に 定性 的に はたし 

は 週期がない。 その 事 は 式の 上から 直ぐ 

ら 一 つ 一 つ 波長の 違った 正弦に 似た 波に 

ら ない。 もちろん フ ー リ H の級數 には展 

の 波長の 差が 出来る。 一般の 形て は、 波長 

て、 そして また 波長が 小さくなる。 大體で 


り、 そ して その 

て S や h に 似 

と いふ 想像 は 

いふ こと も考 

正弦波の やう 

想 だとば か 

ないで あ ら う。 

正弦の いろい 

內 部の 正弦の 


ゥ 

^一目 


つの 週期 

は 出来る „ 


ろの 定 

いろい 


かに 似て ゐ ると は— 

證明 出来る。 第二に 

なる。 決して 基 音 と 

開 出来ない。 第三^ 

の 小さい 波が 幾つ か 

こ の や う な S" 向 で つ 


ず 

ォ 

こ 

づ 


しも 無 

„.> 1 争て 

見 な し 

ない と 

で き ま 

の 定數、 

れ よ う。 

の 函数 

音 が あ 

の級數 

つ て、， \4 

いて ゆ 【に 


ろ と 

ろ と 

音 を 

け ら 

に 澤 

は よ 

に な 

數 を 

^ こ 

て お 

細 力 

考 へ 


それ は 

合 はぬ 

が 出来 

の 事 は 

詳しく 

れ ると 

山の 例 

く實 |K 

題に な 

るかと 

見出す 

は それ 

い て、 實 

はこの 

い 計算 

られる 


式 

る 


上 

は 


ふ 

と い 

は 出来 

事 を 

な ど 


も 


子 音 


か ら 

が 出 

で あ 

の や 

て み 

と を 

か ら、 

と 合 

定量 

で あ 

な い 

の を 

は た 

ま た 

6 と 


み 

る 一 

た- 

る- 

Iff- 

IK! 

h 


て も 明 

る。 そ 

な 子 音 

. そ し 

して ゐ 

はたし 

や う 

な點で 

. ま た、 

あ る。 

ではな 

れに比 

定性 的 

の機會 

で あ る。 


力 

て 

る- 

力 

ベ 

こ 


な 事て あ 

關 係で 波 

見られる 

その 結果 

。 短い 波 

な 事實で 

え る。 

る。 內部 

る S や h 

れ は、 も ち 

事 かもし 

てみ ると 

意味の 一 

諸君に お 


る。 內 

長 は 非 

性質て 

j ^にや 

長 の 一 

あると 

の 正弦 

の 波形 

ろ ん、 む 

ォな、 

いふ こ 

試案と 

話す る。 


の 正弦と 外 

にの びる ふ 

る。 私の 協 

と 長い 波長 

ふ。 今 私が 

常數を どの 

得た 時 に、 そ 

力し 》> 事 て 

思 ふ。 はじ 

も 出来る。 

て 諸君に 申 


都の 正 

ころと 

力 者 ミ 

長に つ 

の 一 群 

こ こ に 

やうに 

ォ 力ら 

あ る。 

め に、 い 

し 出て 


弦 と て- 

非常に. 


ャ 

、 

て 

く 


ォ 

力 

つ 


そして 近似 的に こ 


み る 

の や 


チ 

る- 

し 

力 

だ 


週期が 

小さく 

さん は 

大體ニ 

こ の 

函數は 

どの S 

てこの 

私 は 極 

の函數 

け で あ. 

な 性質 


合 ふ と こ 

なると ェ， 

澤 山の 子 

種類に 分 

事 は相當 

定性 的に 

や、 ど の h 

函数の 常 

めて 近似 

表 を 作つ 

る。 その 

の ものと 


素 耍の葉 言 


C 非 調和な 音 11 子音の 形 を說明 

に、 和の 形て 非 調和な 波が 加 はる 

な ものて あれ ば、 そ れ 


と 


す 

ふ 


もし 調和 的 

て 決して 波長の 差 は 出来ない。 

この やうな 函數て も、 子 音 の 形 

やうな ものて ある。 しかし その 

ゐる" ただ それに は 前に 述べた 

は 出来ない。 みな 同じ やうな 程 

この 事 は 私 はかって 音叉の 波 

しかし その 波長 を 一つ一つ 測量 

正弦波て なくて。 一つ一つが 歪 

なる もの て、 そ れは そのままに は 

して 私 は それ は 棒が 當然 持つ ベ 

ると 思 ふ。 その 事 は 私 は 前にお 

す れ ば、 相 當ょズ 子音に 似た 形が 


こ 

得 


長 

0 

ら 


な 

、 

ば、 

た „ 


他 の 一 

とて あ 


はフ ー リエ 


相 當 よ 


大 

る、 


き 

力 

そ 


な 

、 

れ 

こ 


の 方 

- こ 

表 は 


た 

る „ 

た „ 

な 

れ 


法 


さ 


は、 基 

は 非 

れ る 


礎 に 

調和， 

母 音 


なる 正弦波に、 積の 形で 

な 波と いふ 事が 必要で 

の やうな ものになる。 


力 招 

な 違 


れ る „ 

て、 そ 

-小 さ 


の 形 

い 波 


音叉の 波 は 見た 

づっ 違って ゐ る。 

ことて あ る。 音 叉 

い。 かならず 說明 

1 つ を 極めて ゎづ 

今の 場合 はこの 非 

もお そらく 子音の 


つ 

長 

さ 

力 


1 ゥ 

) ゥ 

の 波 

こ ろ 

れ は 


の 波 

一 0 

と の 

み な 

音 叉 


とも 力く 

れ なくて 


に 加 

調和な 

性質 を 


へ る 

波 を 

考 へ 


は み 

み な 

二 群 

正弦 

の 波 

も m 

は な 

こ と 

そ れ 

る 1 


な し 

あ る „ 

そ し 


な 正弦 

多少 歪 

にわけ 

波で あ 

實は 

定の基 

ら ない。 

て說明 

よりも 

つの 絲 


波 の 

んて 

る 事 

る。 

み な 

礎 に 

- そ 

さ れ 


口 に 


く 

9 

7 


な る て 

音 に 似 

こ の 

波が 起 

母 音 で 

か、 齒 だ 

られて 

も し 

それで 

そして 

も ち 

案と し 

みたま 


あ ら 

た も 

事 に 

る と 

さ へ 

と か、 

も い 

合成 

波長 

ろ ん 

て、 こ 

て で 


の 

も 

、 

ぐ 一 

の 

あ 


-. そ し 

が 得ら 

物理的 

ふ 事 は 

完全に 

ろい ろ 

な 正弦 

れた波 

み な 違 

や h の 

やうな 

る。 


てこの 非 調 

れる。 子 音 

な 意味が な 

十分 あり 得 

フ， I リ. ェの 

な 複雜な も 

波 を 二 つ だ 

i 、ま と /;:< ど 

ふ。 相 當 子 

子 音 が、 こ の 

子音に 似た 


和 の 

S や 

い と 

る 事 


h は、 

は 言 

で あ 

に 書 

影 響 

せ ず 

ぼ こ 

ら の 

私共 


さ 

れ 

う。 

る 

ニニ 

立 


や 

子 


の 


似た も 


の 知 


そ 

、 < 

や 

力 

、た 

て 


、、こ 

こ 

ゐ 


き 

の 

づ 

る 


和 な 

う な 

二 つ 

構造 

し い 


程 


や 

て あるか 


か に 

の 曲 

る。 

ゐ る 

函 數 


し 

力 


ら 


度 を 

造 の 

振動 

非常 

ら、 そ 

，そ の 

正弦 

ど う 


力 


める 事 

のか も 

原因 

複雜 

は 思 

く ら 


て、 い 

し れ 


さ を 

の や 

方法 

て 作 


.IF 


ら 

ォ 

は 


こ 


な 

ォ 


ろ 

て 


ろの 子 


あ 


互 

事 は當然 


つな もの 


る 


力 


く 

を 


す 

考 


和 な 

か ら、 

だ と 

考 へ 

れ ば 

來 る。 

1 試 

へ て 


d 滅衰 する 音 


はならない と 思 ふ。 


子音の 性質の 一 つと 

正弦波の 音て も、 非 常 


して 私 は 

こ く减 


音 の 

數 す 


る 


衰 

時 


ふこと も ぜひ 考へ てみ なくて 

樂 音に 聞え にくい。 今 減衰の 


昔の 魚 木製 ト シ 


音 の 

の 小 

れ は 

で あ 

そ れ 

し L 

私 


と し て、 私 

寫眞 をお 

さ さ て、 木 

寫 眞 で み 

る。 そ し 

に乘 つて 


は 小さい 木魚の 音を考 へる， 私 はこ こに 諸君に  一：^ の 


力 


乘 


何 

當 速 

上 に 

く な い 

う な 音 

感 覺 を 

こ の 


にかけ る。 これ は シチの 木魚で ある。 直徑三 センチ 

棒で 叩く。 その 音 は 非常に んてゐ て、 力 チ， カチ とい 

やうに 基音の 上に その 十二 

そ の 基音 は 一 週期 で す で に 

る 高い 音の 方 も 減衰 す る。 


は k の^う 


の刺擊 

减衰す 

つた も 

，た だ 單 

と、 3- 音 

得る も 

や う な. 


，三 倍く らゐの 音が 乘 つて 

減衰して しま ふ。 そ れ に 

この 減衰の 仕方 は 非？ おに 


ので はない かと © ふ。 


な 子 音 は、 こ の やうな 形の も 

ほとんど 正弦波と 見られる やうな 强ぃ 

ことで はない Y.〕 と 思 ふ。 そし て、 そ の 正 

であるか どうか はわから ない。 見た と 

な 正弦波と 見なされる 音の 減衰で ある 

つながつ たの をき く と、 私 共 は 力と か、 キ 

かもしれ ない。 * 

合 に、 た. た 一 度 正弦 枝が 減衰す る 場合 も 


波が 出来 て、 そ 

弦 波 は 何 かの 

ころで は 木魚 

やうで あ る- 

と  か、 ケ とかい 


木魚 

く ら 

、 0 

ゐ る 

お つ 

め ざ 


>. 力 

基音 

ほ ど 

こ の 

ふ 音 


の 

， 一 

て、 

ま 


相 

の 


あるで あらう。 その 


00 


時 は 現象 は 割合に 簡單 であ る。 

れ、 そ の やうな 事が 二度 も 三度 も 

も 四 へ んも 叩く やうな ものて あ 

激て 振動が 起って、 それが 減衰し 

三度 も 繰り返され る 場合 も ある 

いふ こと はま だ 何も わからない „ 

模型 的に、 數學的 にどの やうな 

る ことの. 出来る S の やうな もの 

f 二 つ 三つの k の 子音の 例に つ 

子音の 波 は 何しろ 小さく て、 そ 

音 の 部分 は 音 溝から 遙 かに はみ 

見る とい ふやうな 事 も考へ られ 

子音の 部分 を も 少し 大きく 撮影 

必要で あ る。 

今 私 はこ こに 述べ たやうな 事 

ない。 ただ子 音の 波に 似た やう 


しかし 

つ づ く 

る。 同 

て 母音 

ので あ 

式で 表 

に 比 ベ 

い て、 私 

れを細 

出して 

はする 

出来る 


度 減衰 


場 合 

じ 一 


は、 現 

つ の 


つ づ 


し 

力 

一 nitr 

■3- 


らう。 口の 中 


すかと 

と、 k  ± 


は 試しに 

觀察 


力 


も か-^ 

が、 實際 


てまた もう 

は 相 當複雜 

や、 キ や、 ケ て 

あ り、 ま た 

のどの 部 


も 


こと は 別 

かに 構造 

減衰率 を 

ことが 非 

か ら、 子 音 

れは 中々 


一 度 

し て 

も、 あ 

他 の 

分 が 

と し 

に 違 

計 算 

常 に 

の 部 

むづ 


やうに 工夫す る 事 は、 言 葉 を 


が、 實 際客觀 的に 行 は 

な もの を 私共の 知つ 


れてゐ るか ど 

てゐ る函數 を， 


そ の 

來 る。 

る 場 

場 合 

そ の 

て、 あ 

つ た 

し た- 

む  づ 

分 を 

か し 

研究 

う か 

基礎 


や う 

合 で 

こ i 

や う 


と 


力 


±、 


と 


現象が 

は 木魚 

の 


力 


ち 

て 


擊 

を 


何 

振 

る 程度に は 長 

ころが ある 

附 註に 擧げ 

しい。 ある 

十分に 大きく 

い。 ともかく 

する 上の さし 


知 


操り 

を 三 

一 度 

力 一 一 

す る 

く つ 

ら し 

て お 

言 葉 

撮影 

も き E 

せ ま 

る H 

み よ 


返 さ 

ベ ん 

の 刺 

度 も 

か と 

づ ナ 


て、 母 

し て 

葉 の 

つ た 

夫 は 

う と 


素 要の 葉 首 


した だけ 

ろい ろの 

ら う。 そ 

力 才 

それ は 

と を 離れ 

は それ を 

い。 そ れ 

も はるか 

は 今 その 

は、 た だ 一 

C  一一  一二 

の 二 ッ ボ 

ミヤ ゥチ 


である こ 

波形 をフ ィ 

れ で サ： ン. ス. 

前 はま づ そ 

かならずし 

ても隨 筆の 

試みて みよ 

は 母 音 て さ 

に 困難 で あ 

やうな 仕事 

片の {41 想の 


の 子瞀の 記述 

ン 語の 子 音 の 

さんの 手記 か 


く 諸君 は 

燒き つけ 

.ヒ* フ • へ • ホ 

みろ！ 

だと は 思 

ある 程度 

研究と し 

ない とい 

この やう 

してみ よ 

だと 諸君 

子 音 そ れ 

外部の 狀況を 記述 

らの 引用て あ る。 


て、 お そ ら 

ムの 上に 

.ソ とか ハ- 

を やって 

無駄な 事 

としても 

と 思 ふ。 

も 容易 で 

> そして 

時間 を 費 

うな もの 

11 私 は 


力 


り  一一 一 ふ 

て、 そ れ に 


て あ 

母 音 

と か、 力 *キ*ク. ケ- 


な 

仕 


ラ と 


± 田^ 


身 

て 


味 の 

そ の 

を 私 

事 に 

い ふ 

つ て 

の 構 

み よ 


音 

氣 

よ 


-飞 

お 


そ の 


いろい 

に はな 

ろしい _ 


今 


な い で 實 際 

言 へ ば、 そ 


力 

を 

ろ 


み 

る < 

な 


ると い 

私 も 


た。 

、： ：- 


や 

こ 


くわ か 

" こ れ 


^ う 

に 聞 

れ で 

ふ こ 

る の 

音 は 

な 誤 

こ で 


な 

全 


い と 

然私 


な 


話 


方法で 作 

て み た ら 

は き ま 


と 

も 

力 

一一 一一^ 


は、 研究 

種 力お 

非常に 

ち ろん 

.H いり 

君に お 


つたい 

ど う だ 

り はしな 


て、 と も 

仕事で， 


力 


いふ こ 

た 時に 

\. 力し 

れ より 

い。 私 

した * 


く  二三 

な い。 ， 


3 

8 


-". 演 音 

表 的な も 


力 


こ 


マ 字 緩で 

いやう に 

や ■ つ な も 

うな 氣が 

實 際の 

つて 澄ん 

はたく さ 

Musiba に 

Ki 力 〃 

くら も あ 

こ の こ 

Ig つて 發 


と 港 香 

の で あ 

を う つ 

い へ ば、 

み え る „ 

の ま、 可 

す る。 

場合に 

て も 濁 

ん ある „ 

な り、 ま 

魚 河 岸： 

る。 極 

と は、 一一 一一 口 

音 さ れ 


11 子音 同志の 間に 何 かの 關 係が あ 

らう。 文字 て 書 け ば、 シ に 濁 をう つて 

てバ にす ると か、 丸 をつ けて。 ハ にす る 

't と d、h と b または P と い.^ 

し 私共 は實際 言 葉 を 言 つてみ 

そ の 間に 關 係が ある やうに 田 ひ 


と 

ま、 

び 

め 

る 


と 

な 


力 


れ 


も 


と 


る と 

ジ に 

と か 

や う 

て も 

は れ 


す れ ば、 淸 音 

すると か、 チ 

いふ やう な 

な もの で、 字 

シ と ジ、 チ と 

る。 どこと 


近 の 言 葉 をと る „ 


は 十分 關 係の ある こと は 明ら 

言 はれる ことて ある。 また ト 

へば グ櫻グ sak-lra がグ 山櫻グ 

みそつ ばク Mifsppa になり、 ク玉： 

Uogasi になる やうな ものて ある。 

て 普通な ことて ある。 

が つづかなくても 二 つの 言 葉て ト 

やうな 例 はいくら も ある。 今 私 は. 

そ こて は グ i: ク Take は、 クタ ゲイ ク 


か て あ る。 そ れ 

1 キ ョ ー 語ても 

Yajliakllra に な 

V  Tia が-赤 玉，， 

この やうに 澄ん 

1 キ ョ ー では 澄 

その 地方と して 

Tagi と 發 音 さ れ 


と 淘 音 は 

に獨 をう 

もので あ 

の 上から 

ヂ、 ハ と パ、 

なく 似た 

は 同じ も 

淸 音 か ら 

り、 ク 齒グ 

Akada ョ a 

だ 子 音 が 

ん で 發 音 

ャ マガ タ 

る。 (こ の 


お そ ら 

つて ヂ 

る。 こ 

は 何の 

または 

ところ 


くその 代 

にす ると 

れは 口. I 

關係 もな 

バ と い ふ 

が ある や 
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のても 地方に よ 

獨 音になる 場合 

Ha が 蟲齒グ 

になり、 ク 河岸 ク 

濁る 例 はま だい 

されて、 地方て は 

縣のサ カタ 港附 

最後の 母音 は ； 
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でもなければ e でもない。 假名ても 口 ー マ 緩ても 今までの ものて は 書かれない。 この や 

ある こと は 前に 注意し た。) グ 頭，， AtaT=a はグァ ダマ ク Adama と發 音され る。 ク 松，， 


母音 の 

ま クマ 

が d に 

バ、 ま た 

あ る 力 _ 

思 ふ。 

こ の 

この や 

私 はた 

例 を あ 

ん擧げ 

れてゐ 

こ ま d 

は 普通 


ドウ；^  M£hl とは發 音され ずに、 ク マ ヅク と發 音され る。 この やうな 發 音 

な り、 k が u になる 事 は、 こ の 地方で は 極めて 普通て ある。 しかし シがジ になつ 

はパ になる 例 は あまりな いやうて あろ。 たと へば ク 梨の 木；， no  はクナ 

Gi と 言 は れ て、 シ は 普通 は 濁らない。 これ はみ な 澄んだ 子音が 濁つ て 發 音 さ 

，この 反^に. 淘る のが 普通で あ る 言 葉 を 澄ん で 發 音 される 場合 は 割合に 少くは 


や う な こ と は、 た だ 

うな こと を 詳しく 

だほん の 一 例と し 

げ ておけ ば、 そ れ で 

易い やうで ある。 

るが、 ハ ンノ， -ゲ ヱ 

の 音 を 澄んで クウ 

は 澄んで！ へ" ク： 


ほんの 一 例と して ここに 擧げ ただけ 

調査す るの は 言 語 學の仕 事 パ」 あ る。 

て 二 ツボン 語から この やうな 例 を あ 

私の このお 話の 順序 は 立つ。 そして 

たと へば singen は 二 般には S- を獨っ 

ル 地方の 人 は それ を、 クス イン ゲ ング 

ン トク と 發 音 す る が、 た まに は クウ ン 

. とい ふやう に 言 ふ が、 獨 つ て グ ベル 


で あ る， -1 ツボン 全 

もちろん 今の 私の 仕 

げ、 西 洋 の 言 葉から も 

この やうな 例 はドィ 

て ク ジ ン ゲン ク の や 

の やうに 發音 する。 

/ と 濁る 發昔も 聞 

ク と  一一 一 IE ふ 人 も 相當 


事 

ッ 


-っ 
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い た- 

あ k 


う. な 
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ノ ギ； 

る 例 


力 


な 
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力 

で 

と 


つ て 


な 

さ 


普 逝 

Kerr- 

も ち 
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ろ ん淸. 5^  W 上 に 子 

つ た I！ 合 て あ る。 

この やうな 例 は 

つても 澄んでも 發 

が、 英 語 や フランス 

私 は 今 別に 必要 

は、 子 音 同志の 間に 

の やうな こと を 見 

へ .ら れ る。 そ し て、 

もし これ を 一 般 

い ふこと て あ る。 

ん あると ぃふ亨 て 

第三 種の 子 音 は、 ど 

音に なり 易い とい 

波の 倍音と に 何 か 

則 正しい 基音が は 


音 の 性質が 變 つて ッ ベル ヒク とい ふ 人 も ある。 それ は 全く 子音の 性質が 變 


る 

ど 


他 の 

音 す 

語 な 

も な 

^ 力 

る、： と- 

_ そ の 

的 に 

ま た 

あ る。 

ラ 力，^ 

ふこと 

の關係 

いった 


-子 

^一一 曰 

そ 


も も 


言 葉 で 

いふ や 

はかな 

にこの やう 

が あり はし 

同志の 間に 

ん目さ 

ならば 

反對に 

れ は、 極 

原 因 ， て 

あ る。 

あると 


、一一 

、MJ 

舞 

、母 

と 


し 


ち ろ ん、 た く 

うな 場合 は、 1| ッ 

りたく さん 見出 

な， 言語 學 の 

な I 力と L 

は、 か ならず 

い 例 は淸音 

ボ ン 語 て は 

種の 子音が 

小さい、 歪ん 

の やう な. あ 

その 不規則 

な ら ば、 そ れ 

なる。 つま 


三 

こ 
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頃 

ふ 

0 
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ん 

ォ 

力 

三 

二 


擧 

る 一 

音 


の 

本 


基 

正弦 

はもと 

り 完全 


ナ る 

は、 あ 

足 を 

を 考 

の 子 

の 子 

正弦 

の 波 

波 の 

の 雜 

な 雜 


ことが 

まり 例 

へる 目 

が ある 


て き る „ 

が 多 く 

安 

と 


た 

こ 


音 は 第 

音 に な 

波 で で 

を 繰 返 

ぞうな 

音 に 何 

音 に 何 


な 

た 


係 だとい ふこと 


で 

ま 


J と 


や 


子 

うな 形 

と、 次 に 

由 で 


J 


基音 


の 中の 

to\ う こ 

はない" 

で て あ 

が 明 ら 

あ る。 

こなり 

語に は 

うな 雜 

の 第二 

出来た 

-ぁ る 程 

る 親 貝 


見 


易 

音 


を 濁 

え る 


こ れ 

る。 こ 

かに 考 


I と 

く さ 

的 な 

の 子 

音 の 

に 規 
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、M1 

身 

，そ 

こ 


三 種 

の 他 


雜音 

も の 


同 


と 第二 種の 雜 

志 で はこの 關 


て 

る 


面 

を- 

ヅ； 

も 


白 

-.PL 

づ 

の 


て、 そ 

と 


と あと 


き 

力 

こ 


こ 

一 J 

し 


と で、 


正 確 


を 加へ ると 淘 音が 得られる とい ふこと になる。 また その 反對に 濁音の 子音から 基音になる 規 

則 的な 波 を 取 除け ば、 あ と は 第三 種の 本 當の雜 音 的な 清音の 子音が 得られる とい ふ 事になる。 

そして この やうな 關係 は、 第 三種の 雜 音 の t と、 第 二種の 維 音の d、 

音の Z とい ふやうな ものの 間に だけ 出来る もの で、 何 かの 理由 で、 

係 は 出来ない ものら しい。 

もし その やうな ことが ほんと に證 明され るなら ば、 そ れは 非常 

gji^ 見と いふ ことができる。 しかし これ は 今て はほんの 一 つの. Is 

た つ て、 そ の やうな こと を證 明しょう と 思へ ば、 非 常にた くさん の 

て はならない。 しかし それ は 子音の やうな 複雜 な 音波て は 極め 

はこれ はた だ 一 つの 豫 想、 あ る ひ は .§ 想と して ここにお 話して お 

同じ やうな 事 は、 言 はう と 思へ ば、 た とへば ク 松，' が 地方 語で ク 

いても 言 はれる • 初めの 松の 發 音が satll てなくて、 Matzu の やう 

さう する と、 こ の 子音の * ック は はじめに 澄んだ 第三 種の t が あ 

が あつ て、 そ れが 極めて 短い 間に 起る のが-一 ツボン 風の ッ であ 

かの 原因 て、 は じめ の 澄んだ t だけが なくな 乙と する。 さう する 

れ ならば グ松， が クマ ヅ=, になる 徑路 がよく 說明山 5 來る。 


，確かに 一 つ 

實 際、 實 例 に 

に 取扱 はな 

とて ある。 

うな 場合に 

と假定 する * 

つた 第二 種 

る。 そして 


けがの こる。 


の 
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る。 こ 
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事 は ^一一 一口 

音 はこ 
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多 く 出 
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こ れ 

な い。 

生理的 

のこと 

かなら 

て あ る- 

こない 


の 

ま、 
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の や 

場 合 

で、 t 


うな 事 は、 例 へば 提灯 TyAtin 
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第二 種の 
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以 上、 今 では 何と 
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ひ は 
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つ い 

形 か、 
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の 形 

音波 

も 判 


子 音、 あ 

に變れ 

ベ て み 

言 は れ 

が 出来 

近似 的 

ての 私 

，あるひ 

か ^一一 日 ひ 

く 方 で 

て 書 き 

が 非常 

の 形と 

斷出來 


ひ は 


が 小 田 

母 音 の， 


】 種の y だけ は その 


に な 


{ 人& 想に 過 

し れ 


も 

話 


ぎ 

な 

明瞭に 

れ たに 

全 く 


は その外の 發 

方に 似た 


そ 

ら — 

よ く 


と 

C 閒に 

はした 

く 似る 

は、 口 

何 の- 


可 

力 


な い。 實 

L 力 し 

錄 音され 

し て も、 そ 

空 想 的な 

音の 方法 

ろが ある 

か 關係を 

のて あら 

い ふ こ と 

咽喉の 生 

關 係が あ 


の 

の 


力 

こ 可 

で あ 

つ ナ 


音波 の 

今の 場 

ゐ ない 

らゐの 

て あ る 

か 似た 

て 聞く 


上 

合 

し- 

蹲 

と 


て 

ま 

で 


と こ 

い ふ 

や う 


場 合 

殘 つ 

決 し 

だ 言 

よ し 

、た だ 

事 を 

が あ 

と は 


も 


て ゐ 


て 

一 

{ 仝 

緩 

で 


こ 

1 

つ 

の 

あ 


あ 

て- 

力 

ら 


て は 

ュ Bzi の 

や う 

、 0 

つ の 

範圍 

し 諸 

も 知 

れ る。 


ま 

そ 


な ろ 

う。 しかし 言 ひ 方が 似る と 言 つても、 

は 言 はれない。 それ はまた 別な 問題 

理 的な 狀 態が もう 少しよ くわ か つ て 

る ヒ ま あ る だら うと 想像す るく らゐ 
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の もの で あ ろ。 あるひ は、 私 共の 想像に 反し て、 案 外 何の 關係 もない もの かもしれ ない。 

め k と 1 11 子音 は その 構造 はま だ 少しも わかって ゐ ない が、 そ の 外部の 狀況は 多少 明らか 

になって 來 たもの も ある。 その 中の 著しい 例と して、 私 はこ ゝにニ ツボン 語の t と k について 

お 話す る。 

-ー ツボン 語の 子音の 中 て、 t と k と は 非常に 特殊て ある。 それ は、 そ の 子音の 前に 休みが ある 

とい ふこと である。 外の 子音 は 前の 母音に すぐ つづく ことができる。 たと へば ク雨ク とい ふ 

ときには、 a の 母音の 終る 處か ら、 少 しの 休み もな しに 完全に 2 とい ふ 子音に つながる。 あるひ 

は、 グ岸" とい ふとき に は、 母 音の ー の 終る 處か ら、 何 の 休み もな しに 完全に S とい ふ 子音に つな 

がる。 ただ子 音の. k と t だけ は その やうに は 行かない。 たと へば グ秋グ とい ふとき に は、 母 音 

の a の 後 に、 何 も 音の ない 完全な 休みが ある。 そし て、 こ の 休みの 後て k とい ふ 子音が はじまる- 

あるひ はグ とい ふ 時に は、 母 音の U の 後 に、 何 の 音 もない 完全な 休みが ある r その後て t と 

いふ 子音が はじまる。 これ はこの 二つの 子音の 特色て ある。 

子音の P につ いて は、 ま だよ くわから ない. しか し、 こ れも 多分 t や k と 同じ 性質 を もって ゐ 

るで あらう と 思 はれる， その 詳しい こと は、 次 の機會 にお 話す る。 

この 子音の 前の 休み をフ ィ n ム の 上で 明瞭に 見ようと おもへば、 マ ィ々 □ フ ォ ンを 置く 部屋 


が 附當殘 i:i のない やうに 準隨 されて ゐ なくて はならない。 普通の 部屋で は、 前 の 母音の 殘響 で、 0 

9 

この 休み はわから なくなる。 この こと は 普通 私共が 話 をして る 時 は、 前 の 母音の 殘 響で この 休 

みは 實際 聞え てゐ ない と いふ ことで ある。 また 十分 殘 響がない やうに 準備され た 部屋の 中て、 

t や k のま じって ゐる 言 葉 をき いて も、 そ れ でも 私共 はこの t と k の 前の 休み は 聞く こと はで 

きない。 それ は その 前の 休みの 時間が 非常に 短い の で、 私 共の 意識に 上らない か ら て あ ら う。 

この t と k との 前の 休み は、 た だ記錄 してみ て、 は じめ て わかる ものて ある。 

この t や k の 前の 休み は相當 たくさん に、 く はしく 測量され た。 それ は も k も大體 同じく 

らゐて 06 五 秒から 〇•〇 八 秒く らゐの ものて ある。 

この 休み は、 前 にくる 母音 や、 後 にくる 母音に よって 違 ふかと いふ こと も考 へられる。 しかし 

それ は あまり 違 はない やうで ある。 ま た、 あ る 同じ 人 をと つ てみ て、 こ の 前の 休み が 話す 時と 唄 

ふ 時と で、 伸 び 縮みが あるかと いふ こ-とも 考 へられる。 しか し、 そ れも あまり 伸び縮み しない や 

うて ある。 この 休み は、 ほとんど 一 定の 長さの やうに 見える。 

この 子音の 前の 休みが 何 を 意味す るかと いふ こと は、 非 常にむ づ かしい 問題て ある。 それ は 

多分 口の 形 を かへ るた めの 時間 かも 知れない。 t と k と は 母音 を 言 ふ 時と 違った 一種む づか 

しい 口の 恰好が 必要 で、 こ の 時間 は その 口 の 恰好 をな ほす に 必要な 時間で あるか も 知れない。 

これ はた だ 想像で ある。 
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子音の t と k とのもう 

音の U や ー は ほ とん ど 形 

ほとんど 見出す ことが.， て 

な ものが 前の 子音の あと 

U は ほとんど 形が わから 

かりにく くなる。 この や 

恰好と よほど 違 ふの で、 次 

思 はれる。 しか し、 こ の や 

見た 上の ことで ある。 こ 

外の 子音であった 場合に 

グ ぬき 手.' とかい ふやう 

て て、 前 の 子音が 次の 子音 

口の 恰好 だけで は、 あ る ひ 

題と して 殘 してお くより 


力 


き 


こ 


な 


の 


つ の 

わ か 

な く 

少し 

く な 

な こ 

子音 

な こ 

は 前 

，か な 

場 な n 


な 

の 

I 

は說明 

外 仕 


と 


特 色 は、 そ 

ら なくな 

なるとい 

ある やう 

る。 ある 

とから 推 

に 用意す 

と は、 も ち 

の 子音が 

ら ずし も 

に は、 そ の 

k とに 關 

で きない 

： 广. f.  、  0 


の 前 に ッ、 チ、 ス、 フ、 ヒ の やうな 言葉 

ると いふ 事で ある。 つまり 母音 

ふ 事で ある。 そして 母音の 代り 

な 場合 も ある。 たと へば グ月グ 

ひ は、 淵.， とい ふ 場合に は、 そ の 

し て、 U と ー を發 音す る 口の 恰好 

るた め に、 そ の 母音 を 十分 言 つ て 

ろん 明瞭に は 言 はれない。 もう 

t とか、 S とか、 h などの 場合に 多 

さうなら な いこと が 多い。 たと 

U が 短いながら 多少 ある ことが 

係が ある か、 ど うか、 大分 疑 はし い- 

の  かも  知れない。  この やうな こ- 


が  ある 

として 

に 一 種 

と、，^ 


と、 そ の 前の a? 

の 特有 の 形 を 

の雜 音の やう 

ときには、 そ の 

U はや はり 非常に わ 

は、 t や k をい ふ 口の 

ゐられ ない のかと も 

少し たくさんの 例 を 

く 起る こと て、 そ れ が 

へば、 《 ^むき 身グ とか 

ある。 一つ 母音 を 隔 

_ この. やうな こと は、 

と は、 す ベ て 將來の 問 


!3  h —— 子音 h も 特色の ある 子音て ふる。 それ は 待々 ほとんど 無くなる とい ふこと て ある- 


た と 

相當 

る 時 

な 力 

ら ゐ 

の 波 

子 音 

場 合 

あ ら 


と 


長 

る „ 

た. 

1. 

、つ ( 

ろ 


ば 

て- 

の 


-ぁ 

t*、 

形 

> 

合 

た" 

力 


とも 力く 


. 花" と 

時間て あ 

言 葉の 中 

花， とい 

して そ 

的な 波 

て ゐ る 

場合に 

形が な 

し 私共 

ら そこ 

た實際 

私共 は 

の やう 

急 に 音 

ある 子 


そ 

-も 

-そ 

ら 


い ふ 

る。 

に あ 


と き こ は *h 


力 


と さ ij. 


と き y 


見 


の 

く 

を 判 

の 發 

. 花： 

な 心 

力 は 

音 で 


子 音お 


し 

ら ： 

つな 形と て 

じ 


し 

音 

る。 


音 a の 

めに そ 

.V- ると 


と 

の 


の 

の 

も 


花ク と 一 


し 

音 も ほ と ん 

いた 

晴示 

場合 


な 

や 


は OQ 六 秒 

時間 は 十分 

その子 音 の 

. の 母音り 

たると こ 

にあら 目 

はれる。 

ふ 言 葉 て 

ら ^一一 曰 葉 が 

何と、， ふ 

ら、 私 共 は 

グ アナ ク 

う に S3 ふ 

つくりい 

電氣 的な 

の 存在が 


あ 

、 

力 

た 

そ 


ら 

力 


の 

も- 

文 

の 


^一一 一  a 

-そ 

や 

力 


み 

ま、 

ま 

力 錄 

て グ 

い も 

二 つ 

う こ 

狀態 

ら な 


長 く 

つ い 

と ん 


や 

る 


力 

花" 

で 


つ な 

て、 そ 

ど 見 

わ づ 

り 前 

す れ 

句 の 

う こ 


された 力 


と 


る。 

こ 


だ 

る 


の 秒 


を 

ナ 


ふ 


子 音 の 


母音 

母 音 


て 

とまと 

の 上に- 


J と 


力 


讀 ま 

かも 知れ な い。 ただ そ こ を 再 

私 共の 心理的な 晴示 によるの 

る客觀 的な も の は、 お そらく 音 が 

あ ら う。 

なるとい ふやうな もの は、 私 共が 知つ 


な 

こ、 


あ 

的な 階 示 

. お 


と 


とが あ 


力 

ん 


音 

る „ 

違 


じめ に來 ると きに 

え る 


さ 

る ( 

ナ„ 

そ 


た 


-H 一 

こ 

ら- 

と 


音 

ま 


力 i 力 


-ま 

そ 


中 

で 


て も 

ら れ 

と へ 

に つ 

、 

I ぐ 

音 h 

ん ど 

う な 

て た 

だ で 

し て 

あ ら 

無い 


^要の 葉 首 


て ゐ る 

ス 語 で 

0 で も 

の やう 

：^、 フ ラ 

れ が、 お 


限 で は、 こ の 

は h は 多く 

綴りの 中に 

な 發  一 JjH の 規 

ン- ス 語の や 

そらく  h と 


^ 一 

て ゐ る 

な もの 

れ な い 

る やう 

た 高さ 

こ れ 

また 子 音 

を 見なく 


0 

で 

a 

で 

だ 


h だけで ある。 こ 

の 場合 全く 聞 え な 

ある 場合に は、 h は 

則 を經驗 しない か 

うに 極めて 弱 く、 有 

いふ 子音の 特色て 


れ t 


の 子 香のう ち 

もちろ ん、 そ れ 

は ある ま い。 

私共の 見た 範 

あ る。 ー の 前 

け て な く、 そ の 

私共の 假定 で 

は 母 音 の やう 

て はわ かる ま 


I 力 

ま と 

ら、 ^ 

ら 力 


にも 種類が あ 

は 書き表 はし 

たと へば 同じ 

圍 て は、 子 音 は、 

の 子音 は 0 や 

構造 も 多 少 違 

ある。 なほた 

こ 十人十色で 

い。 そ し て そ 


る 

方 


フ ラー 

あ る 

な 、！^ 

無い 

ら う。 一 

A.  


力 


と 


S て 

後 に 

U の 

ふ か 

く さ 

あ り 

IZ 


ン ス 語 

ひ は 極 

聞え な 

ず， S" よ 

かくら 


し て 

も、 そ 

來 る 

前 の 

も し 

ん の 

り、 一 人 十 色で 

は 決して 容易 


の h 

め て 

い や 

心理 

ゐ に 


と 多少 似て る 

かすかに 聞え 

うな 場合 も あ 

的に 聞く と 思 

發音 する 


子 音 は 

は 當 然 

の 後に 

母音 が 

よりも 

JI  I レ： 

實例を 


大抵 

の 事 

く る 

i の 


一種 類に 

で あ る。 

母 音 で そ 

と き は、 い 

に 高さが 


か も 

る や 

る。 


知 れ な い。 フ 

う で あ る。 ド 

二 ツボン 語 で 


J と も 


つ い 

し か 

の狀 

つ て 

高 く 


見なくて は 決定的 

も あるか ら、 本 當 の 

な ことで ない。 


，赏 際 發 音 

る ものら 


て 

も 


な る 


な 


す 

し 


字， V 書 き 

際 は 多分 

餘 程 違 ふ 

が 非常に 

やうに 見 

とま、 i 

相 當 た く 


さ 


る 


表 

の 


え る 


ラ ン 

ィ ッ 

は そ 

方で 

こ 


さ れ 

や う 

力 も 5? 

ま-, 


な い- 

ん  の 


0^' 


ぞ 

て ゐ 

な い 

今 そ 


ひ 上 

な い „ 

一 こ 

れ を 


、子 

私 


音 は 

が 今 

と は 

す る 


う 


ど うして 發 音 さ れ 

こ こ で 述べ 

子音と いふ 

こと も出來 


た や 


も の 

な い- 


の  研 


こ 


力と いふ 物 

こ と は、 た だ 

究 を 非常に 

れが子 音 の 


理的 

さ う 


遲 


な、 お 

見 え 


せ 

の 


る 

M 


る ひ は 生理的な 說 明が 少し 

ると いふ 上に 何も 說 明の 

大きな 原因で ある。 しかし 

際の 狀 態て あ ら う。 


も 

仕方 

私共 


來 


力 


4 


け 加 

、ン を 

ひ 方 

子 音 

ら、 文 

象徴 

は あ 

や う 

は 別 


二 ヅ 

へ て 

ッ ボ 

英語 

力 な 

力 そ 

字て 

す る 

ま り 

な こ 

こ 可 


ポン式 a  1 マ 

お く。 

ン 

の 


最後に 私 は 子音の a 1 マ 字での 書き方に ついて ちょっと 


の 

と 

も 


の 子 

う こ 

そ れ 

う な 

の も 

て あ 

い 文字 

は、 二 ッ 

^伊る 


や 

の 


音 を 

shi 

は 少 

も の 

の を 

れ ば 

だ と 

ボ ン 


英語 風 

と 書い 

しも實 

で 出 來 

書 き 現 

、 、 0 

は、 言 は 

語 に 對 

英 語 の 


に 書 

た り- 

て ゐ 

± す 

そ の 

れ な 

し て" 

や う 


と 


を 


チ 

文字 


と 


いふ こと 

chi と 書 

ボン 語の 

こと は 一言 

は で き な 

を 使った 

二 ツボン 語 

はだ 不忠 實 


に は 、何！ 


子 

た 


ま- 

た 

め 

な 


は な 

に 二 ツボン 語 を 讀 ま 


の 

一 こ 

人 

キ，/ 


も 


と 


象 


考 へ 

は、 た 

文字 

る ベ 

に實 際の 音 

を 英語の 子 音 を 藉 り 

現し 方 で あ る。 英 語 

て は大變 である。 


る 

音 


を な 


られな 

だ 滑稽 

てゐな 

は 音 響 

く 合理 

を 誤解 


と 言 ふ よ 


-I ッ ボ ン 語 の 

より 外に 言 

_  二 ツボン 語 の 

記 錄 ではない か 

に、 な るべ くよ く 

せる やうな もの 

て 表 はすと いふ 

と 一 一 ツボン 語 と 


素耍 の葉蓄 


-ー プ ボンに はこれ までへ ボン 式と 

を 英語の 子音 を藉 りて 書き表 はさう 

ボンに 行き渡って ゐ るら しい。 これ 

ために 二 ツボン 語の 性質が 世界の 人 

二 ツボン 語 は 二 ツボン 特有の 緩 方 

であつ て、 外 のどの 國 語の 一 分派で も 

よって 完全に 系統 だ てられた 二 ッボ 

の 表現の 仕方 て ある。 二 ツボン 語 を 

外に 書き方 はない。 -I ツボンの 政府 

ン の 文化の ために は 非常な 成功で あ 

私 は 二 ツボン 語の 子音の こと をお 

てお く。 


と 


ふ a  ,1 マ 

いふ こと 

二 ツボン 

に 誤解 さ 

な く て は 

いから で 

式 D 1 マ 

1 マ 字 で 

こ の 自然 


の 系統が 

あった。 


の た 

た こ 

ら れ 

る。 

は、 い 

く と 

學者 


め に 

と は 

な い。 

そ し 

づ れ 

、 、 

I ふ 

の 大 


あ 

て- 

き 


つ 

と 

な 


た。 

て、 そ 

惜 し 

な も 


ナ 力 

か ら 

に な 

業績 


ま 一一 ッ 


れ は 

な も 

ベ き 

て あ 

テ 博 

て も 

ば、 あ 

採用 


二 ツボン 語の 子音 

のが 案外 廣 く-一  ッ 

ことで ある。 その 


ら う- 

ン 語 

士 や 

完全 

の や 

し た 


は 二 

夕 マ 

な 二 

う に 

こ と 


ツボン 語 

ル 博士に 

ツボン 語 

書く より 

は、 二 ッ ボ 


る。 

嚭 したつ lA でに、 一 言 -I ツボン 式 口 ー マ 字の 成功 を貌 幅し 


さ て、 讚 者 諸君。 これ ま で 私が 諸君 

_  一  iin 葉 をく み 立てる 材料に つい て で あ 

目 ヒ なって ゐる もので あつ た。 


つ 


お話した 

た。 そ し 


て 


と は- 

こ  れ 


二 ッ . ホ 

がな マ ま 


語 の 

の 二 


耍 


素 に 

。ホ ン. 


つ い 

語 の 


て で 

研究 


あ つ た。 

の 主な 題 


言 葉 を この や う な 方面から 硏 究 

を 三角 函數の 和の 形て 表 はし て、 そ 

學 的な 素養が いる。 そして その や 


さ 


てゐ る。 それ は讀者 諸君の すでによ く 知って ゐる事 て 


J と は、 物 理學 者でなくて は 本 當 

執 を 計算 するとい ふやうな こと 

ついて は、 こ れ 

私 は 


す る 

の常數 

うな 物理 學 的な 問題に 


あ 


て 

る。 


こま 出 

こ ま、 s« 

ま で 多 

この や 


來 

當 


な :j 

數學的 

の 報告 

な 問題 


殊 に 音 

な， 物理 

が 公に 

の 詳 し 


ぃ硏究 はすべ て その 道の 物理 學 者に 一任す る。 そして 私 は 私の 次の 題目に 急がう と 思 ふ ~ 


5 附 

て 書 き 

私 の 


さ 5 

考 


こ の 

つの 波 

し か 

とって 


や 


力 


少 

な 


私 はこの 章の 中で 第三 

^  ： 、  ヽ 

の は 


す こと は 出来ない 

た 函數 の函數 とい 

な 函數を グラフに 

しのて こぼ こもな 

り 違って 來 る。 そ 


ふ も 


0 


の 


し こ 


も、 全 


種 

次 


ナ ま、 そ 

正弦波 

一 部分 

の 函數も 結局 は 規則的な も 

體の 波の 形 は、 ある 程度に 規 


子 音 

お 話 

^ う 


ォ 

の 


は大體 

少し 曲 

とれば 

になつ 

的な も 


ど 

た。 

も 


や 

こ 


の 


h 

る- 

な 


力 

て 


の 


し 

ォ 

あ 


て 

る 〔 


る 


や 

な 形 

舞 1 

" そ 


近 


つ な 


似 的に 

少しの 


私共の 知って ゐる 函数 

註 釋 


力 


つ 

る ( 


子 音 の 

な る。 

似て ゐ 

正弦波 

て な く 


形 に 

そ し 

る と 

, の 週 

と も- 


も 

第 


て 

を 


來 

ど 

の 


る 一 


ゥ 一 

つ ioL 


一 づ 

れ る。 

正弦波の 0 


素 耍の葉 言 


T 

ところと， 2 のと 


と し て、 さ う あるべ 

しかし 寅 際の 子 

時間が 短い の で、 こ 

この やうな 子音 

れの男 に、 電 話 で 番 

た， その 錄 音 の 記 

数 は 一 〇 〇 ニ箇で 

に 何 か 規則的な も 

上の 計算で 考 へた 

言 は 出来ない" 

次に 非. 周 和 な 波 

叉 の 5^カ 合 て あ る。 

名 を舉げ た， 

昔 叉の 波 は 明ら 


ころと で は、 ま 

き 事て ある。 

音 に その やう 

の 規則 性が 現 

の 中て、 S は あ 

號 を 言 ふ 時の 

錄を 見る と、 子 

ある。 私 は そ 

の は 見つから 

やうに は 行か 


た 全體の 波が 似た やうな 恰好になる。 それ はこの 函數の 性質 


の 加 はった も 

私の 計算した 


規則 性が あるか 無い か は 全く わからない。 ある 

れな いらぬう ちに 子音が 終る もの かもしれ ない- 

程度に 長く 發音 する ことが 出来る。 私 は ある ト 

う に、 極 めて ゆっくりと * アサ クサ ク Asakusa と 言 

S の 長さ 大體て 〇• 三 三 は 秒ぐ ら ゐ である。 その 

波長 を 一つ一つ 委しく 讀んて もらった。 そして 

いかと いふ 事 を 調べた。 しかし 實 際の 音の 記錄 

い。 この 記錄 からても 明瞭に その 規則が あると 


の 場合 は、 前 述の 拙著の 中で ある 程 度に く はしく 

の實 際の 波お の數 について は、 前 の 章に それ を 載 


ひ は 子音の 


キ ョ I 

て も ら 

體の波 

の 長い 

_ 到底 紙 

-今 すく 


せ 


れた 1 i 

た 雜誌" 


生 

の 


かに この種の 波で あると 思 ふ。 これ は 第二の 波が^ 當强 くなくて は锥音 


音 

こ 


7 

9 


は 聞えまい、 これ 

最後に 私 は 子音 

こ こ に 寫眞を 省略 

につい て、 波 1 つ 1 

した ものである。 

何しろ 波が 非常 

ずし も 規則的に 減 

的に 子音 k の 減衰 

を 統計的に 見なく 

この 子音 k の 減 

附ー SiS; 11 母音 

51^ 合で 違 ふと いふ 


はた だ 一 試案 で 

k につい て、 そ の 

した 他の 一 つ 同 

【一ミ 

つ を檢徵 鏡で 測 

その 結果、 大體で 


に X Icy- 

ex  5 

衰 しない- 

率に つい 

て はなら 

衰の 極め 

や 子音の 

こ と は、 か 


あ る。 

減衰率 を 計算して 見 

じ やうな 形の k であ 

つて； Sj2  ：: と^  5? 


Mi  3 

舞 2 

他 の 

" そ し 

一 こ れ 

て はま 

な い， 

て 明瞭 


似た やうな 場合 

て 實 例 で はこの 外の 

は その 計算し やすい 

た 何とも 斷 言 出来な 


る， 波形 は 一 〇 六 

る。 計算 は， 


頁の i 爲眞が 第？ -圖と 


とを定 め、 す ベての, S-  ^ 


を 平均 


原因な ども 加 は つ て、 多 くの 波 は 

例に ついての 大體の 計算で ある。 

い。 それに はこの やうな a の in 


形が 無數 にあつ て、 ほ とん ど 

なり 法 意 を 要する ことて あ 


人 々でも 違 ふ し、 ま た 一入の 人で 

る。 そし て、 客 觀 的な 音波て は そ 


力 


の 


も 


れ 


な ら 

一 般 

多 く 


な 撮 影 は、 前 述 のォバ タ 博士の 著、 第 一 九 八べ I ジ にあ る。 


時 と 

ま ど. 


素 要の 葉 言 


< 連 ふ 

る と 

I  、  J 

た 子 

、 * 

非常 

そ れ 

た と 

れ て 

が 限 

方て、 

ひ は 

つ 二 

鳥 


も の 

I ふ 

れ ほ 

音 が 

の こ 

し か 

に た 

*ま 

お 


が、 耳 に 

こと は _ 

ど 違 つ 

聞かれ 

とは大 

私共 

くさん 

た へ る 

司〃 

言 葉 か 

く 多く 

か 似た 

のこと 

人の 聞 

話 す る- 


聞 


、ん る 

も 力 

母音 

も の 

分 心 

普通 

種類 

覺 が 

レ へ 

起 る 

る や 

ところ 

につい 

き 方の 


時には 

く 一  應 

や 子 音 

で あ ら 

理學的 

經驗す 

が感覺 

た だ 一 

ば、 あ る 

感覺は 

う. こぶ 

が ある 

て、 他 の 


同 じ 

不 思 

の 音 

う か- 

な  問 

る こ 

の 上 

つ の 

定 ま 

た だ 

ァ メ； 

と い 

方面 

何 と 


聲はニ ツボン 語 で は な 


ァ. ィ.？ ェ. ォの 

議な 現象 て あ 

形 か に、 同 


母音に 聞 え、 ま たいろ 


波 の 

題で 

と か 

こ も 

ク ァ- 

つ た 

一 ゥ 

ゲ と 

ふ だ 

の 例 

レ」 も 


ある。 私 

あるら し 

グ て あ る 

文字で ^ 

の やうに 

言 ふ感覺 

け で あ る" 

を あげる- 

聞かれる 


.In チ 

礴 


_ 私共 は 一 度 はかう 

や う な 丁ィふ 丄， ォ の 


今 そ 

ば、 た 

" た 

い ふ 

メク 

は れ 


も 限り 

_ そ の 

そ れ 

で あ 


れを 特にく 

とへ.^ ァク 

だ 客觀的 な 

の は、 多 少 事 

と 書く か、 口 

る。 • しかし 

なく 多く あ 

似 方が 本當 

は、 あ る 一 つ 

る。 それに 


と 


いろの 定 つた 

疑って みて 

S 音 や、 あ る 


子音に SS え 


も 


音 

1 マ 


力 


實 

つ 


の 


音 


ひ は 定まつ 


く 論じよう 

つ て も、 そ の 

の 方 だけが 

ら遠 いやう 

字 で Aiiie 

は.^ ァメク 

て あ ら う。 

題 で あ る。 

は 心理的な 

て 私の 經驗 


と 

し 


ァク に 

樣萬態 

思 はれ 

書 く。 

^一目 ふ 音 

だ感覺 

示 か、 あ 

た 例 を 


な 

で、 

る。 

そ 

る 


しかし それ を 何とか 二 ツボンの 言 葉て 形容す る ことに なれ 


r 


ば、 そ 

の や 

い ろ 

集 め 

な こ 

ラ 


れは 人々 

うに 聞い 

い ろ 

ォ 


て 


と 


ヂ 


と „, 


な 


い れ 

つ た 

リ ン 

つ た。 

どんな 

私 は 

言 葉 で 

ろ， P 

T ン*テ 


と  一一 一 n 


ス 


ま 


の 

人 

た 


傳 

た 

ゲ 

あ 

々 


の 心 

た と 

說 に 

は 民 

、 0 

法 僧 

力 き 

，そ れ 

と パ 


また 他 


の 

、 

む 

、 

を 

ふ 


さ 


と 聞 

る 他 

て 違 

の 例 

れ て 

語の 知識 も 


有 

、 

て 

る- 


樣で 

こ 


び 

と 


と を 

つ い 


力 


形容 

の 外 

ィ アンク tian-tian と 鳴く と 答 へ 


言 

力 

る。 

な 


身 

〃 

と 


ろい ろ 

意味す 

て、 二 ッ 

當 價 値 

聲 を 放 

て、 人 は 

音 に 聞 

文藝春 

た。 私 

力 ン* 力 

いふ 例 

鴉の 鳴 

し 私 は 

普通の 


こ 

る < 

0 


形容 さ 

鶯ゃ 

の 地 

そ 


の 

た 


た „ 

-カ 

の 


仕 


と 


こ 

て 


I 

鷄 

て 

と 


る。 そ 

などの 

地方で 

で あ る 

あ る。 

が あ 

う こ 

有名 

ゐ た。 

る ある 

聞いた 


る" 


な 


して そ 

こと は 

いろい 

. 今 私 


そ の 

た。 

者 は 

> レ、 ム 

供 ， は 

言 つ 


の 

- グ 

た „ 


形容 は、 

にお 話 

に 形容 

ここ， て 


合 


力 


あ 


し 

と 


-そ 

ン. 

や 


の 人 

た。 

ら れ 

話す 


耳ゼ 

の や 


ゐ 

の 


や は 

う な 

そ の 


鳥 

暗 


そ 


と 


法 僧グ 

れ ほ ど 

は 聞え 

をグ ボリ 

と 聞い た 

つな 事 は 耳の 感 


力； 

示 一 

ン： 

な i 


一 般には クカ ァ* 力 ァク とか クカ ォ* 力 ォク 

供が 11 この 子供 は 八、 九 歳く らゐの 男の 

供 て あ る。 —— 鳩 は 何と 鳴く かと 聞かれ 

何度 聞き返して も、 ま た 力 ァ* 力 ァグ と は 鳴 


と か 

子 で 

てぶ 

か な 


り そ 

例 は 

れ を 

や う 

と 亀 

受 け 

な か 

ン. ボ 

と 言 

覺 が 

い ふ 

-も ち 

テ ィ 

、 > 

I 力 


索 耍の葉 首 


と 聞いて も、 そ の 子供 は、 鴇 

この 子供 は 私共と 違つ 

件が その 生 立の 途中に あ 

アン，. とも 鳴かない。 鴉 

この やうな 例 は、 あ る 同 

になる であら う。 

それなら ば、 私 共 はまた 

めな もの-て あるか も 知れ 

外界の もの を 聞く。 たと 

聞く 方で ク雨" ときいて 

もの を 詳しく 探索しても 

は少々 疑問で ある。 

私 はまた フィルム を 切つ 

音 だけ を 消す か、 ま たは 削り 

うとした。 しか し、 そ の やう 


はかならず テ 

て、 何 か Si の Si で 


た の で あ ら う。 

ただ 鶴が 嗚く 

音 でも 聞く 人 

う も考へ る こ 

I 犬た せハ 

ば、 そ の 場合に 

まふの で あ ら 

の 結果が ほ ん 


アン. ティ アンな と嗚 

ティ アン .テ ィ アンク 

客觀 的に は、 鸦 は 力 


う こ. al& パ て 

の 心 一 つで 何 

と が て き る。 

は 大體の 意味 

ク雨ケ と 聞く 

う。 そ れ て 

と に 客觀 的な 


ゐ る。 

とても 聞 

11 實際 


て、 あ る 子音と 他の 母音と つ 

取 つ て、 ど こ か ら 母音が 始ま 

な 計畫は 全部 失敗に を はつ 


くと 答へ た。 

と いふ 音 を 聯想す る やうな 事 

ァ* カァク とも、 ク ティ アン. ティ 


を 私 共 の 

の 力 |p 合 

雨ク と 聞 

ある 一定 

ぎ 合せ て 

るかと い 

た。 そ の 


ではない。 耳 は 聞かう と 思 ひさへ すれ ば、 大 抵 な 音 波 を 大抵な 聲 


力 / 

私共 

頭て 

力 I 

い た 

の 形 

み た 

ふ こ 

の や 


ると いふ ことの 適切な^ 


の ^一一 in 

考 へ 

い 時 

か ら 

の 

り、 あ 

と を 

な こ 


ふ ^一一 曰 葉 は 

て、 そ れ に 

に は、 大 抵 

と  一一 一一 口 つ て 

雨グ で あ 


案 外 で た ら 

あてはめて 

の 言 葉 な ら、 

，その 外界の 

るか どうか 


る ひ は、 あ る 言 葉の 子 

耳て 聞い て判斷 しょ 

と は 到底 出来る もの 

聞く ことが てきる も 


のらし い。 この や う な 

で 言， 葉を錄 音し て、 そ の 

はしない かと 思 はれる- 

も、 は る か に、 は るかに 複 


ん實 際の 

的な もの 

客觀 的な 

維な ものである かも 知 


>  J と は、 も ち ろ 

形 を 何 か 一 義 

- 言 葉と その 


言 葉 で は、 さ かんに 

に 取扱 はう とい ふ 

音波との 間の 關係 

れ ない。 


行 はれて ゐる， てあらう。 それ 

ことに 多少の 無理な 點が あり 

は、 普 通 私共が 考 へて ゐ るより 


は れ 

だ け 

り に 

れ を 

言 は 

れ ば 

れ は 

ィ 、-. こ 

^ れ 


き i  H 

て ゐ 

は、 言 

テ 

言 ふ 

なか 

ッ ボ 

、お そ 

二 ヴ 

ナ * て 

る。 


る 

に 近 

こ と 

つ た 

ン 語 

ら く 

ボ ン 

あ る 


二 

つ と 


力 

の 

語 


ボ 

ボ 


ン 

*ま 

發 言 

れ は 


語 の 


-I グ 

て ゐ 

や う 

dan 

豐富 

語 に 

の た 

二 ク 


子音の 中に は、 テ ィ (3、 デ ィ (di)、 ス ィ 

の會 話の 言 葉 に は、 そ の やうな もの は 

ボン 人に は 簡單に 言 はれる やうて あ 

るの を 私 は 度々 聞いた。 ティと 言 つ 

である。 前にお 話した 鴉の 聲の 例で 

に 近く 言 つた。 ディ も これと同じ や 

にす るた めに、 小 學校ゃ 幼稚園の 頃 か 

は 簡單に ティと デ ィは 導き いれられ 

め に、 は な はだ 喜 ぶべき こと で ある ま 

ボ ン 語の 中 で、 お そらく まだ 言 はれて 


(si)、 の やうな もの はな いと い 

あるまい。 しかし ティと ディ 

る。 子供の 言葉 にはチ のか は 

てみ ろと い へ ば、 案 外 簡單に そ 

も、 この 子供 は クチ アン グ と は 

う に 簡單に 言 はれる らし い。 

ら この 區別 を敎へ る やうに す 

はしな いかと 思 ふ。 そ して そ 

いか。 ただ 問題になる のはス 

ゐ ない 發 ， て はない 力と も 思 


素 要の 葉 s 


ディと いふ 發 言 は、 甯 際 二 ツボンの 方 

タ 港の 近所の 女 で、 言 葉の 中 て、 デ ィ を 言 

Yana  Ora —— だ ッ て、 い や だ、 お ら ァ —— 

デ イネ グ -Nndine  さうて はない  

私 はまた 四 國 生れの ある 女 を 知らて 

言 ひ 分ける といって ゐた。 この 人の 言 

やうな 場合 は、 私 の 聞いた ので は それ は 

また 別の 發 音の やうに 聞え る。 私 はこ 

この 人の 話 で は、 この 地方 で はぶ 水ク の 

ある， それから 推して、 ク水ク もお そら 

近所に はたく さん あるか も 知れない。 

こ の やうな 子音 を錄 音して み て、 音 波 

非常にお もしろ いこと かも 知れない。 

かりにく いもの で、 こ の やうな 事に つい 

る。 もも ろん 私 は 今 そんな こと をし よ 

にお 話した だけの 事て ある。 


言 に は 使 はれて ゐる。 私の 知って るャ マ. カタ 縣のサ 力 

ふ 場合 を たびたび 聞い た." M アイツ テ. ャ ナ. ォ ラグ Ditte, 

と 言 ふ 時 は、 そ の ディ は 明らかに ディに 近い。 また * ン 

と 言 ふ 時の デ ィ も、 や はり デ ィ て あ る。 

ゐる。 それ は デ ィ (二 一) と ジ (zi) 、ズ (ZU) と ドウ (du) を 完 全 に 

ふ * 水ク とク 見ず グ グ フジ 山グ とク フヂの 花グ とい ふ 

決して 西洋人の ド ゥ (-1  =  ) で も デ ィ (二 i) で もない。 それ は 

の 發 言 は、 ま たこれ だ け て 硏究 すべ きもの だと 思った。 

こと を グ ミドグ Mi<r と いふ 人 もた くさん ある さう V- 

く クミ ドウ ク Midu に 近く 發 音して ゐる人 も 四國の その 

の 形から 何とか 判斷 をす る ことができるなら ば、 そ れ は 

しかし 前にお 話した やうに、 子音の 形 は 非常に 複锥 で、 わ 

て それから 何 か を 言 はう とする こと は 非 《05 な冒險 て あ 


うと は 決して 思 はない。 これ はた だ參考 のために 諸君 


6s 眞。 s 眞の說 11 私 はこ こで 


てお く。 數 かぎりなく あ 

かぎりなく ある ネク タイ 

ある。 それでも 出さない 

次に 簡 單に設 明. してお 

第 1 母誉 g ッポゥ 

115 顢 次に 7 ィ.. ？ 千 

6IS や はリ頫 次に ァ- 

これ は どちらも ッ ボウ 

朗讀 した 名 調子の 聲てぁ 

聲， て ある。 g から^まて 

使った ところで ある。 

ッ ボウ チ 博士の 朗讀の 

コ， 'ドを 調べる と、 ッ ボ ゥ 

り^の 違 ふところ も ある 


る 子音 や 母音 

の 模樣の 中 か 

より はよ から 


チ 博士の 聲 か 

ォ 

ィ J? 于ォ 

チ 博士の 聲で 

る。 このうち 

はォ ー フィ. I 


ま と 

の 形 

ら、 ほ 

、つ 0 


ら 


あ 

1 


め 

ん 


る- 


力 


ら 


て 

の 


ク 

5 


ボ 

力 


ボ 


ャの 科白で 


ン語の 

づ かに 


チ 

あ 


博士が 

ハ ム レ 

る。 つ 


レコ ー ド はま 

チ 博士の 母音 は、 ど 

が、 大體こ こに 擧げ 


だ この 外に クゲ 


子音と 

こ れ だ 

橫縞 の 


た 


ェ 二 ス 

も相當 よく 似て 

やうな 例が 一 番 


分 の 

ト の 

り ッ 

商人 

る。 


母音 の 

けの も 

見本 を 


飜譯の 

科白 ぞ 

ボウ チ 

グがぁ 

もちろ 


波の 寫眞 

を 出す こ 

や 、つ 


山 見られる „ 


ハ ム レ 

る。 つ 

士が女 

- こ の 

場所々 

男の 聲 


を擧げ 

と は、 數 

も の で 


4 

0 


トグ を 

り 男の 

聲色を 

方の レ 

で か な 

部分で 


素 9? の 


1 a 


2  KK 


3  u(h), 


4  e(h) 

I 

5  o(h) 


6  a(o) 


7  i(o) 


8  u(o) 


9  e(o: 


lOo(o) 
105 


11 a 


106 


素 要の 葉 言 


21 b(u) 


23  (a) 

24k(i) 
251(a) 
261(0 

27<(e) 

28h(e) 
29h(a) 

30  Ha) 

107 


も 女 

常 に 

ト ル 

聲 の 

女 の 

る の 


立 つ 

句 が 

る 一 

り ま 

ち ろ 

は 次 

に こ 


の 聲^«1 

の 例 て 

よく  I 

に 多 

中 か 

聲色 

て あ 

て ま 

て 違 

女 の 

番大 

ん の 

ん 男 

の 章 

れ は 

の や 


の. 部分で も、 こ れは 代表的 


まづ 注意し 

て ゐる とい 

の 相違 は 出 

母 音 を 取 出 

使 つ て ゐ 

うか。 こ 

の聲 はい 

て 聞 え 

-I フィ 

な 原因 

づ か づ 

しいの 

お 話す 

く 私共 


る ( 

つ 


と 女ら 


る- 

の 


なくて はなら 

ふ 事 で あ る。 

る。 しかし こ 

して 計算して 

は 聞え な い 

がま づ私 共 

も 女の 聲ら 

—化 ま IJU;  P ま 

の 文句で あ 

. この 他の 

言 つて ゐる 

しいのと で 


な ものである。 

ない 事 は、 ハム レット 

もちろん、 これ をフ 1 

の くら ゐの相 違 は、 普 

も、 十 分 出る くら ゐの 

0 一  體 にこの 場 合、 男 

を 非常に 不思議に 思 

しい。 ォ 1 フィ I リ 

聲， の 質 も 多 少 は 變 

ると い ふ 事 が、 そ れ 

相違 は、 ォ ー フィ I 

くら ゐの もので あ 

、かならず 多 少 あ る 


8 

0 

- 1 - 


る 


力 


る 


の 母 音 も、 ォ .1 フィ ー リャの 母音 も 非 

リ ェ の 級數で 計算 すれ ば、 そ の ス ぺ ク 

通の 私共のう ちの 一 人の 男の 會 話の 


相 違 で ある。 そ 

の聲と 女の 聲色 

はせ る。 耳で 聞 

ャの 科白 はハ ム 

で あ ら う が、 そ れ 

私共に そこ を 女 

ャ の 言 葉 を大體 

。 その外 に、 言 葉 

と は 明瞭で あ る- 


して 私共 は 別に 男が 

との 區別は どこに あ 

けば ッ ボウ チ 博士の 

レ ット の聲と 水ぎ は 

よりも 私共の 聞く 文 

の聲て あると 思 はせ 

ハム レットの 言 葉 よ 

の 言 ひ 方の 相違 は、 も 

. この 語調に ついて 


耳 

,^|^ 藝術； S 介 A 


レ 


種の ィル 

1 ジ ォ ン 


1 ジ オンて あらう。 ッ ボウ チ 博士の 名文と 名 調子 が、 私 共 

を 起させる ので あらう。  . 


素耍 の葉笤 


とも V  <  ^ 共 i 


う な 

は さ 

0 も 

母 

介す 

M で- 

け  で 

で あ 

と か 


コ ー ド から 

場合に は 新 

う いふ わけ 

mm ら なかつ 

と 女の 聾に 

昏 B 普 通 

母 香 * ァク 

母 香" ァグ 

の 二つの 例 

る た め に 擧 

-H も 氏の グ 

ある。 倍 音 

る。 一つの 

いふ やうな 

かならず 数 


フ ィ 

し い 

に ゆ 

た。 

つ い 

の 人 

ト I 

九州 

は 同 

げ た _ 

ァ. 

と い 

波 の 

>  j と 

學 上 


力 

力 

上 

を 


の 男と 

ムに錄 

ゴ ー ド 

な い。 

は、 前述 

整から 

ョ I の 

人、 ゥ ェ 

ク ァグ 

諸君 は 

非常に 

こと を 

のて こ 

言 ふ の 


女の 聲 色に ついては、 不思議 

音す る ことにつ いて は、 前 に 

の 針 音の 影響 はま づ 見の 

そ れ て 私 は 子 昔の 波形に 


力 


だ と 

擧げ 

し て 


言 つ て 

た 拙著. 


つ い て 


お く 外 

の 中 て 

いいと 思 ふ。 

は、 この レコ 1 


意味の あ 


人、 IH 嬢 の 言葉から。 

ノー *- 樂畢校 を 出た バ ス、 H.B 

と 聞え る 音波が 實際 では ど 

この 二つ の. 非常に 違 つ た 波 

複雜 であると 思つ てはいけ 

フ ー リ H 級數の 意味で 言 ふ 

ぼ こを數 へて 見た だけ て、 そ 

は、 危 險 で ある。 倍音の 關係 

る 計算 をして みなければ 何 


氏の 首 葉から 

ん なに 違つ てゐ 

形 を 見て、 T  A 孃 

な い。 それ は 單 

な ら ば、 佶 音 の あ 

れで すぐ 何番目 

は 眼で 見た だけで 

と も 一 ぎ へない。 こ 


に 仕方ない。 

述 ベ た。 母音の や 


し 


ド 


力 


力 


し 

ら 


のォバ タ 博士の 著に フォ. i マ ントが 擧げて ある- 


子 


も の 

ク ァ 

形 が 

か、 な 

倍 音 

は 決し 

—Q. 一」. b 


違 


力 


力 

て 


音の 場合 

どんな 寫 


で あ 


る か 

非常 

と い 

は 同 

う で 

わ か 


を紹 


の 波 は 倍 


だ 

る 

音 


0 

1 


の あ る、 な しの 相 

少 の 音色 は 違 つ 

學 者の 手 で 硏 究 

てす ぐれた 仕事 

私 も 母音の フー 


違 て は な い。 

て も、 み な 一 樣 

された 母 音 の 

で ある。 今の 

オル マント を 


ただ 倍 音 の 

に クァグ と 

フォルマン 

と こ ろ、 そ れ 

作って はみ 


割合の 相違で ある。 この やうない ろい 

聞え ると いふ ことが 實に 不思議で ある- 

ト とい ふこと は、 こ の 不思議 を說 明し よ 

より 外に こ の 不思議な 現象 を說 明す る 

た。 しかし ここに は  一 b; 省咯 する。 す 


ろ の 波形が、 多 

- 今まで 物理 

うとす る 極め 

方法 はない。 

ベ て 諸 先輩の 


研究 


る < 


第 2 

は その 中 

^母 香 

1 r 

^  n グ 

6  w  y 

1 y 


子 香 子音の 形 は 母 

の ほんの 一例 づっ で 

に 似た 子 香。 同じ 波 


音の 形より 

あ る。 言 つ 

形 を 操 返 す 


もな ほ 

た 入 は 

やうに 


變化 

み な 

見 え 


み 迷 ふグ (太 平 

島の 礫の ク (タ 

きなんと すと： 


踏 

泣 

若き 日の 心輕 くも ク (タク ポク) の クヮ 

踏み迷 ふク の クョク の y 


記) の クマ ク の m 

ク ホク) の 第二 番目の 

乂 タク ポク) G ツナ ンク 


が 多くて わかり 

高い 敎 養の あ る 

る 子音 


I 'キ ョ ー 人で 


擧 げたの 

あ る， 


ノグの n 

の ？ 

の W 


i.M 

(M 

(女 .N 

(M 

(M 


•H) 

•H) 

•A) 

•H) 

•H) 一 


素 要の 葉 言 


52  Z ク.… 

S  r 

S  r ク ：: 

g 雜香と 見 

S 滅衰す 

S  k  ^ 落花 

S  k グ 紅葉 

g かなら 

お t クかた 

§5  t ク いの 

？ 3  S  母 を 

？ 3  h クへち 


d  -1 

母の 肖 顏作リ ぬ， (タク ポク) の" ガク の S 

小島の 磯の， の クジ， の Z 

家 を 出て にき グ (タク ポ ク) の クデグ の d 

戀 文め ける 文をク (タク ホク) の ！ フクの b 

糸 切れし^ タク ホク) の クレク の r 

える 子 香 

る 形の 子 香 k 

の nt  LU のク カク のし 

の 錦，^ の キ， の k 

ずし も滅衰 すると も 見え す、 ま た 同じ 形 を緣リ 返す とも 見えな 

野の 春の ッのッ タ，， の t 

ちな き 砂の グ (タク ポク) の クチ ク の t 

背負 ひて：： ク (タク ポク) の „^ セ；， の S 
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gr お h ク お早う 

こ の うち で、 子 音 k の 

事實を 示す ために 擧げ 

k とや-の 前に は 短い 

ク 落花 グ ok で あ つ て- 

の  寫  腐に  はは  いらない- 

t の 場合の 一つ はク 

やはり この 休み は ある- 

子音 t も 同じ 事で あ 

S について は、 こ の 事 

しかし これ も t や k と 

含んで ゐる音 だ と fun は 

係が あるか もしれ ない" 

もの を 言 ふの かもしれ 

波の 寫 M がさうな つ て 

子音 S の 細かい 波の 


の 

た。 

る。 

同 


み 

し 

じ 

て 


才" 

の 

野： 

ま 

傾 


私共 

な い。 

ゐる とい 

中 こ は、 こ 


力 


と 


の 終から h と a のじ は 

は、 同 じ k でも 後に 來る 

後に 来る 時、 波 が 細 

るの が 特色て ある 

に 休みの あるの は當然 

この 前に も „ ^落花 

で、 前 の 休み は 明瞭 

の 例 は 前述の 拙著 

來る 母音が 1 の 時 

十分. わかって ゐ ない。 

の もの で あらう と 思 は 

„ 私 もさう. て あ ら う と 

ただ k や t を 言 はずに 

かしこの 間の く はし い 

ふだけ の 事で ある。 


こ 

こ 


と 

ま 


め  (N- 

母 音 で 高さが 違 ふやう に 

な る。 

礴 

ある。 他の 

らゐの 


こ 


力 

1 

17. 

思 

-全 

こ 


じ 

る „ 

あ 


る < 


力 $ 力 

も =0 と 


る 一 


と 


母 

し 


と i 


な 

〃 

も 


休 

る- 


た- 

み 


こ 

は 休 

が あ 

寫 R 


まだよ 

ち i は 

倍 音 と 

ゲ とか 

かって 


子 


ゐ. 


A) 

見 え 

寫眞 

が 長 


ると いふ 


一 つ は 

ぎ て、 こ 


はいらない 


力 


つ 3 

Jv 力 

當 高 

音 と 

キク 

な I 


ら 


な I 

倍 音 を 

/1 ゝ、 

力 、丄 

た だ 音 


の寫眞 にも 見える やうに 母音に 似た やうな 波が 二 つ 三 つ 繰り 


苜ー 

の 

一 

耍 

素 


つ 


返される ものが ある。 こ 

通 だと 思 ふ。 この やうな 

に S にこの やう な 規則的 

ここに 擧 げた S の寫眞 

ど 同じ 事で あ る。 

子音 h のうち 

が 母音の 0 に乘 

ある。 (印刷され 

h の肢は 非常 

の はじめに h の 

拙稿 来- 照) 

その他の 子音に つ い 

ク ギヤ クタ ジ ャグ とい ふ 

ろ が あ る。 ギヤ，， か ジ 

やうに 見える。 ここに 


の 波 は 

波の ま 

な 波が 

は その 


早 よ 

ゐ る 

の 一 


お 

た 他 

に わ 

ある 時 はさう で 


力. メ  ju: 


力 a 


こ 


て 

や 


は、 ま 

う な 

ャ ガ. な 

お話し 


かならず 

じる の は、 

現 はれる 

子音の 全 

の は、 h が 

乘 つて ゐ 

m  ^ 科 學„ 

事が 多 い。 

あ る。 (そ 


し も 

か、 そ 

體で 


母 音 

る ， 


力 


の 


た 別の 褸會に 

性質の 子音 で 

ど は、 見た目 

たの は 二 ッボ 


樣 ではない が、 こ こ に 

子 音 で は 


ぎる。 他 

やうな 事 

ない。 ま 


の 波に 乘っ 

その 判斷は 

一 九 三 八 年 九 

ほ とん ど 無い 

一例。， 雜誌ク 


話 

る „ 


の 

づ 

心 


ン 語 


す る。 こ 

P につい 

g や Z な ど 

の 子音の う 


後 

來 


】 に 


て 


切 

の 


う こ 


理 St 


ち の 


ォ 力 

分で. 


あげた やうな のが 大體普 

まだ 見た 事がない。 何故 

ら な い。 

ある。 前の 半分 も ほ とん 


やうに 見える 

い。 この やう 

拙稿 參 sn 

兑 え る 場 合 が 

研究 一九 三 


拽 


ら し た 

まだ 私 

か、 あ る 

1 零 ず 


の は、 子 

は 多 少 

ひ は y 

要な も 


例で 

な 例 

多 い。 

八 年 

音 の 

疑問 

が つ 

の だ 


*5 


る- 

〇 


P 


ナ 


" こ れ 

くさん 

に 言 葉 

月號の 


と、 グ ビグ ャ 

思 ふ と こ 

た ものの 

て あ る。 
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2 アクセントの 性質 

a 强 さの アクセント  > 
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g アクセントと 音程 
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私 は 言 紫 の 

し た 子 音 と 母 

い ふやうな、 そ 

る こと はむ づ 

そ れ は ま た 別 

で 盡 きゐる。 

そ れ で、 こ れ 

は 次の 三つの 

は單 語の 了ク 

こ こ で 私 は 

ふ 單 語 は、 言 葉 

な もの で あ る" 

宜 的 な も の で 

と か パ ふ や う 

この 中に 數へ 

文法 は單 語 


ノ」 きて ゐる 

音 の 外に は 

のき は どい 

zt  \  、  0 

力し，. > 

の 問題 で 


か ら、 私 は 

題目に 分 

セント で 

單 語 と い 

の 中 で 一 

しかし 

あ る。 た 

な もの で 

て お く。 

の全體 の. 


要素 

な y 

と こ 

氣 そ 

る。 

の 子 

る  >  1 

る。 

言 葉 

簡 單 

れ は 

ぺ . ま 

る。 


ゥ 

自 


音 と 


と 

舞 

そ 


力 


ひ 

文 


て 諸 

て 言 

る。 

の 過 

言 へ 

音 が 

き る 〈 

單 語 

意味 

て、 そ 

法的 


と 


君 

* ま、 

^言 葉 

の 長 

し て 

れ 自 

な も， 


にお 話した。 

ば、 そ の 子音の 

かし それ は 

的な. 性質が 混 

■ 言 葉の 要素 は 


力 


力： 


の 形 

一 i 

さ で 

ゐ る 

身て 

の で 

犬ク と， 


と 


力 


今 


言 葉 の で きて ゐる 成分 は、 今 までお 話 

はじまる 途端と 母音の 終る ところと 

の 電氣錄 音の 方法で は 明瞭に 觀 察す 

つ て き て、 觀 察が なかなか 容易で な に 

，こ れ までお 話した 子音と 母音の 二 つ 


に 組 

單語 

あ る 一 

か を 

】 ゥ 

も な 

.i  、ク 

の に： 


立 

そ 


て ら 

れ 自 

つ て 

0 つ 

れ ば _ 


1 

ナ 

身 


力 


お 

、論 理 


時 

的 


と 


と 


力 


力 


こ . 


の 樣 


1 

、 

力 


た 

ひ 

の 


をお 話 

性 質 で 

ならな 

表 はし 

で も な 

と か、 ク 

ふ to- う 


する。 それ 

ある。 第二 

い。 私の い 

てゐる やう 

い。 全く 便 

モ シ モ 、ング 

なテニ ハも 


文 章 


する 位置 を 論じる。 つまり 私共の 言 はう とする 觀 念に 對 して、 


單 語と いふ もの は どんな 位 

する こと は、 そ れとは 少し 違 

問題に しない。 た、 V 言 葉 を 

1 と 纏 まりと いふ だけの 事 

しかし 單語は 私共の 口 か 

かの 觀念を 言 ひ 表 はすた め 

全く 離れて は 成立し ない。 

これから 先き の 私の 話に は- 

0  は 前 に 述べた や う に- 

ふ 性質の 音との 組み合せで 

葉の 意味 は 前に 述べ た、 I— 


^M. こ 

、 0 

私共 

で あ 


0 


と は 何も わかって ゐ ない 

言 葉 は 意味 を 通じる ために 

な ら ない。 いろいろの 母音 だ 

と, ィ * との 相違がない とす 

葉が 成立 するとい ふ 事 は、 音 波 


出 

々 

る- 

^一一 一口 

の 


あ る 

私 は 

の 嚼 


音 

P 


で 

力 

• ま、 

形 


そ 

も 


I 

級 

い ろ 

言 葉 

こ , 


もの か を說 明しょう とする。 私が 今 諸君 

そ の 言 葉 で 何 が 言 ひ 表 はされ てゐ るかと 

喉 か ら 出 る 音 と し て だ け考へ る。 單語は 

それより 以上に 文法的の 意味 はない。 

はいって も、 私 共 は 何の 意味 もな しに 音 

ら 音 を 出す。 そ れ で 私の こ. の 話 も、 文 法 

文法に ついて 何も 話さう と は 思 はない 

ン 文法 を 參 考 に す る こ と は 必要 で あ る- 

して  みれ  ば、 そ れは ただ子 音 とい ふ 性質 

を また 分解 すれば、 11 この 分 解、 あ る ひ 

數 による 三角 函數の 項の 和になる。 そ 

全くお しま ひで ある。 

である。 そのために は 言 葉の 種類が い 

いろの 子音 だと かいふ やうな もの で あ 

は 全然め ちゃめち やにな つ て、 言 葉に な 

ろい ろ變 つた ものが 出来る とい ふ 事で 


にお 話しようと 

いふ 事 は 少しも 

その やうな 昔 の 

を 出さない。 何 

とい ふ ものから 

が、 しかし 諸^ は 

の 音 と、 母 音 と い 

は 分析と いふ 言 

れ より 以上の こ 

ろい ろなくて は 

る。 もし クァ * 

ら なくす る。 言 

あ る。 音波の 形 


を變へ る もの は、 母 音で は 倍音の はいり 方で ある。 つまり 前にお 話した フ ー リ H の 級数の 係数 

をき める 事で ある。 いろいろの 單語 があって、 それが 績 いて 言 葉が 出来、 それで 意味 を 人に 傳へ 

る 事が 出来る。 その 事 を 昔 波の 上で 言 へ ば、 音 波の 形が 次から 次 へ と變っ て 行く とい ふ 事で あ 

る。 極めて 大膽に 言 つてし まへば、 フ ー リ H 級數 の係數 がいろい ろに 變 つて 行く とい ふ 事で あ 

る。 もちろ ん、 こ れ では 子音 は 言 ひ 表 はせ ない が、 そ れを 除い て、 思 ひ 切って 奇 言 を 弄するならば 

結局 さう いふ 事になる。 

これが 言 紫の 物理的の 意味 かもしれ ない が、 しかし 私が ここで 諸君に お話しよう とする 事 は 

その やうな 事ノ」 はない。 私 は 波の 形の 事に つい て は、 前 の 章のお 話 で 十分 だと 思 ふ。 それより 

細かい 事 は、 私 は 前の 章で その 道の 物理 學 者に 一任して おいた。 私 はこの 章， ては單 語の 事 をお 

話す る が、 そ れは 全く 別な 見方から である。 それが 單 語の 音響 的な 構造 と、 ァ ク セント と、 長 さ と 

いふ 事で ある。  • 

A 單語 の昏響 的な 構造 11 單 語と い つ て も、 そ れは やはり 音で ある。 ある 種類の 音波が つな 

がって 次から 次へ と 進行 するとい ふだけ の 事で ある。 私が ここで 音響 的と い つたの は、 その 進 

行の 有様が 耳で は 聞えない で、 た だ 音響 的な 記 錄の上 だけで 見られる やうな 音の 現象の 事を假 

にさう 言 つてお いただけて ある。 


言葉の a- 波。 b-jtr  c- 波 


■TP 


- 諸 君 は、 こ れ まての 私の 話て、 .K 葉と いふ もの は 音の 一 種で、 そ の 

音と いふ もの は 一つ 1 つの 音波から 出来て ゐる とい ふこと を 聞いた。 今 は 二つ 一 つの-苗 波と、 

ただ ぼんやり 言って おく。 實は その 一つ一つと いふ 事が 相 當むづ かしい 問題.. て ある。 波 は 一 

體 どこから どこ ま V がー つ S はどう 數へ ていい t い i が、 それ だ じ」 大きな 5 になる. 

本當は それから ま.. つお 話す るの て あるが、 しかし それ は 多少 めんだ： つ.. て あるから、 その 事 は 後に 

ま はす、 そして 今 は ともかく 何 かの 標準で 音 彼 を 一つ一つ 數 へられる ものと してお く。 諸君 

は 母音の 波の 寫眞. て 見た やうに、 同じ 形の 波が 澤山 繰り かへ されて ゐる。 眼で 見ても、 とも 力く 

波が 一つ 二つと 數 へられる。 それで 今 は 極めて あら 目な 意味て、 諸君が この 寫眞 を 見て 任意に 

一つの 波と 思 はれる ところ を 一つの 波と みて おく。 つまり 波の 列 を ある 一直線.. て 切って、 波の 

形が 同じ 形から 同じ 形になる までの 間 を 一つの 波と 見て おく。 それが 普通 一 つの 波と 言 はれ 

てゐる もの て あ る。 本當 は、 そ れ ではい けない が、 今當分 こ の 通俗的な 見方に 從 つてお く。 

次に その 一つ一つの 波の 長さ を 測って みる。 一つの 波の 切目から 次の 波の^ 目 まて を險微 

鏡-で 測って みる。 そして その 長さが どうなる かとい ふ 事 を 調べて みる。. 私が a- 波、 b- 波、？ 波と 

言った の は、 その やうに して 測った 波の 性質て ある" 

ムま 言葉 こ a- 波、. C- 彼、？ 波と いふ 三つの 波を區 別して 考 へる のが 便利.. てあらう と 思 ふ。 今人 
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が グ雨ク と 言 つ た 場合 を錄 音 し て、 そ の 音波の 長さ を 次から 次へ 測って 行った とする。 そして 2 

2 

1 

その 音波の 長さ を 1 つ 一 つ 方眼紙の 上に 描いた とする。 さう する と、 次 に 第 2 圖 にあげた やう 
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：ロ 

、そ 
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く、 次 の 音波 は 低 く、 ま た 

この ある ままに 全體が 
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それに 對 して その 一 つ 
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つ て お く。  a- 波 と い ふ 

れとは 違 ふ。 波の 方 

長の 差 を その やうに 描い 

やうに 高低に なるとい ふ 

いふ 事 は、 そ の 聲を形 づ く 

か で な く て、 あ る 波 は 長く 


く な つ た り、 低 くな つたり して 行かな 

高 くと いふ やう に、 非 常 なで こ ぼ こ が 

ん 高 く な つ た り、 低 くな つたり して 行 く" 

ある。 この 小さい さ. ざ 波 を 私 は假に b- 

音波 を假に a  - 波と 呼ん で お く。 

れ て、 は な はだ まぎら はしい が、 他 にいい 言 

波 は、 本 當 の 音波と いふ 意味で ある。 しか 

だ 測量の グ ラ フ の 上 だ けに 現 はれる もの 

みたと いふ だけで ある。 a- 波の 長さの 變 

て あ る。 

てゐる a- 波 の 没 長 が、 揃 つ て だんだん 縮ま 

• ある 波 は 短く て、 は な はだ 不揃 ひだと いふ 事 


つて 高 

の 次 は 

ん だ 

の て 

つ の 

は れ 

の 波 

た だ 

て 

一 nftr. 

ゥ 


て. 3  ,v この b  - 波 は 耳で は 聞えない。 實際 測量して 見て わかる ことで ある。 この h  - 波の ある 

とい ふ 事 は、 今 度 私が はじめて 報告に 書いた 事 で、 そ れ について は 異論 も ある。 そんな もの は 測 
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せ の 誤差で はない かとい ふ 事で ある。 

この 事 は 言 はれる まで も な く、 相 當 私は考 へた。 そのために 私 は 音叉 を はじめに 非常に 注意 

して 測 M して 見た。 そして 測量の 誤差が どのく らゐの もの で あるか を考 へて おいた。 今 私の 

いふ この h  - 波 は、 その 測量の 誤差よりも はるかに 大きい もの， て ある。 この 測量 を 試みた 人 が、 人 

の聲 だからと 言 つ て、 特 別に ひどく 誤差 を 出した と は 思 はれない。 また この b- 波 は、 聲 の 到る と 

ころに あると いふ わけで はない。 ある 特別の 場所に ひどく 現 はれる。 例へば 上った 聲が 下る 

とい ふ 時の その 曲り角の やうな ものて ある。 また 入に よっても b- 波 が 非常に ある 人 と、 あ ま り 

ない 人と が ある。 あるひ は 同じ 人で 同じ 言 葉 で も、 言 ひ 方に よつ て b- 波が 大變 ある 場合と 少な 

い 場合が ある。 この やうな 事 はた、 t 測量の 誤差と いふ だけで は說 明が むづ かしい。 

そ し て、 も し b- 波 が み な 誤差 だと すれ ば、 誤 差がない 場合 を考 へなくて はならない。 その 場合 

を 想 像 す る な ら ば、 音 に b- 波 がない か ら、 あ と は a- 波が 前に 計算して お いた 測量の 誤差の 範園內 

で、 人 體 ある 滑 かな 曲線の 上に 全部 乘る 事になる。 しか し、 そ の やうな 見事 な、 數 學 的な 振動が 人 

間の 肉體 から 出来て ゐる 聲帶ゃ 口の 中の 空 氣の 振動から 得られる もの かどう か は 非常に 疑問 

である。 音叉の やうな 罔い 綱鐵の 基本的 な 音 響の 機械 で も、 そ れが掉 の 一 種で ある 以上 は、 そ れ 

に 非 調和 な 倍 音 が 伴つ て、 隣 同志の 波長が かならずしも 等しく ならない はずで ある。 その 棒の 

^ 調 和な 倍音の 割合 はすで に 計算され て ゐ る く ら ゐ である。 音 义には 明瞭に h- 波 が あ る。 音 
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普 通 の 話で も 唄で も、 ほ とん ど b- 波の 見 ら れ ない 場合 はい く ら も あ る。 そ して これ は ノスの 

聲の 特性に もよ る。 私が 見た 一 例で は、 ゥ ェ /音 樂學校 を 出た バ ス H.B 氏の 聲 など は 珍ら しか 

つた。 この 聲の寫 萬の 一つ は 諸君 は 前の 章で 見た。 彼の 母音 は 多くの 強い 倍 昔 を 含み、 兑 たと 

ころで は 一. つの 基音の 波に 小さい でこぼこの 山が 二 〇 くら ゐも乘 つて ゐる。 二 〇 倍音まで 計 

算出 來るフ i ェ 級數の 方法で その 一 つの 波 を 計算して 見ても、 第二 〇倍 音が まだ 相 當の强 さ 

を もって ゐて、 その 程度の 計算で は 音波の 性質 はよ くわから ない くら ゐ複雜 して ゐる。 しかし 

その i.B 氏が， ノア，， とか， ノィグ とか 言った 場合 や、 唄 を 噴った 場合 を 見る と、 b- 波 は ほとんどな 

、。 一つ一つの 波の 長さ は 非常によ く 揃って ゐる。 波の 形が 複雜な 人の 聲に かならずしも 多 

くつ bl 皮が あると は 言 はれない 

一 般 的に 言へば、 話て は 唄 ほど や 波 は ひどく 現 はれない。 その 數は 人に よって 違って、 一般的 

に はきめ にくい。 大體で 二 五 〇 振動から 三 五 〇 振動の 間く らゐで 話して ゐる 女の 聲 では、 八 〇 

から 一 〇〇 前後の や 波が ある 例が 多い。 一 五 〇 振動から 三 〇〇 振動の 間く らゐで 話して ゐる 

男の 聲. て は、 普通に は、 あれば まづ 七、 八 〇 前後の b- 波.、 てあらう。 これ も 繋の 表情に よつ て、 決して 

一 に は： W はれない。 また b- 波の 敷へ 方に しても、 まだ 相 當考へ る餘 地が ある。  ガ.^ 

也 の £ の 性質 in 庫 が 低 く な れ ば V 被 は 大きく な る が、 し か し 數. は 少 く な り、 聲 が 高く なれば、 ー 
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私 はこの やうな 基礎的 な 現象に つ い て、 い ろい ろの 變 つた 報告の 出る 事 を 非常に 期待して 居る。 8 

B アクセント 11 これが 單語 につ いてのお 話の 一 ばん 主な 話題で ある。 この 事 をお 話しな 

くて は、 二 ツボン 語に つ いて の お 話 は 徹底し な い。 そ し て、 こ の 題目に ついて だけ、 これ ま で 特 に 

言 語 學ゃ實 驗 心 理 學 の 手 で 研 究 さ れ て 来-た。 二 ツボン 語 を 知 る た めに、 アクセント とい ふこと 

が どんなに 必要な 題目 で あ る か、 そ の やうな 事からで も大體 わかる。 これから 私 は 私の 見た だ 

けの 事 を、 だんだんと 諸君に お話して 行 く。 

1 アクセントの 種類， —— ァクセ ント とい ふこと は、 相 當複雜 な 內容を 持って ゐる。 普 通 外 國 

語の 稽古の 時に 考 へら れ て ゐるゃ う に 簡單に  一 口に か た づ けられる や う な もので はない。 ま 

づ それ は 分類され なくて はな ら な い。 そし て 普通 アクセント は、^- 高さに よる アクセント と 、ゆ 

OS- さに よる アクセントと 二つに 分けられて ゐる。 これ は、 ァ クセ ント とい ふ 事の 定說て ある。 

それで 私 はま づ この 分類の 大體の 事から お 話す る。 

高さの アクセントと いふの は、 た とへば グ雨ゲ と ッ飴グ の やうな もの で あ る。 私共 は 耳 で 聞 

いて ク雨ク の 場合 は グァク より グ メグ が 下る と 思 ふ。 ケ飴 とい ふ 時には グ メグ は クァク よ 

り も 上る と 思 ふ。 この 上り下りが 逆に なれば ク雨ク も グ飴ク も 逆にな つ て、 意 味 は 全く 違つ て 


来る。 こ 

さの ァク 

-I ッ ボ 

な 言葉 は 

とも 意味 

を ク卜ク 

にしても _ 

私共が 習 

の 性質と 

さは どち 

I ふ觀 今ん 

なくて は 

見られる 

そ れ で 


れには 

セント 

ン こよ 

あまり 

はわ か 

より 低 

_ 多 少 變 

慣 上、 あ 

して * 

ら にな 

區 5^ 力 

やうな 

シ ナ 語 


グ箸. « 

は どん 

この や 

な L 

る。 例 

く 言 ふ 

に は 聞 

まり 高 

ヒ〃 と 

ら う と 

て 來 る 

つかな 

高さの 

の やう 


言 葉の 意味 は 全然 わか 


橋 ^ 牡蠊， 

な もの だか 

うな 同じ 辍 

それで 私 共 

へば グ人 

のが 普通 で 

える かもし 

さの ァクセ 

い ふ 音 と ク 

も、 結局 グ ヒ， 

の で あ ら う „ 

い。 そ の 區 

アクセント 

に、 同 じ 發 音 

ら なくなる- 


力 

と 
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r- 一- S 


ァクセ ントが 昔から きめられて ゐ 


柿. 

一 番 

こ の 

い ふ 

る。 

な い. 

卜 こ 

, と 


の 

力 


音 

力 

ら 


言葉 

そ れ 

一 そ 


や 

力 

-し 

澤 

シ 

* ゝ 

力 


うな 多少の 

わ か る。 

ゐ て、 高さ の 

のァク セン 

は、 常 識 で 考 

し、 も しある 

かし 私共 は 

を 置いて ゐ 

音 で 出来て 

/ の 音 を 

が 同じ もの 

もう 一 つの 

山 ある と、 何 

ナ 語に は 二 

シナ 語の 平 


が ある。 この やうな 例 を とれ ば、 髙 


ァ ク 


ぺ 

ゝ 

力 


と 

て、 

力 

、 

る 

素 

も 


ッ ボ 

上 去 


セント 

いふ も 

. 柿.， 

. ヒグ 

り 人 „ 

からで 

言 葉 は 

さへ す 

_ そ の 外 

が、 た と 

う 一 つ 

ン 語よ 

入 -1 


違 へば 意味 

に は、 あ ま り 

はグ嗜 


の 事 だ 

ら う。 

人， だ 

ば、 私 共 

も う 一 

ば „ ^雨 


よ 

亍 

つ 


の耍 素が 

り もさら I 

入聲 が純粹 


が 違 ふや う 


り 注意 

の やう 

り jnp  く 

、 0 

ズ 

-ー ジ 

あ る 

こ ク 


こ 


思 

複 

な 


か の 

飴： 

ら な 

雄な 

高 さ 


し な く 

に、 ク ヒグ 

^一一 in つ た 

これ は 

ボ ン 語 

か ら、 高 

人 と 

耍 素が 

^ と に 

い 以上、 

高さの 

だけの 


アクセント か、 或 は 音色に も 多少の 變 化が ある か、 そ れ はまた 別の 問題で あ る、 11 の アクセント 

て ある。 外の 國の 言 葉に もこの やうな 例 は、 も ちろ ん澤山 ある。 これが 高さに よる アクセント 

で あ る。 

强さ による アクセント はこれ と は 違 ふ。 これ は 言 葉の 緩の 中で、 どの 綴 かが 特に 强 くなる 事 

である。 他の 綴よりも 力 强く發 音す る ことで ある。 高さの アクセント は 振動 數の 差で 出来る 

が、 强 さの ァクセ ントは 音の エネ ルギ ー の 差で 出来る ものである。 -I ツボン 語に は、 この 强 さに 

よる ァクセ ントは ほとんど 無い か、 あ る ひ は 普通に 人の 意識に のぼらな いもの だと 言 はれて ゐ 

る。 それで 二. ツボン 語で はこの 强 さの アクセントの 例 を 出す の はむ づ かしい。 しかし それ は 

私 共 が 英 語 を 習つ て みれば よく わ か る。 英語 を 習 ふ 時に、 私共 はま づ强 さの アクセント を 注 意 

される。 その アクセントが 間違へ ば、 ほ とん ど 意味 は 通じない とも 言 はれる。 たと へ ばョ ornin 穴 

とい ふ 言 葉 は ミ cr を 强くカ を こめて 言 ふ ことが 必要で ある。 もし ning の 方を强 く、 そ の 緩に 

力 を こめて 言 へ ば、 何 の 事 だか わからなくなる。 英語で この 綴の 言 葉 はこれ だけで あるか ら、 と 

も かく クモ ー グ とい ふ 音と クニン グク とい ふ 音 だけ あれば 意味 はわ かりさう に 私共 二 ツボン 

人 は 思 ふけれ ど、 そ こ は 言 語と 習慣の 相違 で、 英 語 で は、 た だ 音 だ け で な く、 そ の 音の どちら かに 力 

を 入れなくて はわから ない らしい。 

この 事 は ラヂォ の カレン ト. ト ピック ス で、 英 語の 中に 時々 _ 一  ツボン 語の 土地の 名 や 人の 名が 
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も な 

結果 

い ろ 

波 を 


ボン 語の ァ 

て ゐ るかぎ 

> バ タ 博士 

まづ當 時の 

外國語 で ァ 

定し たもの 


ク セントと い 

り、 そ れ を 學 術 

によつ て、 ォ ス 

心理 學界に 報 

ク セント も實 

である。 この 


ふ 事に つ 

的に 研究 

シ 口 グ ラ 

吿 された" 


英語 風に はいる 時 に、 特 によく わ 

のに 感じられ る。 た と へ ば、 私 共 

コハ， 'マ Yokoh§ma と 一 百 はれる。 

耳 で は 二 ツボン 語よりも 音 の 

ク セントで あ ら う。 私共 は 決 

ァクセ ントは ほとんど 氣 付かない。 

言 葉の 高さの ァクセ ン トと强 さの ァクセ 

が これから 諸君に お話しようと 思 ふこと は、 

いふ 事て ある。 


かる。 それ 

は 平 た く グ 

。 そして その 

大きさが 急に 

して この やう 


は 英語ても な 

ョコ ハマ ク と 

二  J のと 

大きくな り、 特 

に 物 を 言 


く、 -1 ツボン 語で もな く 、一種 異樣 な も 

れが 英語に な る と、 ョ 

二 ツボン 語と 違 ふ。 

る。 これが 强さ による ァ 

ツボン 語で は强 さに よ る 


いふ。 しか し、 そ 

こ ろ. は、 た しかに 


に 强く聞 え 

つて ゐな い。 二 


ントと は大體 この や 

この やうな ァク セン 


て 注意 さ 

た の は、 九 

の 方法 て 

ま た チ バ 


驗 的に 研究され た。 

やうな 先驅 者の 研究 


實驗 

敎授 

そ の 


し た 

學 の 

的 に 

に よ 

方法 


うな もので あらう。 それで 私 

ト はどうして 出 來てゐ るかと 


ュ< 


^一 ー曰 紫 の 


の 

高 


は、 割合に 近年の 事で ある。 私 

クマ 博士 で あ る。 そ れ から 間 

れが 測定され た。 そ して その 

て、 二 ツボン 語の みなら ず、 い ろ 

やはり ォス シ ログ ラフの 上の 

さの アクセントに も、 强 さの ァ 


ク セントに も 

る。 その 文獻 

私の このお 

い。 殊に 强さ 

その やうな 高 

る。 十分 信賴 

に對 して 十分 

に對 して は、 は. 

置いて おく。 

ま た、 よ し、 こ 

れは强 さ を 測 

フ. I リ H 級數 

論 的に も相當 

て は、 何 も わか 

私共が 今 急に 

それて 私 は 


た つ 

私 は 

は、 こ 

ァ ク 

な ^ 

出来 

程度 

か に- 

錄音 

ラ と 

書 か 

づ か 

な い- 

の  强 

二 ク 


て ゐ て、 そ 


の 

裝 

ォ 

さ 
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ゐ 

や 

る 


擧 


適 

ゝ 

力 

や 


そ れ 
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げ 

の 


の文獻 

た。 

先驅者 

ついて 

な い。 

ロフォ 

されて 

低級， て 

る 程度 

，言 葉 の 

な複雜 

で あ る * 

は 相 當 

やうな 

ァクセ 


をよ め ば、 言 葉の ァクセ ント とい ふ もの \ 性！^ はよ くわ- - 


業 績 に、 ど れ ほど 

-私は 今 何事 も 言 

の やう な 事 は、 音 

と 增幅裝 置と が 

なくて はなら な 

る。 私 は 音の 强 

信用 度 を 得た と 

うな 極めて 複難 

波で ある 事 で あ 

ただ、 ある 波の 一 

數學 的な 手續き 

に 手出し をす る 

トと いふ 事に つ 


も 

あ 


さ に 


しい もの 

と は 出来 

量の 中で 


て 

も 

- 

ん 

、 

は 

て 


て、 そ 

私 の 

も、 ま 

の で 

そ の 

高 い 

る。 

全 く 

は、 主 


し て 

こ の 

る 研 

だ も 

-nsl 屯 

M お 

や う 

と こ 

證明 

愚擧 

と し 


加 へ 得 

い。 私 

極めて 

矛 カ頒 

音 裝 置 

はムフ は 


な い 

の錄 

高 級 


力 


も 


音 機 

な 仕 


ら 

全 


う と 


そ 


の や 

間 題 


な 


と 


つ の 難問 

正弦波で 

波の 强さ 

の 高 さ を 

いる 。い 

あ る。 

高さの ァクセ ン 


が あ 

い ふ 

つ た 

れ に 


し 

ま、 

蹭 

る。 

く 

し 


力 


れ な 

ま だ 

で あ 

目 的 

な 事 

外に 

- そ 

あ る。 

J  I  、  HE 

ら ゐ 

C も、 


單 


を 


こ 


てお 話す るつ もりで あ る ひ 

お 話す る だけ * て あ る。 


强 さの アクセント について は、 ほ ん のゎづ かの {4! 想の やうな もの 


2 アクセントの 性質 11 これから 私 はこの 分類に よって、 -1 ツボン 語の アクセントの 性質 を 

少々 お 話す る。 


|1ー-= 


a 强 さの アクセント 11 音の 强 

それに は 多少の 特別の 場合が ある ~ 

波の 形が 相當 よく 似て ゐる 場合 

は 波の 縱 幅が 高い 方が 音が 強い 

によく 似て ゐ ると いふ 場合 は 極 

る。 形が 變 つて は 波の 縱幅を 測 

記 錄の中 か ら、 な るべ く 波の 形の 似 

場 合、 或 は 極めて 輕く グ雨ク ク飴ク と 言 

私 は 今 ま で それ を 一 五 例 くら ゐ經驗 

このす ベ ての 例に 通じ て 言 はれる こ 


常 

變 


さは 今 急に は 測られな いとい ふ 事 は、 私 は 前 

それ は 波の 形が よく 似て ゐる 場合で ある * 

に は、 そ の 成分 も栢當 よく 似て ゐ ると 考へ て 

思って いい。 た だ、 あ る 言 葉 で、 相 當の 時間 

て少 い。 波は實 際の 言 葉 で は 少し 時間が 

て み て も、 ほ とん ど 意味 はない。 それ で 私 

ゐる もの を 探した。 たと へば 輕く  ェ 

つ た やうな 場 合、 時 々波の 形が 相當 によく 

した。 その場合には 私 は 波の 縱幅を 測つ 

と は、 聲 が 高く なれば、 つ まり 振動数が 增せ 


こ 


述べた。 た だ 


の 

た 


.. 、しに 


て み 

f  、： K 


て 

と 


ま 

く の 

、 、 

事 力 

た。 


の 場合 

形が 非 

ぐ 形が 

言 葉 の 

やうな 

あ る。 

そして 

幅が 增 


r 


m 
重力 
数 

200 


福' 


いのち * 

M.-H. 


J れ だけの 事で は 定量 的に 何とも 言 

」 あらう と 想像され る だけで ある。 

この 事に ついて は、 ま だ も う 

み 

一つの 事實が ある。 それ はた 

とへば グ雨グ とい ふ 言 紫 て、 下 

る 言 葉 をし ひて 强く 言 つてみ 

3 

る 事で ある。 そして それ を錄 

音して みると、 ほとんど すべ 

ての 場合 に、 强 く 言 つた 部分で 

2 

0 聲の 振動 數 がまた ふえて ゐ る。 

それで ク雨ク とい ふ 言 葉 て、 

ク メグ の 方に しひて 力を入れ 

a て强く 言 はう とすれ ば、 普 通 私 

共 の 言 ふ ク雨グ とい ふ 言 葉 に 

ならない。 ク雨ク だか ク飴ク 

だか わからない ものになる。 


すと、 ふ 事て ある。 もちろん、 これ は 極めて 大體 の， 察 て、, 

ふ 事 は 出来ない。 ただ 大體 で 音 の 高さと 音 1- は 比例す る \ 

秒 一 


t 


>J の 事 は 無理に フ ィ 

私 はこの やうな 事から 推 


ムに錄 音し なくと も、 自 分 で 言 つ て 耳で 聞いても 大體の 事 はわ かる。 

して、 二 ツボン 語で は 高さの アクセントと 强 さの アクセント — 音 


壓 として 考 へた 場合 11 は 大體て 平行す る もので はない かと 思 ふ。 この 事 を 委しく 研究す る 

の は 將來の 事で ある。 今 はた、. -豫 想と して これ だけの 事 を 言 つ て お く。 

この 1 例と して、 私 は M.H 氏が タク ポクの 歌， ノ いのちな き 砂の 悲し さよ，， を 讚んだ 場合 を擧 

げて おく。 この 場所 は、 波の 形が かなりよ く 揃って ゐ て、 こ の グラフ は 大體本 當の事 を 示して ゐ 

ると ふ。 點線は 波の 振幅の 變 化で、 Y 軸の 右側 を 〇• 一  ミ リづ つに 目盛った。 


單ー 
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さの アクセント 11  -1 ツボン 語の アクセントと 言 へば、 もちろん 高さの ァクセ ント であ 

る。 それ は 二 ツボン 語の 一番 重要な アクセント である。 高さと いふ こと は、 私共 力 耳で 聞いた 

時の 感じ て、 そ れ を 音 の 方で 言 へば 振動の 數 である。 音の 振動の 數が 多ければ 多い ほど、 そォカ 

高い とい ふ 感じ を與 へる。 しか し、 言葉の やうに、 振動 數 以外の 音の 要素 も かなり 重要な 場合に 

よ、 辰 動 數の違 ひ は相當 多くなくて は 十分に 高さの 違 ひとして わからない。 振動 數カ  一 ^ ® や 

二 辰 動 違った くら ゐ では、 ちょっと 判斷 がっかない 事が 多い。 また その 音が あまり 短くて は、 高 

さとい ふ 感じが 出ない。 高さと いふから に は、 一 定の 振動 數が 少し 長く つづ いて ゐる 事が 必要 

て，^ る。 どのく らゐ 長く つづけば 明瞭に 高さと いふ 感じが 出る か は、 それ はまた 別の 間 題 であ 
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る。 

る。 

な い 


人 
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い。 そ 一 

たと か 


い ふ 


實 驗 

十分 

振 


心理 學 


がそれ に 答へ るで あらう。 そして それに は 練習と いふ こと も 必要な 條 件で あ 6 
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練習 を つん 

ら ば、 か な 

はまた 一種 

、だんだん 下つ 

のお 話 は 全 

こと を 大體， 、一 


だ 人 

長 

ら次 

のさう 

た と か 


り lilK ぐ. 


ら ば、 相 當 短い 時間ても 高さと いふ こ 

づ かないと 高さの 感じが 出 な い。 こ 

と絕 えず 變っ てゐれ ば、 も ち ろん 頃て 

いふ もの を 聞いた 時の 感じて ある。 

いふ 事が わかる だけて ある。 
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と 

の 


わ 力 

題 は 

や う 

と し 
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ら 

の 感 

、だ ん 


ノ  、 《 

じが 

だ ん 


習し 

出な 

上 つ 


質的な ものである。 ただこ ちらの 音よりも、 

,」 感じる だけで ある。 どのく らゐ 高 い か、 ど のく らゐ I 


J ちらの 音が 高 い と か、 低 いと か 

的 の 事 は 問題に 


力 


して ゐ ない。 それ を 量的に 言 ふ 事 は 全 

の やうに 高低の 列で 計算して おい て、 そ れに比 

こと を 問題に する 事 は 全 

の 問題で 

れが 私が 諸君に 言 葉の アクセントと 


音樂の 問題て ある。 高さ 低 さ を はじめに ピアノの 音 

ベ て どのく らゐ 高 い と か、 ど のく らゐ 低い とかい 


事 は 第二義、 第 三， 


く 音樂の 世界ての 事で ある。 今 私共の 言 葉の 範 

ある。 ほとんど 經驗の 上に 現 はれて 来ない 問題 


れを今 纏ても う 一 度 こ 


ァ 

言 


1 つ 

數 が 


あ 


音樂的 

る 時間 


場 合 で あ 

け その ま 


る。 

ま に 


セ 

づ 


ン ト 

お く- 

は 音 

い て 


樂的 

ゐ な 


ぶ こ 

1 音 

で な 

く て 


ま 


とに つ いてお 話す る こと 

の 高低に は 私共 

い 場合 で あ る。 

はならない。 そ 


ニ樣 

音樂的 

して そ 


の 

の 感 

の 高 


圑 で は、 そ の や 

である。 

0 置 き 

を 

量 


じ 方 

場 合 は、 

さ は 


である 

し て 

る 音 

的 に 


う な 


. そ 

ゐ る。 

の 振動 

感じる 


6T 


事が 出来なくて はならない。 

第二 の音樂 的て ない 場合 は、 音 

つたと か 下った とかい ふこと を 

音 と、 あ る 特別の 場合の 子音から 

第三の 場合 はだん だん 上り も 

な 場合で ある。 その やうな 場合 

うど 手を叩いた 音 だ と か、 茶 碗 を 

ある。 ある 子音の やうな もの" て 


の 振動 敷 は 次 か ら次 へ と：；^- 

質的に 感じる だけて ある。 

だけ 得られる。 

せ ず、 だ ん だん 下り もせず、 一 

に は、 質 的に も 普通の 高さと 

こ. はした 音 だと かいふ やう 

あ る。 


語 


高さに よる ァ ク セ ント は、 この 

の 母 音 は、 ァ ク セントと して 質的 

この 母音 だけで ある。 一般に 子 

ならない。 アクセントのお 話 は 

今 まて 二 ツボン 語の ァク セン 

の 型で ある。 平たい 型と いふの 

ふの は ク 雨，. ク箸ク "牡蠣：.、 ある 


る。 そ 

言 葉 で 

波 毎に 

いふ 感 

な 音 で 


れ で、 そ 

：^、 こ の 

上った 

じ は 起 

あ る。 


の全體 とし 

やうな 感じ 


り、 下 

ら な 

雜音 


つたり 

い。 そ 

とい は： 


て、 た だ 上 

は、 た だ 母 

する やう 

れ はちゃ 

れ る 音 で 


音樂 的で な い、 第二 の 

な 高さの 感じ を 私共 

音 は 質的に も 高さの 

、つまり 母音の 高さの 


る。 

ト の 


相當す 

ク セン 

いから、 ァク 

あ る。 

平たい 型、 尻 上りの 


それて 

材料に 

セント； 


言 葉の 中 

なる の は 

の 材料に 


高さの 變 化に 

に與 へる。 ァ 

感じ を與 へな 

變 化のお 話で 

トは 三つの 型に 分類され てゐ た。 平たい 型、 尻 上りの 型、 尻 下り 

は ク水グ ゃクへ チマ ク の やうな ものて ある。 尻 下りの 型と い 

ひ は 返事の 時の ク H  ！ グ の やうな ものである。 尻 上りの 型 は 


. 飴ググ 橋グク 垣グ あ 

た 事 で、 言 葉の 印象 を 

つ て は、 私 共 は その や 

こ の 事 は、 こ の 本の 

ト は、 多 少專門 的な 知 

ク セント 辭典，， から 

れた アクセントの 分 

アクセント はは じ 

る。 平板 式 も 起伏 式 

SH) 、蜂、 着物、 手 拭、 にぎ 

けられて ゐる、 

尾 高 型、 11 火、 木、 山- 

. —— 心 (コ コロ  )、 お て ん 

五 高 型、 11 あ ひ あ ひ 

しかし 客觀 的な 音 

れは ただ 私共の 印 象 


る ひ は 疑問 

言 ひ 表 はし 

うな 印象 も 

噴 者 諸君に 

識 で あ る.' 

例 を 引用し 

類 て あ ら -I 

めに 二つに 

も 見本と し 

り め し、 紫 色 

頭、 (ァ タマ)、 綿 

とさ ま。 三 

傘、 だ いこく 

としての ァ 

だ け を 書い 


の 時 

た も 

た し 

十分 


そ 

入、 

た 


れ 

六 

セ 

も 


の グ ェ 

のとし 

かに 受 

に 徹底 

で 讀 者 

く。 お 

られて 

音 節 ま 

、つな も 

正 月、 考 

， —— 先 

ントと 

の で、 客 


C  i 

け る 

し て 

諸君 

そ ら 

ゐ る、 

で の 

の で 

生、 運 

い ふ 


や 

れ 


も 


の 

-そ 

こと も 

の 


な 

-こ 


言 

あ 


も 


な 


る „ 

會。 

音 


な もの 

正しく 

あ る。 

かもし 

に、 蛇足 

が、 こ れ まての 


で あ る。 

ない と 

れな y 

かもし 


はグ平 

擧 げら 

第二の 

モ ノ  )0 

W 高 型、 

、決して 

この や 


板 式 

れてゐ 

起伏 式 

一 高 型、 

— ひ 


こ 

言 は 

〕 一一 

れ な 

言 語 

で、 一 

る。 

は ま 


れ は 

れ な 

ッ ボ 

L カ丄 S 

學者 


こ 


一 ん な 

y な 事 


と へ 

も の 

で は 


ン 語の 

前に 擧 

によつ 


つ ま 

平板 

た 次 

猿、 お 

も の、 

現 は 


起伏 

式で は 

の 六つ 

稻 荷樣。 

，わ す れ 

な いら 

されな 


さ 

て 

式： 

の 


め ら 

方に 

ク セ 

た グ 

研究 

. で 

と へ 

型に 


れ 

分 


3 

1 


力 


二 高 型、 

た み。 


し い。 こ 

い。 私共 


mi  ^3* 


少 

ネ 


3 

o 


2 

o 


o 


o 


oo 


4 


は聲を この 

分類法の や 

うに 階段 的 

に は 使って 

ゐ ない。 

今 グ 雨，， 

と ^一一  e つた 場 

合 に は、 前 の 

學說で " ァ" 

は 一本の 直 

線で 象徴 さ 

れてゐ る。 

しかし 私 共 

は、 クァク と 

い ふ 時、 そ の 

鬮の やうに， 


まっすぐ に、 あ る 振動 數を 一! 一一 n ゥ 

てゐ ない。 實 際の 音の 記錄を 

見れば、 聲は 下から 上に だんだ 

ん 上って 行く。 

ク雨ク のク メグ は、 も との 學 

說 では； ァ„, より 下の 段 に、 や 

はり クァ に 平行した 平な 線 

て、 も し 描く とすれば 描かれる 

で あ ら う。 そして „ -ァク から 

ク/ はちゃう ど 階段 を 下り 

る やうに 飛び下りる 事になる 

て あらう。 しかし 實際 て は 私 

共 はさう 言 はない。 ケア，， の 

終る ところ か ら、 坂 を 下る やう 

に、 だ ん だんと 下りて 行く ぶ ァ 

/ とい ふ 時の 言葉 の 振動 數 


力 ？ー  V 


單 


の 

質 


ク 

下 


化 を その 

は 完全に 


語 


つ 

增 

，よ 

第 


ま り 

話す 

ひ は 


の 


前 の 

る 型 

• こ の 

一 そ 

る と 

言 葉 


ま 

ク の 

型 と 


ま 

階 

ま- 

れ 

、 

の 


. の 

型 は 

た だ 

トの議 

注意す 

が 普通 で あ 

の 平たい ァ 


ク 飴 

ク メ 

論で 

れ ば 


グ ラ 

し て 

的 な 

樂的 

メク 

言 葉 

事 て 

の 型 

^ う 

假 こ 

の 型 „ 

. の 

t ま 

耳で 

る。 

ク セ 


こ 

る。 

大 


言 つ 

. で 

終て 

と ん 

さ へ 

私 は 

ン ト— 


ゐ 

る。 

の 


、だ ん だ 

。 そ し 

； ァグ 

型で 

に、 な 

ク セ 


ム.- 

ン 


上 つ 

ど こ 

ク メ； 

こ 


y  I 一 

力 に 


を 調 


て、 だ ん 

にも 同 

. は 全 


こで 

上 つ 

ベ る 


-そ 

と 


だん 下る 小 

じ 高さが つ 

く音樂 的な 

を 言 葉 め 

りる 曲線 

ふ 事 は、 つ 


山 の 

づ い 

型で 

型 と 

を が 

ま り 


や う 

て ゐ 

取扱 

言 つ 

言葉 

こ の 


これ ま で 言 

し 上って、 そ 

く。 ま た は 

あるひ は 

かに 下る。 

視 されて ゐ 

かれる。 私の 見 

事が 聲の 一般の 


は れ 

し て 

A- 型 

B- 型 

こ の 

た。 


こ 


になる。 つまり 振 

ると ころがない。 

はれて ゐた。 今 私 

ておいても いい。 

の線グ と 名 を 付 け 

グ 言 葉の 線" の 性 


も 


型 も、 そ の 構造 は > 


ま 


てゐる 三つの 型に 分類す る 

後で それよりも 多く 下りる 

と 言 つ て お く。 

で あ る。 それ は ケア 

ク メグ の 終で わ づ か 

し か し、 こ の グメク の 終 

た かぎり、 大抵の 尻 上り 

性質て あらう と 思 ふ。 

とん どこれ と 1： じ 事で 


で 

の 


こ と 

型て 


あ 


出来る。 第 

る。 言 葉 の 


ク メ 

>  J と 


i 


少 


でも 振動 數 

-今 ま. ての ァ 

し 下る こと 


る 

言 葉 で も、 最 後 は 少し 


ある。 つまり ク雨グ ほ 


4 


ど あとの 

る。 そし 

である。 

音と して 

つ て、 し ひ 

る， こ れ 

以上 擧 

こ と は、 ま 

まこれ  一. H 

の もので 

會 話に 近 


半分 は ひど 

て 言 葉 の 最 


こ れ 

は、 し 


C 高さの 

定の 法則 

そして 自 

な 違 つ て 


三 

る- 

決 


る „ 


見方 

て こ 


分 

の 


そ 


が 短 かく 

つきり し 


よ 

れ 


下 

て _ 

は 


ら ず、 グ 飴ク 

な つ て、 あ る 

れば 極めて 

第三の 型に 

までて あ る 

されて ゐる 

たは 二つの 

，言 葉の 線が 

い。 こ の や 

緩が 長くな 

會 話 の 章 で 


力 


ク 

何で 

し て 


セントの 法則 


力 


な 

も 出来 

わるく 


と >  f ^こと 

る。 そして 

ない。 もし 


ほど あと 

程度に 高 

なだらか 

分類す る 

U 第一 五 

言 葉 で あ 

型 は、 い づ 

はっきり 

う に 言 葉 

る と、 言 葉 

纏めて お 

體で 人間 

は、 相 當 な 

人 は その 

さう であ 


が ひ 

さ が 

な タ 

必 要 

一 頁 

る。 

れ も 

す る 

と し 

話す 

力 自 

問題 

顏が 

る と 


ど く 

落ち 

雨グ 

は な 

代表 

事 て 

の は 

て ま 

る- 

由 に 

て あ 

み な 

す る 


上らず ま づ 

る。 それ は 

の 型、 あ る ひ 

い 力 もし. 5； 

のうちの ク 


的 な 

あ る- 

つ  き 

單語 


言 葉 

る。 

違 ふ 


場 


て 


合で 

^ る 

あ ら 


そ 

あ S 

の 


の 中間の 

の 二つの 

A- 型 に は 

い。 た だ. 

野グ ？ ェ 


る 


ま 


力 


. そ の 

言 葉 に 

-高々 二 

. . ^一一 日 葉 


と、 言 葉 


言 ふとき 

間 は 自由 

う に、 言 葉 

の ァクセ 


に、 そ の 

な 意志 

の 言 ひ 

ントに 


la- うな 

型と 全 

い る。 

- もとの 

ノ) は そ 

なると- 

綴 か 三 


も の で あ 

く 同じ 事 

客觀 的な 

學 說に從 

の 例で あ 

だとい ふ 

，言 葉の 線 

緩く らゐ 

として は 


言 ひ 方 

を 持つ 

方ても 

あ る 1 


に 何 か 一 

てゐ る。 

人々 てみ 

定の 法則 


が あ 

こ の 

そ れ 

つ た 

と い 

^一  M は 

そ の 

何 か 

あ る- 

り  方 

前 に 

は 私 


とい ふ 

一 方 . 

ま、 可 

法則 

、  ヽ 

感 じ 

る な 

し 私 

り 方 

理學 

次 に 


ク セ 

下 巾 


やうな こと は 

ら考へ る な ら 

その 間に 一定 

い へ ば、 明 か に 

じを與 へな く 

與 へなくて は 

ば、 言 葉に は 明 

今 . こ こて 法則 

下り 方が 誰が 

な 約束が ある 

れを考 へ て 見 

ト の函數 11 


全 

な、 

法 

な 


を 支配す る 法 

* 雨 „„> ゥ飴ク などの グ ラ 

は卷 末の 附錄て 述べ て 


力 し， 


と 


言 つ 


へ ら 


力 

る ( 

お 


に 力 

ら 


と 


>7 


し 


れ ない 

我々 は 


も 

な 

力 

ま、 

こ 


の 

、 一 

そ 

と 


に も 

的 な 

た と 

こ の 


が な 

る。 

れ で 

る。 

の や 

で あ 

て あ 


あ る 

函数 

_i り 

事 は 


こ と 

言葉 

く て 


へ 


た 

な 


になる。 

を 中 だ ち 

はなら な 

ば グ雨グ 

飴" とい ふ 

て は、 意 志 が 


うな こ 

る ， 


力 


る 一 


と 


こ 


定 

ま 


と で は 

いふ こ 

れ は 言 


約束が 

現 はさ 

U こ の 

く歸納 


C し 


と 


と 


時 

通 


な 


と 


葉 


あ 

的 


て、 誰 で も み 

いふ こと を 

ふ 時に グメ 

にはク メグ 

じない 


- 上る に 

ある。 そ 

根本的な 


な 意志 を 通じ 合 ふ- 

私 共 に をし へ 

グ は クァグ より 

は ケア，， より 高い 

の 事が もし 法則と 


と 思 ふ。 

もので あ 

多少 詳し 

考 たた も 


る。 

り 下 


て も、 下 

上り 方 

質に 關 


に し 

下 


り 


る 


て 

方 

0 


して そ 

と © ふ 一 

|該 明 力 

て あ る „ 


の 


言 

る- 

私 


葉 

の 


こ 

で 


の 

多 


上 

I 

オ 


4 


の 言 葉 を 測量した。 そして 

れ は大體 で對數 的な 函數だ 

とし、 a  、ひ、 A など を それぞれ 

N=  Aeli、2 

言 葉の 線 が 對數的 だ 

11 組の 夫婦から は 十月 目 

も 一定した もの だと 見て お 

雙 子の 生れる 事 も ある。 そ 

らず 一 人 子供が 生れる とい 

の 假定は 十分に 成立って あ 

1 つの 村に は 二百 組の 夫婦 

くなる であらう。 言 葉の ァ 

方 や 縮み 方 は、 大體 一 定 して 

たと へば. -飴ク とか ク柿， 

尻 上りの *H? ク の やうな 


その 記錄を 整理した。 そ 

とい ふこと を考 へた。 も 

の常數 とし て、 次 の やうな 


して、 どの 記錄に 

し 式で 書くなら 

二種 類の 形に な 


とい ふの は、 手 近な 例 をと 

に 一 人の子 供が 生れる。 

く。 その 中の ある 場合て 

の やうな 事 を考へ る と、 話 

ふ 事に してお く。 雙子ゃ 

らう。 さう すると 二つの 

がゐ たと した ら、 大 體 その 

ク セント も これと同じ や 

ゐる。 それて 波の 數が多 

とかい ふやうな 言 葉の ァ 

場合て ある。 つまり B- 型 


れ ば、 次 の や 

その 十月と 

は、 九 月で 生 

が大變 めん 

月足らずの 

村が あって、 

割 合 で、 夫 婦 

うに 考 へら 

い ほ ど、 そ の 

ク セントで 

のァク セン 


も 共通し 

N を 振動 

る。 


て ゐ 

數 と 


る 性質 は、 そ 

し 、力 を 待 間 


4 

4 


れ 

れ 


ヒ 

る 


伸 び 

あ る 

ト て 


說 明 

事 も、 

事 も 

に な 

の 數 

の 村 

の 多 

•、 音 

. あ 

あ る „ 


す る 

子供 

あ る 

る 力 

は 非 

に 百 

い 村 

波 の 

の し 

る ひ 


事 力 

の 一 

し、 ま 

ら、 十 

常 に 

組 の 

の 方 

一 波 

か た 


出来 

人 と 

た 十 

up 目 

少 い 

夫婦 

が 人 

當 り 

が 多 


る。 I 

月 目に 

にかな 

か ら、 こ 

がゐ て、 

口が 多 

の 伸び 

くなる.' 

く 時の 


アクセントに は、 も う 一 つ 複雜な 

十月に 一 人の子 供を產 むと いふ 事 

目に 1 人の子 供を產 み、 そ の 次の 年 

方 は 案外 めんだ うになる。 人口の 

は それに 似 た やうな 事が かなり 起 

は 相 當複雜 して 來 る。 そ して これ 

箸" とい ふやう な、 上 つて 下る 型 

る。 これが A- 型 の アクセント であ 

言葉が 長くな つ て、 た とへば グ綿 

相 傘 二 アイ アイ ガサ) とかい ふやう 

葉の アクセントが 對數の 曲線に 從 

の 中には 對數の 法則に 從ふ もの は 

フユ ヒ ネルの 法則で ある。 自然界 

ラヂゥ ムが 崩れて 鉛になる やう な 

い 方 を とれ ば、 電 氣の スィッチ をい 


場合が ある。 も 

にならず に、 今 年 

は 八月 目に 一 人 

場合て はこ の や 

る。 そ の 時 は、 常 

が 普通の 言 葉 の 

の ク 言 葉の 線グ 

る。 

入グ (ヮ タイレ) と 

な、 綴 の數の 多い 

と レ こと は 

たくさん ある。 

に も、 そ の やうな 

場合 で あ る。 そ 

れる 時に 電氣が 


う 一度 人口の 例 をと る。 もし 

は 十月 目に 1 人の子 供 を產む 

の 子供 を產 むと いふ 事になる 

うな 事 は 起らない が、 言 葉の 波 

數 e に 時間が ニ乘 できく。 そ 

アクセント である- たと へば 

は、 大 抵 この やうになる。 ガウ 

かク 紫色 ニム ラサ キイ a) と か- 

も  の "て も、 あ る 程度に はこの 型 

- かならずしも 考 へられない 事 

心理的、 生理的な もの て は、 有名 

法則に 從ふ もの は 多い。 その 

れは 非常に 長い 時間で あるが 

增し、 スィッチ を 切る 時に 電氣 


一 組の 夫婦が 

が 、来年 は 九月 

と 人 口の 殖え 

の 伸び縮みに 

し て 言 紫の 線 

ク雨 "牡蠣.. 

ス の 曲線で あ 

あるひ は ク相 

に はまる。 言 

ではない。 世 

なゥェ ー ベル- 

代表的な の は 

、もし 時間の 短 

が-^ る。 その 


增し 方と 減り 方の やうな もの で あ る。 そ の 他、 自 然界に は 對數の 法則に 從ふ ものが いろい： ろ あ 


. る。 もし 言： 葉 の 高さの ァクセ ントは 聲帶の 振動 數の變 化に よる もの だと 假定 するなら ば、 そ の 

振動 數の變 化 は、 こ の やうな 對數の 法則に 從ふ てあらう と考へ て も、 そ れは 全く 無理な 想像て は 

あるまい と r 思 ふ。 

ただ 私共が 知つ てゐる 自然界の 現象 て、 對 敷の 法則に 從 つて ゐるゃ うな もの は、 大 定常 數 e に 

時間が 一 乘 てきく やうな 場合て ある。 それに 時間が ニ乘 てきく とい ふやうな 場合 は、 私 共 はま 

だ あまり 知らない。 しかし 言 葉の 方で はこれ が 普通 て あ る。 この 事 が、 お そらく 言 葉と いふ も 

の の特徵 かもしれ な い。 こ れ から 考へ てみ て も、 言 葉と い ふ. も の は 非常に 複雜な 自然現象て あ 

ると いふ 事が わかる。 

言 葉の 線が 何故に 對數 曲線に なって ゐ るかと いふ 事 は、 も ち ろん 說明は 出来ない。 た だ、 さ う 

なって ゐ るか ら、 さ うなって ゐ ると 言 ふだけ の 事 て あ る。 私 共 は、 た とへば 今 グ雨ク と 言 はう と 

思 ふ 事 は 出来る。 思へば かならず 言 ふこと が 出来る。 しか し、 ど う して それ を 言 ふ か は、 私 共 自 

身で も それ を 意識す る こと は 出来ない。 言 つて みれば、 ク雨ク と 言 へたと いふ だけの 事で ある。 

この 無意識の 肉體の 振動が、 何 かの 理由で 對數 的で あ つ て も、 そ れに 別に 不思議 は あるまい と 思 

ふ。 人間 もこの 點 では 一つの 自然 物で ある。 自然 を 支配す る 法則が 人間 も 支配して ゐ る。 誠 

に 愉快な 現象で あ る。 
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つの 特別な 性質が 加 はって 来る" 


の で ある。 それ は 上 

だんだん 上って、 グメ 

事 も ある が、 書 けない 

お そ ら く そ れ が 人 々 

き が 急， て、 下 る 方の 線 

グ メグ の 方 を それよ 

聞きに くい が、 さ う 思 

で クァク とク メグ と 

と は、 意 味 多少の 

な ものに はなるまい- 

はむしろ 當然の 事 で 

、、考 物グ (カン ガエ モ 

の 方が 急になる かと 

つて 来て、 時間 は常數 


る 方と 下る 方 

^ で 聲 がだん 

場合 も あ る。 

の 言 ひ 方の 相 

の倾 きがな だ 

り も ゆ つくり 

つて 聞け ば、 耳 

は 力ならず し 

相違 は あ ら う „ 

_ ク 雨ク て グ 

あ ら う。 も し 


ひ 型が グ雨ク ひ 

これ も ァクセ ン 

函數の 性質 


と て 

だ ん 

二 つ 

違 で 

ら か 

言 ふ 

で も 

も 同 

- こ 

ァグ 

言 葉 


下 る が、、 J 

の 函數を 

あ ら う。 

で あ る。 

ことが 多 

さう 聞 え 

じ 値 打の 

の ^一目 葉 で 

の 終 を 境 

の樣子 で、 


の 

、 ( 

な 

ァ 


や 

う 


う 

變 


だ 

ク 


り 下りの 


力 

,リ 

セ 


ノ) ゃグぉ 正月 グ などの 場合に は、 

い ふ と、 多 く はさう でない やう で あ 

r に 一 乘 できく 型になる やうで あ 


こ 

〃 

と 

る。 

る 《 


上って 下 

質と して 

場 合 て あ 


こ の 

雨， 

は 時 

は な 

思 は 

と が 

ト が 

の 反 

こ 


曲線 

は 書 

や う 

な ら 

MU  、、ゝ 

力 

、 0 

れ な 

左右 

。ハ ラ 

終 の 

對 に 

の や 


る 場合に 

のがす こ 


一 た 

1 0 

な い 

場合 

グ ァ： 

常 に 

し て 


と 

短 

„ グ 雨 = 

稱のガ 

I タ I 

にある 

の 部分 

な 場合 


ぺ 

の 


は、 そ れ 

との 出 

ズ グァ： 

力 力. >^ 

上る 方 

方 を 早 

て、 耳で 

で考 へ 

に對し 

スの曲 

數が變 つ 

場合に は- 

がゆ  つく 

は、 函 數 の 


こも、 フ 


ゥ 


來 

で 

の 

て 

て 


も 


も 


ァ 

性質 


て 

た 


りしで 


け る 

る。 

線の 倾 

M つ て 


力 


メ 

後 

違 
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上る 方と 下る 方と 函數の 定數が 違 ふとい ふやうな こと は、 考 が 混 維し 

やうに 見える。 しか し、 そ れ にし て も、 そ れ く ら ゐの混 雜で 多くの ァクセ 

出来るなら ば、 出 來な いより はまして あら う。 言 葉と いふ 現象 は 非常-に 

の くら ゐの事 はあって も、 別 に 不思議 は あるまい と 思 ふ。  . 


て 來 て、 小 細工に 過ぎ た 

ントを 整理す る ことが 

複雜な 現象で ある。 こ 


4 

1 


の 話 

は # 

こ の 

た だ 

一 人 

つ て 

の 式 


知れな 

ままと 

は づ れ 

の 數 

一 つ の 

の 人の 

，多 少 こ 

は、 M に 


い 原因 


な 

ら 


こ の 原因が 


ど 意味が 

上に は乘 

ところ を 

線から は 

數 からき 

じ 場合の 

對數の 曲 

の やうに 

どんな もので 


づ 

同 


に 是非とも 見の がして ならない 事實が 

なる。 それ は實 際の 錄音を 整理し て、 グ 

いとい ふ 事で ある。 どこか その 曲線 か 

すれば 大體で 對數の 曲線に 合 ふ。 

ると いふ 事 は、 相 當 大切な 事實 であ る。 

てゐ ない とい ふ 事て ある。 それ は、 人 に 

言 葉 をと つて も、 何 か 表情からの 原因 か- 

ゆがめられて ゐる のて あらう。 それ で- 


あ  る 〈 

ラ フ 

ら は 

つ ま 

よ り- 

あ る 

ね 力 


. そ れ 

に 書け 

づ れ た 

り 言 葉 

，時に よ 

ひ は そ 

前 に 書 


を 見の 

ば、 そ れ 

ところ 

のァク 

り、 あ る 

の 他の 

いた ァ 


一 SI  くの が本當 で あ る" 


が せ ば、 こ 

は 完全に 

が 出来る。 

セント は、 

ひ は 同じ 

原因に よ 

ク セント 


あるか、 何の 函數 であるか、 それ は 私共 は 全然 想像す る 事 は 出来ない- 


その 事 

事 は 出 

一 0 

定まる 

てゐる 

數をこ 

こ 可 ， て 

y こ 

そ の 

た く さ 

十分に 

い と  一一 一一 n 

- も 知れ 

軍 I 

因 さへ 

その外 

__--= 果 から 


を p， とい ふ 

来ない。 た 

で 言 葉の や 

もので あ ら 

だけで あ る 

の やうに 對 

も 起る もの 

の 結果 か ら 

外、 こ の對數 

んの 原因が 

研究す る な 

はれない。 

1 し 力 

も はっきり 

の 小さい も 

原因 を 推 量 


文字で 表 は 

だ 結果から 

う な 複雜な 

う。 私 共 は 

. そ し て 何 

數 的に 變化 

な ら ば、 錄 音 

推し て、 言葉 

曲線の 形 を 

あ つ て、 そ れ 

ら ば、 お そ ら 

そ し て、 そ れ 

し そ れ は か 

知 ら ない 狀 

のの 原因 を 

し ようとす 


し た.。 ま 

推 し て、 そ 

も の は、 そ 

その 原因 

か ある 1 

させる や 

の 結果が 

は 何 か 一 

少 し づ つ 

が 集つ て 

くこの 對 

から 推し 

な り 遠 い 

態 で あ る。 

探す こ と は 

る 仕 事 で、 仕 


そ 

-歪 

-そ 


t 力 

う な 

動 數 

い て 

原因 

何 か 

や う 

主 な 

さ せ 

な る 

み 方 

の こ 

づ そ 

れ か 

そ れ 


紫帶の 

ものが 

を 定め 

i 可 も 

か ら 1 

1 つ の 

に 近似 

原因で 

る もの 

の て あ 

少 し づ 

も ある 

と で あ 

え 力ら 

ら先の 


自身に 論 


動に 實 

る で あ 

にして 

る 事 は 

の 結果 

な 原因 

にも 對 

Est-  I ま 

unci  MBS  )M 

，私 共 が 

う。 そ 

歪めて 

か の 函 

" 私共 

て 私共 

と で あ 

理 的の 


際 ど 

ら う 


も、 


き 

る 

の 


と 

ろ い 

な い- 

る も 

る の 

線に 

る や 

な い 

_ 私共 

原因 

形で 

だ そ 

究 し 

そ し 

力 ま 


ふ 

の 

整 


力 

理 


も、 全 然 想像す 

けで ある。 


う こ 

だけ 


力 


を 


の 

る 一 


さ 

主 


複 

で、 

決 


そ 

る 


れ 

に こ 


と 


力 


な 


原因 か 

結果 を 

ら ば、 振 


全 

,ク 

な 


る 

見 


由 はな 


何 か 

こ と 

出来 

き る 

線 の 

な " 

事 は、 


て 容 易 な 


の 

仕 
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事て ない。. 

アクセントと 一 口に 言 へ ば、 事 は簡單 なやう に 見える が、 そ れ を 記 述 し た り、 說 明したり しょ う 

と 思へ ば、 そ れ はこ の やうに なかなか 容易な ことて な い。 

e アクセントの 實 例の 一一つ 三つ。 アクセントに ついての 他の 法則 — 今 ここで 私 は 言 葉 の 

アクセントの 例 を 二つ 三つ 諸君に お 目に かける。 それ は、 な るべ く 短い 言 葉 で、 ァ ク セントの よ 

くわ かる 言 葉 を 選ん だ。 こ の 言 葉 の 言 語學 上の 分類に ついては、 私が 前に 引用した 《 ^ァク セン 

ト 辭 典ク に 依つ た。 

ト ー キ ョ ー で 生れて、 ト，" キ ョ ー て 育った ト ー キ ョ ー 人に、 私 はいろ いろな 單語を 言 つて もら 

つた， その フィルム を 再生して 言 つて もらった 人々 に 聞かせて も、 そ の 人々 は 相當滿 足した。 

私共が 聞いて も、 よ くその 單 語のと ほりに 聞え る。 少く とも 高さと いふ 事に ついて は、 こ の 錄 音 

フィルム は 十分 その 言 葉と して 聞え る だけの 條 件は備 へて ゐ ると 思 ふ。 私 はこの， 0^ うな フィ 

A ム の、 高 さの アクセント を 調 ベ てみ た。 その 中の 代表的な ク雨ク グ飴ク の やうな もの は 前. に 擧 

げた。 他の 多くの 例の 中、 も う 二つ 三つ を擧 げ て お く。 

前に 擧 げた * 雨，， とグ 飴， は、 言語 學 的な 分類 では 平板 式と 起伏 式の 中二 音節の 言葉で ある。 

そして 一 つ は 平板 (飴) で、 一 つ は 一高 型 (雨) て あった。 そして その グラフ は大體 * アクセント 辭 


150 


n。  旱 


40 


20 

200 

80 
]60 


e 


\ つ 


M  一 H 

J、  '•    '•  60 

40 

20 

秒 100 


0.1 0.2  0.3 


- a 

K  X  w 


a 


0.1 0.2 


T-Z 


0.2   0.3   OA   0.5    0.6  0.7 


80 

60 

40 

20 
100 


舟 


T-Z 


0.1 0.2    0.3  0.4 


40 

20 
100 


0.1 0.2 


71 


◦ 一 

3 一 

o 一 


z 

T 


4 

o 


ai 


3 

o 


151 


八幡 さま 
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o 
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C\J: 
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o 

o 
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o 

8 


o 

6 


o; 

ま 


o 


o  o 

o  8 


典ク のと ほりに 

メ の 方が 高くな 

あるか ら、 そ れ で 

私 はさら に 六 


こ 


なって ゐる。 ク 飴ク で は 

つて ゐる が、 單 語と して で 

よから う。 

つの 單 語の グラフ を 諸君 

紹介す る。 それ は „^ 驛グ グ 川ク ク 山„^ ク 上 
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野クク 八幡 さま クで ある。 その グラフ はわ， 

波 を 省略し て、 目 盛 を 縮めた ものである。 

これ はみ なト ー キ ョ ー 人て 高い 敎 養の あ 

る 二人の 男 が、 そ の 言 葉 だけ を單 語と して 

この やうな グラフ 

つの ァク 


た 多くの 單 語に 非常によ く あてはまる。 私 は 單語を 

うな 法則が あてはま ると 思つ てゐ る。 


^一目 つ た も の 

私 共 に 違 つ 

則 を敎へ る 

單語 とし て 


で あ る- 

た  もう 

- そ し 

言 ふ 場 


セントの 


ま 

法 

この 法則 は 私共の 見 

に は、 相 當廣 くこ の や 


5： アクセントと 音の 高さ 


この 法則 は 次の やうに いふ ことが 出来る。 この 事實は 今まで 


あまり 注意され なかった らしい & 

高さの ァクセ ント は絕對 的な 振動 數の 差で 出来る と はか ぎらない。 ァクセ ントの 上り下り 

とい ふこと に は 次の 二つの 場合が ある。 昔の 絕對の 高さが 上り下り する ことで ある。 一つ 

のきが 一 〇〇 振動で、 一 つの 綴が 一 五 〇 振動の 時には もちろん 1 五 〇 振動の 方 を 高く 聞く。 こ 

の やうな 場合 も、 もちろん ある。 しかし 他の 重要な 場合が ある。 そして 多く は アクセント は そ 

の 方の 法則で 出来て ゐ るら しい。 それが アクセントの 第二の 法則で ある。 ゆ 音の 高さの 變化 

の 方向て ァクセ ント がき まる。 音の 振動 數 そのものの 多い 少 いに かか はらず、 ある 音の 振動 數 

がきす 方向に あれ ば、 私 共 は アクセントが 上った と 感じる。 その 反對に 振動数が 減る 方向に あ 

れ -ii 共 は アクセント は 下った と 感じる。 つま り^^の 符號が アクセント をき める。 

ここに 擧 げた 例ば よく その 事を說 明して ゐ る- * 驛 „^ とい ふ 言 葉 は * アクセント t ゆ 典 „^ に 

よ れ ば、 起 伏 式の 一高 型で ある。 ただ 前に 驛の 名が ある 時には 平板 式で ある。 „ -ト ー キヨ ー 驛グ 

ま その 例で ある， * 驛ク で少 くと も 尾 高 型になる 事 は あるまい。 私共 もこの フィルム を 聞い 

て、 ど うしても.，， ェか よりも ク キク が 下る と 思 ふ。 決して ク ク と は 聞えない。 " ク なら は 

平板 式で なくと も 尾 高 型に 言 ふ 人 も あらう 3 前の 飴ッ と 同じ 事で ある" この場合 はどう 聞 

いて みても ク驛ク て ある。 

しかし この 例で は" 驛ク とい ふ 言 葉 で、 H よりも キの 方が はるかに 高い。 大體の 平均の. 高さ 


^一目 へ 

か な 

向 に 

の 高 

の 尾 

よ り 

も し 

Id?  く 


.i  e  i  a 

い。 グ キ 

なる から 

低と いふ 

二の 例の 

高 型 て あ 

高 い。 ，/ 


ク セ 

た と 

一 種 

ノ の 

い ふ 


も ァ 

てぶ. 


こ グ n. 


ン ト 

ォ 力 

へ て 

の ゲ 

や う 

ァ ク 


で、 四 度 く 

. の 方 を 

で あらう- 

言 葉が 少 

ク 川：. で 

る。 グ 力； 

カク は大 

ン トが絕 

ン 語に は 

く。 それ 

つたと い 

る と、 言 荬 

ば、 物 の 運 

トルの や 

な もの は、 方 向 

セントに つい 


ク セ 

ッ ボ 

と 聞 

が 上 

ら み 

言 へ 

ェ ク 


らゐ 上った わけ 

クェク よりも 抵 

. 私共 はこの 減 

し 不適 當 で、 增 減 

も その 事 はよ く 

, よ りクヮ ： 


で あ 


な 

と 


言 

、 

の 

の 


高 さ 

言 葉 

ひ グ 

葉で 

ふ も 

f う 

も の 

い ス 

第二 


ら 

の 


力 

で • 

で 


る 

出 

こ 


ゐ 

や う 

は じ 

う て 

は 振 I 

も の ン 

る。 


と 

フ= 

あ 


- し 

る。 

ふ こ 

こ と 

く て 

は大 

ゐ る 

な く 

部 分 で、 

の で あ 

の變化 

る。 ァ 

れに對 

うな も 

る。 


し 私共 は 決して こ 

れはキ で その 母 音 

を 感じる ので あら 

方が 當る やうな も 

あげた 辭 典 で は ク 

ならない。 しかし 

H  くら ゐ で、 そ の 間 

のなら ば、 こ の 場合 

はなら な、 し 力 

動 數が增 す 傾向に 

、つ 0 

方向で その 意味が 

セ ントは その 速さ 

てた、. -絕對 の 高さ 

で ある。 これが 私 


の聲の 上った 事に， 氣づ 

5 

の. I の 振動 數が 減る 方 

う。 つまり アクセント 

の て あらう。 

川， は 起伏 式の 二 音節 

實 際で はグ カク が ワク 

は大體 半音く らゐ 違 ふ。 

ク カク はク ワク よりも 

しこの 場合 私共 • は 完全 

なる。 これ を 私共 はァ 

出て 來る ものら しい。 

の やうな ものて ある。 

だけが 意味 を 持つ ピア 

が 諸君に お話しようと 


く 


と 


な 


ク 

こ 


f る 


言 葉と いふ もの は 二 

ものである。 印象 を 

す れ ば、 直 線 で はだめ 

いもので あ る。 そ れ 

アクセントと 香 程 

セ ントの 間の 音程が 

の 音程の 差が ある。 

あ る。 半音の 差 で あ 

ない。 ただ 直線の 方 

ある。 が、 グ 上野 ク 

伏 式 六 音節の 五 音 型 

れ は、 も ち ろん 直線の 

あると いふ 事 は 聞か 

こ の 例から また 次の 

„ その 一つ は 音 稃 と 


つ の 動的な 現象 

書く もの とすれ 

で あ る 1 

は 振動 體 


で 


時間 

か ら 


I 私 は 

か に 不. 


考 へ 


しかし グ 

る。 しか 

向の 變化 

エノ) は實 

のク 八幡 

グ ラフ で 

れ ない 事 もない 

やうな 事が 考へ 

いふ もの は 多 く 


こ こ 

安定 

山 

し、 こ 

が 意 

さ ま： 

は 書 


の 

力 


あ 

-も 

て 


にもう 

で 

差 

ま- 

の 


も の 

i ク 

ま- 

、中 


る。 

ち ろ 

て 絕 

も 正 

二 つ 

で あ 

ャグ 

音樂 

つ だ 

フ で 

の 三 

、 0 

で あ 

る。 

味 を 


の 振 

，そ れ 

さ う 

言 葉 

か を 

こ そ 

で あ 

、 ヒ 

緩.. て i 

しかし 

る。 

これ も 

持た な 


の 狀 


で 

な 


て 


山.， 

C  く 

ま ど 

う な 

ラ フ 

て よ 


ァクセ 一 


と 


態 は 連續し 

が、 音 それ 自 

く 曲線で な 

はならない 

と" 上野 ク 

で あ る。 グ 

ら ゐ で、 グ マ ： 

意味が ある 

の 例 は 辭典 

波 を 作つ て 

にある やう 

く 注意 すれ 

ント につい 

ふこ とで あ 


て 刻々 に變 

身の 變化を 

くて は 書 き 

ものの やう 

を考 へる。 

驛グ で は ほ 

グ は 大體で 

が、 言 葉 で は 

で は 平板 式 

ゐる。 また 

な變化 をし 

ば、 そ の くら 

ての 重要な 

る。 一つの 


化して 行 

書く もの 

表 はされ 

こ © ふ。 


そ れ 

と ん 

nM  く 

意味 

と 設 

&e 氣 

て ゐ 

ゐ の 


は ァ 

ど 四 

ら ゐ 

を 持 

明 し 

で ま、 

る。 

變 匕 


性質で あ 

昔と 他の 


マ： 

と 

キ 


昔と が 大體半 音 

トと いふ 事に つ 

く ら. ゐ で、 * 

全に "山ク 

れ でも 私 共 

完全な ト I 

. 程 を あまり 問題 

負になる か だけ 

もし こ の  一 fj 曰 程 

とでな し に、 そ れ 

も、 よ く 注意して 

の 場合 一 番 重要 

ると するなら X 

の 音程 は ァクセ 

く 私の 想像で あ 


く ら ゐ て 

いて は 

も大體 

いて ゐ 

のどち 

1 語 で 

にして 

を 問題 

の やう 

は その 

聞けば 

な 原因 

、そ れ は 

ント とい 

つ て、 そ れ 


ま 

る。 

ま 

、人 

こ 


あ ら 

と ん 

の く 

の 言 

る。 

な い 

し て 

も の 

々 、て 

聲 の 

の 音 

ヌ 事 

を 實 


う と も、 三 度 か 四 度 くら 

ど 問題に ならない。 こ 

らゐの 高さ か、 あ る ひ は 

れを 前に 擧 げた "飴グ 

葉 も 大して アクセント 

つまり アクセント とい 

らしい。 ただ 言葉の 線 

ゐる ものら しい。 

が 私共の 意識に のぼる 

特 の 言 ひ 方と いふ 事に 

何と はなしに その 言 ひ 

音色の 相 違 で ある。 そ 

程の 廣ぃ狹 いが 一つの 

で な く、 人 々 の 言 ひ 方の 

驗 する 事 は 非常にむ づ 


ゐ で あ 

精々 

の 例に 

が 間違 

ふこと 

で、 そ の. 


とする 

な る で 

方 が 遠 

れを 除い 

原因に な 

相 違 と し 

力し、 


あ 

ま 


と も、 そ の や 

げた" 山ク 

あ る。 

大體で 

と は 思 

へるな 

の 値の 


ゐ で 

る と、 

ゐ る 

を 考 

微分 


ば、 そ 

、つ 0 

う こ 

も、 な 

の か 

感 じ 

ん の 


れはァ 

同じ * 

も 田 心 は 

ほ 何 か 

もしれ 

ら れ る" 

一 種 の，， 


な 事 は 一 

. ャク ^ 

れ で も 

度 以上 

な い。 - 

ば、 私 共 

號が正 


ま、 

雨" 

れ 

の 相違 

な い。 

し 力 

想像に 


ァク セン 

ま大體 C 

私共 は完 

低い。 そ 

どちらも 

の 耳 は 音 

になる か 


セ ン 

V と 

る。 


ト とい ふこ 

い ふ 言 葉 で 

もちろ ん、 こ 

が 感じられ 

つまり ^im 葉 

しこれ は 全 

過ぎな K 


單 


1^ アクセントと 言葉の 速さ —— 次に 私共 

に アクセントの 感じ を與 へる ために は、 ど の 

ある。 これ は 全く 統計的の もの 

い。 ある 一定の 數字を 擧げる こ 

のク H ク はかならず しも 直線 的 

こて ァクセ ントが 下った とい ふ 

つて 一秒 五 〇 振動の 割合で ある _ 

起らない のか もしれ ない が、 しか 

りなが ら、 こ れ よりも 振動 數の變 

の ク川グ は それに 當 る。 私 共 は 

その上り 方の 割合 はわ づ かに 1 

も アクセントが ト； つたと 感 じ、 そ 

の クェク では ほとんど ァ クセシ 

この やうな 事 か ら 推 し て、 こ の アクセント 

判斷 出来ない し、 ま た 主 觀 的な 印象 か ら だ け 

この やうな 複雜な 事件 を判斷 すろ^ は、 ほ と 


で、 多 くの 實 

と は、 今 の と 

に 進まな い- 

感じ は 起ら 

_ この くら 

しまた 別の 

化の 割合の 

ク ワク ょク 

秒に 四 〇 振 

れ よりも 一 

トに變 化が 


がかなら ず 注 意 一 

くら ゐの 速さ で 

驗の 結果 を 集 や 

こ ろ 困難 て あ る- 

一 振動 數 はだん 

ない。 この 時の 

ゐの 上り下りな 

場合に は、 た し か 一 

少ぃ 場合 もた く 一 

カグ よりもた し j 

動の 割合 で あ る _ 

秒當 りの 振動数 

ないやう に 感じ： 

とい ふ 問題 は、 た 一 

でも 判 斷出來 な 一 

んど 字引 を 作る • 


しなければ ならない 事 は、 私 共 の 耳 

言 はなければ ならぬ かとい ふ 事て 

て 見る より 外に それ を 知る 途 はな 

. こ こ で 擧 げた 例 で みても、 ク 上野" 

だん 減って ゐる。 しかし 私共 は そ 

クェク の 下り 方 は 平均の 單 位，， て 測 

ら ば、 ま づ ァクセ ント とい ふ 感じ は 

に聲が 下って ゐ ると いふ 感覺が 起 

さん 經驗 して ゐる。 前に 擧 げた 例 

かに 上った やうに 感じる。 しかし 

„ このく らゐ のゎづ かの 增し 方で 

の變 化の 割合が 多くても、 ク上 野.. 

る。 

だ 客観的の 音の 記錄 からだけ で も 

いもので あると いふ ことが わか る。 

ほ どの 客觀 的の 記 錄を集 め、 そ れ を 
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十分 正確に 心理的に 言 葉全體 

の觀察 をし なくて は、 ま とまつ 

ゐ複雜 した 現象で ある。 この 

一 つの グ H タトル 的な もので 

相 當複雜 な もの で、 か ならず し 

もの かどう かとい ふ 事に は、 ま 

私共が 言 葉 を 聞く 場合 は、 あ 

ば グ驛ク の 場合 に、 初 めに 母音 

き、 最 後に 母音 ー を 聞い て、 そ し 

だ 急に は斷 言 出来ない。 ある 

で それ を グ驛ぶ と 感じる 時 は、 

にして も、 私共 の 口 や 咽喉が、 ピ 

か は 極めて 疑 はしい。 全體の 

一 體で この やうな 現象 は、 人 

たもので ある。 それ を 完全に 

短い- 1 ツボン 語の 單 語の 物理 


として 判斷 しなくて は 

た 結果 は 得られない。 

アクセントのお 話 て、 私 

あると いふ 事， て ある。 

も それが 音の 客觀 的な 

だ 多くの 問題が あると 

る 全體の もの を 全體と 

e を 聞 き、 次 に 子音 k の 

て 初めて ッ驛グ とい ふ 

ひ は 物理的な 順序と し 

，ク 驛グ とい ふ 全 體のも 

ァノの やう に、 完 全 に 物 

心と いふ ものが 重大な 

間の 心と， 肉體と 物理的 

說 明す るに は、 いろいろ 

的な 部分 だけ を 二三の 


な ら ない。 長い 

言 葉の ァク セン 

が 大體で 想像し 

そして 私 共 が 音 

記錄の 持って ゐ 

いふ 事 で あ る。 

して 聞いて ゐる 

前の 短い 休み を 

言 葉 を 聞いた 事 _ 

て は その やうに 

の を 感じる のか 

理 的な 意味て 音 

一 要 素 で あ る。 

な 音と が 非常に 

の 方面からの 觀 

實 例で 諸君に お 


間の 統計的な 

トと いふ もの 

た 事 は、 言 葉 と 

を 聞く 場合の 

る 意味と 完全 

のか も 

聞 き、 次 

になる 

耳に 入 

もしれ 

を 出し 

核 維し 

察 が 必 

話した 


仕事 


ま、 


、： 3 


こ 


し れ な 

に その 

もの 力 

るに し 

C  、  0 

な 

てゐる 

た狀態 

要 で あ 

だ け で 


と全體 

れ くら 

の は 

態 は 

致す る 


も 


た 


音 k 


う 力 


、頭 

言 


も の 力- 


で  結 

る。 

あ る „ 


ひ 

禾 


と へ 

を 聞 

は ま 

の 中 

ふ 方 

ど う 

つ い 

は 今 

^11 曰 葉 


f5  單 


とい ふ もの は實に 不思議な 

私の この アクセントのお 

レジュメ を 書き 添へ る。 

こ の お 話 は、 私 の 仕事場で" 

をす る 材料の 何十 分の 一 も 

くさん に、 た くさん に 材料 を 

この 程度の お 話で、 諸君 は ど 

し か し、 と も かく 私が 今 諸君 

I 言 葉の 高さ は 連續し 

I 言 葉の 線の 基本的な 

乘 できく 場合が あ る。 こ の 

1 アクセントの 性質と 

二つの 場合の どちら かに 分 

理 的に 意味 を 持つ かとい ふ 

^ 言 葉の 線の 曲る 方向。 

る やうに 感 じ、 負 の 場合に は 


象で ある。  、 

話 は、 相 當內容 が 混 雄して ゐた。 それても 最後に この 部分のお 話の 


私の 協力者と 一 緒 

ここて 諸君に お 目 


見せた 上 

のく らゐ 

にお 話し 

て 變 る。 

性質 は對 

ニ乘 でき 

いふ 事 は" 

類 出来る 

事を考 へ 

つまり そ 

ァク セン 


で も、 ま だ 

私の 考を 

たことの 

その 連績 

數的 であ 

く 場合が 

■ 言 葉の 線 

と 田 3 ふ。 

なくて は 


に 見た 

にかけ 

な 力な 

了解し 

梗!^ は 

る。 そ 

言 葉 の 

の 性質 

た だ そ 

な ら な 


ま 

力 

と 


れ を 


の點の 微分の 符號の 


の事實 で あ 

とが 出来な 

はしい とこ 

，私 は少か ら 

や うな もの 

言 葉の 線ク 

時間が 常數 

特色で ある 

ふ 事と 同じ 

聞く 場合に 

それ は 次の 

正負。 正の 


る。 私 はこ 

い。 この や 

ろ が ： 


ず不 

て あ 

e こ 

や う 

で あ 

は 、こ 

二 つ 

場合 > 


る も 

、：" こ 

呼 ん 

乘で 

見 え 

- そ 

言葉 

あ る 一 

は ァ 


が 下る やうに 感じる。 これが 主な 言 葉 の 


の 

う. 

る- 

ァ 


うなお 話 

お 話 はた 

あ る。 今 

て ゐ る。 


や 

つ 

お く。 

く 場合と 二 

て 結局 こ の 

線の 何が 心 

セントが 上 

ク セントで 


あ る。 

おもし 言 葉 の 言 ひ 方が 蓮くて 

の 多い 方 を 高い と感 じ、 振 動 敷の 

である。 特に 單 語て 呼びかける とい ふやうな 場合 で なくて は 起らない 


、振動 數の差 を 十分 感じられる やうな 場合に は、 も ち ろん 振動 數 

少ぃ方 を 低い と 感じる。 しかし この やうな 場合 は 特別な 場合 


言 葉の アクセント は 一種の ヴヱク トルの やうな ものに たと へられる。 

ントの 客觀的 な 音 と、 主 觀 的な 感じ と、 生 理 的 な 言 ひ 方との 間の 關係 はま だよ くわ 

い。 振動 數が增 す 割合が どのく らゐ のと ころから 私共 は アクセントが 上った と感 

の 振動数の 變 化の 割合 は どのく らゐ のと ころまで ァクセ ントと 感じる か、 阔 人 の 言 

る な ら ば、 こ の 振動 數の變 化の 割合 は その 事に どのく らゐ 


F ァクセ 

かって ゐ ない 

じ る か、 最 大 

葉 の 言 ひ 方 

に關 係す る 

こ れ て 簡 

次に その ァ 


の 相 違 が 感 じ ら れ 

 この やう 


力 


ると す 

な 事 は 

にかく 


單 て はあった が、 と 

ク セントの ある 單語 につ 


だ よ 

ッ ボ 

て、 も 


わかって 

語の ァク 

しダ 。事 


ゐ な 

セ ン 

を お 


ト について 諸君に お話した。 私 は 

話す る。 


C  S 里 語の 長さ 高 さ 

セント で、 他 の 

お話した。 次 


一 つ は 長さて ある 

には單 語の 長さと 


単 語と いふ 

い ふ 


こ 

こ 


に つ 

ン ト 

に つ 


いて は 二つの 主 

と、 そ れに關 する 

いてお 話しな く 


な 要素が ある。 その 

いろいろな 性質に つ 

て はならない。 


一つ はァク 

い て は、 大 體 


も 

を 

で 

力 


單 語の 長さ 

ち ろん 言 ひ 

な 標準が な 

讚 むの を 聞 

相當遲 いや 

早い と © ふ 

あるか を 知 

つ て、 そ の 長 

の 長さ を定 

る 事で あ る „ 

に、 私 はいろ 

こ こ て お 話 


とい ふこと にも 

方に よって 早く 

いと も 限らな い- 

くと  相當  早い  や 

うに 思 ふ。 頭の 

し、 あ る もの は遲 

りたい の で あ る- 

さ を 測つ て、 そ れ 

める こと は、 ク 言 

相當敎 育の あ 

いろの 言 葉 を 言 

す _ る の. は、， れ， を 


何 か 

も 言 

一 そ 

う こ 

中で 

い と 

一 こ 

を 平 

葉 の 

る ト 

つ て 

整理 


一 定 

は れ 

れ は 

單語 

思 ふ 

れ は 

均し 

線， 

I キ 

も ら 

し て 
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1 子 香の 長さ —— 子音 も そ の 長さ は 

は、 そ れを 子音の 終りと 見る か 母音の は 

よく 研究して みなくて はならない もの 


の 標準が ある 

る し、 遲 く も 言 

私 共 が、 た と へ 


し、 

つ 

み 


電話で 通じ 

話し方の 大 

ら う。 

な 仕事 

ば、 お そ 

すより 

て、 十 分 

た り、 い ろ い 

た 結果で あ 


で あ 

きに & 

み れ 

見出 

I 人 


力 

ズ 

ら 


と パ ふこと が、 す 

れる。 しかし 實 

ラヂ ォのァ ナウ 

くい 時、 一語々々 

の 標準が てきて 

は その 大體 の標 

ある。 たくさん 

く 大體の 見當は 

も 仕事 は簡單 であ 

にト I キ ョ ー 語 を 

ろの 文句 を 讀んで 

る。 


で に 相當問 

際て は そ れ 

ンサ ー が 二 

を 切り離し 

ゐ るから こ 

準が どのく 

の 人に 言 葉 

つくで あら 

る。 統計の 

話して ゐ る 

もらったり 


題 


一 ゥ 

じ め 

で あ 


一つみ な 違 ふ。 そして 子 

と 見る かが 相 當むづ かし 

る。 その上に 電氣 的な 錄 


で 

，あ 

學 

た 


あ 

力 

心 は _ 


る。 

て 大 


音 と 母音の つ な 

い。 その 部分 は 

音 て は、 子 音 の は 一 


な 

説 

Its. 

今 


ど 

私 


部分 

別 に 

る 部 


6 


CR かど こ 

と に は、 iF 

こ と はべ フ 

な 八つの 

0.0 一  秒 

第 1 類 


8 

この 順 

な い。 そ 

た も の で 


て あるか わかりにく 

密な數 字 を 擧げる こ 

はわ か ら な い。 こ の 

部類に 分けられる や 

づ つ ふえる の を 纏め 


k、  r  、 

ッ、 z、d 

n 

T -、  >  、  ► 、 1 

シ 

語尾の ン (f  ) 

序 は 私共が 觀 察した 

し て、 こ れ はみ な實際 

あ る。 ど ん な に 言 葉 


い 場合が かなり 多い。 その やうな 

とは隨 分む づ かしい。 ただ 極め て 

範園內 で 子音の 長さ を 短い 方 か ら 

う て あ る。 そ の 第一 部類 は 一ばん 

て 一部 類づ つに する。 

長 さ 0.0 一 一  秒 

0.0 三 

0.0 四 

06 五 

0.0 六 

〇•〇 七 . 

. 〇•〇 八 

〇 ニニ 

だけの 例から 平均した もの て、 大 體 

の 話 や 言 葉の 中から 子音の 部分 を 


ことか ら、 子 音の 長さと い 

大體 の見當 とい ふより 以 

順々 に 擧げる と、 大 體 次の 

短い ので 〇6 一 一  秒 で、 あ と 


ふ V  J 

上 の 

や う 

平均 


の見當 だとい ふより 以上 

注意して 取り出して 測つ 


に 出 

て み 


や 文句 をう まく 選んだ にした ところ で、 す ベ て の 子音が どれ も 同 
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じ數 だけ はいると いふ 事 はあり 得ない。 ある 子音 はたく さん 出る し、 あ る 

リ そ れ で、 >  J の 平均 は、 がなら ずし も 公平 だと は 言 はれない。 しか し、 そ れ 

性質 上 止む を 得ない。 私共 はこの やうな 觀察を まだ 續 けて 行く つもりで 

し 正確な 平均 を あげられる かも 知れない。 これ はた だ 序 報 で あ る。 

今 ここに 擧 げた 子音の 中 で、 一 ばんた くさん 件數を 見た の は、 ッの 子音 て 

と は S の 五 九 例、 t、n、k、r 等の 五 〇 例以 上の がま づ 多 い 方て あ る。 少ぃ方 

らゐの もの て あ る。 實 際の 生きた 言 葉を觀 察しよう とすれ ば、 こ の 件數の 

ボン 語と いふ ものの 中 に、 ど のく らゐの 割合で いろいろの 子音が 入って ゐ 

體 の見當 にもなる かも 知れない。 しか し、 こ れ は、 も ち ろん 偶 然 にさうな つ 

た ほど 正確で はない。 私共が 測量した 子 音 の 數 は、 わ づ か に 三 九 三 で あ る _ 

れ て もこれ ほど 子音 を 測量す る 事 は 決して 容易な 仕事で はな か つた。 

この 外 に、 子 音 として はま だ 拗音と いふの が ある。 キヨと か、 ジ ャ とかい 

この やうな 子音 は、 私 共 (はま だ 十分に 測量す る ほど 例 を 見て ない。 ただ 私 

キヨ とか キュ とか シ ャ とかい ふやうな もの は、 字 で 書 けば， &、^ の や う で 子 

ぶ、 うに 見 え る が、 し かし 資際 はさう であるか どうか はよ くわから な い。 そ 

かに 短い。 j-* は k の 一 字 ぶんくら ゐ にあたり、^ は大體 V. の 一 字 ぶんく らー 
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し て も 言 は れ な 
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の 上に どの やうな 意味 
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ふ 事 は 出来な い _ 
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と 短い 場合が ある。 私. はこれ は そ 


平 


ら 


力 
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それでも 音の 記錄を 讚めば 同じ 人の t や h でも 長い 場合 

の 時の 言 ひ 方で 偶然 さうな つたの だと 思 ふ。 もちろん 子音 も 何 かの 發 音 機 構 

もので あるか ら、 そ の 時の 偶然の 物理的の 條 件で 多少の 伸び縮みの あるの は當 

し， 普 通 私共の 話て は、 子音の 長さ は 大體定 つ てゐ て、 さ う 目立つ ほど は 伸び縮み 

子音の 中で も 仲び 縮みが 出來 るの は、 S の やうな ものである。 これ は 齒の間 

出せば、 いくらでも 長く グ シグ または グ ス * に 聞え る やうな S の 子音 を 作る亊 

口 を 開く やうな サ、 ソ、 セ は 出来ない。 そして この場合に は S の雜音 それ 自身が 

性 を 持て ゐ て、 言 ひ 方に よって グシク に 近く も 出来る しぶ スグ に 近く も 出来る 

の 方が 波が 細かく て、 つ まり 音が 高くて、. -スク の 方が 音が 低い やうに 見える。 

今 明瞭に は 言 はれない。 

子 音， r も、 ド イツ 語の 舞臺 言 葉の r の や • うに 卷 舌で發 音 すれ ば、 相 當 長く 績け ら れ る。 

の r もや はり 多少の 母音性 を 持つ。 ルの やうに 聞え る。 それ も ラ、 レ、 リ、 口 はむ づか しい- 

て  この場合に  は、 卷  舌の  前に、 かすかに  ゥの  母音が  つく  事が  多い。  ウルと いふ やうに 聞え 

が 多 い。 

そ の 他、 2  、  n  、  u、  z  、b な ど は、 口 を あ けない や う に すれ ば、 そ の 子音 だけ を 長く 引つ ばられ な い 事 

はない。 は その 中で ももむ づ かしい。 
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然 であ る" 
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る 程度 
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しかし そ 
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あ る。 そ 

まり 意味 
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て も 子音 を 意識的に 長く 引っぱる 

私共の 發 音の 機構 も そ れに 適し て 
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終りに ッ ボウ チ 博士の 言 紫 を 測 量 

程度に いろ いろな 子音の 長さ を觀 
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い。 子 音 を 長 
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諸君 はこの 代表的な ニッ 
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くら ゐ で、 
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る。 そ し 

の 線.' の 

こ とで あ 

で あ る。 
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る。 


さ  子音に は 高さの あるの 

外に W や V, も 子音と 見れ ば、 も 

んど 母音と 同じで ある こと は 

母音と 同じ こ とで あ る。 

n と は、 高 さは ほとんど 自由に 

ふ 言 葉 で だんだんに 上る。 そ 

の 子音が だんだん 下りて 母 音 

並ぶ。 クァ メグと 言 はずに 母 

これ は S と 言 ふ 子音が ほ とん 
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ん 高 

述 ベ 


な る 
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の e 
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も の 

、そ の 
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ら 
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し 

力 
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も の 


明瞭 
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た と 

そ の 

つ て 

で あ 


こ 

ォ 

る 


高 さ 
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こ 3?？ 


ク X- 

ろ 力 

こ i 

言 葉 

と パ 


わ 力 

音 と 

て も、 

と い 

子 音 

も e 

一 つ 


る 


の は 

は れ 

の 二 

場 合 

n 力 

全 く 

と ん 

有力 


2 と n 


こ 十 i 


る 

、聲 

じ 


子 音 の 

n は 全く 

かまり ま 

これ は 

は グ f 

して 下 か 

ろ。 S や 

とも 出來 

第二 種 

波の 繰り 

あるか ど 

うな 母子 

度に こ の 

單_ 

一 

て もこ の 

その他 

t  _ る か が、 ま 


n も ほとんど こ 

言 葉の 線の 上に 

な い。 

子音の m や n が 

や グ姉ク の やう 

ら 上に だんだん 

n の 子音 は 母 音 

る。 この や う な 

の 子 昔 r ゃ獨 音 

返し 方 が、 か な ら 

うか は 一 槪に 言 

はや はり 相當に 

やうな 子 音 の 高 

第二 種の 子音 は 一 

の 母 音 で は、 高 さ 

づ 第一 によく わ 


れと 同じ ことで ある。 たと へば * 種子 グ (タ 

並ぶ。 グタ H クと 言 つても クタ ネグ と 首 つ 

上から 下る 方であった が、 そ れ はまた 下から 

な ものである。 その 場合に も m や n は 全く 

上る。 それ はクァ H グ と 言 つても 言 葉の 線 

と 同じ やう に 下から 上に 昇る こと もで きる 

點で £ や n は 母音の 一 種と みられ る。 

の g、d、h、z な ど は、 こ れ に比べ ると そ の 高さ 

ずし も 非常に 明瞭で なくな つ て、 本 當 に その 

へなくなる。 よほど 母音性が 薄くなる。 し 

波の 形 を 燥り 返す やうな こと もな いこと は 

さは 讀 むこと が 出来る。 ただ そ の やうな 場 

，第一 種の m や n よりも 雜 音に 近い。 

とい ふこと は ほとんど 言 はれない。 波の 一 

か ら な い。 ま た そ れを假 に 一つ一つ 獨 立の 


ネ) と 
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言葉 
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つ 1 


てみ て も、 あ る もの は 高 く、 そ の 隣り の は 低 く、 そ の 隣り は 高い とい ふやう に、 非 常に 不安定 で、 何 が 00 
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その子 音の 高さで あるか わからない。 私共の 耳に も も、 ち ろん 高さと して は 感じられ な い。 ヒ 


し て、 ま た その や 、f 


私 

高さ を變へ て 言 は 、f 


な 子音 は 

閉ぢて それだけ を發音 すれば ほとんど 子 音 だ け 
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の m と n の 

人の 人 て つ 

こ の ゾ プ 

八 〇 振動の 


れる。 もち 

の 子 音 は、 二 

も大體 噴つ 

- そ し て、 こ 


唄、 殊 に 

ボ ン 語 

の 一 つ 

文句 を 

高 さ 力 

く ら れ 

ランが 

間で あ 


にに、 七 〇〇 振動 か 


ゾ プ 

の 唄 

の 唄 

唄 つ 

あ ま 

た と 

文句 

る。 

らニ 


び 縮み 

ん、 こ れ 

ボ ン 語 

ゐるゃ 

こ と は、 


ン で 

唄 つ 

文句 

も ら 

ひ ど 

ふ こ 

す 、レ - 

L  -ニ 

ォ 力 

ク タ 


に つ 

は 高 

の 噴. 

う て 

西洋 


い て 言 

さの あ 

ひ 方 \^ 

あ る。 

風の 唄 


-こ の 

も ら 

す ら 

た。 - 

相違 

^ 食 

す ら讀 

西洋風 


ま、 

と 


樣子 

つ た „ 

す ら 

こ の 

し て 

ん だ 

に與 


つたので ある 

る 子音の m や， 


は、 高 

こ れ 

の 唄 


1 ヴ 附近 ま 


全く 

そ れ 

極め 

つ の 

る か 

く  \ き 

場合に 

は れ る 

て 上 る 


さは あま 

は 二 ッボ 

ひ 方に 比 

違 ふ。 私 

は 小學唱 

て 普通の 

音 の記錄 

ら で あ る „ 

事抦 だと 

ま、 m も、 n 

と、 俄然 一 

こと さへ 


が、 高 さ 

n につ 

り變ら 

ンの唄 

ベ て、 非 

は ある 

歌集で 

讀 み 方 

は 全く 

私 は 

思った 

も、 そ の 

ォ クタ 

あ る。 


の 高 低 

いて 調 

な い。 

で は、 男 

常な 特 

あ る。 

で 讀 ん 

私 共 を 

この 二 

高さ は 

1 ヴ以 

特に こ 


につい 

ベ た こ 

文句 を 

で も 女 

色と い 

に 十分 

私 は、 ま 

て も ら 

驚かし 

つ の 音 

大抵 二 

上 高 く 

の 差 は 


て 


と 


で 

敎 

た- 

子 


も 同じ や 

で あ る。 

んだ 時の 

も、 變 り は 

ことが 出 

育され た 

はじめに 

た。 そ し 

. それ は 

記 錄が同 

〇 振動 か 

り、 極 端 の 

音の n が 


高 

ヽ 

て- 

じ 


な 

、 

る 

，そ 

音 


ら 一 一 

場 合 

著し 


の 

そ 


と 


し 

ん 

や 


翠ー 

つ 

一 な 

S  . と 


この や 

1 特色 だ 

そ の 外で も 

う も ひどく 

は 言 葉の 線 

母音に さ 

のて あつ 

て 高さ 

ツボン 

性質 は 

で お か 

はり 多少 

n の やう 

ゐ て、 そ の 

てゐ るか 

ふこと は 


へ 

た- 

な 


な 

^一  lln 

-ま 

そ 

も 

を 


の 


氣 


も 


確 


例 は、 ま 

つても 

だいろ 

の 性質 

非常に 

なかつ 

そ お か- 

比較に 

西洋風 

な つ て- 

と、 も  ち 

意味の 

聞 え る 

になつ 

知 れ な 

かで あ 


だ 

、 

&ゝ 

な 

る < 


力 

だ 


私 は-一 ツボン 風の 唄て は 一度 も 見た 事が な 

ら う 0 

つ て ゐる。 私 は 

ことに 驚い た。 

が 文句 を 

方の 中で 

となると 

力 で き る 

んど何 語 

やうな も 

は 理解す 

このく 


全く 西洋風の 唄 ひ 方 


ざ 

力 


の 

へ 


音 

、 

ば、 

の 


力 


の 


唄 

の 


ぶー 

差 


力 


し 


と 


も 


力 


力 


の 


の 性質 

のかと 

て、 普 通 

の 人の 

文句 を 

くら ゐ 

文句 は ほと 

種の 樂 器の 

文句の 全體 

ころも ある 

^ れ トナ 、，。 

ら さ う 聞 え 

し、 そ れ にし 

や う な 


こ 

て 


と 


J と か 


も、 S 

ら推 


讀む時 

も 一 ば 

■ 子 音 の 

- 全 く 

だか わ 

の に な 

る， こと 

ら ゐ 音 

• もちろ 

こと も 

n と 田」 

て、 1 體 


ッ ボ 

の ゾ 

ど の 

變化 

も 變 

く ベ 

ら な 

て し 

出来 

の 樣 

私共 

る で 

て 聞 

m や 


語 力 

ラ ン 

さ の 

少 い 

し、 母 

現象 

な る „ 

ヽ 0 


が 違 

力 I 力 

あ ら う- 

ば  さ 

あ る. 


西洋 

は、 

變化 

例 の 

音 の 

で あ 

は じ 

し か 

つ て 

ら そ 

-  ま 


0 

-H、 

る < 

も- 

の 


ナ 


ひ は そ 


こ mr  i 

文句 を 

子 音 は 

に數 へ 

も 非常 

一 

二 ッ ボ 

に テキ 

法 意し 

-10、 ま り 

テ キ ス 

，そ の 方 

ことが 

の 他の 


メ， 

も 

こ 


る と、 

む 時 

ち ろ 

れ る 

變 る。 


ン 語 と 

スト を 

て閒け 

ト を 知 

が 主に 

出来る 


子 昔の 特性 は どこに あるかと いふ こと は、 非 常にむ づ かしい 問題になる。 m や n に も、 母 昔の や 2 
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1 

考 へられる かもしれ ない。 あるひ は 

、何も 明瞭に お 話す る 


うに フォ 

しれな .，> 


マントと 

私 は 今 こ 


、  ヽ 

の こ 


やうな も 

とに つい 


の が 

て ま、 


が 十分 わかる の は、 ま だ、 か な り 遠 い 


將來 のこと であ 一 


3 言 葉 の 

長さ は 主と 

これに 靜的 

靜 的に、 た 

子音 は その 

ばグ 箸.， と 

てい はれ る- 

一 一 緩 で も、 グ 

に、 子 音 な し 

その子 音が 

擧 げた。 そ 


長 さ —— 

して 母  一 I 日 

な 場合と 

だ 何氣な 

性質に よ 

いふ. やう 

- まん，， - 

箸 クのゃ 

で、 た だ 一 一 

ないだ け 

れに 母音 


次 に 

の 長 

動 的 

く、 一 

つ て 

な 二 

う な 

つ の 

短く 

の 長 


問題に な 

さ ；て あ る ( 

な 場合が 

つ の單語 

多 少 違 ふ 

つの 子音 

とい ふや 

言 葉に 比 

母 音 だ け 


こと は 出来ない 


考 へ 

そ 


られ ないか も 

の やうな こと 


で 

出 


るの は 母音の 長さ 

自由に 伸び縮み 

あるて あら う。 

だけ を 言 ふ 場合に は 

が、 前 に 述べた やうに 

と 二 つ の 母音て で き 

う な、 二 つの 母音と 一 

ベ る と、 大 體 で 子 音 一 

で で き て ゐ る 言 


な る。 大體 で、 〇 丄 一秒 附近で 

さ を ま づ大體 で、 0. 一秒と 見 


來 

-母 

-大 

て 

-ゃ 

-ま、 


る- 

ォ 

言 


_ もちろん 單 語の 

もの は 母音 だけ で 

の 一 つ は大體 〇 二 

〇 二 秒 以下 で あ る。 

る 言葉 は、 大體 〇.三 

子 音 て て き て ゐ る 

ん だけ 短い。 また 

り ク箸ク の やうな 

る。 私 は 前に 子 音 

葉の 長さ は その 加 


な ら 

る。 


秒 


く ら 

そ れ 

と、 〇 

言 葉 は、 

魚〃 

^一一  曰 葉 に 

の大體 

へ 算で 


ず、 言 

お そ 

ゐ て 

で た 

-四秒 

一 1(>  の 

比 ベ 

の 長 


葉の 

ら く、 

あ る- 

と  へ 

の 間 

同 じ 

や う 

る と 

さ を 


大抵 實際 


單 


11- 一" 


のこと がわ 

主な 結果 で 

こ れ は た 

際 話 をす る 

簡單に は 行 

表 はすこと 

なり を 分類 

ほとんど 二 

う な 研究 は 

いつの 事 だ 

h4 力 今 ま 

の 部分 は、 つ 

て、 そ こだけ 

れ ば、 お そ ら 

言 葉の 終 

ある 場合に 


かる やうで ある。 この 母音の 長さが 大體で 〇 二 秒で あると いふ こと が、 こ の 平均の 

あ る。 

つ た 場合で あ る 

な 動的な 場合に 


く 言 

^ う 

方 と 


ン 


だ 言 葉 を 一 つ だけ 靜に、 何 心な 

時、 あ る ひ は 本 を讀む 時と いふ 

か な い。 そ れ で その 人の 言 ひ 方と か讀 

は、 そ れは 全く 容易な 仕事で ない。 その 

し て、 そ の 特徵を 知る とい ふこと は、 國 語 

ッボ ン 語を實 際に 話す 時の 基礎的な 狀 

到底 一 人の 力て は で き ない。 ニッ ボ 

か 今では 全く 想像が つ かな い。 

で經驗 したと ころ で は、 續 け て 言 葉 を 

まり はじめの 言 葉の 第一 の 綴 は、 割 合 

は 何の 言 葉 だか わかりにくい 場合が 

く 一 つ の 過渡的な 現象て あらう。 

り も、 こ の はじめく らゐ にわかり にくい。 

は、 な ほ わかりにくい。 そして この 都 分 は 


方に 恃， 

うな 見方 


敎育 の 

の 一 つ 

で こ 0_ 


^一一 一  n 

多 


つ 

短 


た り、 

く な 

„ こ 

そ れ 

，人 に 


文 

る。 

ォ 

力 

よ 


上 

i 一 

ゥ 


後 

-ぁ 


づ 

，こ 

る 

る 


の 

多 

0 

こ 

基 


1)- 


て 


常 


と 


靜的 

は こ 

く る- 

の 人 

こ ^ 

で あ 

的 な 


な 場合 で 

、 J に 言 つ 

_ そ れ 

の 言 葉 

要な 仕 

る。 し 

状態 が 


あ 

た 


だり する 


。 き 

言 葉 


問 で な し 

て 母 音 の 


場合 は、 

方で 意味が 

を 一 つの 全 


わ 

わ 


に 普通の 肯 定 

長さが 多少 延 


で 

し- 

力 

び 


る。 實 

う こ 

力 書 さ 

，讚み 方 

あ る。 

•Z の や 

るの は 

はじめ 

る だ け 

してみ 

言葉て 

る 人 と、 


延びない 

合が ある 

そして 

い。 こ れ 

私 は、 こ 

話の 主意 

種類な ど 

なり， \4 'ぎ 

う も 私共 


人 

の 

ま、 

て、 

の 


，反 對 

も 知 

延び 

葉 そ 

話 を 

、 0 

の お 

は 今 

ふ や 


に 縮まる 人 

れ な い。 そ 

縮み は 決し 


れ 自身の 

言 葉 それ 

今 こ \ で 

話に 一ば 

何も 諸君 

う ，こ ま 行 


過 

さ 


あ 

的 

話 


る&^ う で 

うな こ と 

氣の 過渡 

な 狀 態 で 

お 話 だ 

た や 


た 題 


う 

HI 

こ 


あ 

ま 


とこと 


る。 あるひ は 

詳細 は 今 何も 

な 狀 態 のた め 

る。 

わった。 細 

葉全體 とし 

る と は ふ。 

て きなくなる * 


じ 人 で も 言 ひ 方て いろいろの 場 

かって ゐ ない。 

起る やうな 短い 時間の ものて な 


4 

7 


新 力、 

て の 長 

し か 


理學的 

の變化 

-さ う な 

ぞうな 


分 

-そ 

と 


ど 

ま 


の 

淸 

ま、 


こ 


言 葉の 中の 子音 や 母音の 

量的に それ を どうす る こ 

感じる 點 である。 たと へば 

發 音に 近い や う な 音 を 出さ 

私共 は イギリス 人の やうな 

ス 人の 言 葉に 多少 似た やう 


と 


ム 


長さと 

う と 

母音 

な發 


い ふ 

き な 

英語 

る。 

子 音 

が て 


J と は、 喷 と 


習 

た 


J と か 


す こと 


として 


-私 

こ 


ィ キリ 


違って 時間が 非常に 短い から 

私共が 外 國語を 話す 時に、 非常 

する。 その 時 私共 はなるべく 

ら し て、 す でに 理窟に は 合 はない こと 

は で きない。 しか し、 も し 何とかして 

も、 次 に 困難な の は その 言 葉の 長さで 


共 

し 


は 意識的 

づ 


し 

る。 


m 


たと へば 私共 は I  ロヨ と發音 するとす る。 その 場合に グ アイ". とい 

音 も、 も ち ろん イギリス 人と は 非常に 違 ふ。 しか し、 も し、 ど うに か 同 

* アイク とい ふ 言 葉 を どのく らゐの 時間て 言 へばい いかわから ない。 


ふ 發音も グァ， U とい ふ 

じ やうに えたと して も n 


一； iln 


ケア：， の 字 も クム：， の 字 も 時 

ともで きない。 ただ 自然に 練 

へ 無意識的 にして も、 練習で こ 

■I をなる ベ く 1?^  くしょう とす 

時間の 感覺が 特別に 鋭い 人で 

リス 人の 英語と は、 ど うしても 

の 原因 だと 思 はれる。 

この こと は 二 ツボン 語 同 志 

の 話 や 東北人の 言 葉 を そのと 

思って も、 や はり どこか 間の 拔 

11^ 似られな いからで あらう と 

この こと は舞臺 での 俳優の 

言 葉な どに 非常に 必要な 問題 


間が わ 

習 し て- 

の  時間 

る こと 

な け 

何と 


I 

ォ 

な 


の 中 

ま り 

け た 

05 は 

科白 

に な 


こ 

れ 

や、 

る。 


か ら 

同 じ 

の 差 

は、 な 

,ま 、ま 

ぐ 違 

も あ 

眞似 

こ ろ 

る。 

あ る 

ど 


な L 

に な 

力 な 

と ん 

ふ と 

る。 

す る 

力 さ 


その 時間 は！^ へる こ 

る やうに する より 外に 

ス 人の 母音と 我 


ィ ギリ 

か容 

ど 出来 

い ふ 感 

た と へ 

こと は 

る。 そ 

きれ ^ 

ら ゐ の 


で な に 

な い こ 

じの す 

ば 私共 

て き な 

の やう 

讀 や、 あ 

時 間 で 


そ 

と て 

る の 


力 


ど 


な こ 

る ひ 

言 へ 


れ は- 

あ る- 

は、 一 

ん な 

ど ん 

と の 

は ラ 

•t 、ど 


そ の や 

と も で き 

仕方がな 

々の 母 音 

_ そ の やう 

. 私共が 

つ はこの 

に 努力し 

なにう ま 

1 つ は、 や 

ヂォ での 

の 程度に 


うに グァム グ の 

なけれ ば、 習 ふ こ 

い。 しかし、 たと 

との 長さの 差 1 

な 言 葉に 對 する 

言 ふ 英語 と、 ィ ギ 

時間の 相違が そ 

て も、 キ ョ I ト人 

く  似 をした と 

はりこ の 時閒が 

一 

アナ ゥンサ I の 

わ 力る 力 どのく 


らゐの 時 

て、 そ れ を 

そのこと 

當 にたく 

私 は將來 

あ ら う こ 

單語 と 

言 葉と、 朗 

チ 博士が 

した 表 を 

こ れでこ 


自 


の 


て 

分 


言 へ 

測定 

際 仕 

の 人 

ボ ン 

非常 

こ と 

や う 

の グ 

に し 

目 を 


ば 

の 

ノ 

て 


どんな 感 

た り、 研 究 

をす る 上 

.«SR ナカ、 

の 研究 

し 


て 

と 


て 次 


靑 

、ど 

〃 

の 

題 


の變化 

たりし 

有力な 

U も ち 

になる 

る。 

の お 話 

の くら 

の名譯 

朗讀は 

目に い 


が あ 

て み 

ヒ ン 

ろ ん 

も の 

は、 今 

ゐ 相 

を 朗 

私共 

そ く 


な 

違 


力 

ば、 

ま 

S ゝ 

力 

と 


とい ふやうな こと は、 い ろい ろな 場合 を錄 音し 


6 

7 


-ぁ 

S ヽ 

や 

* ま、 

こ 


程度 


る 

の 


の や 


と 


だ 


に 見 當 

あ ら う ( 

仕事て 

うな 點 からま 


力 


つ 

ら 


だ 

づ 


う な 

、 、 


I ド 


力 


こと， て ある 

こ  . . 

ら 


と 


力 


を 

ろ ， 

ァ. レ コ I ド で 聞 く 


ろ 


ら 

研 


う と 

^ う 

>  J と 

究に 

普通 

る 

子 音 

と が 


© ふ。 

な 仕事 

も 出来 

着手 さ 

の 私共 

ために 

や 母音 

^ 來る 


そ 

、ッ 

を 


し て 

は 相 

、 0 

る で 

言 ふ 

ボ ゥ 

測定 

私 は 


D 單 語 

ボウ チ博 

はない。 

劇作家の 


の 

肉 


實 

力 

聲 


朗讀 

し、 そ 

を 聞 


ボ 


と 


t 


た こ 


チ 博 

た。 

れ と 

と ま 


の グ ハ 

ち ろん、 


ム レ 

そ れ 


て觀 察す る 値 

度 も な い。 た 


グ/ の朗讀 i 私 は 今 一一 ッ 

は 一 種の 藝術 的な 科白 廻し で 

が 十分 ある。 私 は 二 ツボン 

だレコ ー ド で 聞く だけ て あ 


ボ ン 語の 例と して ッ 

，決して 普通の 會 話で 

の 產んだ この 偉大な 

る。 そして その レコ 


I ドは實 に 感激に 滿 ちて ゐる。 誠に 名 調子 だと 思 ふ。 貴重な- 1 ツボン 語の レコ ー ド である" 


一 


私 はこの レ コ 

私 はレコ ー 

レコ ー ドを使 

見 當 で あ る。 

こ の錄 音の 

勢 こんで 来れ 

讀 めた と 思 ふ 

ここの 文句 

ォ —フィ I 

ハム レット 

ォ I フ え 

ハムレ 美 

ォ. I フ な 

ハムレ は 

才. -フ え 


I ドの m 

ドを 再生 

つ た。 そ 


母音 

言 錄 

ば來 

部 分 

は 次 

リ ャ 

？ 

人 か 

ぜ 其 

て、 美 


の 方 

は な 

る ほ 

か ら 

の と 

(ど 


ぶ ？ 

樣な 

人 で 


多少で も 測量した 形て 諸君に 傳へ 得た 事 を 非常に 喜んで ゐる。 

る 時に は、 出 来る だけ はよ く 廻轉數 にも 法 意した し、 雜 音の 少ぃ 新しい 

ずし も 正確 だと は 言 はれない。 ただ 大體の 


て も 子 音 の 

それよりも 

かな か 難解て 

ど 波形 は 特に 

で あ る。 私 共 

ほ り で あ る。 

ん な 貴 い) 賜 か 

ゝ >^  ！ へそ 


長さ はか 

正 確 で あ 

あ る。 處 

讀 みにく 

力 測量し 

i0 情 が 

た) た は ^ 


な ら 

る。 

々 波 

く な 

た の 


形 は 全く 讀め なくなる。 博士の 科白 廻し が 

る。 こ こに 擧 げた 例 は、 私 共に 割合に 正確に 

は、 も ち ろん これ だけて はない。  • 

てゐれ 、あさましう 思 ひ ま (す る) さ、 ど う ぞ。 


女 


力 


-、 とん、 おつし 

そして 錢 女た 


や リ ま (す ？) 

ら ば、 美 人と良女とは親しぅぜ$^がょぃとぃふこと.ちゃ。 


最長 —— 最短 

平均 

0.20  0.04 

0.10 

0.20  0.04 

0.09 

0.19 —— 0.05 

0.10 

0.20  0.07 

0.11 

0.18  0.05 

0.10 

最長 最短 

平均 

0.13  0.07 

0.09 

0.11  0.00 

0.08 

0.16  0.08 

0.11 

0.10  0.07 

0.08 

0.19  0.05 

0.10 

0.24  0.0G 

0.15 

* 驚きの 聲。 泣く 聲。 


ハムレ 以前 は 和 女ん」 可憐し いと 思うて ゐた。 

ォ I フ 眞 實、 妾 もさう 思 うてん」 リま し (た。) 

ハムレ さう 思うて ぉゐ やった ら、 大 間 違 ；r^ や。 可憐し いと 思うて はん」 ら な ん だ。 

ォ I フえ、 >- > '！ 

ハムレ こり や 寺へ 往 さや、 尼に なリ や、 (なん で 嫁入 な んぞし て) 罪 業 の (人 間ん」) わざわざ 生んで 

鞠 育てよう (と はお. 爲ゃ ろ ぞ？) 

こ の 文句の 中て 括弧 を かけた の は、 そ こ の 音波の 樣 子が 多少 分りに くく て、 測 量が 割合 正確 て 

ない と 思った 所で ある。 そこ は、 こ の 表の 內 から 省略した。 

次 に、 長 さと 高さに 分け て、 こ の 文句の 中に ある 母音と 子音の 表 を擧げ る。  . 

I 長さ 11 秒 

g 母 音 

ハム レット  ォ I フィ. I リャ 


單 


件數 

龍 最長 

平均 

k 

4 

0.02  0.C4 

0.03 

8 

i  7 

0.04  0.12 

0.07 

23 

0.09  0.07 

0.02 

n 

5 

0.05  0.09 

0.07 

h 

0.04 

m 

6 

1  0.02  0.14 

0.05 

V  1 

J  1 

7 

0.02  0.12 

0.05 

3 

1  0.02  0.04 

0.03 

Mr  1 

2 

0.03 

0.03 

g 

2 

0.04  O.OG 

0.05 

Z 

4 

0.03  0.06 

0.05 

叫 

1 

0.03 

b 

2 

1 

0.03  0.00 

0.04 

-n 

4 

0.04  0.11 

0.08 

ハ （b) 
ム 

レ 子 
ッ 音 


件數 j 

a 

34  1 

1 

14  1 

U 

7 

e 

14 

o 

19 

件數 

a 

16 

7 

u 

3 

e 

3 

o 

16 

*e!? 

5  • 

才 I フィ. I リャ 
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件數 最短 —— 最長 1 

平均 

k 

^^^^^^^^ 

s  4 

0.07  0.13 

0.09 

t 

6 

0.007  0.03 

0.02 

n 

3 

0.06  0.08 

0.07 

h 

m 

10 

0.01  0.20 

0.08 

y 

0.07 

r 

3 

0.0:3  0.05 

0.04 

•w 

0.02 

g 

2 

0.05  0.07 

0.06 

z 

2 

i  0.06  0.09 

0.07 

d 

0.05 

b 

0.08 

-n 

0.23 

最高 —— 最低 1 平均 


287 —— 107  206 


287  126  214 


U      310 —— 198 


248 


281 —— 127    ！ 199 


0      283 —— 116    I  212 


* 1 例 だけ 98 


(a) 
母 


n 

ハ 

ム 高 

レ さ 
ヅ 


最事 —— 最低 ' 平均 


399  139 


252 


310 —— 204  254 


U 


453 —— 208 


370 


e  ：    424 —— 211 


295 


e? 


436 —— 137  239 


412 —— 151 301 


才 
I 

フ 
I 

ャ 


振動 數 


180 


； 问 

ノ\ 

一 最低 ， 

平均 

ム 

in 

278 

191 

248 

レ 

ツ 

n 

313 

1 

189 

y 

283 

136 

192 

w 

220 

139 

183 

g 

' 283 

251 

207 

122 

117 

120 

d 

1  238 

238 

351— 

215 

204 

これ はこの レ コ ー ドの 中ての ほんの 一 部分で は ある が、 ま づ ハム レットと ォ ー フィ ー リャの 

科白 は大體 これで 推せる やうに 思 ふ。 そして 數字 として も、 こ の あたりが 割合に 信用のお ける 

部分の 一 例で ある。 

ッ ボウ チ 博士の 名 調子 は大體 どんな ものである かとい ふこと は、 こ の 部分に かぎつ て は見當 

がっく。 その 一つ は、 大 體の 平均で は、 ォ ー フ ィ ー リャの 方が 母音で は 短い 事 で ある。 そして そ 

の 反對に 子音で は、 ォ ー フ ィ ー リャの 方が ハ ム レ ット よりも 長い 事で ある。 まづ これが この 表 

から 一 番先 にわかる 事で ある。 

L , コ ー ド で も、 この 邊 では 大 體でォ ー フ ィ I リャの 言 葉の 方が ハ ム レ ット よりも 多少 速く^ 


ォ I フィ —リャ 


取 ― 

一 最低 

平均 

ml 

360— 

221 

262  1 

n 

321 

197 

283 

J 

280 

286  1 

ヽ V 

248 

248 

g 

283 

192 

238 

d 

259 

259 

265— 

193 

229 

え る。 

積 つ て- 

た  せ る 

こ の 科 

や う な 

危險で 

も し 

印象と 

設 明 し 

數 字の 

れはレ 

わかる 

し て は 

次 に 

lllfl くな 


こ の 表で 見 

■ ハム レット 

の か も 知れ 

白の 中 て、 ハ 

後 にも 續ぃ 

一部分の 数 

あ る。 

この レ n 1 

も 矛盾し な 

て ろる もの 

方 が あ ま り 

コ ー ド から 

^  ^ か 多 く 

いけない。 

子音の 表 を 

つ て る る。 


る と、 母 音 

の 言 葉 が 

な y し 

ム レット 

て、 割 合 に 

字 をと つ 


て 百 


ォ 


ドの全 

いとし 

と 田 心 つ 

正確で 

錄 音し 

な る で 

Ha? る と； 

ほ と んー 


き 一-いこ の 

た な ら ば- 

て  も い い 

な く な る 

た 事に も 

あ ら う。 

-母 音 と 反 

ど 同じに 


ま 


は大體 

ォ ー フ 

か し、 そ 

が 1 ところ 

ハ ム. レ ット 

て、 私達 


分の 一秒く 

リャ のより 

私共の 印 象 

ゆっくり 言 

ットが 落ちつい 

の じの やう な 


樣 

-そ 

力 

よ 

見 


表 

-て 

力 


は 、 J 

1 一  <  1 


-私 


て 

數 


ところ 

ら う。 

共 は 


ら 

生 


い 長 

し 落 

0 め 


に、 ォ ー フィ— リ 

える^ は t と n 


と 

雜 

力 

だ 


ち 

こ ろ 

る と 


し 

- 一て 

聲 


な つ て ゐ も 

ついて ゐる 

一 都 分 を 說 

が あ る。 そ 

いふ 感じ を 

のを說 明し 

て、 そ し て そ 

大體で 私共 

れ ほ ど の 數 

確に 測量 出 

を 錄 音 す る 

な 數 字 に あ 


と 

よ 


れ 

来な 

な ら 

ま り 


の 

の 


う ，二 


あ 

、 

ば" 

多 


や 

1  ゾ 

こ 


差 


じ 

合 


な 

度 

る 一 

う と 

多 


ま 


こ 


力 

れ より 

の もの 


科白の 方が ハ 

で あ る。 これ 


ムレ ット のよ 

はォ ー フィ I 


が 積り 

共に 持 

あ ら う- 

場所の 

" こ の 

非常に 

私共の 

部分 を 

す れ ば、 

い。 そ 

も 少し 

を 期待 

も 少し 

ャ のす 


2 

00 


單 


ベ ての 場合の 科白に 

い が、 特 に 不自然に 女 

を 取る のか も 知れな 

いて ゐ た とい ふ 事 は 

私 共 は、 普 通の 私共 

博士が 特に 子音の 融 

通 私共の 會 話の 中に 

女形の 科白の 特徵だ 

次に 母音 や 子音の 

音 てま づニ七 振動く 

らゐ まで 違 つ て ゐ る 

る 主な 原因の 一 つて 

が 男らし く、 ォ ー フィ 

私共 普通の 會 話で 

.1 ド の 著しい 特徵で 


共通の 性質の 

の樣な 科白 迴 

い。 少くも ッ 

わ か る。 

の會話 に 

通性に 富 

もた、 事 

と は ^一一 la は 

高さ を 見 

ら ゐ か ら 

" この 事 

あ ら う。 

1 リャを 

は、 母 音 や 

あ る。 


つ 

る- 


樣 

ゐ 


振 


力 

女らし 

子 音 の 


に 見 え る。 

をす る 時に 

ゥチ 博士の 

も、 こ の樣な 

た と 言 ふ 事 

. それて こ 

れは 母音 も 

動く らゐま 

フィ I リャ 

明瞭に さう 

く 田 i はせ る 

高さ を こ の 


こ の 意味 はもち 

は、 發 音 がむ づか 

朗讀に は、 こ のく 

事 を 調 ベ て 見 た： 


は 出来な い。 

の 子音が 長. 

子音 も 明瞭 

で、 子 音 で ま 

の 科白 を あ 

^一一 la ふ 事が 出 


、 な 

に 才 

づ 一 

る 一 


ろん 今 私共に はよ くわから な 

しくな つ て、 子 音に 多少の 時間 

らゐの 子音の 長さに 融通が つ 


。 普通の 人に 比べ て 

のく らゐの 融通が つ 

ると いふ 事 だけ が、 そ 

1 フ ィ ー リャの 方が 

四 振動く らゐ から 九 

種の 女形の 科白の 樣 


来る。 この 高さの 差が ハ 


ッ ボウ チ 

く 例 は、 普 

れ だけが 

高 い。 母 

四 振動く 

に © はせ 

ム レット 


やうに ひどく 變 へて ゐ ない。 これ はこの レコ 


0 


3 

8 


J の 表 を 見る と、 五 つの 母音の 中 グゥク は 一番 高い。 そして これ は ハム レット もォ ー フィ ー 


ャも 同じ 事で ある。 一番 低 いのは = -ィグ である。 これ はこの 科白 廻し の 非常な 特徵て ある 一 

ち ろ 

、 0 


私共の 會 話ゃ朗 

ん 文句が さうな 

ッ ボウ チ 博士 は 

イロ ッ クとボ 1 

音と にわけ て 表 

の 自然 物の 樣な 

密には 誠に かぎ 

は、 ッ ボウ チ 博士 

•  士 は 事實上 その 

し か し、 私 共 は 

數字 は數字 て あ 

母音 や 子 音 の 表 

藝術 的な もの か 

その 表に 藝術的 

範 的な 發 音の 例 


,d 事 


讀の 場合 に、 こ の や 

つ てゐる 事に もよ る が、 し 

この 他に も、 ま だ t ゥェ 二 

シ ャ姬と は目覺 しい 對照 

に 作れ ば、 ま た 別な 事が わ 

ものである。 探れば 採る 

りがない。 私共 はこれ か 

の聲 それ 自身 を 記述した 

樣な聲 であの 名 科白 を 言 

この やうな 數 字と 博士の 

る。 感激 は 感激で あ る。 

などから 說 明され る やう 

らくる 感銘で ある。 それ 

な 感銘の 領域に むやみに 

として、 ハム レットの 朗讀 


は あまり 起 

かし ッ ボウ 

ス の 商人 グ 

を 作って 

か る。 こ 

ほ ど、 い ろ 

ら 何十 枚 

ものと し 

つたので 

名 調子 か 

私共が こ 

な もので 

を 今 博士 

足 を 踏み込 

の 一部 を 諸 


れ 

ら な 

チ 博 

の 中 

る。 

何枚 

ろ の 


は、 あ 

ら う- 

く  る 

レ n 

な い- 

單 語 

ま せ 

君 に 


い。 五 

士の朗 

の 一 節 

そこ を 

力の 朗 

自然の 

の 表 も 

る 程度 

感激 を 

1-、  zl 

I 卜 力 

, そ れ 

の 表 を 

て はな 

お話し 


つの 母 音 の 高 

讀の 一 つ 特色 


を讀ん で 

今 私共が 

讀 のレコ 

祕密を 私 

作る 事が 

の 言 弔 は 

むやみに 

ら 受ける 

はも 少し 

作った か 

ら な い。 

た。 それ 


ゐ る _ 

や つ 

1 ド 

共に 

出来 

お け 

混同 

感銘 

大き 

ら と 

私 は 

は、 た 


さの 表 

で あ る 

i 

一 そ 

た樣 

は、 ち 

る。 

る で 


ま、 


し て 

は、 た 

な、 全 

言 つ 

一一 ク 

だ さ 


と 

母 


も 

て 


シ ャ 


子 

博 


ならな 

こ の 

0 


な 

模 


的な もののお 話で あ る。 私 は、 そ れで 決して ッ ボウ チ 博士の 名 調子 全 謄を考 へ てゐ るので はな 

い。 諸君 はこの 事 を 間違へ てはいけ ない。 

IM  — 子音 や 母音の 長さ や 高さの 測量の 表に つ いて は、 前 に舉 げた 拙著の 中 に 多くの 

例が ある。 全部 私の 協力者 ミ 十ゥチ さんの 作った ものである。 

この 事 は ォパタ 博士に よって、 すでに 試みられて ゐろ。 これ も 前に その 文献, „ ^舉デ た。 

11 ッ ポ ン語の 子音の 中で どれが 短い か、 どれが 長い かとい ふこと は、 ミ 十ゥチ さんの g 

量と ォ バタ 博士のと はぶく 一  致す ろ。 た  >  その 一 つ 一 つの 子音の 長さに つ いて ズ、 ミヤ 

ゥチ さんの 擧 げた 數字 は、 ォパタ 博士のより も 多少 短い。 、；れ に は 理由が あろ。 一豊で 

子 昔 が 母音に つながろ 場合に は、 どこまでが 子音で ある か、 ど こから が 母音で あろ か、 その 

境が非^5にゎかリにくぃ。 それで その場合には、 そこん 別に 考へ る ことにして 杂. ffij- の 

こして おいた。 これん」 子音の 方に 入れろ と、 ミ 十ゥチ さんの 數字 は、 大 體でォ バタ 博士の 

數字に 一 致す る。 それで 私 はこの ミヤ ゥチ さんの 数字 も ある 程度に 信用 されても い r 


IV 


話 


1 會 話の 型 

2 單 語と 會 話の 相 違 

a 强さ 

b 單 語の アクセントと 會 話の アクセント 

S 言 葉が 短い 場合 ， ， 

^ 言 葉が 長い 場合 

3 會 話の 速さ 

a 速さ を 測る 方法 —— a  、RL、  T 

b 速さの 速さ 

c 速さの 例 

4 男の 會 話と 女の 會話 . 

a 男と 女の 母音と 子音 

b 男の 會 話と 女の 會話  ， 


s 高さの 相違 

s: 速さ 

5 言 葉の 線の 尻 下りの 性質 

6 言 葉の 線の 極限  . 

7 實例 11 ッ ボウ チ 博士の 朗讀。 その グラフと 說明 


私 は 今まで 諸君に 

づ い た 場合で あ る。 

單 語が つ づ け ば、 そ れは會 話 て 

なくて は、 本 當 に- 1 ツボン 語の 性 

單語 でも 使 ひ 方に よれ ば、 も ち 

な ものである。 あるひ はク H  ,ノ 

は、 も ちろ ん會 話の 一 部分て あ る" 

る もの も ある。 それ はたと へば 

こ の や う な の は、 そ れ 一 語で 完全 

し か し、 こ の やうな の は、 ま だ 本 

變 態な もの で ある。 あるひ は特 

葉 を 略しても わかる やうな 時、 そ 

ふこと か ら、 或 る 一種の 言葉 の 表 

會 話 と 言 へ ば、 ど う しても 言 葉 

名詞 一つ て は、 そ の 名詞が どうな 

くて は 完全に 私共の ある 考が述 


言 葉の 耍 素と 單 語との 事 をお 話し た，， その 次に 必要な 事 は、 そ の單 語が つ 


1 


る。 -I ッ 

はわから 

ん會 話に 

とか グ H 

ま た そ の 

メ  w  ！〃 

會 話の 一 

の會 話と 

な會 話の 

を わざと 

を 得よう 

二つ 以上 

もの だか 

られ ない _ 


ボ ン語を 研究し て も、 

な い 

なる。 例へば" オイ 

の 


？ク と 力 

外に 一つ 

部分と 見 

言 へる か、 

場 合 で あ 

略した と 

とした も 

よりあつ 

わ か ら な 

- 私 力 こ 


や う な、 感 

言 葉 だけ 

ゲ 進め！ グ 

れ る。 

うか 問題 

〕 つまり- 

ふだけ で 

で あ る。 

ら なくて 

" 一つの 

で お話し 


會話を 材料に する ま で に な ら 

！ク だと かク オヤ！ グ の やう 

情 だけ を あら はす 簡單 な 言 葉 

で 十分 動的な 會 話と 見なされ 

などい ふやうな ものである。 

で あ る。 會 話て は あ る が、 そ の 

前後の 關 係から、 いろいろ な 言 

ある。 そして をの 略した とい 

は 完全に は 意味が 通じない。 

名詞が あって 二つの 動詞が な 

ようとい ふ 事 は、 二 つ、 または そ 


會 


れ 以上 

會話 

改 ま る- 

れを改 

中々 困 

それ は 

は、 實驗 

ま ぶ ま 

の實驗 

今 私 

言 つ て 

ら ない 

とまり 

の て あ 


言 葉 が 

そ の ま 

そ し て 

ら な い 

で、 人 に 

は り 一 

理學で 

練習し 

方法で 

お話し 

らふ 人 

平氣で 

と は 思 

うとい 


う 結 

錄音 

ふ こ 


う 


つ て 

の お 

の 心 

相當 

_ 何 と 

ようと 

こ ま、 

つ て 

れ な 

だ け 


びつ く かと 

する こと は、 

とが 何とな 

ば 常の 會 話 

、う まく ゆ 

芝 居 て、 本 當 

理 的な 狀態 

平 靜な狀 態 

も 仕方の な 

思 ふ 言 葉 に 

當 に 練習し 

もら yo^ やう 

い。 多少 改 

で あ る。 


ふ 

、 

も 

ゥ 


1% 


P 


話 


で あ 

むづ 

上 に 

言 は 

場 合 

の 時 


る- 


力 


な 


しい。 人 は マイ クロフ 

つ て、 普 通の 日常の 會話 

と 思 へ ば、 相 當 練習が い 


オンの 前に 出る と、 多 少 


る- 


思 

る < 

-こ 


が あ 

と は 

うとい 

つても- 


れ 


大 


だ 

しかし 

ところが あ 


. ま た、 あ る 

となく 違 ふ 

ふ や う な 時 

-ぃ さ寶驗 と 

の 事 は 何と 

て マイクロ 

ち ろ ん、 こ の 

るで あら う- 


程度 

と こ 

か な 

な れ 

も し 

フ ォ 

記錄 

- た 


と 多 少 違 つ 

る。 その や 

うまくいつ 

が ある。 こ 

ず 起る 事で 

多少 改ま る" 

こ"、 -, t  >  0 

え 力な、 

の 前 で も、 な 

普通に 人の 

近似 的 に、 ま 


て 來 る。 そ 

うな 練習 は 

たにしても、 

うな 事 

そ れ 

れは今 


"ノ や 

.K る 

こ 


私 も 

る ベ 

言 つ 

づ こ 


一一 n 葉 を 

く 改ま 

て ゐ る 

んなも 


0 


1 會 la の 型 


普通に 會 話の 型 は 二つに 分けて ある やうで ある。 その 一つ は 疑問の 型で、 一 


1 

9 


つ は 肯定の 型で ある。 

ふ 事で ある。 この 文法 

たと へば、 ただ 二 緩の 名 

明かに 語尾が 違 ふ。 一 

二 つ の 分け 方は會 話の 

本 當 は、 人 の 言 葉 の 言 

どの やう な、 上 り もしな 

ク ご はんです よ ！ク 

とい ふやうな 場合で あ 

上り か 尻 下りの 二つの 

あとでお 話す る。 


こ の 

的な 

司 グ 

一一 一一 a 

方 は 

型 を 

ひ 方 

い し 

る。 

型 を 


二 

、下 

み 


つの 型 

け 方 は- 

/  Anie 


の 


尾 


ま 


I 

少- 

れ 


t 上 

言 ひ 

、こ れ 

も し 

は 一 

•  ま 、そ 


こ 

種 

れ 


特色 は、 一 つ は 尻 上りになる し、 一 つ は 尻 下りに なるとい 

際の 會 話で も、 耳 で 聞く かぎり 正に そのと ほりで ある。 

し て も、 雨 か？ と 聞く 場合 と、 雨 で あ る、 と いふ 場合で は、 

やうに 感じる し、 一方 は 語尾が 下る やうに 感じる。 この 

くして ゐる。 

り もま だ 別の 場合が ある。 それ は 人 を 呼びかける 時な 

い 型で あ る。 


9 

1 


の 朗吟と いっていい- 

で 大抵の 場合 を 推す 


會話 

が 出 


と 


來 


て 

と 


は 

田 5 


私共 

ふ。 


は大 

朗吟 


の 


こ 

場 


の 尻 

合 は、 


と 


2 單語 と會 話の 相違 —— ただ 

し て 言 つた 時 と、 ど う 違 ふ か 

事 はまた 二 つ の 方面から 考 

事 で あ る。 


へ ら 


一 言 だけ 靜 かに 言 つ た 時 と、 そ れを 表情 的に 會 話の 中の 

ふ 事が わかれ ば、 そ れ， て會 話の 特色が わかる わけで ある- 

れ  る。  一つ は 言 葉の 强 さとい ふ 事で、 1 つ は 言 葉の 高さ 


と 


言 と 

こ の 

い ふ 


え 


|1--3 


a 强さ 11 このうち で 言 葉の 強さと 

とい ふ 場合に は、 そ の强 さの アクセント 

に 述べた。 私共 は、 この場合 グァ， が强 

てゐる やう て ある n あるひ は、 ど ちら も 

の 言 葉 をた だ 名詞と いふ 事 

いふ やうな 事 を 動詞 を 略し 

て 来 る。 雨て あるか？ と 

やうな 場合に は *  メク でよ 

る。 それで 會 話と いふ 事に 

この 事に つい て、 は 私 は 今 

錄 -fil 機械 で はま だ 完全に 音 

に 音波の 形 は 測 ふ し、 ま た あ 

高さの ァクセ ン トと强 さの 

し か し、 そ れが 動的に 會 話の 

な 場 八 口 は ほとんど 一 つもな 

な 場合の" 雨， とで は、 波 の 形が 相 當 違 


は- 

て- 

ァ 

やうに 

か つ た" 


ク セ 


こ ク 

言葉 

う な 

を ぬ 

-言 葉 

君 に 

ら な 

ン ト 

な つ 


いふ 事 は、 かなり 必要な 事に 相 違 な い。 

は、 -ー ツボン 語で は あまり 必耍 はな か 

いか、 メ.， が强 いかと いふ こと は 多く 

同じ 强 さで 言 つて ゐる やうに も 思つ 

雨で あるか？ ク と か、 あ る ひ は グ 雨が 

一 言 で 言 はう とすれ ば、 多 少强 さとい 

場合に は、 私共 はグ メグ の 字に 力 を こ 

く。 その 事が この 一 言 で 意味が 通じ 

の 強さと いふ 事 も 是非 必耍 になつ て 

お 話す る 事 は 出来ない。 それ もこの 

定 出来ない。 單 語の 時 は 非常に 靜か 

に その 中の 代表的な 例 をと つて； 

が大體 平行す る だら うとい ふやうな 

て は、 後 でお 話す る や う に、 私 の 見た か 

じ 人が、 雨 か？ と 問 ふ 場合の ク雨か 


た だ 

つ た。 

意 i 

ゐ 


る „ 

る- 

こ 


に 言 

雨グ 

想像 

ぎ り 


1 言 * 雨. 

その -は 前 

せずに 


と、 


る 一 

き a 

だ 


し 

v<、 

と 


し 

た； 

耍 

だ 


力 


こ 


と 


た „ 

-ぁ 

貽" 

話 

，そ 


ふ。 同じ 一語の 中の" ァグ の 部分 だけ をと つ 


I ス 

て 兑 


^一一 la つ 

し こ 

と か 

な つ 

い ふ 

で あ 

私 の 

度 

と の 

た， 

や う 

や う 

て も、 


と >  J 

て ± 

て お 

る。 

場合 

あ る 

常 に 

通用 

て 高 

量的 

私 

錄音 

し た 

し て、 

算し 


さ 

し 

-言 

て、 


どころ で 相 當 形 

い。 二 ツボン 語 

する 事の 出来な 

一 つ、 前 に 單語 の 一 

れは 雨で ある か 一 

はグ メグ の 終 ご 一 

この やうな 場 合一 

まる ことがある 1 

た こ と は、 動的な- 

と强 さは 平行す； 

事 はお 話 出来な 一 

以 前 に 二 昔 叉 を あ 一 

て、 ど のく らゐ の： 

その 知 ら れ た カー 

葉の 方 を 測る 事 一 

その 係數の 和と、 


が變 る。 形 

の會 話の 事 

い の は、 は な 

アクセント 

？ と 聞く 

ろに 波の 縱 

に は、 前 に お 

- 音 の 高 さ 

會 話の 場 合 

ると いふ 事 

、 0 

る 知られ た 

力で 叩け ば、 

として は、 バ 

は 出来ない 

前に 作って 


が 變る以 

を 私 は 今 

はだ 片手 

について 

つもりで、 

幅 は 非常 

話した や 

は 非常に 

にも 通用 

で あ る。 


上 は、 そ の 部分 都 

お話しよ うとし 

落で ある が、 今 の 

お話し た 事で、 こ 

クメケ に 力 を 入 

に 大きくな つ て" 

う に、 か ならず 波 

高 くなる。 この 

す る だら うと ® 

し か し、 そ れ 以上 


分の 强さを 論じる こと は 容易 

てゐ なが らノ  .1 の 肝心な 强 さに 

場合 何ともす る 事 は 出来ない 


力で 叩いて み て、 そ し て 錄 

そ の 波 はー菅 溝 を はみ出す 

ネ 仕掛の 槌で 音 叉 を 叩い 

かと も考 へた。 そして 言 

おいた 音叉の 波の 强さを 


の 場 

れ て 

_ 時 に 

の 長 

や う 

像 す 

こ ま、 

音 機 

事 力 

た。 

葉 の 

比 ベ 


合 

〃 

-私 

方 

て、 


ァ 

Jet 

こ 

感 

大 


も よ 

メグ 

が 音 

か ら 

と は 

今 こ 

度 を 

ズ。 力 

錄音 

波 を 

體で 


く 當 

と 言 

溝 を 

る。 

推し 

出来 

の 事 

變 へ 

と い 

フ ィ 

フ I 

そ の 


ま 

て 

合 


て 

場 

て、 靜 

る。 

に つ 

な い 

ュ 事 

ル ム 

リ H 

言 葉 


ま る 

み る 一 

出す 

に よ 

的な 

つ ま 

い て 

や う 

を 見 

を 物 

の 强 


こ 

り- 

さ 


/d  .1%- 

つ い 

0 

ひゝ  3 

力 # 

そ の 

と が 

, 二、. PL 

と .3\ 

合 に 

，言 葉 

も定 

し て 

う と 

し に 

で 計 

の 變 


化 を 知る 事が 出來 るか もしれ ない と raQ 

ろ。 そんな 事て 强 さの 變化を 知 ら う と 

容 2^ に は 測られない。 今のと こ ろ、 私 共 

るより 方法 


つた。 しか し、 そ の やうな 方法 も 結局 は 無駄骨折り であ 

いふ は 無理で ある。 結 局、 言 葉の 中の 强 さとい ふ 事 は 

は强く 言 ふ と か、 强 く 感じる とかい ふくら ゐ の主觀 的な 


判 斷で滿 足し て ゐ 

そ れ で 今 私が この 會話 につ 

いふ こと 以外に は 出られな い- 


はない。  一 

一 

い て 諸君に お話しよう とする 事 は、 會 話に 使 はれる 言 葉の 高さと I 


b 單語の アクセントと 會話の ァクセ 

この アクセント とい ふ がー 番必耍 で 

んと 順序 を逐 うてお 話 をして ゆく。 こ 

つた ものて あ る。 言. 葉 が 長く なれば 音 

が扣 當複雜 になる。 それ を 一々 讀 むと 

力が い る。 單 語の 場合 ほど 澤 山の 例 を 

を 得ない 事て ある。 私の この 仕事が だ 

くつ もりで ある。 このお 話 は 、そ のた め 

, 雨. と 一語い ふ 時と ぶ 雨が ふる か と 


ント —— 會話 についての 言 葉の 高さ 

ある。 それに はいろ いろの 場合が あ 

の 場合 も 前の 時と 同じ やう に、 錄 音 の 

溝の 長さが 長くな り、 そ れに 含まれる 

いふ 事 は 相當の 努力て ある。 長い 時 

今 ここに 諸君に お 話す る ことの 出来 

ん だん 進む に從っ て、 私 はだんだ ん證 

の 一 つの 試み だと 思って もら ひたい „ 

三 語い ふ 時と て は、 言 葉の アクセント 


と いふ こ 

る。 そ れ 

記 錄を整 

音波の 長 

間 と、 よ ほ 

な いのは- 

據を 確か 


となら *± 

を だ ん だ 

理 してい 

さの 變化 

どの 忍耐 

，全く 止む 

にして 行 


はどうな るか- 


の 二つの 場合 を 知る こと は 二 ツボン 語の 高さの ァクセ ントの 性質 を かなりく はしく  5^ る こと 

で あ る。 


0 言葉が短ぃ場合 11 私 

身が 非常に 變 る。 前に 述 ベ 

上って、 ク メグ で だんだん 下 

內 である。 そして グァグ で 

お話した。 もし ク雨グ とい 

ふ 場合に は、 こ のクァ メグ の 

ら なくて はならない。 しか 

事で あ る。 言葉 のァク セン 

常 識 で も わかる やうに、 „ - 

ク フルク のグ フク は、 下 か ら 

はならない。 この 事 を まと 

りる だけ 十分 下りた 高さの 

し、 は じめ の グ雨ク て聲は 下りる だ 


力 

グ 

し 


見 た 

や う 

る。 

る 音 

さ！ 3 葉 

メグ 

ク # 

ま、 〃 

/ と 


に あ 

て い 


か ぎ 

こ ク 


ガ 

終 か ら、 


そ 

と 

る； 

フ" 

、 

力 

ナ 


の 


力 


T 


-こ 


る 

と- 

た 


セ 

言 


の やう 

と 一 語 

方 は、 人 

て、 ク メ 

ントが 

葉の 終 

ふ 言 葉 

つて ク 

ま、 グメ 

セント 

ァクセ 


上 

； 5 司 

ァ ク 

も し 

ク ガ r  , 

りた か ら、 そ 


と 


な 場合て は 

いふ 時に は • 

によって 違 

V て 下りる 

固定して ゐ 

の 高さ か ら 

は、 それ 一 

グ て 下り 

グ の 終から 

て あるが、 し 

ントが 固定 

ふ 助詞が は 

の あと で、 さ 


言 葉 の 

■ ァクセ 

力 ま 

音 程 の 

る もの 

グ フ ル 

言 だ け 

る。 

はじ ま 

力？ J  &,! 

して ゐ 

じ まら 

ら こ «v 


高 さ 

ン ト 

づ 大 

方 が 

な ら 

グ の 

と れ 

つ て、 

SIP ク 

る も 

な く 

ガン 


の ァクセ 

は グァグ 

體 で 一 ォ 

多 い。 こ 

ば、 ク 雨が 

グ フクの 

ば、 大體 ク 


ントそ 

て だ ん 

クタ ー 

の 事 は 

ふ るグ 

字 が は 

と 


れ 自 

だ ん 

ゲ 以 

前 に 

と い 

じ ま 

司 じ 


ク/ よりも 低 

クガク に續 かな 

の な ら ば、 ク 雨ク 

て はならない。 

が 言 へる かどう 


く て 

で 下 

し 力 

ん 力 


196 


話 


は相當 問題で あ 

とい ふ もの が、 も 

私共 は 耳 で は 

がクァ よりず 

りず つ と 下る と 

る。 この 二つの 

ク 雨 がふ るグ と 

ない 事 で あ る。 

ところで グ メグ 

りる か 下りない 

ザ フク が はじま 

*  メガ フ ルグ は 

うな 上って 下り 

も、 聲 の 上り下り 

りと ク雨ク の 一 

より 高い。 そし 


る。 

し 固 

こ の 

つ と 

思 ふ 

場 合 

い ふ 

^ じ 


が は 


力 と 

る。 

み な 


人 

、 

そ 

下 


る 言 葉 の 

の 幅は大 

^一目 を ^一一 H ふ 


咽喉 はさう 際限 

てゐ なくて は な 

な 事 は、 ほ とん ど 

うこ 思 ふし、 ク 

て あ る。 この 事 

音 の記錄 は、 耳 で 

な 場合に は、 ク ァ 

雨グ とい ふ 時に 

る が、 し か し 一 言 

ところで、 クガグ 

バ」、 こ の 言葉 の 線 

方 の 言 葉の 線 を 

^を 作る。 それ 

體 同じ 事で ある 

事と 大體 同じで 


なく 振 ® 數 を 

らな いものな 

判斷 出来ない * 

雨が ふる ク と 

は錄 音の 記錄 

聞いた ことと 

メグ のクメ 

• 言 葉の 線 はま 

ク 雨.， とい ふ 

が はじまる。 

の 全體を 見る 

作る。 そし て 

で ク雨 がふる 

. それて ク雨 

ある。 それ て 


下 げ ら れ る も 

ら ば、 そ の やう 

- 耳で 聞ナ *ょ" 

言 つ て も タメ 

を 讀 ん で、 は じ 

は、 か な り 違 つ 

の 音 は 事實上 

づ ク ァク て 上 

時の ク メグ ほ 

その ク ガ が 

と、 上 る 部分 は 

この 全體 がち 

ク と 三 語 言 ふ 


の で はない。 ァ 

な 矛盾が 起る。 

- グ雨ク と ：w つ 

ガ フルク だけ 

めて その 間の 

た 事 實を敎 へ 

いくら も 高さ 

る。 その上つ 

ど 下りな い。 

終る ところ で、 ク 

ただ クァグ だけ 

の 


て 

力 

樣 

る- 

力 

ま 


やう ど ク 雨" 

の も、 ク 雨，， と 一語 

がふる，， と 三 語 言 ふ 事 は、 極め て 

三 語 言 ふ 時 は、 雨 のク メ.. は 明か 


ク セン 

も、 クメ" 

ク ァグ 

が わ 

そ れ 

つ て 

頂點 

ん ど 

る 

あ つ 

0 の 

言 ふ 

ゆ つ 


子 

糸 

て 


よ 

力 

ゐ 

て、 

の 


こ " 了- 


て クァク  の 高さより ほく 下りない 間 に、 も うすでに クガク が はじまる。 それ で 


1 


ただ グ雨グ だけ をと 

葉 は 終つ て 次に うつ 

こ こ で 諸君 はこの 

グ メグ で 下り て、 そ の 

アクセントの 言 葉 は 

ク メグ が はじまって" 

がうつつ て も、 何 故 に 

私 は、 こ れ がニッ ボ 

れてゐ る やうに 固定 

アクセントと いふ 

が絕對 的の 高さで 下 

I カならすク^1£{ 

は、 絕 對の 高さが 固定 

いふ 事が 意味 を 持つ 

.1  言 葉の 線の 方向が 

高さ は クァク より ク 


つて みれ ば、 明 かに、 グ メグ の 

る。 こ れ が 言葉 の 記 錄を實 

話 を 多少 妙に 感じる であら 

下りた 終 はもち ろん グァク 

十分 成立す る。 しかし、 つづ 

- そして クァグ の 高さより 低 

私共 はグ 飴が グ と 聞かない 

ン 語の アクセントの 特質で 

した もので ない とい ふ 事て 

も の は、 絕 對 的の 高さ で 固 定 

ら なくて はな ら， な いものな 

グ と 聞えなくて はならない- 

して ゐ ると いふ 事 は 要求し 

てゐる だけで あるら しい。 

變 ると いふ 事 が、 ァ ク セント 

/ が 高くても かま はない- 


方が グァク より 高い ままて クァ 

際 見た 時の 樣子 である。  一 

言 い 


う" * 雨クと 

よりも 低くなる 

け て 言 ふ 時に、 ク 

くクメ ，ノ が 下り 


か ら_ 

ァク 

な い 


ふ 時には、 グ 

グァ メグ と 

の 上りき つ 

間 に、 す で に 


1^ ク とい ふ 言 3 

1 


ァグ で 上って 

いふ 尻 下りの 

たと ころ から、 

クガ に 言 葉 


力 

I 

て 

力 


る と 

る。 

た も 

ば、 >  ) 

し か 

ゐ な 

た だ 


田 5  .V それ は アクセント は 普通 考 へら 


だ 

ら 


思 は 

場 合 

ン ト 

リ た 


れ ない。 

にぶ 雨ク 

とい ふ も 

だ 言 葉 の 


と 


の 


二、 、 

ク / 


意味の 

で 言 葉 


やうに み え 

の 線の 方向 


ァク より グメ： 

聞え る はず は 

の 性質と して 

の 進む 方向と 

る。 絕對 的の 

が變 りさへ す 


食 


語 

の 


舌 


れ ばいい。 それで 私共に ク雨 

に は、 後 がない か ら、 聲 は 自然に 

後に つづく。 それても グ メグ 

聞く。 たと へク メグ が クァグ 

て ある。 私 はこれ が 二 ツボン 

この やうに して 言葉 は 幾 つ 

ふる グ とい ふ 言 葉の 線の 場合 

いふ 事が 次の 問題で ある。 こ 

や う ど、 グ雨 がふる グ とい ふ 時ぶ 

ただ 峠を越す 場所 だけで ある。 

前 に單 語の 言 葉の 線 をお 話し 

あ る と、 私 は 言 つた。 この場合 は 

と は、 そ の 函數が 違 ふ。 五 緩、 あ る 

る。 前 の 例で は ク雨グ のグ ァク 

は 山の頂 上に 達ず る。 そし て、 あ 

葉の 線に 從 ふやう である。 前の 


. とい ふ 言葉の 感 覺を與 へる。 單語 として 一語 グ雨ク とい ふ 時 

下りる ところまで 下りる。 しか し、 後 が ある 場合に は、 そ れ がすぐ 

で 言 葉の 線の 方向が 變っ てゐ るか ら、 私 共 は そ れて 十分 雨ク と 

より 絕對の 高さ は 高くても、 グ飴グ に はならない。 やはり グ雨グ 


の ァ 

つ な 

述べ 

場 合 

ァ. 

た 時- 

な ほ 

ひ は 

の 終 

と は 

例 の 


ク セントの 

が つ て、 そ し 

た。 それな 

は グ飴ク の 

の 終 で 言 葉 

二 つの 單語 

さらの 事 て 

六 綴の 言 葉 

で、 あ る ひ は 

峠 を 下 る。 

グ飴を 喰 ふ； 


て 

〃 

あ 

そ 


耍 

-ま 

メ： 


な 一つの 

の 全體が 

ク飴を 喰 

. の 終で 

が 峠を越 


つの 函數 

上る 方 

言 葉の 線 

y の クメ； 

れ で 上る ま 

とい ふ 場 合 


性質 だ 

. 言 葉 

ふク と 

言 葉 の 

し た と 

で は 書 

の 言 葉 

は 大抵 

. の 終 

で の  一； 一一 a 

の 上る 


と 思 ふ。 

の線ク を 作 る。 

い ふ 場合 は ど う 

線が ゆ を 越す。 

同じ 恰好になる 

き 表 はせ ない の 

の 線 と、 下 る 方の 

一 つの 山が ある 

のと ころ で、 こ の 

葉 の 性質 は、 そ の 

方 の 言 葉の 線の 


今 „ ^雨が 

なる かと 

そ れ は、 ち 

„ 相違 は 

が 普通で 

言 葉の 線 

だ け て あ 

言 葉の 線 

單 語の 言 

性質 は、 對 


9 

1 


めて I 

と t  J 

言 葉 

こ の 


う C 

に な 

、つ と 

り 立 

方 は 

こ 

が增 

一 語 

と は 

力 


こ 


や 

、 

し 

の 

る 


的で は あ 

言 葉の 線 

の 線が 峠 

時 


や 

私 


事 

つ 


な 

零 

の 

り 

と 


力 

述 

、そ 

こ 


ま 

合 

ベ 

ふ 


る が、 時 

との や 

を 越し 

乘 で き 

何か特 

て は、 五 

る。 そ 

へ た い 

考が當 

言 葉 が 

てお く 

の 性質 

たりす 

グ ァ 

い。 さ 

場 合 で 


た 


つ 

長 

> 

と 

ク 力 

も 


力 

て 


し 

、そ 


常數 e に 一 

、時間 は常數 

て どうなる 

うな 曲線の 

言 葉 の  一一 iln ひ 

六 綴の ^一目 葉 

私 は 二 ッポ 

ゐ るなら ば、 

な れ ば、 言 葉 

て 相 當重耍 

の で、 む や み 

ん だんに 五 

る と、 言 葉 の 

の はじめの 


乘て 


と 

ら 


も 

增 

力 

ァ 


き く。 

ニ乘て 

いふ こ 

る。 

る の 

そ こ 

言 葉 


な 

-ま、 

の 


ボ 

の 

、そ 


ン の 

平た 

で あ 

た り 

度 だ 

の 高 


こ 


の 問 

は 時 

そ れ 

は 常 

て、 あ 


題 で あ 


ク雨 がふる ク とい ふ 時の 言 葉の 線 は； 雨 

き く。 

と は、 ま た 

稀な 場合 

で あ ら う。 

は大體 時： 

の 線に つ 


力 


力 


人 


る 一 定 


る。 そ れ 

乘 で き く 

の 言 葉 の 

一 一 乘 て き 

の關 1^ 力 


ま 

一 atr, 

ST 


言 葉の ァ 

くなる と 

る。 言 葉 

、むやみに 

け 上る と 

さ で 山 が 


ク 


セ ン 

ぶ 事 

つ た 

る。 

來 る- 


て  あ 


ま、 

る。 


もう 一つ 

その 式 


あ 


の 


多 

る 


く は 

あ る 

で あ 

の 曲 

て あ 


法 

の 


貝 力 

表 は 


も 


の 

才 


常 

ら 

し 


は、 あ る 範圜の 中で 高 さ 

る 事 はない。 ク雨ク と 

クタ ー ゲ 以上に 上る こ 

し 言 葉が つづいて ク雨 


はや はり 镯 立に 單語 として 言 ふ 時と 同じく らゐ 


に 五 度 か 六 度く らゐ しか 上らない。 それて その 高さから stj が 下る とすると 一語 メ， とい ふ 

時ても 下る だけ は 下る。 大體 一才 クタ I ゲ くら ゐは 下る。 しかし その ーォ クタ I . ゥと いふ 事 

は、 言 葉で 下られる かぎりの 音程 で、 言 葉が 長くなる からと いつ て、 無 際限に 聲は 下げられない、 

やはり 一 ォ クタ I* ゥ くら ゐ聲が 下れ ば、 そ れ て 聲の終 て あ る。 さ う す る と、 聲 の 方で はどうして 

も その 一 ォ クタ ー ゲの幅 で、 グ雨グ の グメク から あとの 文句 を ；；： 口 はなくて はならない。 それ は 

言 葉の 振動 數の變 化 は 非常に ゆるくな つ て、 言 葉の 線が 平になる より 外に は その やうな ^は 出 

來 ない。 これが 私 は 言 葉の 振動数の 變 化の 一 つの 原則で あると 私 は 思 ふ。 

耳 で 聞 け ば、 單 語て グ雨 * とい ふの も； 雨が ふる グ とい ふの も、 そ の 細かい 高さの 變化は ほと 

んど わからない。 私 共 は その や う な 場合に は、 振 動數 とい ふ 事に は、 ほ とん ど 無頓着で あ る。 言 

葉の 終が だんだん 下つ て さ へ 行けば、 それで 言 葉の 意味 はよ くわ かる。 しかし 錄 音の 記錄 は、 こ 

の やうな 事實を 私共に 敎 へる。 この 事實は 私共の 常識に 訴 へて、 あまり 矛盾した ものて はない • 

やうに 思 ふ。 私共 は 意識的に この やうな 振動数の 變化を 咽喉て 作る こと は 出来ない。 ただ そ 

れは 私共の 咽喉の 生理的な 現象で あると いふより 外に 說明 のし やうがない。 しかし 常識で 考 

へ て も、 私 共の g: 喉に このく らゐな 生理的な 現象が あっても いいやう である。 た だ 然 界 に は 

この やうな 複雜 な變化 をす る 現象 は あまり 見當ら ない。 これ は 言 葉と いふ もの の 燭 特な 性： 竹 

の 一 つで あら う，  ^ 


.M. 言 葉が 長い 

體の 性質 はわ か 

とい ふ 場合に は、 

ク雨 がふり 出 

とい ふやうな 場 

私が 今まで 見 

山で いくらても 

れ だけの 綴が. 言 

題 で ある。 それ 

の 言 葉の 線て は 

して これ は 心理 

へば 澤 山の 綴が 

吸の 長さの 關係 

いかに 速く 言 

つ の 言 葉の 線で 

ク雨 がふって 


る 一 

^一一 一  n 

困 


し か 

は こ 

： ど う 

ど う 

こ ろ 

文句 

る か 


言 

と 


こ 


と 


ォ な 

條件 

れ る 

ら う。 

も、 言 は 

へな く 


葉 力 

言 葉 


も 


矛 

な 


そ 

、 

る 

る- 


短 

ォ 

3- 


的な 


力 

ら 

ま、 

ま- 

て 

ま 


て、 言 葉 の 

なる 場合 

すむ。 し 

た，， 

0 

力 

に は 長さ 

いふ わけ 

れは 場合 

あ る。 私 

通 に 言 へ 

ら う が、 生 


こ 


か し 


よ 

-た 

的 


山 

そ 


一 つです む 場合 は- 

は、 ど  うなる であら 

なって、 


に 述 ベ た 事 


力 


長 


力 

し、 

力. 力 

な も 

と て 


あ 

1  一 n 

見 


の 

1 あ， 


る や 


方 


と 


も 


う で あ 

一 つ の 

にもよ 

こ ろ.、 て 

以下く 

關 係す 

そ れ は： 


る。 

山 の 

る し 

は、 さ 

ら ゐ 

る て 

お そ 


う 


言 

あ 


力 


葉 の 

當 め 

多 く 

も の 

ら う- 

く、 言 


力 


の 

時 


で 

ふ 


は 

、 < 

の 


こ 


大 

る； 


づ 

て、 

な 


の 

^一一 一  n 

呼 


言 葉に かぎりが ある。 それで 言 葉が 長く なれ ば、 ど うしても 


せ 


とい ふ 事 は、 非常に 速く 

* 雨が ふって 困り ま 

とい ふ 事 を 一 つの 山 だ 

ま づ十緩 前後が その 分 

秒く らゐて あると いふ 

らゐの 長さて ある。 そ 

しても いいと 思 ふ。 

とも か く、 呼 吸の 關係 

まだ 終らない とい 

して 下さい ク 

づ 力な 休み 力 

や 形 は 大體て 

は、 こ の 順序 を 

の やうな 場合 


v-r 


方が 

を g 

に、 わ 

性質 

ふ 事 

た，/ とい ふ 時の 言 葉の 線 

な 場 介に は、 大 體 二つの 言 


と い 

あ る 

は じ 

幾 回 


言 

も 

と 


に、 間 題 


へ ば 一 

か ら、 ど 

で  一 is ふ 

點のゃ 

を 私 は 

はま づ 


つ の 

う か 

事 は 

う に 

前 に 

大體 


言 葉 の 

傘 を 一 

む づ か 

見 え る- 

述 ベ た _ 

で 人 の 


線 で 言 は 

本 貸して 


れる かもしれ 

下 さ y 


きくと 

場 合 は- 

やうな 

が 普通 

のと 同 

な く、 繰 

こなる 


し て、 

_ 私共 

場 合 

て、 そ 

じ や 


し 


今 あ る 

はまた 

ま、 t< じ 

して そ 

うな も 


次 

の 

り 返す とい ふ 

の は その 言 葉 

の 高さで、 * 傘 を 貸し 

ひ 方が ある やうに 見 


い。 そ 

普通 の 

さう す 

呼 息の 

つ の 言 

の 言 葉 

の 十 綴 

あと ま 

を 繰り 

事て あ 

の 線の 

て 下さ 

え る。 


の 一 つ 

言 葉 の 

る と、 十 

長さに 

葉の 線 

の 線 を 

で 一 つ 

た 次の 

返す。 

る。 

絕對の 高さて 

y も  一一 一 In ふ か 

それ は 大瞪で 


の 線で 

場合の 

辍 とい 

當 る。 

が 出来 

作 る。 

の 言 葉 

言 葉 の 

言 葉 が 


な 

1 

と 


しかし、 


はれる 

母音 の 

事は大 

の 勘定 

とする ~ 

雨が ふ 

線 は 終 

が はじ 

くな つ 


力 

體 


る。 ク 雨 

い ふ 事で 

じめ の 言 


言 

る。 

-話 

t ゝ 

葉 


はれな 

は、 大趙 

一 • 五 秒 

る 程度 

れ でも 

しまし 

そして 

. そ し 

が つ づ 


て 


言 

た- 

て 


か は、 

0  二 

後く 

Ins 兩 

葉 の 

一 傘 

の 間 

そ の 

と パ 


ふり 出し まし 

る。 この やう 

の 高さの 線 を 


500 
80 

60 

40 

20 

400 


一波 づっ 5 則った まま 


N.-A. (女') 
• あ' 


うか 


204 


話  令 


205 


も う ) 

た と こ 

第二 

の グ ァー 

葉の 線 

言 葉 

し琳を 

前に 私 

を强く 

の全體 

も し 

は、 私 共 

あまり 

い 場合 

こ の.. 


度 繰 

ろ ： 


返す 


の 

ゲ 

こ 

力 


力 

こ 

の 


事 て 

の 


合 

と 


は 高 さ > 


あ 


-次 

ふ 


の 


の 

^一一  in 

場 合 


^一  百 

も、 

て、 

ま、 

荬 

の 


あ 

ァ * 

な 


る- 


力 


傘 „ 

，言 

二 


の 違 つ 


力 


れ 


こ 


と 

て 


つ ま 

上 り 

のの 峯 

の ク 

* て 


り 第一， の 

きった と 


ず 

て" 

や 

高 


高 

、 


方で 

入 れ な い。 そ こ を 弱く 言 ふ。 

ある。 ク 傘を贷 して 下さい， 

な 場合に は、 こ の全體 は、 高 さ 

後で 高さの 低い 小山が もう 一 っ來る 

そ らく 頭の 中で 豫 想して ゐ るので あらう。 それでなくて は- 


力 第 

カク 

た 二 

ふ 事 

が、 そ 

さ と 

^一一 一口 ふ 

山 に 

の 方 

れ な 

る。 

場合 

低 い 


1 の 

が 低 

つ の 

は、 全 

强 さ 

事 に 

な る- 


言 

^一 百 

ヽ， 

く 

な 


葉 の 

ろ の 

葉 の 

や う 

山 が 

言 ひ 

の 主 

る で 


高 

あ 


さまて 

の峯に 

場 合 で 

き る。 

による。 

目的な 

仔す る 

ら う。 


二 の 


の 

る 

-ま 

る- 

お 

う 

ま 


グ 力 

や う 

な い 

そ ら 

そ こ 

に 見 

り 第 


. の 終の 

な 場合 で 

場合で あ 

の 場合に 


こ 


え 


表情 

力 を 

る 力 

の 句 


ひどく 力 を いれ 


と 


と 


の 違 


と 


N  、 

つ た 

ふ 事 

の 小山て 聲 


二 

I を， 


分 を 

つ の 

，こ の 


入 

ら- 

ひ 

ヽ 

ん 


高 

あ 

る( 

よ 

第 


必 

ど 

山 


る 

耍 

ま 


^一！ 曰 葉 

が 落 


力 

つ 

そ 


上りき つ 


ま り 

二 つ 

ら う „ 

あ ら 

^さ S 葉 

時に 


の 言 


も 


ない 場 

の 高さ 

耍視し 

る。 

じめ に 

だけ 落 


こ 

ち 


一 


きつ. d 

多少 高 

言葉 

力 

そ 


山 


私 


^ に 


と 


言 

び 


も 


の 

IF?- 

の 

、 

聲 


の て は、 第 二 の 小山 は 言 へな くな KT 


の やう 

こ の 


くなくて はなら 

線 で は、 聲 は 落 ち 

^起伏して 行く 

重 E^Ij 起伏して 

ふ。 

やうな 例 はみ 

を いれる 叫び 

て はない で す 

やうな 時、 そ の 

に 近い 一 曰 紫、 

や だ わ， ノ 

な 場 合、 特 に そ 

やうな こ i 


行 

力 

0 


肯 

こ 


y そ 

ところ 

が會話 

言 葉 の 

定 的な 

近い や 


お 二の 小山が 完全に 言 へる ために は、 第一の 小山 は 

の 小山の ある 點 から 第二の 線が もち 上る。 そして その 第二の 

まで 十分に 落ちて 安定す る。 この やうな いろいろの 高さの 小 


の 性質て 

線 は、 み な 


文句 

う な 


の 場 

場 合 


あ る。 

.1 樣に、 

合 て あ 

に は、 こ J 


その 根本の 性質 は 對數の 法則に 從っ てゐ ると 

つた。 それが 疑問の 文句と か、 あるひ は、 殊 に 語 

の 言 葉の 線の 様子 は 少し 違つ て來 る。 


である こと を 特に 强く 言 はう とする やうな 場合 や、 あるひ は女學 生の 


の 


わ！： 


こ 


パー 


の 一 綴の 


力 

の 


を い 

音 が 

第 一 一 


な 場合 で あ る。 

る。 前に. f つの 小山が あって、 その 裾野に 急に 


れ たや 

急に 上 

つの 小山が 俄然 出来る。 この 第二の 小山 はた だ 一 緩 で、 急 に 上る だけて ある。 しか し、 私 

の 見た かぎりで は、 上 りきり になる とい ふ 場合 はない。 やはり この 一 つの 母 昔 も、 上 りきった 頂 


0 


上 を 越えて 少し 下りる。 その 下りる 部分 は 波の 數 にして 三つ か 四つく らゐの ものて あ る。 そ 

して そこ は 波が 非常に ぼやけ て、 よ くわから なくなる。 つまり 言 葉の 線の 終の 狀 態て あ る。 そ 

れて 私共 はこの 下る 部分 を 明瞭に 意識し ない 事が 多い。 そして 言 葉の 線の 意味と して も、 上 る 

とい ふ 事に 意味が あつ て、 別 に それが 下らなくても いい。 その 時に 必要な もの は、 言 葉の 線が 上 

ると いふ 場合の 表情で ある。 それで 私共 は 言 葉の 線が 上った とい ふ 事 を 聞いた だけて 滿 足し 

て、 下 る 方 は 意識の 外にお くので あらう。 それで この 下る とい ふ 部分 は 生理的に 發 音の 機構の 

理由の ために 自然に さうな るので あら う。 し か し、 も しそ こに それだけの 波が あつ て、 言 葉の 線 

がそ こで 峠の 線 を 越える とい ふ 事に なれ ば、 そ れで 上つ て 下る ァク セ ン 卜が 出來 ていい わけで 

ある。 しひて 聞かう と 思へ ば、 そ れ だけで も 十分 上って 下る アクセントに 聞 えても いいわけで 

ある。 それでなくて は アクセントの 事に ついて お話した 事と 矛盾す る。 

實 際の 場 合、 私 共 はよ く 法 意す るな ら ば、 こ の 語尾の 下る こと は 聞かれない 事 はない。 そこ を 

注意して 聞け と 言 へ ば、 誰 でも そこで 聲の 下る こと を 聞く 事が 出来 る。 ただ それ は 普 通 私 共 が 

いふ ァクセ ントの 感じ を あら はさない だけて ある。 この 事 は 言 葉と いふ ものの 一 つの 性質 を 

私共に 敎へ る。 言 葉 はや はり 人間の 心理的な 現象て あつ て、 ただ 物理的に だけ 解釋 する こと は 

出来ない もの-て ある。 やはり 何が 錄 音され てゐ るか、 また 何を錄 音した かとい ふ 事 を、 その 意味 

につい て、 ま た その 聞いた 時の 感覺 について よく 考 へて みる ことが 必要で ある。 もし 私共が は 


じめ に そこの 音 を 知らず、 また 聞き もせずに 錄音 だけ を 見たならば、 かならず、 そこ を グ雨 の や 

うな アクセントと 解釋 したで あらう。 それで はク 雨です か？ ク とい ふやう な 疑 間の 言 葉 力 ど 

うかわ からない。 もし そこが 上った 言 葉 ， て なかつ た ら、 ^ 雨 で す か/ は 感嘆 的 な 言 葉に なつ 

て、 疑 間 の 言 葉に はなるまい。 これ を 疑 間の 言 葉に 聞く の は、 全體 として 疑問の 言 葉の やうに 聞 

かう とする か ら、 さ う 聞え るので あら う。 この やうな 場合に た だ 物理的な 記錄 にだけ よるの は 

非常に 危險て ある。 たと へ、 そ れが まだ 定量 的な 意味 を 持ち 得ない にしても、 とにかく 心理的な 

もの も 一 應は考 へて 見なくて はならない。 耳 は 機械の 較正の やうな 役に は 立たない。 しかし 

音の 記錄を 理解す る 役に は 立つ。 

これが 二 ツボン 語の 會 話の アクセントに ついての 大 堕の 性質で ある。 この 事 を まとめて 言 

へ ば、 次 の やうになる。 

言 葉 を 高さと いふ ことから 觀 察するなら ば、 そ の 高さが 變 化する 法則 は對數 的て ある。 そし 

て それ は ク ァ！ グ とか „^H? か とかい ふ 短い 言 葉から はじまって、 名詞 で は 一 母音の 名詞、 ク 木ク 

-氣， グ日， グ火， の やうな ものから 风 いので は 五 緩 か 六 緩の 言 葉ぶ 上野 驛ク (ウエノ ェキ) "八 

» さまグ (ハチ マン サマ) の やうな 言 葉まで くら ゐは、 上る 方と 下る 方との 二 つ の函數 をつ いた 形 

で 表 はされ る。  • 

會話は その 言 葉の 長くな つ た やうな もの て、 根 本になる 函数の 性質 は 同じ 事で ある。 やはり 


對數的 で ある。 そして 短い 言 葉と 同じ やう に、 常 數.， >  に 時間が 一 乘 できく 場合 と、 一 ノ 乘 で きく 場 


合と あ 

あるひ 

呼 び 

吟 で あ 

こ れ 


る。 お 

は、 單 語 

かけの 

る。 そ 

が 今 ま 


ら 

長く 

う な 


の 


人 の 言 ひ 方に よるの てあらう。 つまり 會話は 長い 單語 で あ る。 

會 話で あ る。 

上り も 下り もせずに 平に 進行して ゐる 場合が ある。 これ は朗 

話 す る。 

てのお 話の レ ジ ュ メ て ある。 次に この 事に ついて 多少の 餘談を 申 上げ る。 


、それ は そ 

なった の， 

場 合 で、 聲： 


れは 別の 場合 


こ 


0 

1 


. ^5 の 速さ —— 

それ は 私が 假に 速さ 


3 

ん 問題に なって よ 

でお 話す る。 

言 葉に は ク 速さ 

て 霄 ふに して は少 

とい ふ 言 葉 を 使つ 

つ て變 化し て 行く 

に 私 は アクセント 


力 


會 話の 時 

と 名 をつ 

つた もの 


グ とい ふ 事 

し 不適 當 て 

て おく。 私 

そ の 割合の 

の實 例を擧 


ク 言 葉 の 

たもので 

あ る。 し 

考 へる こ 

るか も 知 

こ こで 速 

で あ る。 

て、 ク 雨ク 


あ る。 

か し、 そ 

とが 必 

れ な い _ 

さ と い 

まづ物 

とか、 ク 


つ い て、 こ 

この 事 は 

れ よりも、 

耍 で あ る „ 

. しかし 

ふ 言 葉 の 

理 的な 運 

4i クとか 


こ 


單 tl 

ここ 


口 こ 


の 


つ 極め 

ついて 

方が 便 


こ 


の 速さと 

言 ひ 方が 

は、 言 葉 の 

動の 速さに 相 

；山グ とか、 ク 


意味 


て 重 

お 話 

禾 た 

い ふ 

な い 

高 さ 

當 す 

バ〃 


要 な 

し た 

か ら- 

言 葉 

か ら 

が 時 

る も 

と か 


時 

、し 

の 


題が あ 

に も、 も 

れを今 

，言 葉 に 

ば ら く 

の經っ 

で あ る。 

ふ 場 ムロ 


る。 

ち ろ 

こ こ 

つ い 

速 さ 

に 從 

の 音 


舌 


の 上り 方、 下 り 方 をお 

たと へば 今グ 雨ク 

ろから はじまる。 そ 

1 秒く らゐ で あ る。 

つたく らゐて ある。 

間 ク雨グ のァを 言 つ 

實. 際 ク雨ク の グァク 

ただこ この 聲の 上り 

〇〇 振動と い. ふ數を 

この ク雨ク の 場合 

る。 そ れ で、 そ の はじ 

し て そ の 時間 は 〇 三 

測られる ところ は大 

だけ 減った。 この 減 

の やうな 低い 音 は 出 

一 秒の 終に は 聲はそ 


話し 

と 言 

し て 

さ う 

こ の 

て ゐ 

を 一 

方 は 

言 葉 

で、 グ 

ま る 


り 方 

な い 


た。 諸君 は-その 處を 

ふ。 その 時に グァグ 

三 二 〇 か 三 三 〇 振動 

すると、 この場合に は 

割合 は 一 秒に すれば 

た ら、 一秒の 終 

秒 間 も 言 つ て 

そのく ら ゐ 

の 速さと 假 

ァク の 次に 

時の 速さ は 

ら ゐ で あ る 

五 〇 振動く 

は 一 秒 間て は 

力し 力 -J-  4 


の 


こ 


大 


の 割合 て 減って、 マ 


ゐるは 

割 合 で 

名 をつ 

メグ を 

嫛が下 

ら ゐ で あ 

九 〇〇 

同じ や 

ィ ナス 


と 


もう 一度 參考 

は、 女の 聲 とす 

くら ゐま で 績 

大體 〇 二 秒の 

八 〇〇 振動 增 

〇 五 〇 振動の 

ず はない から、 

上る とい ふ 事 

けて おいた。 

見る。 ク メグ 

〇 振動 か、 ある 

り 切った とこ 

る。 そ れ で こ 

振動で あ る。 

う， に 考 へ て、 一 


す 

實 

Kr 

こ 

も 


し て、 こ 

て 上 る- 

に 振動 

わ け で 

ころ ま 

際 はこ 

わかる 

ク ァグ 

は 三 三 

は どの 

グ メグ 

ち ろ ん 


の 話 を 聞いて 下 さ い。 

二 五 〇 振動く らゐ のと こ 


秒 間クメ 


_ そ の 

数の 方 

あ る。 

で聲が 

の やう 

. そ れ 

の 終る 

〇 振動 

遍 だか 

は 〇•  二 

實 際に 

^ を  一一 一一 n 


の聲 になる わけで あ ろ。 こ の 


間の 時間 は大體 〇• 

は、 大體八 〇 振動 上 

こ の 割合 で 一 秒 の 

上る はず で あ る。 

な 事 は 起 、り な い が、 

て 私 は こ の 一 秒、 八 

ところから はじま 

くら ゐ て あ る。 そ 

よぐ わ 力、 K ん I 力 

秒 間に 一 八 〇 振動 

は 人間の 聲，. て は そ 

つ て ゐ る と す れ ば 


\ 


いふ 敷が、 つまり 私の 言 ふ 言 葉の 速さて ある。 

そ れ で 言 葉の 速さに は 正の 値と 負の 値が あ 

言 葉の 重要な 性質の 一って あらう。 ある 一人 

がら 何となく 印象が 違 ふとい ふやうな 場合 は 

それが 單 語て なしに 長い j 一一 a 葉に なれば、 そ の 言 

の 意識に 上る もの かも 知れない。 

a 速さ を 測 る 方 法 —— この 速さと い ふ 事に 

の 速さ を 測る 方法て ある。 それ を 何を單 位に 

今 私が 速さ を 計算した やうに 計算す るの も 

話 で、 あ まり 正確 \^ はない。 それ はた だ 一ばん 

差と その 間の 時間との 割合 を 見た だけ で あ る < 

る。 それても 大體の 事 はわ かるが、 數學 的で は 

し て 言 葉，；^ いふ もの は、 今 て はこの くら ゐ より 

を 測る のが 一番 便利で ある。 實 際に 計算し や 

を用ゐ た。 これ を、 か りに 方法 a といって おく。 


2 

る 事が わかる。 そして この 速さの 値 は、 お そ ら く 

の 人の 言 葉と 他の 人の 言 葉と 同じ 言 葉 を 言 ひ な 

、この 速さが 違って ゐる のかと も 思 はれる。 殊に 

葉の 線の 速さ は、 相 當 に 言 ひ 方の 相違と して 私共 

ついては まだいろ いろの 問題が ある。 それ は そ 

して 測る かとい ふ 事で ある。 

一つの 方法で ある。 しかし それ は 極めて 大體の 

高い 振動 數 から 一 ばん 低い 振動 數を 引いて、 その 

一 それ は 極めて あら 目な 平. 均の やうな ものて あ 

ない。 しかし それで 大體の 事 だけ はわ かる。 そ 

以上に は實際 研究 出来ない。 そして これで 速さ 

すい。 私 はこの 本のお 話で は 、もっぱら この 方法 


話  會 


この 事 を 本 當に考 へるな 

確に 書い て、 求 めようと する 

均の 速さの やうな ものより 

た。 そ れ てこの 計算 を實際 

知 ら うと 思へ ば、 私共 はこの 

つてお く。 

この 速さの 計算に はもう 

かって ゐる が、 し かし 實 際の 

に はならない。 歪んだり 曲 

れは その 言 葉の 曲線の 長さ 

それ はや はり 一 種の 平均の 

耍 な 言 葉の 線の 性質の 一 つ 

の で はない。 そして これ は 

る。 私は假 にこれ を 方法 T 

これが 言葉 の 線の 三つの 

い く ら、 厶 單 位で いくらと い 


點で その 


り 微分の 値 

函數の 微分 


も 正 

に や 

計 算 

一 ゥ 

場 合 

つ た 

や う 

で あ 

と パ 


確て 

つ て 

を し 

另 な 

±、 、 

り す 

る 事 

な も 

る。 

の 上 

つ て 

方で 


あ る 一 

み る 

て み 

方法 

ろ い 

る も 

で あ 

の で 

た だ 

お く 

あ る 一 


そ 

ま- 


ふやう に 言 ひ 表 


あ 

る 

そ 

よ 


し 

る- 

二  、 

で、 

す 


考 へ 

求 め 

私 は 

出来 

な ら 

言 葉 

理由 

〕 こ 

て そ 

た 別 

の 長 

接 に 

必 耍 

が で 


な く て 

る 事. R 

言 葉 の 

な. 1>  事 

な い。 ， 


て 

こ 


^ ま- 

場 合 

間 の 

見方 

を 0 

場 合 

るゥ 


大體 

は 力. 

こ i 

時間 

, ら 


と 


取 


ら な 

た ら、 

對數 

な に 

方法 

な ら 

ま た 

と の 

速 さ 

扱 ふ 


そ 


ず 


だ 


の 

見 


づ 言 紫 の 

Iras  に 計算 

J 事 


線 を 正 


と 


正確 

を 私 は. 


に ^一一 ョ 

假 


正確 

へ 方 

み る 

も の 


曲 

さう 糈 

：^— 多 少 


に は 言 葉の 線の 速さ 

それで 言 紫の 線の 速 


^ の 

方法 

あ る 

力 あ 

事て 

で、 や 

密 に 

模型 

を a 

さ は 


し 

速 


た 

と 


る „ 

的 


つ 

を 


事 はわ 

数 曲線 


そ 


る- 


く も 


であ 


單 位で 

ある 程 
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1 


度に 明らかに なると 思 ふ。 


b 速さの 速さ 


次に こ 


いふ 問題で ある。 つまり 

て變 化する 割合が 變 化す 

單 にて きる。 製 圖の上 で 

分す る 事 もてき る。 しか 

るの は相當 困難 て あ る。 

うして いい か、 そ の 方法 さ 

考へ てお そらく その やう 

この やうな 問題に つい 

この やうな 事 は、 私 共 

練習した 言 葉で ある。 

それ は實驗 する ことが 

の 高さの 變化 をい ろい 

るかと いふ 回答 を 得て、 


ク- 事 

理的 

割 合 

の 曲 

こ の 

れ は 

も よ 

官 も 

詳し 

の 中 

や う 

に 困 

變 へ 


て 

の _ 

その やうな 

非常 

ろに 變 へて 

その 統計 を觀 察す 


必要 

運 動 

あ る „ 

を py 

う な 

ろ い 

わ 力 

か の 

事 は 

起 る 

も の 

で あ 

作 つ 


の は、 一一 一一 a 

らば 加 

もちろ 

事 も で 

が實際 

な 心理 

てゐな 

て 私 共 

お 話 で 

象 て あ 

意味 を 

。 今 ク 

み て、 そ 

ると い 


葉の 線 

速度に 

ん 計 

き る 

私共 

學 的 


の 感 

き な 

る。 

的確 


算 

し、 

私 


こ 


と 


れ をた 

ふ 方法 


の 速さの 速 

あたる 數で 

の 上 で そ の 

微分の 單位 

感覺の 上に 

實驗 から 定 

も 今 考へ中 

の 上で 意味 


力 


に 意味 

る。 振 

な も 

算し 

つきく 力 と 


う 


計 


るハ 

持 


る- 

し 


た その 事 を豫期 

わから ぜる こと 

い ふ 言 葉が 簡單に 

くさん の 人に 聞か 

は考 へられる。 し 


そして 


ものて 


あるか 

數が時 

を 求め 

値 を も 

い J 

こ の 

し大. 

あ ら 一 


力 


て 知 

決 し 

出来 

せ て、 


力 


し 


な、 い 

間 に 

る 事 

う 一 

事 を 

實驗 

體常 

、つ と 


力 


と 


對 し 

度微 

定め 

は ど 

識 で 

思 ふ。 


ら ずの 間 

て は な い。 

な ら ば、 そ 

ど う 聞 え 

れを實 行す る 


ず 識 

容易 

も の 

才 力 
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♦fa 


こ と は、 今 の 

錄 音 さ れ た 

あ る。 し か 

私 は 私共 

に 諸君に お 

ではお そ ら 

の 型 を 持つ 

の 型に はま 

この 型が 

れは 一種の 

と で あ る。 

この 型の 一 つ は、 前 

言 つた。 11 私 共 は 

音 の 種類と して 感じ 

もちろん 私共に は 

言 ひ 表 はす だけで あ 


私 共 の 技術 や 設 

フィルムの 材料 

し實 際の 場合で 

の 心の中に は、 お 

話 し た。 ど ん な 

く 言 葉に はなる 

て ゐ て、 こ の 型に 

る もの を 集めて 

ど う して 出來 た 

考へ 方に すぎな 


に お 話 

母音が 

る。 子 

心の中 

る。 さ 


備 ではと て 

の 中 か ら、 そ 

は 現象が 複 

そ らく 何 か 

に客觀 的な 

まい。 私共 

は ま ら な い 

私 共 は 音 と 

か、 先天的の 

い。 さ う 考 

したやう に、 

フ ー リ H 級 

音 は そ の や 

の 事 はわ か 

う す れ ば、 音 


も 

一， 

力 

も 


出来ない。 

やうな 問題 

て ゐ る か 

聞く 型が 

が 私共の 

じめ に 心 

は、 お そ ら 

聞 き、 言 葉 

て あ る か 

ときに 現 


の 形に つ 

開され る 

簡單な ^一一 一口 

I 客 P 


その やうな 事 

に關 係の ある 

ら、 さ う 籣單に 

あ る て あ ら う 

耳の 中にはい 

の 中に 言 葉 と 

く 何も 意味 の 

として 聞く の 

などい ふ 問題 

象 が 一 番ょ く 

いての もので 

ものなら ば、 そ 

葉 で は  一 W は れ 

的な もの をシ 


を觀 察しよ 

所 を 見つけ 

判斷の 出来 

と 思 ふ。 こ 

つ た に し て 

いふ もの 

ない もの 

て あ ら う- 

は、 今  は 全 

設明 出来 


うと 思へ ば、 た だ 


に < 


の 


ようとす 

な い 場合 

の 事 は 前 

も、 た だ そ 

いろい 

あらう 


.ヽ る。 私 

の 各項の 


る 


ュ -5 


大 


ろ 


る 事で 

が 多 い。 

にす で 

れ だけ 

の 性質 

た だ こ 


意味が 

とい ふ 

前に 大 

きさの 


な 

だ 


そ 


ン ボルと し 


て 昔 り 

質と いふ ものに ついて は、 わ か つたと ころで 


て- 


け の 

に さ 

合 を 

、そ れ 

そ の 


母 

や 


5 


う に 言 はれる であら う。 それで 次に 間 

音の 高さに つ いて は 私 共 は、 ま づ 高 さ 

ある。 しかし 私共 は 音波の 長さと いふ 

高さと して 感じる。 

次に 私共 は その 高 

表 はされ る もので あ 

次に その ァクセ ントが 時間で 變 化す 

である。 これ は 實驗が 困難で 急に 斷定 

型で あらう と 想像して おく。 これ は、 つ 

同じ 文句の 話 をしても 全く 同じに は 聞 

この やうな 事 は、 前 に も、 と ころ どころ 

味の ものである かとい ふ 事 を 明瞭に お 

共 はどうに かして その 速さ を 知る こと 

る 任意の 點で 求める 事 は 案外む づ かし 

可能になる。 それて このお 話 は ニッボ 

に途 がない。 速さの 速さと いふ こと は 


こ 


と 


も の 


るの は 

もの を 

私共の 


音 

、じ 


高 

る。 

持 


さ 


で 

て 


ある。 そ 

こ- H ハる 

ゐる 型て 


れ 

な 


力 


の 


今 


の 問題に 

音波の 長 

私共 は そ 


な る。 

さ で 

れ を 


6 

1 


さの 時間 的な 變化を 感じる。 これが 高さの アクセントと いふ 言 葉 で 言 ひ 

る。 


る 

は 


も 

出 


ン 語 

將來 


の 

、 

話 

の 


が 私共 

い。 し 

々が 同 

とパふ 

し た。 

ために、 

る。 . し 

れが長 

會話 の 

問題て 


の 、わ 


力 

ゝ 

、 

速 

あ 


の 

と 


も う 


速 

ふ 


存在す る 

おそらく 

ト の 言 葉 

の 原因 だ 

さの 速さ 

一度 考へ 

さの 速さ 

る と、 そ の 

事 だけに 


の 

^一一 一  n 


力 


の 

う と 

い ふ 

. こ 

私共 

う な 

ぎ つ 


どうかが 

心の中に 

て も、 あ る 

思 ふ。 

事が どん 

の 場合に 

が 知らう 

計算 は殆 

てお くよ 


問題 

あ る 

ひ は 

な 意 

は、 私 

と す 

ど 不 

り 外 


の 樣子を 推す 

言 つ て もま づ 


C 速さの 例 11 今 このお 話の 例と して 私 は 一 つ 二つの 言 葉 を あげる 

今 曰 は！ 

さやうなら ー 

この 例は少 いが、 しかし それて 短い 言 葉の 大體 

私共が 普通 言 つて ゐる 言 葉 で ある。 そして 誰が 

見 え る。 代表的な 會話 てあら う。 

大體の 話で は、 二 ツボン 語の 單語ゃ 短い 會 話の 

常識で 考へ て もさう ある ベ き 事で あ る。 今 私共 

なりの 相違が ある。 ここに は 同じ 五 綴に あたる 

た。 "さやうなら！，， の 上り 方 は 方法 a で 測つ 

の 方の 上り 方 は その 五分の 1 くら ゐ である。 し 

上る 方で は 一 秒 一 〇〇 振動 前後から 五 〇〇 振 

さに よって かなり 違 ふ。 緩が 長く なれば 長くな 

言葉なら、 大體 一 〇〇 振動と 二 〇〇 振動の 間 くら 

また 女學 生の" いい わよ！ ク だの グさ うなの などの やうな 特に 

相當 速くなる" こ.；； も 極めて 大體 の. ところで 一秒 六 〇〇 振動く らゐか 


速 さ は、 上 る 方 

が 測量した と 

言葉て、 い か に 

て 一秒 四 六 七 

か し、 極 めて 大 

動 前後く らゐ 

る ほど jp^ さは 

ゐ であ る" 

！グ などの や 

秒 六 〇 〇 振動 


礴 

ま 


は て 

體同 

速く 

ろ で 

さ に 

で は 

て で 

く な 


る。 

や 

，下 

、も 

る" 


こ の 

な 形 

方 が 

ろ ん 

あ る 

y こ 

.9 な 

下 る 


や う 

に な 

遲 K 

人 に 

か を 

,レ こ 

も の 

方 は 


りの 部分 

〇〇〇 振 


•  ：  は、 

やうに 

これ は 

つて か 

て擧げ 

ゎジ 

あ る。 

葉の 長 

らゐの 

速さ も 

くら ゐ 


2 


M フ H, (男) 


て あ る- 

ま た 

はじめ 

こ の 

る。 (こ 


普通の 人 で も、 殊に 力 を 

の 上る 部分 は相當 速い 

やうな 數は 私共 はこれ 

こに は會 話の ク 言葉の 


七 


… 


8 


マ 

0 


6 

0 


こめて、 ク 

ことがあ 

までい ろ 

線グ の 例 

の 数 字 


さう 力 

る。 ) 

いろの 

二 つ 

前 に， 


4 男 

區 別が 

こ の 

ものの 

共 は 別に 

男 の 言 葉 

て あるか 

事 力. u:! 來 


！グ とか、 ク さう て 

秒 九 〇〇 振動から 

人の 會話 を錄 音 し 

だけ 舉げ た。 な ほ 

述べた 拙著の 中に 


す よ 

1 九 

こ の 

あ る。) 


の會 話と 女の 

あ る。 言 

方 


る，' 

葉 の 

が 多 

そ れ 

て あ 

-ぁ る 

る。 


て 


人 


と 


私が お 話す るよ 


葉ても 男の 言 葉 

違 はもち ろん 物 

言 葉 そのもの 

發 音され なくと 

か、 女 の 言 葉 で あ 

は女學 生の 特別 

の 區別は 全く 言 葉 

り も、 も つ と 大きな 


力 

も、 

な 


の 

は 


と L ふ 


〇 振 

ュ m  ^ 

う な 


の 

ォ 

と 


を 


女 

、-こ 

ひ 

つ 


や 

ク 


違 

|リ 

力 

全 


う な 

ゐ て 

だ 結 

ラ フ 


場合の 

あ る。 

果 て あ 


ろい ろの 點で 

ヽ 0 

も 

す 


言 語 

て ゐ 

で こ 

の 女 

く 區 

て あ 

と し 


學 

る- 

の 


的 の 

れ は 

言 葉 

す る 

の も 


m 


食 


のて あ る。 

しかし また 一方に はかう 

間うて みる 事 も 出来る。 I 

I 言 葉の 男性 女性の 區別 は、 

た だ 言 語學 的の 部分に だけ 

存在し て、 他 のと ころに は 男 

性 女性 全く 平等で ある か。 

a 男と 女の 母 香 11 この 

問に 答へ る こ と は、 た だ 統計 

的に 例 を 出す より 外に 方法 

はない。 私共 は 別に その 間 

に區 別が あってい いもの だ 

と も、 惡 いもの だと も 言 ふ 事 

は 出来ない。 男と 女と は 肉 

體の瞎 造が 違 ふ。 こ の 相違 2 


はもち ろ 

と 女の 聲 

わ か る。 

私 はこ 

ゐ な い。 

男と 女 

と ^一一 in つ て 

^一日 葉の 耍 

は 叙述が 

た だ 一 

とか を發 

わかる。 

區別を 見 

るなら *ま- 

また 同じ 

出なくて 


ん 咽喉 

は どこ 

ど う し 

の區別 

た だ 私 

の 言 葉 

も、 女 の 

素 をお 

めんだ 

^一一 一 n 母 音 

音 す る 

しかし 

わける 

-た と へ 

^ う こ 

はなら 


て 

-こ 

ァ 一 


な 


ま 

こ こ 

こ も 


や 口な どの 發音の 機構に も 影響す る 

かに 區 別が あるべき はずで ある。 ま 

て も 何 か客觀 的な 區別 がな 

を 今 ことごとく 諸君に お 話 

共 は 今まで 見た だけの もの 

の區別 は、 ま づ 單 語 それ 自身 

言 つた クァク と 男の 言 つ た 

話した 時に もす てに 問題に 

うになる か ら、 こ こて 今 それ 

を 發 音 すると か、 あ る ひ は 

とい ふやつな 場合 に は、 男 

そ の 音 波 を 見 て、 そ の 狀 態 

こ と は、 今 て はま だむ づ か 

女 だけの 母音 を 集めて 

オル マント を 作った と 

研究 こ そ、 こ 


に さ 

れ を 

子 音 と 

女 の 

ら 


と 


力 

-そ 

し 


J の やうな 


な 

-そ 


く 

音 

て- 

し 

て 


で 

ま- 

の 


あ 

そ 

お 

つ 


ら う。 そ れ て 常 識て考 へ て も、 男 の 聲 

で 聞くなら ば、 男 の聲と 女の 聲 はすぐ 


と 


ない。 ま 

に 諸君に 


ら 

な 


ま と 


ま 


も 

男 


女 

マ 


あ 

る- 

そ 


ン ト 

オル マン 

物理 學者 


* ク 


だ 

な い 

も の 


た 

言 

力 


の- 

た 


れ ま 

す る 

る で 

で あ 


た へ 

な い 

音波 

男 だ 

に 明瞭 

を 持つ 


も 

す 

た 


材料 

て あ 

、つ 0 

こ の 

〕 し 

カク 

ち ろ 

は 女 

て こ 

母 音 

男女 

題 目 


を 集め 

る。 

話 は 私 

かし そ 

とか ク 

ん 耳て 

の 音波 

區 別が 

を 集め 

の 相違 

で あ る- 


て 


ァー 


力 


ガ： 

と 

力 


% 


そ 

す 

早 


_ あ 

せ 

女 

話- あ 


して それ はいろ いろな 分析の 方法 

て な し に、 男 と 女の 母音での エネ ル 

理學 者が 十分 精密な 機械 で、 萬 全 な 

ろしい。 少 くも 私 はこの やうな 結 

てに 構造 上の 區 別が ある もの だと 

い 知識 を 得たい なら ば、 直 接に その 

の 書目 を あげてお いた。 ここに は 

先輩 諸 先生の 發 表された 報告の あ 

し も な い。 

子音に つ いて は 母音 ほど 男と 女の 

晚 物理 學 者の 手で その 構造 は 明か 

この やうな 事 で、 私 の 試みた 一 例 は- 

る。 たと へば 歌舞伎 役者の 女形の 

の聲て 物 を 言 はせ たら どうなる て 

とまった 事が わかる かもしれ な い- 

る。  人 を 得に く い。 


で、 男 女の 母音の 特色 は 見出さ 


ギ ー 

用意 

果 を 

思 つ 

報告 

そ の 

る 時 

區 別 

に さ 

一 人 

や う 

あ ら 

_ し 


の 分布 

の も 

十分 

て ゐ 

を ご 

硏究 

に、 も 


は ま 

れ る 

の 人 

な も 

う か- 

か  し 


だ 

力 

そ 


の 表 

で 試 

用す 

" 讀 

ん な 

結果 

1 度 

論 じ 

と て 

男 の 

て あ 

Z ん 

の や 


でも 作 

た 事て， 


- そ 

諸君 

、 0 

引 用 

の や 


ら れ 

あ る 

て 男 

も し 

は こ 

な 仕 


れてゐ る。 

てゐ る。 

か ら、 私 共 

と 女と で 

この やう 

の 本の ク 

： ミゝ 0 

力ん、 

事 をして 


れ て 

ら う 

と 女 


ゐ 


と 


の 


な い 

思 ふ „ 

聲に 


な 

み 

る- 


フ ォ 

の や 

そ れ 

母音 

こ と 

し が 

た 私 

よ う 


n マ ントだ 

うな 研究 は 

を 信用して 

そのものに 

について 詳 

きク の處に 

はこの やう 

とい ふ氣は 


。 し 

の 仕 

紫 を 


かしこれ も 

事て な い。 

出す 場合で 


や う で あ 

これ も 私 

似た やうな 

. ある 女形に 男の 聲 て 物 を 言 は せ、 次 に 

實驗 をた くさん 經驗 した ら、 あ る 程度の 

な實驗 は、 も ち ろん 實行上 非常に 困難で 


ズ V 


私 は 

^ う こ 

ッ ボ 

が 科白 

非常に 

て あ 

另 力 

あ る 

も 女 

で あ 

ら な 

あ る- 


力 


な 

て 


力 ブ. 


^一一 In つ 

- ^ 飴 


コ J- ド にあ 


あると 一 


5H 


と 


士 の 

に 地 


フ オル 


て 


マ 

ふ 事 

雨グ 

が 問 

も、 ほ 

ま グ 


と 思 ふ。 男 

會 話の 形に 


こ ろ 

名 調 

て 

私共 

ン ト 

に し 

と い 

題で 

と ん 

と 女 

ま と 


る 俳優の 科白ても 試みよう とした。 しかし レ コ 

あ る。 

について は 前にお 話した。 音 

ム レットの 事を說 明して ゐる 

今 見た だけ で は、 男 は 本質的に 


波の 實際も 

場所 も あ る- 

は 女の 聲は 


諸君 

〕 そ 

出来 


點 ま て 

お く 

言 葉 を 

る。 た 

區別は 

あ ら う „ 

區 別が 

つた 時 


を 

〃 

こ 


つ く 

の こ 


分 

て 

^一一 In 

雨〃 

ま 

と 


と 力 


と 


な 


I ド 

お 目 

て も 

、 、ク 


て まどう も 3じ ふ 


解して 考へ るな ら ば、 男 と 女と で は 

問題 はもう 少し あら 目な ところに 

つた 場合と 女が 言 つた 場合と で 何 

飴ク とかい ふくら ゐ なら 

思 ふ。 男が 言 つ て も 女が 言 つ 

うなと ころに は、 ま だ 男女の 區別 

まだもう 少し 先の 事で あ る。 そ 

あ る。 


に か 

音波 

し い 


于 

と 


た。 

別 に 

レ ふ 


博士 

さ う 

こ と 


越す に 越されない 區 

移 る。 

か 音 響學 的に 相 違 が 

ば、 そ れは 男が 言 つ て 

て も. ^雨.， はッ 雨ク 

は、 は つきり と はわ か 

れ は 言 葉 の 言 ひ 方 て 


b 男の 會 話と 女の 會話 


男と 女の 言 葉 の 言 ひ 方に は、 そ れ はもち ろん 言 ふ 人に もよ るで あ 


らうが、 一 le- 的に も 多少の 區 別が ある やうに 思 ふ • 


へ：： 


S 高さの 


*s 一 


ある やう 

0 を 言 つ 

觀 察した 

さう する 

力 高くな 

しかし こ 

と 女の 相 

うに 聞い 

斷 だけ で 

相違に よ 

事が 必要 

私はト 

紫 を 言 つ 


相違— 

思 ふ。 

場合に 

，そ れ が 

聲の高 

と、 昔 色 

は 極め 

は 高さ 

と 言 つ 

わから 

も の て 

あ る。 

キ 3  I 

も ら つ 


h4 共力 

の聲は 


今 


女 

も ある 事 て 

くわ か 

は 吹き 

こ 

そ 


ど 

あ 


と 


EH 


る- 

な 


と 


も， 


らうと 


力 

の 


生 


そ 


ま て 見 

の聲に 

あ ら う 

„ 私共 

んだ時 

く 女の 

實 驗 で、 

ふ 事 を 

はたし 

場合に 

ふ 事た 

1 キ ョ 

そ の 錄 


た と 

比 ベ 

が、 そ 

は 男 

よ り 

聲 に 

こ の 

す ぐ 

て 女 

言 は 

ナ で 

I で 

音 を 


こ ろ 

て、 話 

の 場 

の 聲 

も は 

似 て 

事 て 

斷 ^一一 in 

の 聲 

れ る 

あ る 一 

育 つ 

よ く 


て 


は、 男 と 女 

場合に は 

に はよ く 

錄 音 し て 

かに 高く 

る。 この 

の 聲 を そ 

るの は危 

同 じ 性質 

は、 多 分 女 

私共 はさ 

，そ して 相 

ベ た。 そ 


の 

お 

の 

の 


さ 

ゝ 

、 

る „ 

で 

一 J 


力 

て- 

あ 

と 


の 相違 

高 い。 


時 


敎 

士 


な 

る ( 

じ 


じ 

の 

め 


を 

人 

力 

て、 


一 つ は 

れ はた 

とまつ 

當 速く 

聲 で も、 

經驗す 

ば 女の 

時 私共 

•  )  、-1  一  i 

うん 力 

區 別の 

の をよ 

人々 に 

くも こ 


-高 

，そ 

る 

± 


さの 相違て 


1 言 だ 

言葉 


生 

こ 

. た 

つ 


け 單 

として 

て み る。 

高 さ 

る。 

て、 男 

の や 

の 判 

さ の 

み る. 


いろい 

の 例 V 


の 言 


やうな 事 は 確かに 言 はれる とい ふ 事が わかった。 そし 

通用され る 事 だと 思 ふ。 それ は 女の 聲は 男の 聲 に比べ 

私が この 時錄 音した 言 葉 は、 た だ 普 通の 會話 であ る。 

ク さうて すか ク «v ァ、 さ うさう グ、 グ本當 てす か？ グ とい ふ 

そして その 中 で、 特 別に 男の人に クさ うです かク とい ふ 

きに も 言 つて もらった。 この 錄 音て は 男の 聲は 栢當誇 

つて もらった。 この やうな 記錄を みれ ば、 大 體 男と 女の 

男の 場合の 一 番 低い 音 は、 大體七 六 振動から 九 四 振動 

やうな 振動 敷の 場合 は 私共 はま だ 見ない。 男の 場合 は 

たと ころ で、 女 の 場合 は 一 番 低い 振動 數は 一 五 〇 振動く 

ど 特別の 場合で ある。 私 はた だ 一例 をみ ただけ で あ る 

高い 方で は、 こ の 區別は 非常に 著しくなる。 私 は 男の 

うか グ とか ク さうて すか ク とい ふやうな 事 を 言 つても 

らも 上って ゐ ない。 一番 高い と こ ろで 三 〇〇 振動 くら 

しかし 女の 場合 は、 その 三 〇〇 振動 は 普通の 事で ある 

る ひ は； さうな の？，' とい ふやうな 間 ひの 言 葉な どて 


て それ は 一. 般の男 

て はるかに 音域が 

ク今 晚はグ さや 

や う な、 極 めて あり 

言 葉 を、 特 に 力 を 入 

張した のと、 極めて 

會 話の 樣子は わか 

くら ゐの もので 

• こ の 七 六 振動 

ら ゐ で、 一 〇 〇 

人に、 科白 も ど き に 

ら つた。 しかし そ 

ゐ で、 そ ん なに 聲は 

- 少し 力 を こめて 

は、 四 〇〇 振動 以上 


あ 

振動 


く 


と 女 

高 い 

う な 

ふ れ 

れ て、 

普通 

る。 

つ た- 

ゐ が 

2^ 下 

力 を 

れ に 

高 ま 

言 ふ 

に も 


の ^一一 一  n 葉の 區 

とい ふ 事て 

らク グ今日 

た 言 葉 で あ 

芝居の 科白 

なのと、 ニ樣 


2 

2 

あ る。 


女の 聲で 

體 言 葉 の 

なる の は、 

めて、 グぁ 

て も聲は 

な い。 

うな 場合 


ま. 

よ 


た。 

ま 


ァ、 さ 


く 


力 


る 事が 普通 


-ぁ 

で 


せ 一 


ある。 場合によつ 

居られない が、 私 の 

常識と 合 ふ。 私 は 

にある と ふ。 


ゐ 

な 


て はも 少し この 振動 數は增 す。 この やうな 記錄の 詳細 は、 こ こ て i 

見た 例 は 相當に 多い か ら、 そ の 事 はかなり 確實 だと 思 ふ。 そし 

の記錄 から 推して 男と 女の 言葉の 相違の 一 つ は、 その 振動数と 一 


こ 


IE- 速さ 11 私 は 一 

振動 數が變 化す i 

である。  一 

一 

た と へ ば、 普 通 に 一 

• 一 

方 は 00 八 秒く 

うてす かグ とい 

事で あ る。 こ れ 

一 

言葉 をい ふ 場 合 

に は、 〇 丄 秒の 間 _ 


る 

ら 

S ゝ 、 

こ 


言 葉 の 

とい ふ 

ク さう 

の 間に 

うな 時 

し 女な 

，普 通 て 

四 一 振 


速 さ 

0 ムロ 

て す 

四 〇 

て も、 

ら、 そ 

〇丄 


と い 

で あ 

力〃 

振動 

さ う 

の や 

五 秒 

ら ゐ 


ふ 

る 《 

上 


こ と 

一 a? 

い ふ 

ら ゐ 

と く 

な聲 

間 に 

る こ 


を 言 つ 

と 女の 

やうな 

上 る。 

變 ら な 

の 動き 

七 〇 振 

とが あ 


た。 

言 葉 

場合 

よ ま 

、 0 

方て 

動 く 

る。 


一- n  I 


い 事で ある。 これ も 男と 女の 相違の 主な もので あら う。 

まとめて 言 へ ば、 男 と 女の 會 話の 違 ふまな 點 は、 女 は 男よ 


れ は 

相違 

は、 擊 

芝居 

か だ 

す ま 

ゐ 上 

の や 


ど 

も 

力 


の 


さ 

〇. 


な に 

る。 

う な 


一 々述べて 

よく 私共の 

いふと ころ 


らゐの 時間 

は、 こ の 速さ 

ひ どく 變化 

に 力 を こめ 

秒に 一六 〇 

たと へば 女 

し 相 當カを 

は、 男 の 言^ 


に、 ど の く 

にも ある 


し 

て、 

振 

S ゝ 

力 

て 


な 


ら 

や 


ら 

う 


い ふ 

ま り 


も 高い 聲 V- 速い 速さで もの を 言 つ 


5 
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てゐる やうに 見える 事で ある。 

この やうな 事 を まだ 探せば いろいろ 考へ られ 

る 事の 出来る もの は、 た だ こ れ だ け で ある。 この 

慣 にもよ るで あらう。 しかし また 男と 女の 咽喉 

事 は 芝居 や ラヂォ の やうな 聲を 基礎に して 成立 

この 叙述 は、 か なり あらめ で あ る が、 だ ん だん 人々 

ン 語の 研究の 極めて 必要な 題目になる であらう 

5 言葉の 線の 尻 下リの 性質 11 言 葉 は 縞ゃ捧 

ろが ある。 それ は 減衰と いふ 性質 を 持って 居る 

衰 する もの は、 そ の强 さで ある。 今 絃を指 で は じ 

てて 鳴る。 しかし 間もなく その 音 は 弱って 消え 

の 振動 を 妨げる からで ある。 しかし この場合に 

鳴り 出した 時の ままで ある。 もちろん 嚴 重に 數 

との もの を 繰り返す とい ふわけ に は ゆかない。 

も 振動 數は 絕對 的に 變ら ない とも 言 はれない。 


るか もしれ ない。 しかし 例 を あ げ、 數 字 を あげ 

やうな 事 は、 も ち ろん 女と 男の 生活から 來る習 

の 構造に もよ るで あら う。 そして この やうな 

する 仕事に はかなり 必要な 知識で ある。 私の 

の 研究が 進む に從 つて この やうな 事 も、 -1 ッボ 

と 田 S 

など の 自然の 物體の 振動に ある 程度 似た とこ 

ことで ある。 自然の 物體 では 一番 目立って 減 

いたと する。 さう する と、 は じ め に #^ は 音 を 立 

て し ま ふ。 そ の 主な 原因 は 、{へ& 氣が 抵抗して 絃 

は、 音 が 弱まる だけ で、 音 の 高 さ は、 大 體 てはじめ 

學 的に 言 へば、 强 さが 變れ ば、 波 の 形 も 完全に も 

そこの 關係 はかなり 複雜 である。 かな ら ず し 

しかし その やうな 細かい 事 を 無視 すれ ば、 高 さ 


^一 


力 

る 

て- 

增 

し 


同じても 强 

言葉で は こ 

が 言 葉の 著 


さ は 


れ と 


話 


ふ 第 

1 0 

れ ば- 

そ れ 

だ ん 

の紘 

言葉 

の 機 

し て 

血液 

し て、 

て： 振 

私 は 


は 中々 

の聲 を 

|oJf さは 

を 鳴ら 

下 る し- 

に 錘  を 

もこの 

構を絃 

ク ァク 

が 流れ 

ちゃう 

動數も 

話 を 


む 

、 

だ 

し 


言 


力 

だ 

力 

も 


つ け 一 


と か 


前 の 


0 さ ， 

單 にす 


ん)" へ て 

似よ つ 

性質で 

ノ  、 - 

て も 

ん 下 

ら、 そ 

だ.. ん 

鉉を 

く た 

も の 

て し 

そ の 

例 で 

急 に 

る た 


よ 

ク 


ゆ 

3 

他 

め 


あ 

ん 


つ 

こ、 


と 

力 

す 

て 


-振 

つ 


とすれ 一 


ろ 

-そ 


ふ 事 

う に 

す と- 

で  引 

あ る- 

んだ 

て、 た 

ば そ 

る。 

ば、 た 

メグ 

い ろ 

う こ 

の 絃 

絃 と 


は 明 


見 

，ぢ 

つ 


も 

ュん 

き 


ゆ 

ハ 


ん ゆる； 


、フ と 、フ 

考 


の 

PI 

た 


で 

る- 

そ 

め 

〃 

ナ 


あ 

> 

そ 

の 

雨： 

こ- 

れ 


る。 

そ し 

れ で 

聲は 

く と 

や う 

ゆ く 

な く 

な ほ 

は、 も 

V と 

そ の 

手 M 

つ け 

い 普 

ど、 も 


こ れ 

て 振 

私共 

下 つ 

い ふ 

ど 前 

や う 

な る" 

ひ ど 

ち ろ 

、 、 

紋を 

で、 絃 

た 場 

通 の 

ぅ少 


力 

て 

の 

な 


音の 滅衰 

數 はだん 

或 る 一 

，弱くな 

は 努力 

絃の例 

も の で 

あるひ 

減 る。 

ど う だ 

^£ じ 

りじり 

假定し 

の やう 

靜な狀 

複雜な 


で あ る。 

だん 減衰し 

の 音 を 長く 

て、 消 え て な 

い る。 こ の 

言 へ ば、 紘 を 

る。 そ の 時 

紘を ゆるめ 


て ゆ 

つ づ 

く な 

努力 

よ つ 


-高 

と 


<0 こ 

ける と 

る。 あ 

をし な 

ておい 

さも だ 

同 待に、 


わ か ら ない が 、咽喉の 發 

に絃を ぐっとし める。 

ゆるめて ゆく。 あるひ 

物體の 質量が だんだん 

になる かもしれ ない。 そ 

態 に も ど る。 

ものても 大 e これに 似よ 


つた 事 は 言 は れ 

い 筒と みれ ば、 そ 

な もの の 振動 を 

結果から 見 て、 大 

非常に 無理 だと 

人 が 言 葉 をい 

かして 輕 くその 

だ と か、 そ の 他い 

きる。 しかし そ 

張 も 弛 み、 血液 も 

はじめ だんだん 

狀 態 に か へ る。 

もし この 假定 

の 性質と いふ も 

镶 

葉 の 性質 によく 


ろ。 實 際の 

の 筒の 壁 で 

數 字 て 完 全 

體の樣 子 を 

は ^一一 一 a はれま 


ふ 事 は 

終の ネ 

ろい ろ 

の 狀 態 

普 通 の 

にある 

もし そ 

を 正 し 

の は、 一 

合って 


ち 

狀 

度 

ゐ 


發 

今 


や 

や 

る 


音 

お 


、つ 

言 


力 


ど 

め 


な 


も 


固定 

ふ 


て 


の狀 

ぺ 


上 つ て 


と 


話した 


± 孩 

さ れ 

、  ヽ 

終に 


そ 

ゆ 


定す 

の は 


な く- 

レ の 

き、 そ 

る な 

聲は 

だ ん 


肉 

た、 

3- 


じめ に絃を 

" その 事 は 


易 い 言 葉 の 


-ぁ 

ヒ 

だ 

や 


で 出 來 た 

かま ほ こ 

は、 も ち ろ 

する 性質 


板て 

形 の 

ん今 

を 持 


ある。 その 

肉の 板て あ 

は 出来な い 

つて ゐるも 


適 當に張 

聲帶に 通 

せ 田す る や 

る變 つた 

あ ら う。 

て、 間 も な 

ば、 言 葉 の 

るよりも 

ん！^ 衰す 

うに 昆 え 


つ て 

ふ 血 

う な 

狀態 

そ れ 

く 振 

下 る 

る と 

る。 


形 

の 


は、 一 

で 


喉 

ら 


お い て、 言 葉 を 言 ひ 

の 分 量 だ と か、 咽 喉 

變 化が おそら 

て あるか ら、 で 

がー P にあら は 

動數は 減衰し 

よく その 假定 

方が 樂 なわけ 

いふ 事 で、 ク 雨" 

それで ク雨ク 


お 

や 


管 

一 し 

う と 


t じ 

の 筋 

ふ。 

る。 

^ う 

う な 


を、 大 體 圓 

うな 複雜 

かし その 

考 へても 


る 時？ と 

の締 工合 

も假定 て 

くその 緊 

振動 數は 

い 平生の 

體 で 言 葉 

も の は、 言 

の は、 グァ „ 


で 上 

る 時 

で 一 

で あ 

ま で 

の 速 

に お 

で み 

も の 

に 通 

ま り 

0 一 

負 の 


話 一 葉の 


る 場合 は 〇 二 秒の 間に 

は、 〇.ー 一秒の 間に 一八 〇 

割く らゐ 大きい。 雨の 

しかし やはり 下る 


る 

そ い 

て も 


力 

ん 


だ 


と 


れ は 

じ て 

言 葉 

方 の 

の 事 

一 つ 


だ ん 

一 秒 

が、 そ 

聲と 

い ふ 

た だ 

言 は 

の 速 

も の 

は よ 


と 

、 

ま 

さ 

力 


上 

、 

力 

私 


の 性質で 


飴グ を 比 

る。 し か 

二 七 〇 振 

りる 前の 

もの は 上 

わ か る。 

の 一 例で 

事 は 言 葉 

平均の 振 

抵の 場合 

の 常識に 

あらう。 


つ 

振 

短 

の 


づ 


方 

速 


力 

の 


に 八 〇 振動 

割 合 で あ る „ 


大きい 

も 一 致 


言葉 

さ が 

る と 

上 る 

ゐ で 

る 方 

上り 

_ 私 は、 

i 上 

a 単 仏 

と い 

す る 


ュ ^ 


一よ と 

き い i 

飴， ，の 

る。 

ク ァグ 

くい も 

の やう 

方より 

測 れ ば _ 

事で あ 

，ま た 多 


I：： すくら ゐ 

そ れ で こ 

ど 上る 方 


ん 


方 で は 大 

〇 丄ニ 秒 か 

の ク 雨ク 

に比べて 

の で、 下 る 

な單 語の 

も 下る 方 

，その 値が 

る。 

くの 測量 


の もの で あ る。 

の 速さ を 比較 

も 下る 方もシ 


1 八 〇 振動 

つて ゐる。 

下りる 方に 

大體 三分の 

は それに 比 


は 相 當 た く 

一 般に 大き 

の 方の もの 


し 

メ 


力 


力 


み 


し グ 

て も 


メグ で 下り 


ら、 二 

う す 


と 


フ お 


八 〇 

る 


る 

ま 


と 


と も 


さん 兄 


て 


R" お 

に な 

振動 

- こ の 


の單位 

りさう 


ち 

あ 


力 に 


そ 

八" 


ろ 

る 一 

あ 


て 

る。 


ら 

ま 

そ 


ゐ 

方 


ォ 

て、 


の 結果 は大坻 さうな る。 おそらく 言 
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や う 

は、 た 

め て 

す 力 

速 さ 

も そ 

と、 音 

1 ば 

よ り 

言 


言 葉 の 

出来な 

の 上り 

くさん 

物 を 言 

平均 

る 方 

は あ 

の 形 

母 音 

言葉 

配 の 

の 線 


線 

、 

の 

、 

の 

急 


の 極限 

し、 あ ま 

振動で 

と 下り 

もの を 

時の 母 

ふやう 

單位 に 

はいろ 

で あ ら 

非常に 

波 に 言 

線の 勾 

な 言 葉 


あ 

統計 


と 


看 

し 


力 

力 


葉の 

配 の 

の 線 


言 葉の 線に は 

な 勾 配 で 下 る 

な ら ば、 こ れ は 

の 極限 —— こ 

的に 見る より 

，上る 方で は 一 

合で、 そ の ク ェ 

二 九 〇〇〇 振 

問題が ある。 

■ 下る 方に 特に 

て、 何 とい ふ 言 

線が 影響す る 

急な の は、 速 さ 

はま だ 見た 事 


あ る 程度 は 極限が あ る 

事 も 出来ない らしい。 

當然の 事 で あ ら う。 

の 言 葉 は 不適 當 かもし 

外にし かたない。 私の 

ばん 勾配が 急で ある。 

？ク ゃクソ 1 ク の e と 

動 くら ゐてぁ る。 こ れ 

それ はグ 言 葉の 線ッ の 

問題に なり はしない か 

葉 か 少しも 讀 めない 場 

ので は あるまい か。 そ 

の 單 位 て 測って、 一秒 三 

力な I 


らしい。 あまり 急な 勾配で 上る 

言 葉の 線の 出来る 理由が、 聲帶の 

れな いが、 11 が どの 邊 にある か 

今 ま で 見 た 例 で は、 そ れはカ を こ 

そ れ は、 た とへば クェ？ さう v~ 

0 の やうな ものて ある。 言 葉 の 

より 速い 例 を 私共 はま だ 見ない。 

影 響で ある。 もちろ ん、 上 る 方に 

と 思 ふ。 それ は、 あ る會 話になる 

合が ある 寧で ある。 これ は 一つ 

れで 音波の 形が 讀 める 範圍內 で、 

一 〇〇 振動く らゐ である。 これ 


がー つ 一 つの 音波に 影響 するとい ふ 事 は、 ー體 どうい ふ 意味て あらう か。 言 葉の 線 
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0 


は t;2 さ だけに 

し た ら 、言 葉 の 

函 数 >-k. の 

か な ら すし も 

全に フ I リ ェ 

てゐ るで あら 

そして その 函 

普 通に 人が 

だか 判 斷出來 

んど 出来ない- 

とても フ —リ 

共 は その 原因 

假 想の 一 つ を 

, 母音の 構 0 

ひどく きいて 

函数が もし 非 


關係 する。 もし 母 ： 

線の 函數は 一つ一つ 

やうな もの が、 す ベ て 

すべての 波の 形 が 1 

の 級数 だけて 表 はさ 

う。 も し 言 葉の 線の 

數の 値が 大きく な れ 

話 を する 時の 言 葉 を 

ない 場合 が 多 い。 特 

. 語尾の 部分 が、 そ の 

ェ級數 だけで 出来た 

を 一つ一つ 指摘 す る 

述 ベ て 見た だけの 事 

が 完全に フ I リエの 

來 れ ば、 か な ら ずし も 

調和な 倍 一 習 に ひどく 


の 波 1 つ 一つが フ ー リ 

の 正弦と 餘 弦の 週期に 

の 正弦と 餘 弦の 項に 一 

樣 になる と は 限らない 

れる やう ものと は 見え 

函数が それに もき いて 

ば な る ほ ど、 こ の 變り方 

錄音 す る と、 そ の 音波の 

に 女の 話 聲を錄 音 し て、 

中ても 一 ばん わかりに 

波形と： li 見え な い。 も 

事 は 到底 出来ない。 こ 

で あ る。 

扱 數で表 はされ る もの 

母音の 形 を 繰り返 す こ 

きいて 来れ ば、 母 看 の 形 


H 

力 

な 

の 


力 

、 C 

ひ 

1 

チ. 

、 < 

ろ 

H4 


數の やう 

る ベ き も 

かかる と 

た、 母 音 の 

お そ ら 


ば、 波 の 

ど く な 

相當ひ 

を讀む 

^ ま と 

ん、 そ れ 

のお 話 


だ と 

と は 

t ど 


形 

し て も、 そ 

出 来 な い 

ん なに 變 


に 組 

の で 

し て 

波 は 

く 非 

は 相 

ひ 1? す 

ぐ i 

は、 今 

ど 雜 

非常 

，そ れ 

れ に 

か も 

つ て 


立 

あ 

も、 

、常 

I ぎ 

て 

來 


てられ 

る。 そ 

t の 値 

識て考 

和な 波 

變るは 

あ る。 

て る て" 

は 私共 

の やう 

複雜な 

つ い て、 

葉の 線 

るか も 


てゐ ると 

して この 

の 工合 で、 

へても 完 

もま じつ 

ず で あ る。 

何の 母音 

こ i まと 

に 見 え る。 

も の で、 私 

ただ 私の 

の 函数が 

言 葉 の 

ちろ ん豫 


自身の 性質が 複雜な 

生の 會話 は、 私共が マ 

るまい。 おそらく 極めてい 

た雜 音の やうな ものて 間に 

關係か ら、 そ れを いいかげん 

母音 だけ を發 音した もの を 

視し たもの かもしれ ない。 

1 つの 動的な 現象で ある。 

か ら う。 私が 今 言 葉の 線が 

原因から 母音の 波形が 非常 

たのに すぎない。 

私はッ ボウ チ 博士の 朗讀 

當 はげしい 變 化て 讀 まれ て 


み 

こ 


想 出来ない r これが 私が 想像した 事で ある 

會 話の 時の 言 葉の 波の 非常に 讀 

雜音 的な もの 

イク 口 フォン 

で 


I 力け 

合 は せ 

に 意味 

見本に 

言 葉 と 

た だ. 靜 

母音 の 

に複雜 

を 例と 

ゐ る。 


の 

的 

し 


なって 

前 で， 靜 

な 、陵 昧 

おく や 

とって 

て 機械 

ふ 現象 

な、 機械 

の 上に 

なって 

て擧げ 

かし そ 


理 由 は、 も ち 

ゐ る だ ら う 

かに 五つの 

な もので あ 

うな 場合 が 

^H.-  し て し 

的に 解 ii し 

は、 私 共 の 心 

的な 觀察か 

； 0 とくき く 

ゆく 事のう 


ろ 

，- 上 

ち 


た。 この レコ 

の 母音の 形 は 


ん こ 

い ふ 

音 を 


め 


う と 


的 

の 


の 

う 

ド 


れー つで は あ 

事 も 十分 考へ 

發音 する 時の 

た だ 言 ひよ い 

多 か ら う と 思 

て あ ら う。 そ 

いふの は、 す で 

作用が 非常に 

それ を 理解す 

と 想像した の 

だ 一 つの 場合 


る 

ふ。 

こ 


だ 


を 

私 


多 く 

る こ 

は、 數 


す 


る。 

な も 

に、 ち 

私共 

靜 か 

共 の 

含 ま 

と は 

多 い 

を 想 


は、 言 葉の 線の 性質から 

非常に 明瞭で ある。 私 共 が 


てるる ままの 言 葉を錄 音した 場合よりも はるかに 明瞭て ある。 はるかに 讀 みいい 


2 

3 

2 

母音 それ 

私共の 平 

のて は あ 

よつ とし 

は 前後の 

に 明瞭に 

心理 を 無 

れてゐ る 

むづ かし 

像して 見 

言 へ ば、 相 

平生 話し 

これ は 明 


話  ^ 


； 5. な事實 である。 この 事 は 

ゥチ 博士が 長い間の 熟練の 

が 出来た の で あ ら う。 こ の 

士の名 調子の 名 調子で ある 

觀 察 は、 赏 際の ものの a 相に 

ッ ボウ チ 博士の 朗護 11 

を 見た。 これ か ら 私 は その 

この is?- がッ ボウ チ 博士の 

の 題目で ある。 また ニッ ボ 

耍な 問題で ある。 今まで こ 

全に 考 へられて ゐ なかった- 

このお 話で 今 私が とつ た 

こと は 案外む づ かしい" し 

やうな 研究 をす るに は、 も 少 

やうな 事で な く、 機 械 的に 高 


今 私が 述べ 

結果で 何 か 


や う 

と こ 

何程 

前 の 

や う 

名 調 

ン 語 

の や 

一 こ 

方法 


なと こ 

ろで あ 

も 近 づ 

章 で ッ 

な 聲 で 

子のお 

の 研究 

うな 事 

れは將 

は 非常 


た 事と は 矛盾す 

私共の 知らない 

ろ は、 私 共の 機械 

る。 その やうな 

いて ゐな いとい 


ボ ゥ 


話 

來 

こ 


かし 今 私の 試 


チ 

殘 

た 


博士 

れ た 

心 を 

は、 こ 

り 研 

さ れ 

り く 

こ と 


る やうに 見え る。 これ はお そら 

原 因 で、 特 に 明瞭に 母音 を 0 音 す 

的な 觀 察の 及ばない ところて あ 

事 を考へ るな ら ば、 私 共 のこの 機 

ふこと が 今 さらながら よく わか, 


し 他の 簡便な 方法 を考 

さの 變化を 知る 事が 必 


の 名 調子 は 一 體 どんな 波形の 言 葉 で 

どんな もので あるか をお 話 

る。 その 事 だけて 非 《：a に 長 

問 題 は、 寊 際 上の 意味の ある 

ゐ なかった。 硏究の 方法 さ 

ツボン 語の 研究の 大きな 問題て 

多く の 例 を こ の やうな 方法で 

試みて ある。 多くの 例に つい 


名 調 

作 つ 

の や 

究 さ 

た 二 

ど い- 

は、 單 


子 

う 


こ 


く ッ 

る こ 

る。 

械的 

る。 


ボ 

の 


す 

大 

て 


へなければ ならない。 錄音を 顯微鏡 で 喷 


力 

リ 

究 

の 

む 


要で ある。 この やうな 事の 詳細に ついては 


他の 機會に ゆづる * 


4 


ク 

言葉 

な い" 

し て 

大 き 

は 另 

方法 

り i 

て も- 

を き 


ボ 

力 

の 


極 


ゥチ博 

一 つ の 

あると 

この や 

る こと 

グ ラ フ 

b- 波が 

大きな 

名 調子 

つまり 

めて ゆ 


士 


0 


少 


の 

言 葉の 線 は 


き 力 <  T- 時、 


この 名 調子 

の 長さ や 高 

高 く  ^一一 曰 は れ 

事 で あ る。 

事 は、 私 は 科 

來 る。 

b- 波、？ 波 は 

。 また ォ 1 

は な い。 

きな 特色 は 

の單 位て 測 

かて ある。 

う # に i ま 

ェェ？ が な 


は、 普通の 私共の 話と 一 

さに ついては 前にお 話 

てゐ る。 その他の 特徵 

私共の 普通の 會 話に は 

白の グラフ を擧げ てお 


し 


全部 省略し 

フィ ー リャ 

言 葉の 速さ 

つて 一 〇 〇 

また H4-  ^力 

力 らな、 

どい ふやう 


た „ 

の 


博士の 

ェ /  . 


ど 

た。 

た 


聲 

や 


が 速い 事. であ 

振動 前後の 速 

散文の 文句 を 

た だ 私共が 特 

な 場合に は、 言 


こ 

力 


が 違 ふで あらう か。 

そして ォ， I フィ I リャの 

一 つ の 言 葉の 長さに かな 

うな 犬が かりな 伸び縮み 

ら、 諸 君 は 他の 場合と 定量 


こ ± - 

そ の 

る。 

さ で 

讀む 

に 力 

葉 の 


やはり 普通 私共の 

泣聲 など も 省略し 


聲と同 

高. 


1 

た。 


普 通 私共の 長い 言 葉 は 前 

あ る 場合 が 多 い。 言葉 の 

と か、 歌 の 文句 を讀 むと か 

を 入れて さう.、 てす か！； 

線 は 平均の 單 位で 測つ て 


女 

こ 


五 


らしい 

の 伸び 

あまり 

に 比較 

^ う に、 

として 

、述べ た 

のまが 

ふ 場合 

と か、 物 

〇〇、 あ 
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その やうな 場合 は 私共の 普通の 會 話の 中には 


會ー 


でも 速 

こ れ 

の 


時 

耳 


力 

一一 一一 n 

感 


場 な 口 と 


力 

あ 


速 

ら 


さ 

言 


さの a 

この 名 

ふ 場合 

じと よ 

て ど う 

カ遍 く 

巧 的な 

い。 多 

に 述 ベ 

. し か 

部分 だ 


の單 位て 一 〇〇 振動 以上で 讀 

調子の 大きな 特徵と 見て いい 

言 ひ 方 て、 ほ とん ど 全 

一致す る。 感情的な 


の 


く 

て 一 

く 

ナ 


0 


が 言 

ひ 方 


ふかと いふ こと を考 

• 下る 方が 速さが 速い _ 

讀の 方法 な ら、 上 る 方 

の 抑揚が ある。 しか 

や う に、 尻 下りの もの 

大膻 の頓向 は、 こ れ だ 

について 計算して み 


〈 

る 


ま 


ま 


と 


る J ひ は 七 〇0 振動 以上になる 事 も ある。 しかし 

たくさん はない。 むしろ 稀な 場合て あ る。 

ッ ボウ チ 博士の この 朗讀で は、 言 葉の 線が いつ 

れてゐ る。 一 〇〇 振動 以下の 場合 は 稀て ある。 

私共の 會 話て は 殊更に 物 を 聞き返す とか、 驚いた 

れてゐ る。 この 車 はこの レコ ー ドを 聞いた 時の 

いふ もの は、 さ うい ふ もので あら う。 

次に この 言 葉の 速さ が、 言 葉が 上る 場合と 下る 

この 科白で は、 言 葉の 速さの 大體の 傾向 は、 上る 方 

下る 方が はるかに 複雜て ある。 もちろ ん、 こ の や 

下る 方に して も、 普 通 私共が 話す 時の やうに 單純 

て も、 下 る 方が その 抑揚が ひど い。 言 葉と いふ も 

その 定量 的 な も の は、 そ の 測る 場所て みな 違 ふ で 

わからない 事 はない と 思 ふ。 今 私 は 前に 擧 げた 科白の 

す く 寸 る ために スペクトルの 形 で 書 い た。 

これ を 見る とハ ム レ ットと ォ，" フ ，-| リャ とで は 言 ひ 方が かなり 違 ふこと がわ かる。 ォ 1 


て み 

そ し 

し て 

そ の 

あ る。 

見ても 

—  x や 


る。 

中 


5 

3 


0.2 
0.1 

0.3 - 
0.2- 
0.1 - 


割合 


八ム レツ 卜 
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1 234567891 Z 


2  3  4-.  5  6  91 


博 

の 

刷 

を 

動 

よ 

1 

振 

X 

の 

る 

時 

そ 

士 

出 

な 

の 

越 

の 

の 

速 

y 

力 X 

間 

の 

ス 

の 

葉 

來 

ほ 

長 

す 

と 

も 

場 

左 

軸 

さ 

軸 

は 

で 

部 

ぺ 

名 

や 

な 

い 

い 

右 

の 

は 

の 
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別 

割 

分 

ク 

朗 

い 

の 

金 

と 

ふ 

に 

で 

数 

〇 

速 

あ 

百 

の 

つ 

の 

子 

讀 

や 

話 

は 

意 

あ 

は 

字 

〇 

さ 

る 

分 

グ 

た 

最 

ル 

を 

の 

私 

ラ 

に 

唄 

味 

る 

の 

振 

で 

割 

ラ 

も 

高 

の 

願 

ダ- 

は 

な 

は 

の 

1 

番 

な 

動 

あ 

フ 

の 

の 

ぐ 

ラ 

測 

め 

場 

あ 

2 

低 

い 

る 

測 

を 

の 

ば 

フ 

に 

量 

つ 

る 

は 

い 

の 

あ 

つ 

見 

あ 

と 

マ 

を 

述 

の 

た 

に 

の 

は 

〇 

數 

る 

た 

て 

る 

最 

明 

れ 

印 

ベ 

ダ- 

に 

は 

〇 

は 

〇 

字 

す 

下 

低 

と 

刷 

た 

ラ 

な 

あ 

の 

〇 

八 

〇 

振 

の 

ベ 

さ 

文 

の 

比 

し 

拙 

フ 

い 

る 

や 

〇 

〇 

〇 

動 

い 

句 

較 

た 

著 

は 

事 

ラ 

振 

振 

振 

2、 

の 

の 

と 

速 

し 

の 

さ 

で 

し 

な 

動 

動 

動 

場 

ど 

の 

さ 

て 

中 

ラ 

•4- 

め 

も、 

臺 

以 

差 

と 

下 

の 

に 

澤 

る 

し 

〇 

下 

の 

に 

を 

さ 

'ク 

い 

山 

並 

〇 

〇 

あ 

略 

は 

對 

上 

そ 

ふ 

い 

ボ 

ろ 

に 

通 

〇 

〇 

る 

あ 

て 

し 

る 

の 

ゥ 

い 

は 

の 

振 

〇 

る 

あ 

〇 

て 

力 S 

間 

葉 

チ 

ろ 

印 

私 

動 

振 

9 

る 

〇 

そ 

下 

の 

は 
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フィ ー リャ 

レ ット より 

しかし 上り 

は 上る にし 

ふこと て あ 

この 上り 

ば、 ど の やう 

よく 調 ベ て 

る。 一般に 

的な ものに 

は 進む ベ き 

ツボン 語の 

, 諸君 はこ 

タ 

《.？ に 速い 振 

の は ー膾ど 

話 の 語数と は 


の 方 が 表情 的て 

も 速く 下る。 こ 

下りの 場合 に、 そ 

て も、 下 りる にし 

る。 

方、 下り 方 を 詳し 

な 感じが 起る か 

お け ば、 そ の 調 ベ 

，この やうな 場合 

まで 仕上げる こ 

もので あ ら う。 

一例と し て、 朗 讀 

のッ ボウ チ 博士 

動數の 減衰 はォ 

うい ふ 意味て あ 

何か關 係が ある 一 


ある。 上る にしても ハム レットよりも 速く 上 り、 下 るに しても ハ ム 

れは 前に 男と 女との 會 話の 相違に ついて 述べた とよく 一  致す る。 

の 速さの 變化は ハム レットの 方が ひどい。 つまり ハム レットの 方 

て も、 い ろい ろの 上り 方で 上 り、 い ろい ろの 下り 方で 下って ゐる とい 

く 研究す るの は、 そ れは 特別の 研究て ある。 どの やうな 速さで 言 へ 

とい ふやうな 事 を、 は じめ に實 際の 場合と 人々 の 經驗と を 比較して 

方が 詳しく なれば なる に從っ て、 それ はだん だん 標準 的な ものに な 

この やうな 方法で 言 へば、 この やうな 效果が 出る とい ふやうな 規範 

とが 出來 るか もしれ ない。 また その やうな 方向に 實際 問題と して 

今 私 はこの 例で そこ まて 論じようと は 言 はない。 ここて はた だ 二 

とい ふ もの は どの やうな ものて あるか をお 話した だけで ある。 

の 例 で、 も 少し 細かい 說明を 聞きたい と 思 ふて あらう。 たと へ ば、 非 

I フ ィ I リャの 科白に 特に 多くて、 ハ A レ ットの 方に は 割合に 少ぃ 

る か、 上 り 方と 下り 方に は大體 どの やうな 型が ある か、 そ の 型と 文句 

か、 11 この やうな 事は實 際の 問題と して 非常に 興味の ある ことで 


ある。 しかし このく らゐ なわ づ かの 例 で、 >  J の やうな 大きな 問題 を 論じる こ と は危險 である。 

私 はたく さんの 朗讀の 例ゃ會 話の 例 を 集めた。 ここに 擧 げたの はほんの 一例で ある。 しかし 

この 私の 作った 全體の 言 葉の 記錄を もってして も、 ま だ その やうな 大きな 實際 上の 問題 を 論じ 

るに は 足りない と 思 ふ。 言 葉の 現象 は、 非 常に 複雜 して ゐる。 私共 は輕 率に 何も 言 ふこと は 出 

来ない。  、 

g ォ-フ イリヤの グ H  ?=, や 泣聲の 一 例 は、 1 波づっ 測量した ままの グラフで 1 九 三 八 年 

五月の ク科學 畫報ク に 載せて ある。 波 ん 見る 事が 出來 る。 
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私の {4! 想 


話の 特 

ある。 私 

て はなら 

讀 むと 

で 主と し 

歌 や 詩 

普通の 文 

る ことで 

私共 は 

も、 私 共 は 

短歌 を 讚 

せる ため 

い。 そ し 

み 方 はよ 

も のと 見 

昔 は 三 


別の 場合 

は 今 諸君 

な い。 

いふ こと 

て そのこ 

が 普通の 

章 や 言 葉 

あ る。 

平生 歌 を 

大抵 聲を 

むと いふ 

に讀 みあ 

て、 た ま に 

ほど 遲く 

ていい。 

十一 文字 


は、 も の 

に言库 


の 中 

と に 

文章 

よ り 

噴む 

出し 

場合 

げ る 

百 人 

な つ 

そ れ 

の 歌 


で、 

つ 

と 

て- 

も 


を讀む 

と會話 

一 ば ん 

いてお 

特 に 違 

に、 こ の 

いふ や 

は讀ま 

-た と へ 

い ふ や 

苜を讀 

，普 通 歌 

今 こ こ 

一 種 の 


こ と 

に つ 

特色 

話し 

つ て 

リ ズ 

う な 

な い- 

ば  百 

う な 

む や 

を 讀 

で 一 

唄 の 


の 

事 


て 

た 


人 一 

場 合 

う な 

む や 

緒に 

や う 


る。 

お 話 

る の 

と 思 

點 ま、 

い ふ 

め つ 

だ 目 

首 の 

て あ 

場 合 

う な 

論じ 

に 頃 


0 む 

し た。 

は 歌 

ふ。 


J と 

次 


特 


力 


別の 場合 

私は讀 むこ 


二 プ 

と 


ボンの 普通の^で 

ついて お話しな く 


そ 

る „ 

ま- 

て 


や 詩を讀 むこと である。 それで 私 は 今 ここ 


ォ 

レ J 

-そ 

れ 


こ 


を 考 


私共 

て は 

ゐ ら 

た も 


私共 

な い 

れ な 

の だ 


が あ 

入れ 

た と 

理解 

か、 あ 

生 さ 

素人 

Q そ 


る 

る 


と 

ひ 


力 


同 志 

れ は、 や 


ふ こ 

が、 つ 

十 一 

ナ て 

特に 

場 合 

力 ス。 

は り 


と で 

ま り 

文字 

あ る ( 

そ の 

を あ 

た を 


あ 

取 


種 の 


る。 そ 

や 詩 を 

短歌 を 

m を 出 

を 人に 

る 場合 

唄の や 


れで 

考 へ 

見 て 

し て 

知 ら 

し な 

て、 

う な 


とい ふ說が ある。 噴 はれない まで 


も、 み 

あ る 

い J 

も 知 

ま だ 

と 5 

んで 

0 で 

問 題 

て 一 


な 

rl.. 

說 

ナ. 

力 


) 


方 一 

の 

はもの 

と ま、 ま 一 

今 私 

一 


聲 

It 

も 

と 

S ゝ 

力 

む 


を あげ 

朗吟し 

あ る。 

い。 そ 

當時 の 

技巧的 

聲を出 

も のか 

時の 讀 

る。 そ 

推量す 

と は 相 

讀んで 

んど 完全に 

なるべく 普 

時の 狀態も 


て 朗 

て 一 

何し 

れ が 

形が 

に ど 

し て 

は、 ど 

み 方 

れ は 

る と 

當 む 

も 考 


吟 

ろ 

ん 


された 


れ 

、 

出 


て 

1 致 

通 の 

あ る 


こ と 


し 


も- 


す 


狀態 

程度 


もの だ 

に 感じ 

で、 そ の 

朗吟の 

るの か 

吟 され 

のにつ 

記錄す 

う に 聲 

て讀ん 

は 無理 

問題で 

な 言 葉 

き はず 

て 短歌 

に 推量 


と い 

ら れ 

證據 

習慣 

も 知 

る か、 

い て 

る こ 

を 出 

だ 時 

だ ら 

あ る。 

の 形 

で あ 

や 長 

さ れ 


說 

狀 

r す 

る。 

歌 を 

て も 


も 


つ 


あ 

な 


で 


力 


る 一 


ベ 

ふ 

し- 


る。 

つ 


は 別 


と 


て 


そ 

，今 


み 


題 

た 


の 

な い。 

て も ら 

目" ！ 

巨 


て 

で 


て 


れ 

て、 

方 

む 


で、 

ナ. 

る n 

と 


-そ 

る 一 

の 


の 

巨 


吟 

や 


は、 か う 


ふ. こ 


れ 

し 

と 


し 

HI 

と、 


易い や 

歌の 形 

んなも 

ための 

た だ そ 

で 私 共 

う と 田^ 

な い。 

多 少 違 

へ ら れ 

そ れ を 


う な 

が 發 

の で 

歌 に 

れ を 

が ど 

ヽ ダ- 

そ こ 

つ て 

る。 

聲 に 


形 

ん 

，な 

ゐ 


と 

て- 


出す 


し て、 

た と 

た 力 

て も. 

讀 む 

こ 蒙 


ベ く 

少 の 

，一 方 

私共 

こ と 


8 

4 


讀 ん 

よ か 


て もらった 記錄 は、 そ れ から 聲を 出さないで 

ら う。 


农  e ザ 


これから 私 は 七五調 や 五 七 調が どの やうに 讀 まれて ゐ るか をお 話して みる。 

1 歌の リズムに ついて。 私の 空想 11 一一  ツボンの 詩の リズムに ついて は、 こ れ までにい ろい 

ろの 研究が 公に されて ゐた。 それ は 七五調と か 五 七 調と かいふ ものが 何故に 我々 にいい 感じ 

を與 へ るかと いふ こと を設 明しょう とい ふ 研究であった。 

その 代表的な もの は 呼吸との 關係 である。 これ は 多くの 學者 によって 考 へられた 

言 葉と 呼吸と は 何か關 係が あるで あらう とい ふ 事 は 常識ても わかる。 そし て、 私 は こ 

話のお 話の 時に 二 つの 言 葉の 線は大 體て 十 綴く らゐの もので あらう と 言 つた。 呼吸 

に 大體ニ 〇 くら ゐ である。 そして 普通の 言 葉 で は、 母 音の 長さ はま づ大體 で 十分の 一 

である- それで 子音の 長さな ど を それに 入れて、 1 呼吸の 間に 十 緩と いふ こと は 大體の 

合 ふ。 私共 は 空 氣を吸 ひ 込む 時には 言 葉 を 言 ふこと が 出来ない か ら、 ま づ この 十 緩と い 

ュ ク ボン 語の 話と して は 相當に 理由の ある 事て ある， 

しかし この 事と 七 五の.：^ 感と いふ 事と はたして 關 係が あるて あらう か。 問題 はこ こで 非常 

にむ づ かしくなる- 七 五に して も、 五 七に して も、 緩 の數は 十二 緩で 大體 この 數に合 ふ" 

言 ひよ ぃ語數 であらう と は 十分に 考 へられる。 しかし 七 五、 あ る ひ は 五 


の 

秒 


で あ る。 

前の 會 

一 分 間 

くら ゐ 

勘定 に 

ス ll* は 


七と いふ その 


二  L エー 

そ わ 力 

一 

ズ ム の 一 


分け 方と 呼吸と どう 關係 する かとい ふこと は、 說 明 は 案外 困難な やうに も 見える。 しかし この 
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4 


設 も、 も ち ろん 有力 

あ ら 

い ふ 

か の 


一 nltr. 


c の 一 


ど う 

吸 の 

1 呼 

さ を 

► ゝ 、 

力 レ 


ち 

^一一 曰 

ま、 


長 さ 

吸 の 

測 つ 


は その 間 


力 


て 

は 何 1 つ 


さ う 

因 結 


な 

5^ 


はれた 

あ る" 

力. 5 ら 

う な こ 

今 急に 

に 等し 

長さ を 

てみ た 

じを與 

にどう 

ゐ るか 

てゐる 

關 係が 

わかつ. 


と 


出 


と 


な 

ま、 

れ 


つ と 


も 


は- 

-ゐ 

ゐ 


學說 て 

步 行と 

る。 そ 

も. ち 

ふ 事 

種 の 

と は 

る。 

と す 

は、 そ 

係 力 

つ て、 


^言 

な 


力 


あ る。 

の關 係て あ 

七五調 

有力な 

ち ろ 

的な 

な い 

の 人 

ま た 

そ の 

1 呼 

か、 そ 

の も 

だ そ 


0 

5 


も 知 


し て 

ろ ん 

は、 も 

目 ^ 

て き 

多 く 

る。 

し て 

れ は 

あ る 

は、 た 

れ な 

ま た 


わ 


力 


れ 

ら 


ら 

し 


る。 普通 私共の 

の やうな もの 

學說 であ 

容易に 考 

ので あら 

たと へば 

呼吸の 長 

方で はた 

さが 大體 

の 長さに 

が 十分 わ 

が 他の も 

だけて は 

る ひ は 何の 關係 

せ る 方法 も 今て 


も 

る „ 

う „ 

力 

少 


步 

步 

ま 


速 

力 

-大 

力 

ら 


な い 

見 當 


さ 

ら 


と 


て 


- 歌の リズ 

ムと 一番 

の リズ ム 


間に 客觀 

む 時間が 

れを 平均 

調の 文句 

る。 そ の 

と 言 つ て 

である。 

ゐ ると は 

い。 あるひ 

も 知れな；/ 

な い。 


ム 

ま- 

^一一 一  n 


と 


歌 


な 


て 


の 間 

合 つ 

の リ 


關係 

ゐ る 


力 

て. 

ま 


で 人 

，一一 ク 

ま せ 

私共 

ら な 

の 間に 何 

の やうな 


上 二 


1 

實 

力 


力 


と 


て 

ズムに 何 


呼 

周 

れ 

原 


こ と 


1 一 a 


結！！：？ 七 五 

もの かどう 

その 答は桔 

が 紫の 色素 

それ は 紫で 

歌の リズ 

感じが する 

は 全然/ ン 

原因 だとき 

く そして 

を 我々 に與 

て あると い 

へ ようと © 

へ ようと 

私 の こ の 

い 詩の リズ 


調 は 何故に 私共に いい 感じ 

か は 疑し い。 何故に 持梗は 

梗は 紫で あるから 紫で ある 

を 持つ てるから 紫で あると 

あるから 紫で あると いふ こ 

ムの 問題 も、 そ んな ことにな 

とい ふやうな こと が、 そ れ に 

センスに 終る。 また 何 か 相 

非常に 危險 であ 

へ る。 —— -1 ッ 

は與 へる から 與 

じこと である。 

に、 七五調 や 五 七 


める こと も 

た だ か う 答 

へ る。 そ れ 

ふこと と 同 

はない やう 

はない。 

仕 事 は、 ま づ 

ム である 七 


事實を 記述して 

五 調と か 五 七 調 


を與 へ 

紫て あ 

とい ふ 

も 答へ 

とと 變 

つて ま- 

ついて 

關 的な 

る。 そ 

ボ ン 語 

へる の 

私は桔 

調が 何 

見よう 

と か 言 


る 

视 

と い 

ふ や 


と い 

と い 

,。 事 

る か 

、 r 

ら な 

ら れ 

を 見 

，私 は 

，七 五 

る。 

何故 

氣持 

ふ こ 

う な 


ふ 

も 


こ と は、 は たして 問題と して 成立す る 

問 は、 あ る 意味で は 間 題に ならな い。 

てし まふ。 あるひ は is 搜 の花瓣 

ない。 しかし それ は 答で はない n 


づ 

れ 


た 

紫 


七 

だ 一 

こ と 


五 調 

一 ゥ 

勝手 

こ 


五 

で 


七 

力 


はいい 感 

の 答の や 

に 一つの 

ついては、 

は 非常に 

う ど 桔梗 

>  ： 、 ヽ 

力と t 

V  こと 


し 力す 

- つな も 

ものが 

今 何も 

、 , ， 

III 

が 紫で 

ことに 

につい 


とて ある- 

も の を、 あ 


る 


そして 二 ツボン 

程度に 記述して 


力ら... > 

な ら ば、 話 

の ものの 

へずに お 

ムの 感じ 

るから 紫 

いて は 答 

今 急に 答 

ようとい 
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ふこと である- 決して の 快感の 原因 を設 明して みょうと いふ ことて はない。 


,> こ 

とい ふ 

中に す 

つ て 言 

形式 だ 

ど う 

こと は 

いふ や 

て も、 そ 

も ち 

ふ 要素 

ま た 1 

て、 そ れ 

そ れ 


で、 

で 

0 


力 


と i 

こ こ 


て 


と も 


し 

方 


力 


づ 

で 今 あ 


て こ 

，私 共 

の や 

れ ば 

へ ら 

の や 

し い- 

に 對 

理的 

の 七 

て ゐ 

言 へ 

ム の 

る 1 


私 の 

の 頭 

う な 

れ る 

う な 

- そ 

す る 

な も 

ョ 

な け 

ば、 そ 

S こ 


こ 

時 

な 


の 

う 

は- 

* ま 

力 

る 


こ 


こ 


も 


ム の 


人の 大詩 


と 

-生 

人 


力 


の 

れ 


0 間 

ものて 

ら 

理 


力 


と 

，七 


て の 空 

ゐ る 1 

持って 

とかい 

あ る。 

，私 共 の 

私共に 

時から 

決 し て、 

何 かそ 

の やう 

として 

とも あ 

調に よ 


想 

、じ 


を お 

の リ 

る。 


話 

そ 


み 


ち 


る < 

や 


そ 


と 


れ はこ 

ふこと 


う 


ど 


七 

て 


やうな もの が、 私 共の 頭の 中に も 


の 中 

つ て 

ん だ 

れ な 

中 に 

な國民 

作られ 

る。 こ 

ら ない 


と 

の 


は、 

力 


で 

私共 

的 な 

て ゐ 

れ は 

立派 


たかと 


て 

歜 


首 

づ 


ゐ 


ム の 

ら、 だ 

ご つ 

を つ. 


ん 


ふこと は、 そ 

む と か、 君 が 

ら だ と 

る もの 

リズム 

になる 

だん 私 共 

の やうな も 

つ て、 そ れ 


思 

わ 


五、 あ る ひ 

る。 私 共 

大袈裟な 

つて ゐる 


ス 

感 

力 


は 今說 

を 養 え 

る ま 

を與 へ 

な y 

れに馴 

て ある- 


五 七 

頭 の 

を と 

觀 の 

す る 

と か 

言 つ 

と い 

か し 

さ れ 


が國民 的に 擴っ 


252 


一一 ぼ 


と 

は、 


す 

の 歌 


るなら 

れで變 

まり 私 

が ある 


ば、 今 度 

つてく 

の ^一一 ョ ふ 

か ら、 七 


そ 

ゝ 

±、 


方 

よ 


リズ ムを 支配す る 型に なつ て、 私共が 持つ てゐる 今の 七五調の 型 

な い。 


原因 か ら、 七 五 


感 


じられ るの 


て 


力 


あ 


で 

る 


さ 


と 


た と 考 

も 思 は 


る 1 方 的 

ると いふ 


互が お 互の 原因で あ り、 お 互が お 互の 結果で あると いふ： とで ある。 


今 


何 

も" 

二 


力 


じ 


と 

私 


の 私共 

生理的 

ら れ る 

心臓の 

以 上、 七 

もの か 

の リズ 

ま 、す ベ 

ボ ン 人 

共 は ど 


の 意識 

な、 あ る 

ので あ 

鼓動と 

五 調と 

も 知れ 

ムの方 

て 今 で 

全體を 

うかし 


で 

、 

な 

ま 


-七 

、じ 


五 

理 


う と 


的 

ふ 


いふ やつ 

ふ ものね 


と 

し 


, 5  4、  \  i 

^> 力 し 力 

ようと 

て 


變 へ！ 

一 

掩 ふま！ 

て 二 ツー 


あ 

で 待 

ボ ン 


い ふこと は 

原因が あつ 

、「な 氣 がす 

ことに 關係 

らな いもの 

それ は 一種 

© へばい く 

大 詩人が 

より 外 仕方 

の 新しい リ 


-何 

て、 

る „ 

、、ゝ 

力 

ズ 


となく 

その 原 

た 

ら 


と 


て 


て 


決定的 

因の た 

へ ば 七 

_ 私共 の 

とい ふ 

，私 共 の 


でも 變 へられ 

くの 新し I リ 

な い。 

ムを 作らう と 


な も 

こ と 


ものの や 

に、 特 に 七 

調と いふ 

吸の 數ゃ、 

うな 感じ 

も 體も少 

もの かも 

ム の名篇 


のでな しに、 

て あ る。 つ 


う に 

こ と 


心 

を 


す 

つ 


思 はれる。 

は 私共に 心 

力 i| "力 v4  4i ハ 

の 鼓動の 數 

る あるひ 

狀 態が 變ら 

ない。 この 

く つ て、 そ の 


五 調 

めお 


それ は 

地よ く 

さ 


吸 

ら 


の 

力 

な 

結果が 


う 


て 

な 


努力し なくて はならない。 七五調 


5 

2 


や 五 七 調 だけに 何 

-I ツボンの 詩 や 詩 

私が ここ て お 話 

考へ て も わからな 

かの 機會で 新しい 

生きた- 1 ッポン 語 

ッ 語 が、 は たして そ 

も 二 ツボンの これ 

思 ふ。 私 はた だ 一 

表 は し、 私 共の 感情 

て ゐるこ の 生きた 

ン 語の 詩を讀 むこ 

ゲ ー テゃ ハイネ 

は あるまい。 どこ 

の 二人 稱 など は、 さ 

それ はお そらく 一 


先天 

を 非 

よ う 

こ と 

ッ ボ 

中 に 

當 時 

ら の 

ま り 

言 ひ 

ッ ボ 

が 出 

詩 に 

多少 

た く 


的 

の 

さ 


種の 文章語 


理由 

進歩 

ふ の 

る。 

の リ 

な く 

さ れ 

、私 共 

き た 

す 二 

て あ 

で あ 

た ド 

當時 

使 は 

だ と 


あ 

-ぇ 

ヅ 

ボ 


一/」 や 

る て 

に そ 

大詩 

を 求 

な ら 

ま の 

常 話 

ボ ン 

ン 語 

こ れ 


うに ® ふこと を 一 時 見合 せても j 


V 


そのこと が 


ッ 語 は、 

會 話の 

かった 


思った て 


ら 

、 C 

ィ 

，た 

ら 


う と 

し い 


出 

ッ 

ら 


現 

な 


0 


う 


思 

- ま- 

で 

》 

こ 


ふ „ 

-そ 

-た 

あ 

そ 

の 


ム 

る。 

こ、 


に つ 

だ け 

は ま 

へ 、ま 

丈 力 

二 プ 

- ム 

よ り 

私共 


當 時 の 

違 つ て 

の 當時 

ことか 


で 

ゐ 

の 


て て 

あ る- 

第 一 

I テ 


う 


ン 


力 


ま 

一 

こ 

-そ 

そ 


な 

ヽ 

れ 

れ 


し て 

共 の 

ィ ネ 

は 知 

く て 

私共 

は 私 


そ れ 

私共 

話す 

の 使 


な 

&ゝ 

力 


本當の 私共の 生き 


人 

普 通 


の 使つ 

ら う。 

I テ の 

の會話 


た 

力 


は 私共 は 

が もし 何 

. ^ほりの 

つた ドィ 

い が、 少 く 

らな いと 

想 を 言 ひ 

每日 使つ 

た 二 ッボ 

ィ ッ 語 で 

へば 單數 

讀 ん だ ら 

獨立 させ 


て、 詩 

私共 

て感 

て あ 

も の 

ふ 一 

使 つ 

二 ク 

的 な 

て 普 

性 と 

. 面白 

し 

ス ト 

^ を 


今 

ク ノ 

た 


は 世の常 ならぬ もので、 口 マ ン ティ ックな もの だとい ふ 感じ を與 へたで あらう- これ は 

が 歌に 對 して 感じる 感じと おそらく 似た ものて あつたか も 知れない。 今 私共 が 歌に 

じる もの は、 や はり 世の常 ならぬ もの て、 普 通の 人の 使 はない、 一 極 變 つた もの だとい ふ感 

る。 それ はゲ I テの 詩の 言 葉より も、 な ほ はるか に、 は る か に、 普 通の 會 話の 言 難と は 違つ 

で あ。 

の- 1 ツボンの 歌 は、 會 話 の 言 葉て は 成立し ない。 その 文法的な 構造 は、 か ならず 文章語と い 

種 特別な- 1 ツボン 語でなくて は 成立し ない。 文法的な構造それ^111身がすでに私共が平生 

てゐる この 親しい 二 ツボン 語と は 違 ふ。 それ は 親しみの な い、 聞 き 馴れ ない、 違 つた 世界の 

ボン 語で ある。 そして この やうな 違った 世界の 一一 ツボン 語から くる 特別な ！：：^ 踏 的 な、 脫 俗 

感じが 歌の 感じで あらう。 それて あるか ら、 そ の 歌に 高踏的で もな く、 脫 俗 的ても な く、 極 め 

通な 一 市民の 生活の 有樣を 歌った とするなら ば、 そ の 形式の 高踏的な ところ と、 內 容の 日常 

が 非常に 面. CI い コントラスト をつ くる。 それ で、 私 共 は、 そ の やうな タク ポク の 歌 を 非常に 

いと 思 ふ。 そして タク ポクが ツボンの 短歌に 一 つの 新しい 時代 を 作った とも ふ。 

かしこれ は 結局 コ ン トラス 卜の 感じの やうな ものが 基礎に なって ゐ る。 直接に コ ン トラ 

と 言 はない まで も、 と も かく コ ン トラストに 似た 一 つの 感情で ある。 しかし この やうな 感 

5 

基礎に するな ら、 結 局 タク. ボタ の 歌の 步んだ 道より 外 に、 さ らに 多くの 新し、^ を 見つけ 2 


る こと 

れはそ 

た 親し 

さうな 

用の も 

入に 共 

ズムが 

の 親し 

はれな 

こ の 

語 を 主 

の 間 繰 

の 宗匠 

歌と し 

の 世界 

現代の 


は 

、 

れ 

あ 


む づ 

コ ン 

-1 ク 

ズ、 つ 

て も 

な 均 

る と 

一 I ク 

や う 

i 今 

用 J- 

返 さ 

添削 

存在 

も う 


力 

、 

ボ 

P こ 

れ， 


し か 

ラ ス 

ン 語 


少 

私共の 日々 


れ 

る- 

使 


らうと 

トに複 

て 私共 

葉 それ 

ば、 歌 の 

のにな 

とて あ 

に 詩と 

や 感情 

と は 非 

そ し 

S や 五 

る， そ 

一 の 理 

由 な、 も 

つて ゐ 


思 ふ。 私 はもう 一 

る こと を 全然 やめ 

の 生活 を まっすぐ 

自 身 は、 生 き た 血 の 


宗匠 

る。 

る。 

し て 

を そ 

常 に 

て そ 

七 の 

し て 

由 に 

う 少 

る 生 


專賣の 

の 時 そ 

れ て、 こ 

美し、 > 

て 表 現 

子 が 違 

死 語 で 

ズ ム だ 

の內容 

る" 私 

個人の 

た -I ッ， 


も の 

少- 力 

の 考 

リ ズ 

し よ 

ヽ 0 

は じ 

け を 

こ 可 

は こ 

獨創 

ポ ン 


つ 新しい 短歌の 

る こと て あ る。 

ふこと て あ 

た 私共の -I 

なくなる。 

や 散文 

れ ば、 歌 


こ 歌 

通 つ 

で も 

小說 

に よ 

ム を 

-っ と 

今 の 

め て 

力 少 

の や 

語 に 


置く も 

する も 

歌人 は 

成立す 

の リズ 

々變っ 

う な 歌 

會の多 

し た い" 


と 

の 


道が あり はしない かと 思 ふ。 そ 

そして ほんとの 私共の 使 ひなれ 

る。 それ を 私共の 歌と 言 ひたい。 

ツボン 語 で あ る。 

材 料 も、 機 會 もす ベ 


6 

5 

2 


ふ の は、 そ 

いふ もの 

ある。 そ 

あ る" 

は 萬 葉 集 

法に よら 

し て 守 る- 

と  でも  言 

界を あま 

のにした 


の 言 葉 に 

は、 我 々 の 

して 私共 

の や. つな 

うとす る" 

- そして 

ふこと が- 

り 好まな 

い。 そし 


決し て 歌人 專 

ての- 1 ッ ホン 

詩と しての リ 

使 ひなれ たこ 

では 決して 歌 


千 年 

. そ 

そ の 

そ れ 

て そ 


も 昔の 死 

して 千年 

文句 は 歌 

が 自分の 

そして 歌 

の 基礎 を 


さ a 


これ はお 

の當 時の ド 

さへ も 試み 

れはニ ッボ 

殊に 短歌 

とい ふこ と 

歌の 文法で 

K その や 

歌 を 作り出 

私の この 

れ から 多少 

れ 自身に つ 

錄音を 整理 


そらく 

ィ ッ 語 

なかつ 

ン 語に 


と 


て あ 

は 決 

うな も 

す の 

お 話 

歌 や 

い て 

し て 


非常にむ づ 

ではな かつ 

たやうな 形 

對 する 非常 

も の は、 世 界 

_ 現在の 生 

て 成立し な 

のの 1 切 を 

- おそらく こ 

別に 私の 考 

の リズムに 

私の 考 へた 

よ 、つ。 


y  ノ、 

力し， > 

たで あ 

の 詩 を 

に 大き 

の文學 

き た -ー 

い。 ま 

新しく 

れ から 

へ た 歌 

ついて 

事 を una 


とで あ 

う。 そ 

くると 

貢獻で 

あまり 

ボ ン 語 

死語の 

て、 新し 

短歌 詩 

を 諸君 

話しよ 

てみ た 


う。 ゲ 

で 今 -I 

ふこと 

あ る。 

のない 

短歌 を 

歌の リ 

文法と， 

に 負 は 

お聞か 

と 思 ふ 

てで あ 


I テめ あれほどの 名 詩で も、 お そらく そ 


ひ 一 


敏 の-王 觀 的な リズ ム 11 歌の リズ ムと いふ ことに 

葉の 長さが 規則正しく 並んで ゐる とい ふこと である。 


ツボン 

は、 非常 


の 

詩形で あ 

つくらう 

ズムも あ 

新し，； >  リ 

， 

された 重 

せす る 

か ら、 そ 

る。 こ 


ついて 

一一 ク— ボ 


一 詩 入が、 ゲ 

大きな 仕事 

る。 それ は 

と 思 ふなら 

る ひ は 成立 

ズムの 新し 

犬な 使命 て 

もりて はな 

ついでにち 


れ からい よい 


I テ 

で あ 

短く 

ば、 そ 

し な 

い 一一 

あ ら 

よ つ 

よ 歌 


さへ も、 ハイネ 

る。 そ し て そ 


れ は 


力 


つ 

ク 

も 


クポン 


し か 

と 諸 

を B 


普通 私共の 考 へて 

ン の 言 葉に は 強さ 


ゐ る 

の ァ 


てゐる 

語の 短 

語の 短 

私 はこ 

に 歌 そ 

だ 時の 


ク 


と は、 言 

7 

セント 2 


は 前にお 話 

リズ ム でな 

これ は 私共 

ると © ふ。 

II ツボン 

ふ ^一一 n 葉 は 普 

* 力" が 長 

識 的に ど の 

かし "ク テ； 

長さに 言 つ 

と はでき る 

の 詩に リズ 

それが 繰り 

もちろん 

や 五 七 調が 

共の 感じ を 


し 

力 

^一一 曰 

て 

一 /1  、 

力 

-こ 

特 


た 

^一一 日 

- ク 

力 

力 


葉 

〃 

力 

マ， 

あ 

や 


非常に 重大で はない か ら、 も し 

ない。 つまり 言 葉の 長さが 規 

の 歌の 事を考 へる 時には、 まづ 


ズ 

正 


力 


て は、 


テ 

な 


私共 に 

すの か， 


それ を讀 

と發 音し 

. が 短い 

に 長く し 

る こと は 

思 ふ。 し 

長く する 

するなら 

の だと も 

こ と は、 私 共 

氣 持よ く感 

も 知れな い- 


む  時に、 やはり  長い  緩 

て ク キク より クノ 1 

普通 は 同じ 長さに 

うと 思へば 力 

となく を かしい。 

し、 しひて 長短 をつ 

と は 何となく 不適 

この 長短の 關 係が 

は れ る。 

は 意識して ゐ ない- 

じら わると いふの 

それで 私共 は 多 


第 

〃 

こ 

當 


短 

ゃゝ 

力 

よ 

の 


し 


は、 知 


く の 


ム 

ヒ さ う j 


あ 

並 


長 

たグ 

う と 

や う 

1 

力 

詩 


と す 

で ゐ 

へ て 


力 


あ 

ま 


る。 

た ク 

つ て 

が 適 

ふ ^一一  5 

じ る" 

定の 規則で 


を 

の 


の 

ぺ 


意 


ま- 


識 

じ 


し て 

ず の 

め に 


な ら 


と 


る の 


た と 


力 

タ 


や 

そ 

み 


へ 

て" 

立 


ば、 そ れ は 

ふこ とて 

が あたり 

ば、 ク 昨日： 

y と ^一一 一 n ふ 

思 ふが 

に 感じ 

り 私共 

を 長く 

もし- 1 

られて 


ゐな いにしても 

間に もこの リズ 

この リズムと い 


長 さ 

あ る。 

前で 

グ と 

^一一 曰 葉 

、も し 

る。 

は 同 

す る 

ッ ボ 

パそ し 

、七 五 

ム が 

ふ 事 


の 


8 

5 

2 


ま 

ン 

て 


h4 


力 


ら よく 觀 察して おく 事 

もちろ ん、 私 も その や 

見出す こと もで きな か 


が必耍 であらう。 

うな 事 は 試みた。， しか し、 そ れ から は、 ほ とん ど 何の リズ ム らしい もの を 

丄 

つた、 - たと へば 五 七 調の 歌 をと つてみ る。 


キノ— マ ター カク テ ァり夕 fl- 


キヨ， 乇 マタ I カク テ ァ" ナン 


づノ イノ チ一ナ 11 チ ァク セク 


ァスチ ノ ミー ォ乇ィ ヮヅロ ー 


•Ilia 


次に 七五調 をと つ てみ る „ 


ラ，， 'カノ  ユキ 二  I フミ  マョ. ー 
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カタ ノノ  < '肛 ノー  サ クラが リー 

C    C  C  C    C  C  C  I  C    C 

モミ ヂノ 11 シキチ 一 キテカ H  I 

C    C  C  C    C    C  C  C   

ァ ラシ ノヤ マノ  I アキノ クレー 

これ は、 五 七 調 や 七 五. 調 の 長い 文句で ある が、 短 歌に も當然 この やうな ことがあって いいわけ 

である * 

I  C  C  C  C  II  C  C  C  1  C 

ト， カイ ノー  ォジ マノ イク ノー 

C  I  C  C  C 

y ラス ナ 11 I  ， 

C  C  C    C  C  C  C    C  C    C  C 

ヮレ ナキ K レテ 一力 11 ト タワム .^1 


11、 

r 

& 

r 

に 

Ji 

に 

f 

> 

レ 

1 
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1、 
に 

r 
に 

、メ 

1 

ゲ 

C 
に 

口 
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ギ 

c 

C 

ラ 

C 

キ 

C 

フ 

ム 

才 

C 

ふ 
r 

、 

)1 
P 

r 

に 

レ 

シ 

r 

K 

C 

サ 

c 

C 

ク 

C 

が 

ェ 

c 

ス 

C 

ホ 
> 

C 

乇 

C 

タ 

づ 

C 

キ 

V 

c 

ナ 

C 

シ 

C 

ケ 

C 

1、 

C 

V 

ノ 

C 

ク 

ャ 

ナ 

r 

K 

ビ 

力 

c 

1 

c 

コ 

r 

力 

レ 

サ 

C 

キ 

r 

ゴ 

C 

ェ 

C 

チ 

ダ 

、 

ム 

C 

C 

、） 

c 

> 

1) 

c 

チ 

C 

C 

、ン 

C 

ノ 

c 

ク 

C 
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ン 

C 

力 
ナ 

C 
C 

V 

C 

力 
ナ 

c 
c 

C 

V  C 


2fil 


ミヅノ キヨタ キー 

この やうに 歌 を 長短の リ 

ら ない。 おそらく 何も 繰り 

つ て 違つ て來 るで あら う。 

と „ 'ァ ラシ ノグ と は 長短の 

その やうな 例 はま だいく 

一 とり 上げて みて も、 そ れ は 

全然 度外視して つくった で 

た實際 その やつな 事 を 非常 

增 したと は 思 はない。 この 

ンの 歌に も當て はめて みた 

はれない。 この やうな 事 か 

の やうに も 見える。 

この 考へ方 で、 最 後に 殘さ 

ムの やうな ものが ある か、 な 


ョノ ァケ十 スキー 

ズ ムに 分て みて も、 ほ とん ど 何 を 繰り返し 

返して ゐな いのて あらう。 ま た、 こ の 分け 

その 中に は、 た とへば 前の 第二の 例て、 クカ 

形が 大體 似て ゐ ると 言 へば 似て ゐる とも 

らても 見出さう と 思へば 見出される。 し 

ほとんど 意味の ない ことで ある。 詩 をつ 

あ ら う し、 私 共 も その やうな 事に 注意して 

に 住 意して 歌 を讀ん でみ て も、 私 共 は そ の 

やうな 事 は、 私共が 西洋の 詩の 構造 を 知つ 

とい ふだけ の 事 て、 決 して それが-一 ク ボン 

ら、 一一 ツボンの 詩を觀 察しよう とい ふこと 

れた 仕事 は、 實 際 その やうな 詩 を 噴んだ 時 

いか を 探す ことで ある。 次に 私 は その 事 


てゐ ると いふ こと も わか 

方 自身 が、 す でに 人，々 によ 

タノ  ノク とグ モミ デノグ 

言 へ る。 

か し、 そ の やうな こと を 一 

くる 人 も その やうな 事 は 

歌 を讀ん では ゐ ない。 ま 

やうな 事で 歌の 美し さが 

てゐ るから、 それ を 二 ッボ 

の 歌の 本質て あると は 思 

は、 あ まり 意味の ない こと 

に、 そ の讀み 方に 何 か リズ 

を 試みて みる。 


3 詩 や 

を 極めて 

れに何 か 

また 同 

や 七五調 

この 錄 

實は 見出 

ただこ 

葉の 線 „> 

も し、 し ひ 

七 調との 

_ 五 七 調 

詩 一 

線 を 作り 

の 線に な 

» じめ の 五 


歌 を 

平易 

の リ 


讚んだ ag 合 — 私 は、 ト ー キ ョ，' に 生れて、 ト I キ ョ ー に 育った 二三の 人に、 詩 

に 噴んで もらった。 そして その 錄 音の フィルム を 細かく 調べて みた。 そし 

ズムが あるかな いか を 採した。 

に 全く リズムの ない 散文 を讀ん でもら つた。 そして それと リズムの ある 

と は、 ど こが 違 ふかと いふ こと を 比べ てみ ようとした。 

ィ ル ムを 見ても、 一 綴、 一 綴に は ある 定まった 長さが 繰り返される とい ふや 

なかつ た。 その 記錄 のう ち 三 例 だ け、 こ の 話の 終りに 附錄 としてつ けて お 
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ただ 俳句の やうな もの で、 は じめ の 五 綴で 完全に 言 葉 を 切る やうな もの は、 そ 

綴で 聲は 十分に 落ちる。 しか し、 そ れ 以外の 長い ものに なれ ば、 は じめ の 五 緩 は ど 
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線の 性質と してなら ば、 七 五 調と 五 七 調 はかなり 違 ふ。 五 七 調 を 五 七で 一句に 切る 場 八：！ に は、 は 

じめ の 五 緩 は 尻 下りの 言 荬の線 を 作りに くい。 そこ は 平な 言 葉の 線になる 傾向が ある。 それ 

はちゃう ど 何 かに 呼びかける 時の やうな 言 葉の 線になる。 そして 後の 七 綴て 普通の 言 葉の 線 

を 作る。 g 七五調に は、 そ の やうな ことがない。 はじめの 七 綴 は 十分 普通の 言 葉の 線になる。 

そして その後て もう 一 つ 五辍の 小さい 言 葉の 線の 山が できる。 それて この 二つの 調子 は、 十 一 一 ， 

緩 を 二つの 違った 形の 言 葉の 線で 讀 むこと になる。 
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みはない- 私共の 平生の 會話は 決して その やうな もので はない。 もっと 非 リズム 的な もので 2 
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いか もしれ ない もう 少し 外の 例 は、 前 に擧 けた 拙著 をみ て 下さい 

こ の や う な 歌 を 讀んだ 場合の 大體の 言 葉の 速さ は 一 〇〇 振動 前後て ある 

讀ん. た 場合と 唄った 場合と て 言葉が どうなる かとい ふこと は、 そわ はまた 別の 問題て ある" 

今 は その 事に は觸れ ずに おく。 これ はた だ 私共が 韻文 を どう 噴む かとい ふ 事 をお 話した だけ 

て ある 

^五 七 や 七 五の リズムに つ いて は、 土 居 敎授の グ文學 序 說ク、 故 八 木 又 三 氏の ，^央 詩から 見 

た 和歌 形式論， などに 詳しい 私の 試みた この 長短の 分け 方 は、 以前に 和 迁敎授 に.^ つ 

て 一 一 ツボンの 古い 歌 に ついて 試みられ^も ので ある 故+ギ 氏の 方法 はま.^ 別て ある 
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噴 者 諸君。 私 はこの 本で は、 王に 二  ノ ホン 語 
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し、 そ 


母 


れが うみ 字で 


の 性質 

の 音 樂 

二 ク 

も あ 

形で 

の 話 


音で 

ゃ謠 

う み 

組立 

あ と 

あ る 一 


話 


の 

る 


いろい 

形 に -1 

語 本来 

現在の 

と い ふ， 


と ど う IpiB ふ 


し 


あ る 

曲 の 

字， 

の 中 

に來 

- ふ 


. 母音 

事 を 書 

で 出来 

て、 子 音 

る 3- 音 

し はう 


ろ 違 ふ 

ツボン 

の ふ 

二 ク 

あ 


をして 


力 


お 


、 

る 

ま 


し 


- た 

語 を 

で あ 

ン 語 

、み な 

ひ は 

そ れ 


そ 

ゥ 


の 

、 

の 

づ 


み 字で 


と 


性質 

い 本 

ふ 意 

性質 上 

けよう 

出來る 


へば ク愛國 

しこんだ も 

" そ の 外、 三 

昔 樂目錄 は 

じ亊 であ る。 

ツボン 語 が 

-1 ツボン 語 


し て、 言 葉 に 

文句に. - う 

の 事 を 書い 

長く つづけ 

と 思へば、 い 

とい ふ亊 は、 


5 

7 

2 


言 葉 

あ る。 

るかに 

こ れ 

づ、 そ の 

に 必 耍 

母 音 

へる と 一 

ての 大 

私 は 

葉 の 時、 

私共 は 

グ H  ？: 

だ聲 の 

いつま 


あ 

上 

て 


頃 

く 

「ラ 

葉 

の 


も 

不自然 で あ 


との 根 

で 頃の 

母音 を 

一 の 定 

めに 母 

件で あ 

き の ば 

中 こま 

事 をお 

章 て、 聲 

ひは會 

を 尻 上 

^ う こ 

きりと 

引っぱ 

る。 


本 的な 相 

第一の 定 

引きのば 

義 で あ る- 

音が ある 

る。 

すと いふ 

いろいろ 

話して み 

の 性質と 

話 の 時、 言 

り に 言 ふ 

尻 上りの 

いふ やう 

ると いふ 


す 

-零- 

の 

る- 

な 


の 一 つ 

は簡單 

事が 頃 

こ れ だ 

度に の 

はどう 

問題 を 

て は、 振 

の 線 は 

と は 出 

葉で も、 

場合 を 

も不自 


は こ 

に さ 

で あ 

け て 

び な 

、  ヽ 

含 ん 

動數 

レ つ 

来な 

言 葉 

見 た 

然で 


ク- 事 

う い 

る。 

は 頃 

い 以 

事 て 

で ゐ 

は だ 

で も 

、 0 

事 力 

あ る 


で 

る- 

〃 

な 

し 


あ る „ 

事 力 

、  ヽ 

ま、 a? 

ら 、つ 

. 決 

だ ん 

下り 

上 つ 

、 C 

，下 か 


出 

力 

し 


母 音 が 言 葉の 時： 

来る。 11 言 葉 一 


の 


を 完 全 に 說 

ふ狀 况を備 


て 


な 

上 


こ 

こ 


の 


て 

こ、 

上 


事は簡 

簡 單 で 

ゆく も 

いふ こ 

，尻 上り 

峠を越 

性質と 

りきり 


よ 

な 


必 

や 


も 

な 


長 

な 


ふ 


あるより 


で 

私 


とてよ く 


單 語 

て少 

て 一 

持ち 


つ 

-ぁ 

の 


こ 

そ 


の だと 言 つ た 

で 


つ 

る- 

じ 


し 

そ 

て 

A* 


ゝ 

-ょ 

こ 


も、 

し、 

最 


ゐ 


で 

，ま 

考 


7 

2 


言 


私 は 


の 

とい ふ 事 も 


はこの 不自然な 言葉の 使 ひ 方 をす る 事て ある。 そ 

た 現象が 出て 来る。 その 主な の を これから だんだんと， 


れ で 唄に は  一 H 薬に ない、 いろいろな 違つ 

お 話す る。 


2 


母 昏 

た。 

つ た 

く て 

う と 

-波は 

母 音 

か ら 

、實際 

？波 は 

ふ 母 昔 を 

や う に、 Si 

つばる と 


話 し 

な か 

で な 

あ ら 

波 は 

少 い 

差 か- 


の ？波 

a- 波 は 

はなら 

單語ゃ 

を 長く 

、私共 は 

ある も 

、b- 波 と 

一 秒 力 

の 自然 


疑 の 

ま M 

な い 

は 前 

會話 

同 じ 

出 會 

の か 

違 つ 

一 一 秒 

で な 


私 

な 


は 言 


の 

お 


葉 

理 

し 


さて r5 一 


な 

、！ F 

ど 


力 

常 


つ 


つ 

い か ら、 さ 

しなかった ら、 高 


の 要 

的 な 

存在 

そ れ 

た。 

り 問 

つ V 

た だ 

力 4 

周 期 

,t つ 

う %^ 


素 の 時、 a- 波、 b- 波、？ 波 

音 波 で 

する も 

は 測量 


ある。 今 ま で 

の で、 も しそれ 

の 誤差と は 考 


と い 

よ く 

力 21 

ぺ に 


に はならなかった。 こ 

時 現 はれる 現象で ある 

で ある。 そして C- 波 は 

ろん 問題になる。 

遲ぃ聲 の動搖 であ る" 

みる。 聲を 同じ 高さ で 

事に は 多少の 努力が い 

さも 强 さも 減衰す る。 


ふ 三 つ 

知 ら れ 

はしい 

く  I 力 

こ で 初 

ノ 會話 

b- 波と 

今 私共 

引っぱ 

る.，， た 

それ を 


の 波の 存在と いふ 

た 事で、 そ れには 別 

とすれ ば、 そ れは測 

ら、 お そらく 赏在 


す る 


めて そ 

ゃ單語 

同じ や 


に な 

^ は 

は 银 


れが 問題 

に は その 

う に、 そ れ 

が 任意の 高さて * ァ 

ると いふ こと は、^^ に 

だ 母 音 の 發 音 だけで 

高さ も强 さも 減衰 さ 


と を 

問 題 

の 誤 

も の 

る。 

極 め 

ク と 

、そ の 

せ な 


お 

差 

て 

誤 


た 


7 

7 


やうに する 事で あるか ら、 普 ー迎 の 狀 態 と 

C- 彼 は よ • く 注意 すれば 耳で 聞く 事が 出来る。 

いくら ゐ 小さくて も、 聲 の 記錄を 見れ ば、 そ の 事 

五つ 六つから 十く らゐの 間の 周期 で、 僅 かに 聲 


つた ものが はいって 來 るの は、 お そ ら く 當 然 で あ ら 


8 

7 


こ の 

聞え な 

一 秒 に 

でな く 

つ た。 

い 場 

こ 


て、 大 

こ の 

合 も 私 

こ で 私 

誰 で も 注 

は 誤 差 で は 

やうに 努力 

思 はれる- 

もし これが 箱 


波が 

？波 

は 前 

意 す 

あ る 

仕方 

力 I 


力 

ヽ 

驗 

る 


ら十 

彼 を の i 

な らー 

た。 一 

君 に！ 

耳で 一 


力 

諸 


な 


そ の 


せ 

や 


て 打 

存在 

か し 

$ 束 

、K- る 

聞 い 

し て 

う な 


つて ゐ 

すると 

大部分 

した 問 

聲の動 

たま ま 

筋肉で 

場合に 


る 

、そ 


聲 


な 


やうな 形に 

かぎらない" 

場 合、 聲 は そ 

に出會 ふ。 

が、 聲 の. 記 錄 

錄 音され て 

來た發 Ifj 曰 機構 

の 發音裝 


の 

、そ 


力 


の 


の ふる 

は 明瞭に わ 

の 線 は 波 を 

る。 

や う 

の ？彼 

上 に 

L  =•、 

ォ 力 

で、 聲 

こ の 


て 

こ 


現 

を 


な 


へ て ある， また その 動搖が 耳に 

かる r 不規則で は あ るが 大體 

れで聲 の 線 は 一 直線 

を、 私 は C- 波と 假に 言 

は、 ほ とん ど C- 波の な 

るの が 普通で ある。 

差で あ る か。 

で、 常 識で考 へ て、 こ れ 

書かれた と 

こ ま、！ こ 


ま 

ら 


うつ。 そ 

大波の 方 

場合 

し て 

量 の 

た だ 

の 上 


こ 


ゐ 


く  nT>  く 


ゐ 


nr. 

動搖 


け 

する の は 當然の や う 


め 


へ て、 

い ふ 

お 話 

の や 


の 


た 

こ 


誤差であるなら ば、 誤 差で ない 場合 を考へ ると、 b- 波の 時 私が 言 つた 事と 全 

く 同じ やう に、 何 の動搖 もない 直線の 形の 言 葉の 線が チ軸 に 平行して 走らなくて はならない-. 

しかし 咽喉の やうな 非常に 複雜な 筋肉の 發 音 體 から 出る 一 習 が、 は たして その やうな 事に なり 得 


そ し て、 も しこれが 機械の 動搖 であ つ たなら 


は 一 

さ へ 

事 は 

も の 

に 傳 

搖 は 

は 決 


秒 

見 


が 得られなくて はならない 

しかし 實 際て は ？波 は、 聲 に 

七、 八 振動く らゐ であ 

える の も ある， それ 

械の 性質に 反對 する 

性質と いふより 外に 

し 機械 にも 動搖が な 

ないやう に、 海 綿 ゴム 

のく らゐの 事で は、 な 

て 言 はれない。 かな 

«_ か、 ど こ ま で が 聲 の C- 波 か I 

共 は客觀 的に 全く 動搖が な 


の 

力 

し 


機械 は その 錄音 

よって 相當違 ふ、 

るし、 或は 前にお 話 

を 私が 經驗 したの 

機械に はこの や 

解 釋 のし やうが な 

いとい ふこと は 言 

使った り、 そ の 外 

なか 完全に は 

らず その 影響 は 

れを 明瞭に 區 

とい ふやうな 


で 


と 


う な 

1? 力 


るか どうか は 相當に 疑問で ある。 常識で 考へ て、 こ のく らゐの 動搖の あるの は、 あ る 方が 本當で 

は あるまい か" 

ば、 ど の やうな 紫に 對 しても 大體 同じ や 

する 音の 種類 て、 そ の 動搖の 度が 遠 ふ 

ある 聲 では 一 秒 十 振動く らゐ 

しした やう に、 一 一、 三 秒の 間 は、 ほ 

は、 ある 女の 小 頃の 師匠の 聲 であ 

うな 器用な 事 は 出来ない。 や は 


あ 

る n 


し 

一 な 

-波 


、或 


る 

や 

0 


？波 

な y 

聲で 

う に 

う な 

そ の 


を 


力 


そ 


1 タ ー 

めぐら 

に 機械 


の 動. 

し た。 

の 動 


を 

の 


はれない。 私はモ 

いろいろの 工夫 を 

防げない。 この 錄音 

あるで あらう。 しか し、 そ れ を ど こ ま メ 

別す る 方法がない。 それ を區 別し よ- f 

何 かを錄 音して 見なくて はなら な い。 


なる ベ く 機械 

かし 機械の 動 

影 i! がない と 

が 機械の 影 

と 思 へ ば、 私 

し か し、 そ の 


やうな 理想的な もの を 私 はま だ 知らない。 それに 似た もの は、 ま づ さしあたり は 音叉で あらう 


が 、音 ；？. -のゃ 

事 を b- 波 の 

合 ゲ 共鳴 箱 

てゐ ない。 

； 5^ ままと 

は 間 に 合 は 

それで 結 

けで ある。 

しかし それ 

C- 波 と い 

て みても い 

驗 する こと 

もし 私共 

動搖の やう 

が 振動す る 

振動の ト-に 


- つな it の 振動が その やつな もの 

場合に お話した。 その 事 はこの 

の 上 で 鳴らした。 そして 共鳴 箱 

て 機械の 動搖は 正確に は較 

正絃 波に 近い 音波 を 作る こ I 


そ れ 

ん ど 

な い- 

局 こ 

は 定 

ぶ も 

、 0 

も 出 

± ナ 

に 思 

た め 

、桁 違 


の C— 波 

聲を 頃 

性的に 

のが あ 

もちろ 

来ない。 

分 想像 

はれる ~ 

こ- H そ 

トこ細 


の 

を 

力 


つ い 

う 言 

以 上 

そ れ 

そ れ 

た く 

聲帶 

を 支 


て 

つ に 

へ 


の 目的に 適 ふか どう 

？ 波の 場合に も あて 

の やうな ものの 影響 

正出 來てゐ 

を 今考へ 


は、 私 共 は 當 

長く 引く 時 

れる だけ で、 

，それ はどう 

人のから だ 

ただ 想像 だ 

しぐ 寸 るな 

それ 自身 だ 


かま だ 疑問で ある。 私 は その 

はまる。 殊に 音叉 は錄 音の 都 

のの 影響 はま だ 少しも 物理的に わかつ 

な い。 

てゐ る。 しか し、 そ れ はこの 今のお 話に 


てゐる 筋肉 も 


い 聲帶の 振動が 乘せ 


の 間 は 

は、 母 音 

量的に 

て 出来 

中に あ 

の もの 

ば、 C  -波 

で 振動 

振動す 

られる 


、た だ 次 

ま 


ま 

た 

し 


る で 


だ 

あ 


の や 

-波 の 

詳 し 

で あ 

で あ 

を 支 

る と 

ら う。 


外 

る 


こ 

力 

力 

つ 


言 つ て 

？ 波が 

計算 出 

とい ふ 

ら、 見 る 

ゐる周 

事は考 

まり 周 


お 

零 


る 


出 


が 出 

で あ 

一 

と ま 

來 な 


來 

ら 


る だ 


考 

し、 


ハ 

食 


やうな ものて あら う。 


圍の gr 喉の 筋肉の 

へられない。 聲帶 

圍の 筋肉の 大きな 

それが 唄の 時の 母 


音の 發聲 であ 

の 振動 も あま 

努力 をし なく 

考 へて も、 ひ ど 

以上 述べ た 

動 搖、？ 波 を 大 

で あ る。 た だ 

必要な のは聲 

3  g の 高低 

い と か， こ の 人 

いふ こと をお 

お 話の 前に、 こ 

言 葉で 高い 

にある かとい 

り まま とん ど 


ら う。 言 

わ 大きく 

て は な ら 

く 矛盾し 

事 は、 唄 の 

して 問題 

私 はそん 

の 高抵で 


葉 をい ふ 時 

ない ので あ 

な：/ その 

た ところが 

場合の 母 音 


11 普通の 

の聲が 低い 

話 し た- し 

の 區別を 明 

聲 とか 低い 

ふ 事で あ る" 

同じ-て あ る- 


して  ゐ 

事實が 

る。 

言葉で 

とかい 

かしこ 

聲. とか 

高 い 

_ 聲 は 


こ 

の 


な 

あ 


高 

抵 


め 


る 


は、 私 共 は それほど 努力 を しない- 

う"  し か し、 © は 同じ 高さで 聲を 

に、 周 園の 筋肉 も相當 振動す る 

やうに 田 5 ふ。 

理 的な 性質であった。 もちろ 

そんな もの は、 ほ とん ど 聞かな 

いふ こと をお 話した だけで あ 


も、 聲 

ふ。 I 


. それで この 

引つ ばる とい 

のて は ある ま 

ん 私共 は 唄と 

い 場合の 方が 

【k.sL よ り— 


高低と いふ 事 は 言 はれる。 話 

た 前に 私 は 男の 聲と 女の 聲て 

とい ふ 事 は、 今 私の いふ 高低と 

なくて はならない。 

合 に は、 そ の 言 葉 の 線 が、 お よ そ 

雨 とい ふ 時と、 低い 聲で" 雨， 

場合に は 落ちる 處 まで 落ち て、 


周圑の 筋肉 

ふ 不自然な 

いか。 さう 

し て は、 こ の 

多い くら ゐ 

も與 として 


にして も、 あ の 

は、 ま づ その 高 

は 多 少 違 ふ。 

どのく らゐの 

. とい ふ 時と 

そこて 安定す 


人の 聲が高 

さが fngj ふ と 

それで この 

振動数の 間 

は、 言 葉の 終 

る。 そして 


言 葉の 終 は 

事 が で き な 

での 間 

一 五 

を 感 

そ し 

感じ 

實 で 

の 一 

音 を 

こ の 

四 〇 

ら、 大體 

時 は、 高 

る 高さ 

の 感じ 


® ま 

數 力 

、 0 

共 の 

な 事 

a の 

共 は 

が 四 

、 i 

I 力 

そ の 

感 じ 

高 さ 


す 

) 

中 

も 


減衰し て、 正 

い。 ただ ク 

にある と 

振動で、 そ 

る ら し い- 

その  幅の 

ある やう 

る，. 10^ う こ 

の 高い 低 

くと する- 

動 數の昔 

動の 音波 

私共 はい 

さの 感覺 

とい ふ感 

を ク ^一一 一 n 葉 


高 

の 


確に はわ か 

ァグ であが 

ば、 私 共 は 

が 二 〇〇 

葉て 

言 葉 

え る 

え る- 

感 じ 

う 

を 聞 

限 ら 

でで 

で な 

前 に 

さク 


ま、 

お 


と 


そ 

話 


ら なくなる。 どの 邊 まで 聲が 下った か、 は 

る 間と グメク で 下る 間 が、 た とへば 一 五 


高 


と 


聲、 

，線 

ふ 


低 

な 


ふ メ 

帶 の 

上 つ 

聲 と 

る ら 

事 .R 


グ で 

高 さ 

た と 

V ふ 

し y 

私共 


て そ 

の 音 

ん 實 

こ ま 


の 振 

は、 た 

多少 

續く かぎ 

る。 た だ 

の 場合の 

ば、 こ の ほ 


下 る 

を 感 

は 感 

場 合 

. こ 

の ^一一 曰 

動數 

と へ 

場 合 

り、 四 

そ の 

幅 の 

と ん 


そ 

-ま 

ま、 

あ 


力 

ま 一 

、、ゝ 

力 

る 


ど  一 5g 


，私共 

1 ゥ 

つ い 

自 身 

少- 力 

ァ ノ 

あ る- 

振動 

の 高 

高 さ 

の な 


へ ば 一 

に 思 ふ- 

た  だ  そ 

は その 

の聲の 

ての 高 


で あ る 

四 四 〇 

の 音波 

し か 

の 音波 

さ の 音 で 

と は 餘 程 

い 音 の 高 


低 

-決 

，こ 

違 


つ きり 私共 は 聞く 

振動から 二 五 〇 振 

れ で 別に 今の 振動 

さの 幅の 中で  一 wa 葉， 

の 幅 を 感じる らし 

低い についての 私 

いの 感じの 客觀的 

とへば 今 ピアノで 

の 音 だとす る と、 私 

し て 完全. に す ベ て 

の 動搖は 極めて 少 

いて ゐ ると 田 S ふ。 

る。 この 時 私共の 

ふ" 前の 幅の ある 


さは ニ菅樂 的な 音 の 


攀 


髙 さ,， と 

觀 的な 事 

音樂的 

て その 次 

聽く。 そ 

る 事 さへ 

さとの 割 

も、 何 て も 

れ ば、 私 共 

に は經驗 

比較で あ 

て あるか 

この 事 

分 で あ る 

は それが 


も 言 はれよう。 

實も違 ふ。 私共 

な 高さに は、 音 程 

に績 けて h の 音 

し て、 そ の 高さ を 

も で き る。 私 共 

合 を 長 二度と い 

よろしい。 ただ 

の 耳に は 大體同 

しない 一 つの 新 

る。 この 音程が 

とい ふ 事に つい 

を、 私 はもう 一度 

からで あ る。 音 

八 階 あると いふ 


は 第二 階よりも 段 一 つ だ 


この 二つ は 同じ 高さと 

はこの 二つ を はっきり 

とい ふ 事が 成立す る。 

を 叩く とする。 さう す 

十分 比べ てみ る 事が で 

は はじめの a の 音の 音 

ふ やうに 言 ふ。 そ し て 

次に 来る ー菅 が、 前 の 音 が 

じ 音程の やうに 聞え る 

しい 事實 を經驗 する。 

明瞭に 聽 かれる か、 聽 か 

ての 一 つの 定義の やう 

たと へで 諸君に お話し 

程と いふ 事 は、 ち や う ど 

事 を 十分に 数へ る 事が 

け 下で あると いふ 事が 


い ふ 言 葉で は 言 つてる が、 感 じ も 違 ふ し、 ま た 客 

と區 別してお かなくて はならない。 

今 私共 は ピアノで a の 音 を 叩く とすろ。 そし 

る と、 私 共 は 二 つ の 音樂 的な 高さの 音 を鑌 けて 

きる。 そし て、 そ の髙 さはお よそ 感じの 上て 測 

樂 的な 高さ と、 次 に 聞いた h の 音の 音 樂 的な 高 

この 割合 は、 前 の 音 が a でな く て も、 V も、 d で 

C なら V  d  、d ならず e とい ふやうな 關 係て あ 

らしい。 私共 は、 この場合 に、 言 葉の 高さの 場合 

これが 音程で ある。 二つの 違った 高さの 音 の 

れ ないかと いふ 事 は、 それが 言 葉 で あ る か、 音 樂 

な ものと 見て いいくら ゐで あ る。 

てお く。 それ はこのお 話の 中の 相當 重要な 部 

階段に あたる。 今 八 階の 階段が ある 時 に、 私 共 

で きる。 それで 第一 階に 立って ゐ ると いふ 事 

明瞭に わかる。 そして 第二 階に 上らう と 思へ 


ば、 そ の 

り 方が 

より 

だ け で 

は 完全 

か ら で 

私共 

ばして 

し、 そ の 

に、 明瞭 

その 途 

こ れ 

れ で、 音 

が、 ま づ 

. I 唄 

こ の 


間 を 飛 

な い。 

少 くて 

あ る。 

に 八 if 

あ る。 

はこの 

上る 事 

場合に 

に 何 段 

中と い 

が 音樂 

樂に は、 

必要な 

は 看 樂.， 


上 ら 

そ し 

は 最 

そ れ 


階段 

も て 

目 と 

ふ も 

で の 

そ れ 


な け 

て、 私 

上 の 

て こ 

る。 

を か 

き る 

じ め 

い ふ 

の は 

音階 

が 唄 


條 件 て あ 

の 一 種で 


定義の 通りに 聲 


I 

共 

力 

な 

る- 

- 聲 

を 


ば な 

が 第 

八 階 

場合 

れ よ 

ら ず 

ま た 

ら 自 

を 知 

、 0 

あ ら 

。 そ 

を 音 

使 ふ 


ら な 

1 階 

ま で 

一 段 

り 多 

し も 

間 を 


分 

階 


か ら 

上 ら 

づ . - 

く て 

1 段 

全部 

第 三 

お い 


段 

ォ 

も 


あ る。 

と、 ピ ァ 

で 私 は 

的に 使 

まもち 


と 

て、 

ろ 


な 

そ 

ん 


がつ い 

ま で 上 

t  ま 

つ て 

て も 


上 


て 

第 


り 下 

て、 一 

飛び 

に 飛 

• そ の 

う な 

い て 

あ る A 


力 

上 


第 


以 

ま 


上 は、 そ の 


り し 


な 

ら 


何 段 


回 飛 

り 多 

で 行 

- そ 


れ 


と か、 第 


こ 

丈 


り、 と 


そ 


容易で な 


ふ 

ら 


び 上 ら 

くて は 

かう と 

ならな 

で 飛 び 

段 目に 

び 下り 

が 音程 

と、 音 階 

やうな 

に 音程 

練習が 


飛び 上 

くて は 

じ 段階 

る こ ま、 

が 八 階 

事 はな 

る 事 も 

び 上 る 

りする 


L ぷ 事に 

着 程が あ 

の を 言 ふ 

成立す る 

る。 練習 


より 外に 上 4 
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2 

ら ない。 八 

飛んで ゐ る 

び 上る 回數 

分れて ゐる 

"  一 二 段 飛 

きる。 しか 

かいふ やう 

け で あ る。 

あたる。 そ 

ると いふ 事 

事 が で き る。 

事 て あ る。 

なしに は 唄 


は 決して 唄 はれない。 そ 

その 第二の 定義に 合 ふや 

以上 述べ た 二 つ で 音 樂 

的に 必要な ものである。 

してお く。 

今 こ、 に 同じ 八メ ー ト 

つ 上る 階段 をつ けたと す 

ない。 それが 音 樂 的な 管 

1 方の 小山 はた だ 小山 

る だけ. て ある。 何 階と か 

は 言 はれる かも 知れない 

ゐる。 しかし 小山の 方に 

でも 斜面に かしいで ゐ る- 

はた だ 比倫で あ つ て、 實 際 

の樣 子が 全然 違 ふ。 この 

が音樂 的な 唄と 言 葉との 


れは唄 

う こ 乍 

が 完全 

そ れ で 

ルの高 

る， さ 

階 と 音 

のま V 

何 段と 

が、 一 方 

だ ら だ 

一 そ れ 


に 段が 


階段の 

相 違 で 


は 自 

り變 

に 定 

こ の 

さ の 

う す 

程で 

に し 

力 I 

の 方 

ら登 

て、 假 

な い 

な い、 


然 の 

へ な 

義 さ 

蘑 の 

小山 

る と、 

あ る 

て お 

>^ 事 

は 階 

り で 

に 小 


ま 

ォ 

力 

山 


れ 

の 


^一一 5 

の 


か ら、 步く 

だらだら 


； 「、； D 

ば な ら 

ると は 

とい ふ 

ると す 

階段 は 

ふ 事 を 

さう す 

はれな 

自分の 

か ら、 ど 

斜面 の 

方に し 

上りの 


使 ひ 

な い 

言 は 

事 を 


方 で な い 

からで あ 

な い が、 こ 

、くどい や 


か ら で 

る。 

の 二つ 

う だ が 


ある。 不自然に 聲を 

の 定義 は惧に は絕對 

，もう 一 度 明瞭に 比較 


つ の 小山に は、 そ 

八 つ で き て、 八 つ 

つ た。 

だ い つ 

の邊が 

ゐる處 

地面と 

場所 を 第 何 段 目と 

て も 段々 を 上る やうに 

小山が =^ 言 葉の 線， で あ る" 


る。 一 

完全に 

前 に 言 

る と、 た 

い。 こ 

立 つ て 

こに も 

あ る 


こ 

て、 

や 


まへ 

し 


た 


れ を 1 

より 多 

、だ ら だ 

目の 高 

て 地面 

場所が 

^jllE つ て 

は步か 


メ 1 トル づ 

くも 少くも 

ら 登りに 登 

さとい ふ 事 

と 平行して 

ない。 いつ 

み て も、 そ れ 

乙に、 0 

そ し て こ れ 


あ る。 このた とへ で、 諸 君 は、 言 葉 を 言 つてる 人が 唄 を 噴 ふと 


ふ 事 は、 聲 を どの やうに 使 ふ も 

聲の 高い 低い とい ふ 事と 唄 

う。 この 二つの 小山 は 海拔ー 

もで きる。 その 侮 拔が聲 の 高 

と 女の 話し 聲の 相違と も 言 へ 

になって 来る。 


と 


の で あ る 

の 節 

〇〇 

低で 

る。 


メ ー 

あ る- 

そ し 


力 と 

ふ 事 

ト ル 

て 二 


いふ 事 を大體 理解した てあらう と 思 ふ， 

との 相違 も、 お そらく これで 明らかになつ たで あら 

にもで き る し、 ま た 侮拔五 〇〇 メ ー トル 

ゾ ブランと テノ ー ルの 差と も 言 へ る し- 

ンの の 性質 を 知る の に、 こ の 事が 大變 


の 所 

れ が 

ッ ボ 


の 所に 

また 男 

要 


こ 


4 西洋風の 頃 g 


私 は 唄 


に つ 

そ の 

け ン」 

發聲 

と か 


ない。 どうして 聲を 出す のか 

音の 觀 察から 判斷 して ゐるだ 

洋風の 發聲法 を 訓練し て、 そ の 

の 師匠が クど どいつ ッ を 頃 ふ 

しかで ある。 私共の 耳の 經驗 でい 

語で はない。 私共 は 二 ツボン 語で 

をうた ふに して も、 す ベ て の 場合 を 

うな 聲は、 一一 ツボン 語と して は變態 


い て 

練習 

あ る- 

法で 

、  ヽ 

ふ な 

單語 

通 じ 

の 聲 


i 遵 

の 過 

一 し 

0 を 

場 合 

ら •  ま 

を 言 


力 


な 

た 


程 を 

か し 

0 つ 

と で け、 

西洋風 

ふに し 

て、 西洋風の 

て あ る。 


い。 殊に 西洋の 發聲 法の 事 は 一向に わから 

しも 知らない。 それで 私 はこの 事 はた だ錄 

共が ただ 耳で 聞いて みても、 二 ツボン 人が 西 

場 合 と、 普 通に 勞働 者が 民 謠を頃 ふと か、 小唄 

いろ いろな 點に 非常な 相違の ある こと はた 

. の 發音 法で 發 音した もの は、 も はや 二 ツボン 

て も、 あ る ひ は 話 をす るに して も、 あ る ひ は 噴 

唱歌の やうな 聲を 出す 場合 はない。 あの や 


このお 話 は 二 ツボン 語に ついて 

に は 及ばない かもしれ ない が、 し か 

とい ふ 事 を 知る ための 比較になる- 

今 ある- 1 ツボンの ゾ ブラン ゃテ 

睫んで もら つ て、 そ の 次に 十分に そ 

て もらった とする。 そして この 二 

あまりに 違 ふのに ま づ驚奠 の 眼 を 

た 音波 を 見出す こと は ほとんど 出 

ふより 外に は 言 ひ 方がない。 同じ 

る もの だ か、 練 習の 效果と は 言 ひ な 

こ れは、 おそら く、 長 い 練習の 結果 

た の で あ ら う。 それ は 咽喉の 訓練 

私 は 今 諸君に この やうな 音波の 

ぅ變 ると いふ やうな 事 は、 今 お 話す 

の あの やうな 聲 になる か、 そ れ が 一 

それ は 非常に 多くの 例 を 集め て、 そ 


の お 

し そ 

ノ 1 


の 

な 

ら、 

こ 


紋 & 

れ を 


話で 

の や 

れ で 

ル な 

錄ー菅 

る で 

ヽ 0 

咽喉 

■ そ れ 

喉 を 

て ま、 

類 の 

と ま 

に 論 


^  一一! in  & 


る 力 

な 事 

は そ 

に た 

西洋 

比 ベ 

ら う- 

の  二 

ら ど 

非常 

の 二 

こ と 

を 單 

来な 

ら れ 

に 見 


，そ 

ん 

報 


る な 

な く 


う 

種 

こ 


の やうな 變 態の 場合 を 詳しくお 話す る 

つてお け ば、 普 通の 場合 は ど う で あるか 

を 今 簡單に 諸君に お話して みる。 

V  、は じめ は 何 心なく 平易に 歌の 文句 を 

發 音の 技術 を發 揮し て、 そ の 文句 を つ 

る。 さう し た ら、 誰 でも その 音波の 形の 

くの 場 合、 私 共 はこの 二つの 錄 音から 似 

聲の システム は 全く 違った もの だとい 

てこの やうな 違った システムの 音 が 出 

思議に 思 ふくら ゐ である。 

に 使 ひわけ る ことが 出来る やうに なつ 

ざまし い jej;?- で あ る。 

吿 する だけ で ある。 一. 般 的に どこが ど 

二 ッ ボン 語の ど こ が ど う なれば 西洋風 

ら ば、 そ れ は相當 に. 大きな 仕事で あ る。 

て はわから ない。 そして 私 は それほど 


澤山 

は、 も 

そ れ 

知 る 

感 度 

れ で 

： 、 

力 、 

全で 

け 

う な 

ゾ プ 

音 だ 

れ る 

音 の 


にこの や 

う 少し 先 

ある 專門 

を 錄 音 し 

ことが 出 

で 錄 音 す 

この 二つ 

る。 その 

あ る。 た 

そ れ で い 

の 二つの 

事 が 言 へ 


て 見れ ば、 こ の 

來 る。 、た だ こ 


うな 場合 を まだ 錄音 して ゐな 

きの 事 で あ る。 

のゾ プランの 女に 二 ツボン 語 

二つの 聲の 間に 

の 場合 に、 住 意 が 

かないと いふ 事 

ろの 點で 細かく 

な り 

の 二 

よ り 

聲 の 


この やうな 事が 統計的に 明瞭に 說 明され るの 8 

8 


る わけに は 行 

の 波 をい ろい 

やうな 事 は、 か 

だ 定性 的に、 こ 

い。 今 は それ 

かなり 違 つ た 

るか もしれ な 

ランが 文句 を 讀んだ 時 

け で、 數 へ 方に もよ るが』 

な ら ば、 三 十墮 くら ゐ の 


困難な 電氣 

つの 聲のシ 

以上の 事 を 

システム を 

11 西洋風 


は、 その 母音の 形 

大體で 十二 種 だ 

區別も 出来る。 

形の 變化は 非常に 減る。 ほとんど 六 種 


の 文句 を讀ん で： 

は 相當の 性質の 一 

い る。 そ れ は 錄ー 

で あ る。 錄 音 さ 一 

定量 的に 計算し 一 

技術の 問題 で、 直 

ス テム， R 力なり 

考へ るの は 危險ー 

，ただ 定性 的に 大ー 

の 發 音 は、 一種の 

を 詳しく 寫 凰 に！ 

け は 厘 別が 出来 一 

しかし その ゾ ブ： 

くら ゐに 分類す 


も 

よ 

ゝ 

力 


で 


ら 

た 


ひ、 次 に 

が ある 

る 時、 言 

感度 は 

とい ふ 

定量 的 

もの だ 

る。 

察する 

整理の 

て擴大 

な 5^ ま 

が 西洋風 

とが 出來 


そ れ 


と 

だ 


と 


し 


と 


を 唄つ 

ふ 事 だ 

貝 とま 

て 一 樣 

は、 よ 

一一 Im は 

事 を， 


こ 

、 

ヌ 


ら * ま、 


こ 


て 見 


力 


唄 


て も 

ナ ま 


ら つ 


し - て も 同 


る 


お そ 

も 見 

る と" 

い 變 

つ た 

そ れ 


で 

〃 

匕 


法 


力 


て 


る 一 

了" 

を 


次 の 

こ 


場合 

で、 よ 


こ 


じ 


て、 

こ 


こ 

す 


の ゾプラ 

上 まて 錄 


ン こ ィ ふ. ェ ふ の 五 つ の 母音 を 西洋風に 日し て も ら つ て、 そ れて： 首 階の 一番 ドか 


の 

共 


が 


るか を 

その 聲 

>  J  。一 

樣 子 

て あ 

の 耳 


こ 


母 音 

母音 

出来 

明出來 

ると い 


力 


る- 


大 

す 

特 

話 

S 

力 

.3r 


音 し 

體分 

0 む 

西洋 

つ か 

こ の 

徴で 

西洋 

し た 

1 

波形 

て も 

が 違 

前 に 

ど う 

は 疑 


て 


おくと す 

する こと 

とが 出来 

の 發聲て 

固定され 

う こ p: 喉 

ら う。 そ 

の 噴聲と 

う に、 私 共 

得られる- 

種類 ある 

の に、 私 共 

話した フ 

ま、 fj^ こ ± 

ことの 出 


れ ば、 そ れ で 

が 出来 る。 

る。 

は 啊喉を 1 

て、 い つ で も 

を 一種の 樂 

し て、 そ の た 

して 一種 異 

が もし 十 人 

- また 同じ 

力， 1^ 力ら. 

力 耳 て き く 

1 リ H の 級 

よく わから 

来ない 私共 


こ の 

そ し 

種 の 

同 じ 

器 の 

め に _ 

樣 に 

の 人 

人て 

い と 

と、 何 

數 の 

な い 


人 の 西洋風 

て それ を 字 

樂 器の やう 

やうな 場合 

やう こ 使 ふ 

• いろいろの 

聞え るの で 

の ァ. ィ ふ* ェ- 

も、 そ の聲の 

いふ 事 をお 

となく その 

方法で フ ォ 

力し 力し 耳 

驗 である。 


の 發 音 の 高 

引の やうに 

に 整理す る 

に は、 同 じ や 

事 が、 お そ ら 

聲の 質な ど 

あ ら う。 

-ォ を 錄 音 す 

部分 部分で 

話した。 そ 

人 特有 の 聲 

ル マント を 

の感覺 で は 


さ 

し 

3- 


力 

し 

-そ 


普通 こ の經驗 


に對し 

ておけ 

とも 見 

な 性！ H 

西洋風 

變 化す 

とした 

た 波形 

て 同じ 

を 明瞭 

め て、 そ 

の 人特 

を もと 


て 母 音 

ば、 唄 を 


力 


の 聲 

の 發 

る。 


ら、 十 

が 違 

1 人 

に 聞 

の 特色 

有の 聲 

にして 


出 

人 

を 


ど ぅ變 

つても 

喉の 振 

ると い 

一 つ の 

變 化が 

違 つ た 

結局 

で こ， れ 

ける こ 

完全に 

問き 分 


匕 

-大 


ふ 一 

め 一 

私 一 

ァ V 

ま - 

說 一 

け 


ふな ら ば、 


西洋 


出 

ン 


の 

の 


風に 樂器 

こく、， や 


力 と 

ば、 唄 

の 人 


あ 

. そ 

れ は 

聲 に 


の 

力 

る 


、 、 

i こ 


こ ま 一 

の や 

音域 

や う 

だ聲 

う な 

、た だ 

う た 

ら、 た 

な ら 


の やうに 整 

ォ 

ゥ 


特色 

よ つ 


-話 

試 


し 

と 

な 


思 

ら 


も、 

ま 


の 

二 


洋 

會 


な 

、 

ボ 

話 


理 さ 

る。 

き り 

ほ そ 

明瞭 

の 著 

に 訓 

當 の 

來 る 

て 聞 

を 得 

頃 だ 

い と 

ン 風 

の と 


た聲 から 

の聲 より 

ないやう 

人の 聲 

は 聞き 

い 結果 

されて 

が あつ 

は音樂 

は、 聲 を 

てゐる 

とい ふ 

は  一一 一一 口 は 

ふ。 も 

したと 

り こ， な 


は、 こ の 言 葉の 場合より も、 個 人の 特色の ある 聲が 聞き 0 

9 


と 


も、 何 

に 思 

特色 

け ら 

や う 

0^ ィ 

表情 

1 つ 

の や 

け で 

、て で 

な い 

ろ ん 

て も、 や 

ない と 


ま 

、言 

C 

唄 


なく 聲 

れ る。 

聞き 分 

な い。 

思 ふ。 

た聲を 

で あ る" 

要素と 

にき 練 

葉と は 

る。 

また 二 

を 唄 ふ 

は り 一 

いふ こ 


の 性質が 一 般化、 ある 

もちろ ん、 極 めて 耳の 

ける 事が 出来る かも 

それが この 西洋風の 


惡 い 

- 特 

し て 

し て 

思 は 

ッ ボ 

と い 

種 の 

と 力 


と は 田、 し 

にニッ 

西洋風 

をう 

ないか 

ン 語の 

ふこと 

頃聲に 

〕 つまり 


は な 

ボ ン 

の 發 

た ふ 

ら、 そ 

性質 

は、 非 

な つ 

0 と 


れで 


ひ は樂器 化し て、 誰 

いい 音樂の 批評家 


\  Tt ぶ 、 

聲の P 練 

それ はな 

發 音 で は、 

は 必要で 

ふ 事 は 惡 

十分で あ 

着 

のま ま 持 

違 つた 聲 

して 會話 

事 で あ る。 


力 


を 


力 


と 


あ 


る 


- しかし 

なか 綺 

て も あ 

ると 思 

な い。 

. 私共 


つて ゐる 

の 出し 方 

のと まり 

しかし 


そ の 中に も ある 程度に 會 話の 時の 

ど 器 化しない ことて ある。 この 

が 二 ツボン 風の ST て あると 思 ふ。 


こ れ 

どこ ま 

こま. て 

れ はた 

-1 ク 

る が、 そ 

で、 前 に 

h4 力 

話す 時 

かし そ 

る 子 音 

ふ ま ど 


で 

力 

ち 

，高 


私は大 

が 西洋 

西洋風 

大體の 

ンの 頃 

より 他 

よつ と 

ま で 一一 

さう ひ 

が 西洋 

み. 話 

さの 栢 


の 見 當 で ^一一  口 

の 與聲 であ 

聲， て あ り、 ど 

話で あ る。 

西洋の 頃 と 

もま だいろ 

つ た が、 子 音 

ボン 語の 噴 

く 違つ てゐ 

になる と、 

時と は 比較 


Jet 


力 


力 


の 相 

い ろ 


違 が 出て 來 る _ 


取 

、 

の 

そ 


要素 を 

やうな 


で あ 

は 明 

ら が 


違 は 

の 區 

扱 ひ 

た だ 

。 あ 

樣子 

ら ぬ 

れで 


る 


ま だ 

聲を 

. 實 

こ t 

ッ ボ 


方 

い/ 1 

も 


材料 


ン 


の 樂 

を あ 

な ど 

づ ま、 

場合 

力 

ど 高 

私共 


際の 聲 

區 別が 


ゐ る 

し て 

の ど 

つ か 

聲 で 


匕 

-た 

ヅ 


違 ふ- 

な る • 

そ れ 


あ 


程度 

と 力 

か に 

ン 語 

ふ 時 

〕 殊 

一 そ 


の 

を 


も ある。 

う. ^si ふ こ 


こまで が ッ 

ない。 實 際の 


ると いふ 


よ 

の 


る 

る 一 

區 


噴 ひ 方 

話す 場合 

女の 聲 で 

。て ど う し 


こ 


つまり 

とも 出 

ボン 風 

場合て 

と ま !SI 


とい ふ 

そ れ 

別 の 

て 


西洋風 

來 る。 

の嗎聲 

も、 耳 で 

別出來 


こと は 

は 子 音 

に 數 へ 

• 子 音 の 

り も © 

れが著 

子 音 と 


の 

閒 

な 


明かな 

のお 話 

ら れ る- 

高さ は 

い 時が 

し い。 

き こ え 


發音ほ 

はこれ 

あって、 

い て、 ど 

い。 こ 


事 

あ 

る 


を 子音と 聞く に は 聞く。 また 中に 


,u て あ 

する 處 

ふ 時 も 

る。 し 

さの あ 

かと 思 

— . TUN や 


こ 暖^ こ な つ て、 何 の 子音 かわからない とい ふ もの も ある。 これが 二 ツボン 風の 發 音と 西洋 P  ^ 

2 

の發 音の 極めて 著しい 相違の やうに 田ぬ ふ。 

子音の 長さ も 噴 ふ 時と 話す 時， て は、 二 ツボン 風の 與聲. て も 西洋風の 唄 ひ 方で も、 多 少の伸 力 

ある こと は 前に も 言 つた。 しかし その 伸縮の 率 は あまり 違 はない やうて ある。 ただ その 高さ 

て 著. し ぃ區 別が 出る。 

この やうな 事 は 統計的な 事實 であつ て、 も 少し 多くの 例 を 見ない と、 こ のこと が- 1 ツボン 風の 

頃聲と 西洋風の 唄聲の 決定的の 條件 であるか どうか は斷 言 出来ない。 

-1 ツボンの 頃聲 と、 西 洋風の 頃聲と の、 次 の 大きな 區別は 音域で ある。 二 ツボンの 頃 で は 音 域 

は あまり 廣 くない。 完 Kjff に ニォ クタ ー ヴを 出す とい ふこと は あまりない 事で ある。 しかし 西 

洋 では その くら ゐの事 は 全く 平氣. て ある。 專門 家なら ば その 音域 はもつ と廣 い。 同じ 一つの 

聲帶か ら、 そ の やうな 高い 聲を 出す とい ふこと は、 も ち ろん 普通の 狀 態 で ない。 そのために 聲 帶 

の 振動の 樣 子が 變 ると いふ こと は 十分 あり 得る 事で ある。 一一 ツボンの 唄 で、 そ の聲の 形が 言 葉 

の 時 ほど 變 化しな いのは 高さが 西洋の 歌の やうに ひどく 變 化しない から.、 てあらう。 普通の 言 

葉で も 音域 は 一 ォクク ー ゲ だけ は ある。 歌で もま づ大體 その 範圍で 頃って ゐる。 特別に 聲帶 

-を樂 器の やうに して 高い 振動 數を 出す 必要 はない。 この 事が 、一一 ツボンの ST て も 言 葉 で も 音 波 


の 形が 

る 場合 

との そ 

洋の唄 

西洋 

西洋風 

的 だと 

西洋 

に 必然 

に 平行 

び 下り 

方で あ 

は 全く 

そ れ 

一 で あ る „ 


ひ ど 

は、 も 

れ 自 

ほ ど 

風 の 

の 歌 

い J 

風 の 

的 に 

な く 

る。 


ゲ 


な 


ち ろ 

身 の 

の 昔 


歌と 一一 

と の 一 

事で あ 

0 で は" 

つ い 

く て 

て ま 

そ れ 


そ 


て 

な 

用 意 で 使 は 

喉 を こ の や 

し て、 そ の 事 


な い 

聲は 

別 を 

の 必 

ッ ボ 

番大 

る。 

-ど ん 

來 ろ 

な ら 

ら な 

前に 


一 原因で あ 

西洋の 唄聲 

考 へる とい 

要が あれば、 

ン 風の 頃と 

きな 相 違 で 

な 短い 音 で 

b- 波、？ 波 は 

ない。 そし 

い。 これが 

幾度 も ^一目 つ 

な くて はな 

うに 使 はれ 

は、 gr 喉 の 目 


らう。 

の や 

ふ こ 

_聲 は 

の 形 

あ る „ 

も、 そ 

仕方 

て そ 

西洋 

た や 

ら な 

る や 

的て 


と に 

自然 


の 


昔 

音 


ツボン 

な る で 

は あま 

に 西洋 

の 相違 

れは聲 


t 


の 


ST て ム. 

ら う。 

意味 は 

の聲に 

非常に 

進行の 


ま 


の つ づ 

L 力 そ 

の 終 か 

階 を 基 

に、 話 で は 

こ れ が 

こする こ 

る ^一一 曰 葉 と 


も し 

特別 

あ る 

似 て 


く 間 は 高 

れ を 無 視 

ら 一足 飛 

礎と して 

出来ない 

西洋風 の 

は f 紗 力 

は 相當へ 


巨 

、 

だ 


ひ 

來 


ど く 

西洋 

、 0 

る で 


立 

れ 


力 


ば 


に 次 

ら れ 

で あ 


へ て 

，聲 の 

た 

る。 


の 基本的 

る。 そ れ 

だり 力 *1 


高い 紫 

風の 聲 

二 ッ ボ 

あ ら う ( 

れ が -1 

は 階段 


を 出す 

と 二 ッ 

ンの 


必 要 

ボ ン 

も、 も 


ぶ 

し 西 


ツボン 

的 で、 一 


風 の 

つ は 


と 


0  0 


は な ら な い。 ただ そ れ 

高さの 線 は、 時 閒 の 千 軸 

の 段階に 飛び 上る か、 飛 

の 構造で あ り、 ま た ひ 

それで 咽 喉 を 話の 時と 

な 性質で あ る。 

が 西洋風な 唱歌の 訓練 

る か ら、 そ の やうな 訓練 


は 決してた やすく 出来ない。 

殊に 西洋風の 唄で は、 そ の聲の 上り下りす 

その 階段のと ころに 飛び 上った り、 飛 び 下り 

とまって はならない。 その 階段が どの 邊に 

喉の 筋肉の 感覺 である。 嚼 喉の 振動 を 定量 

かしい。 ある 努力が いる。 それに 定量 的な 

ろに とどめて おかなくて はならない とい ふ 

耳で 覺 えてお かなくて はならない。 それ は 

つて は 出来ない 人 も ある。 大抵の 場合 その 

國 語を覺 える と 同じ 事 で、 人 間の ある 發 達の 

である。 その 時期 を 過ぎた ら、 ほ とん ど 望み 

かぎられた 特別の 人 だけに 出来る 事で ある- 

もし 聲が 連績 的に 上ったり 下ったり する 

ふやうな もの はない。 それで その 音階 は自 

と は、 ほ とん ど 意味 はない。 しかし この やう 

ば、 そ れは 自然 音 階 で も、 平 均 律 で も、 ど の やう 


ると ころに 音 階と いふ 階段が ある。 聲 はちゃう ど 

たりし なくて はならない。 階段より 他のと ころで 

あるかと いふ 事 をき める こと は、 全 く 耳の 感覺と 咽 

的に ある 高さに 高めて おくと いふ 事が すでにむ づ 

ものが はいつ て、 あ る 特別な 定量 的な 振動 數の とこ 

事 は、 非 常な 努力て ある。 そ れ に は、 ま づ 高 さ を 前に 

人に よつ て 出来る 人 も あるで あらう が、 ま た 人に よ 

やうな 事 は 出来に くい。 出来る にして も、 そ れ は 外 

時期て ない と 容易に 覺 え られ ない。 若い 間の こ と 

はない。 この やう な 方 法で 唄 をうた ふ こ と は、 あ る 

„ 極めて 特別な 專門 的な ものて ある。 

ものなら ば、 それに は 今 ここで いふ 意味の 一 習 階と い 

然 音 階で ある か、 あ る ひ は 平均律て あるかと いふ こ 

に、 人 ェ 的に 音階と いふ もの を 練習して かかるなら 

にも 練習す る ことが 出来る。 この場合に. どれ を 採 


ろ か 

と い 

な 事 

う た 

そ の 

は な 

物體 

ら ず 

と 言 

法 は 

に す 

な 

こ 


は、 そ の 人の 考 一つで きまる。 マ 

ふこと も 問題になる。 もちろん 

は 音 樂 論で お 話す る こと で あ る- 

れ  で  私  は聲の  音階  はどうい  ふ  も 一 

ふこと をお 話しなければ ならな 一 

途中で ある。 

を 全く 階段 的に 進行 させよ 

ら ない。 この 事 は聲の 性質 

の 振動 で あ る。 サれ が 不連續 的 一 

連績 的に 變ら なくて はならない" 

つ て も、 程 度の 問題で ある。 本 當 

似 的に 聲を 階段 風に 上下 させよ： 

ない。 つまり 或る 一つの 階段 か，； 

る こと で ある。 極めて 短い 間に ■ 

事 はよ ほど 練習し なくて は 出来 

の やうな 急な 言 葉の 線 を どう 丄 


て そ 

の や 

で あ 

。 そ 


こ 

て 


れには 聞く 人が 

うな 事 は、 こ の お 


事實上 どれ だ 

話の 範国を は 


け 聞き分けられる 

るかに 越える。 そ 


うと 思へ ば、 

に そむく。 

に 突然 

そ れ 

そ の 

と 田 d 

或 る 


力 

づ 


を 


お話して 

番 問題に 

階段から 

帶の 振動 

とい ふこ 

西洋風の 

事 は 出来 

のうつ り 

階段に 行 

の 極めて 


來 

な 


多 


た。 

る の 

び 上 

と 假 

ひ 方 

、 0 

り を 

間 の 


この 次 

は、 あ る，. 


る か- 

定す 

理 ^ 

で、 聲 

非常 

言葉 

を 得 


に は、 そ の 音階で 0 

一 つの 段階から 上 


-飛 

を 


下りる. かしな く 

■ そ れは 質量の あ 

出来 得ない。 か 

段 的に 上下 させ 


に 速くす るより 外に 

の 線の 傾き を 非常に 

る ことで ある。 この 


力 

や 


5 
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得る かとい ふ と、 そ れに はいろ いろの 場合が あるら し 


そ の， 方法 

で あ る。 

ば" 花， 

上 る。 そ 

で は 、こ の 

洋風 の 

料に 子音 

子 音 は 

の 高さの 

もちろん 

しも 變ら 

て その や 

事 は、 今 全 

てゐ る。 

ろの 發 音 

ので あら 


は 澤 

と い 

し て 

傾向 

の う 

力 使 

意識 

1 匕 

讀 ィ 

そ の 

な い。 

う な 


山 

た 

し 

や 


それ は 

の 方法 

う。 私 


の實例 をみ なくて はわ 一 

の 第一 は 子音の 部分 で 一 

場合に グ ハク より グナ 

の 母音に なつ た 時、 そ の 

常にす ばらしい。 ぁ观 

方 で は、 子 音 の 高 さ は 一 

ると いふ 理由で あら 一 

その 高さ を 加減す る； 

どくす ると か、 ゆ る や； 

な 事 は 要求され てゐ； 

かし 西洋の 頃の 發聲 i 

出来る か、 あ る ひ は^^ 

出来ない。 それ は、 お； 

生の 發音 をた だ模 做； 

眼で 見た り、 耳 で 聞 い： 

これ は 全く 驚く ベ き 


IF 

ひ 

力 

を 


か ら 

振動 

〃 力 

高 さ 

に 私 

非常 

、つ 0 

こ と 

か に 

な い „ 

法で 

ふ 人 

そ ら 

し て 

た り 

聲 の 


な い が、 今 ま で 

數を變 化させ 

上る 場合 は、 そ 

で聲が 止まる 

は 子音の とこ 

に 違 ふとい 


ふ 


はむ づ かし 

すると かい 

_ た だ ^一  百 ふ 

は 事 實上そ 

は 意識的に 

く、 意 識 的に 

ゐる だけの 

して 模倣し 

一 現象で あ 


ふ 

ォ 

そ 


私 の 

る や 

の 子 


事 て 

て ゐ 

る と 


うに 見 

音 の .i" 

や S 

、二 ッ 


を述 


と 

田 5 


言 

來 


る _ 


の 

ベ 


たと へ n 


へ 

な 


うちに 


たもの 

え る こ 

の 部分 

^ う に 

ン 風の 

た。 そ 

や S の 

ま I 

け で あ 

る やう 

が 出来 

は 出来 

の 恰好 

だんだ 


は、 次 の 二つの 場合 

とで ある。 たと へ 

で、 言 葉の 線 は 急に 

高さの わかる 子音 

噴のう た ひ 方と 西 

れ はこの やうな 材 
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や う な 一 

一一 ッ ボ 

る。 貪 

に 見え 

るか ど 一 

まいと 一 

と か、 そ 一 

ん そ の J 


も の 

ン の 

話 の 

る。 

う か 

私 は 

の 他 

や う 


ふ。 西洋風の 唄 ひ 方で、 I 


て も、 そ 

m で は、 

時と 少 

ど う し 

とい ふ 

想像し 

いろい 

になる 

が 段階 


的に 進む 事の 出来る の は ニー 

節の 工合 て、 聲 の 上り下り 一 

とい ふ 印象 を與へ る ことが 

間 を 飛ぶ 時には どうなる かへ 

1 ^で 西洋風の ST て は、 二 

事 は、 節の 構造の 型 て な い や 

やうに 見える。 もし 母 音 の 

タメ ントで その 間 をつな 

ボル タメ ントの ゆるやか さ 

事に ついては 全く 同じ 事で 

もし。 ホル クメント てな し- 

その  やうな  事  を  練習す  る 一 

實際は 二つの 聲の間 に、 休 み 

を 非常に 早くう つれ ば、 耳 

. 上った わ 飛び下り たりした 

ゐ ろ けれども 心^的に 飛び 


つ はこの 

する 場听 

出来る く 

とい ふこ 

クポン 風 

うに 見 え 

間 で 一 習 程 

ぐ 事が あ 

や、 や り 方 

あ る。 

ヒ、 實 際に 

の が、 お そ 

をお かな 

聞く 感じ 

やうに 聞 


や う な こ と 

が 子 音 で つ 

らゐに 飛ぶ 

次の 問 

の やう 

西洋風 

る こと 

その 時 

ッ ボ ン 


と 力 

の 噴 

る。 

が變 

る。 

は 二 


が 出来 

ながれ 

事 力 .33 

題で あ 

に、 母 音 

の ST て 

が あれ 

は 全く 

風 で は 


る か 

る 時 

來 る 

る。 

を む 

は 二 

ば、 あ 

二 ク 

な い 


ら で あ ら う。 

は、 ま づ これ で 

リ I 力し 節の 


聲 を 

ら く 

い 以 

は、 そ 

え る 


飛ばさ 

西洋風 


な く て 

の 唄 ひ， 


上った り、 飛 び 


は な 

方 の 

上 は 完全に 飛ぶ とい 

の 間の 時間 を 無視し 

, そわより 他に 方法 

下りたり したやう に 


み に 

ボ ン 

場合 

ン の 

，し か 

な い 

習 の 

ふ こ 

て 、 ま 

は な 

、そ の 


長 く 

の 唄 

0 と 

し聲 

場合 

と i 

と ん 


耳で は 完全 

ェ 合 て、 母 音 

つばる とい 

ど う み 字 を 

ふ 人 は ゆる 

じ 理窟て あ 

連續 的に 變 


に 飛んだ 

と 母音の 


ふやう 

使 はな 

やかな 

る" そ 

ると い 


こ ，そ こ i ど 

目で はない か 

出来な い。 た 

ど 完全に その 

つまり 寅 際 は 


な 

ボ 

ふ 

うなる 力 

と © ふ， 

だ その 間 

間 を 飛び 

連續 して 


間 の 言 葉の 線 を 急に する 事 
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である。 そ 


は 聞 

場 合 

ら う 

う 少 

と い 

と 話 

言葉 

て ま 

し て 

唄 ひ 

を お 


く 人 V 


を 調 

に 唄 

し、 ま 

力 こ 

し い 

も 

す や 

と し 

な い- 

^一一 曰 葉 

方 が 

話し 


め 

わ 


私 はこ 

考 へ て、 そ 


れ 

や う 

い ろ 

出 

L 

ナ. 

ふ 

西洋風 

ただけ 

のどち 

の樂器 


、ベ 

と 


が どのく 

る。 私 が 

の で は、 大 


の * 

そ 


必 要 

唄 の 

唄 の 

こ と 

を 理 

た も 

な _變 

人閒 

の の 

唄 ひ 

あ る 

の 唄 

ら お 


らゐに 急に なれ 

ある 相當 訓練 さ 

體 秒速 五 〇 〇 振 

な聲の 線の 傾き 

表情 も 多少 違 ふ 

いろいろの 性質 

が 知られて ゐ る" 

解す るた め に、 そ 

ので ある。 それ 

化 を 受けなくて 

の 咽喉から 出る 

性質 を 失つ て 行 

方に 對し て、 ど れ 

ひ 方 もお もしろ 

もしろ い 音 樂を 


ば、 耳 に は 飛んだ 

れ たゾ プランに 

I  , ら 七 〇〇 振！ 


で 

ま 


力 

し 

た 


ら 

定 


力 


し 

質 を 魁 

樂 の 

の 


そ 

れ 


し 

ふ ( 

し 


や 

一一 

て 

こ 


う に 

ッ ボ 

く ら 

こ の 


ら 


の 


正 

で 

力と いふ 寒の 

ほ ど まだ 二 ッ ボ 


と は- 

の  場 

お 話 

材料に 使 ひ、 そ 

く  ^一一 一口 

る。 

ん の 

語 の 


て 


し 

ン 


-た 

性 


え る 

の 小 

で あ 

き の 

だ こ 

に お 

た だ 

を 噴 

-ま、 13^ 

私 の 

例で 

M を 


力 

お 

あ 


と t ふ 事 

唱 歌 を 唄 

た。 ま づ 

は 人に よ 


こ 


だ 

る 一 


殘し 


いと 思 ふ。 出来る 人に は、 そ の 人の 

作り出す とい ふこと は、 いい 事て あ 


け の 

る。 

あ る。 

ふ と 

た も 

し た 

" そ 

て ゐ 

咽喉 

る。 


な れ ば、 そ 

： て もらつ 

れ が 聲 


れ 

た 


つ 

これが 聲を階 

つて 違 ふ で あ 


で 

ふ 

力 


を 一 

私 は 


は な 

場 合 

葉 は 

事 に 

も は 

、言 葉 

二 ク 

と い 

つ の 

二 ク 


-言 

こ 


ボ ン 


も 

葉 

力 


らも、 二 プ 

る。 そ し 

洋の唄 を 

語で 噴 は 

そのと ほ 

れ ば い い _ 


ボン 入の 咽 

て、 ど う せ さ 

二 ツボン 語 

れる 方が 安 

りに は發 音 

„ 頃 ふ 人に 


は、 ほ とん ど 意味が な 


な い。 今 

た ら、 ど の 

は な い。 

が" 冬の 

私 共 は 前 

の 旅，/ を 

の 旅，， で 

1^ 器の 音 

つて ゐる 


假 にある 二 

やうに 巧妙 

た だ そ れ が 

旅， を" 美 

に觀念 的に 

聯頃 する。 

あると いふ 

を 聞いた と 

本の 文句 ，て 


喉 を 

う な 

で 唄 

心 し 

出来 

し て 

. い や 

ッ ボ 

こ F 

私共 

し い 

. 冬 

も し 

印 象 

い ふ 

補 つ 


基礎 

れ ば 


し 

L 


て 

も. 

ィ 


と 

そ 

れ る と- 

聞いて 


の 

語 


一 と 


水 

て 


車 


ヽ 

/一 


れ を 

壞 し 

覺 が 

少 く- 


し 

ふ 一 


た 

力 

-聞 

力 

芽 


ゲ 

さ 

し- 

た 


で 

t 

る- 

音 


ノ l ルゲド 


の 

二 ク 

易 い 

起れ 

一 二- 


音 

娘" 

ボ 


力 

，そ 

も 


模 

ィ 


な 

や 

で 


ソ 

る- 

れ で 

音樂 


と 

の 


、 

も 

0 

m 

目 

を 


ゃグ マイ 1-1 の 出る こと を 

れ よ う と、 そ れは 私共に あま 

から、 か へ つ て 奇妙な 感じが 

ち ろん 二 ツボン 人 て ド ィ ッ 

な 事 はこの 場合 一 向平 氣で 

り、 そ れ を外國 人ら しく 頃 は 

へ あれば いい。 それ以上の 

語て シュ ー ベルトの グ 冬の 

た と 思 つ て も、 そ れは 決して 

らしい 感じ を 起させ さへ す 

て 唄つ て も、 そ んな こと は 全 

そして その 演奏 を 聞く と き 

はれる と、 第 一 聞き慣れない 

た だ、 テ /  - ルの聲 がきれ い 

的 は 達して ゐる。 そして そ 

樂 しむ 一つの 方法て ある。 


非常に 期待して ゐ 

り關 係し ない。 西" 

する。 むしろ 外國 

語 や フランス語 を 

ある。 ただ 看 が す 

うとす る ことな ど 

事 は 容易に 望まれ 

旅グ を つ た と し 

本 當 の ドイツ 語 で 

れ ばいい。 唄 ふ 人 

く 問題に ならない。 

に は、 觀念 的に グ冬 

し、 な ん となく グ冬 

で、 私 共 はきれ いな 

の 內容は 前 か ら 知 

そ し て 私共 はこの 


やうに 

し か 

る。 普 

力， わ 力 

と 同じ 

味が あ 

た、 そ の 

態で あ 

の か、 ほ 

J と，^ 

はな" 

ゲ ェ ン 

て あ る" 

一一 ク 

ノと 


を 


ボ 


と 


て 

ん 


^ こ 


意 

で 


音 樂を樂 

れは 非常 

人 に は、 こ 

いとい ふ 

なる。 た 

く し て、 し 

つた さが 

私 共 は ド 

ど 想像す 

た 時の や 

と に は、 あ 

味 力な.，^ 

いた 時と 

の 音樂の 

は、 そ の 間 


しんで ゐ 

に 特別な 

な 

こ と は、 そ 


の や 


だ 咽喉 

かも 意 

人 


同 


も 

ッ 


そ 

多 


力 

力 


こと は 

の 


う な 


まり 多く 


も 

ま、 

少 


で 


る。 

も の で 

音樂 の 

れは 噴 

ら 出る 

力 力 

いと 思 

ドイツ 

出来な 

で は あ 

の 意味 

私共が 

な 感じ 

だ 西洋 

相違 が 


あ ろ- 

鑑 賞 

の 價 

し 


力 


ある 特種な 

どのく らゐ 

を 半減す る- 

樂 器の 音 を 

と いふ こと 

あ る が、 し か 

I ルの ク冬 

か し、 ま さ か 

。 私共が 外 

と © ふ。 そ 

1 ト I ゲ H ンを 

受ける， てあら う 


も 

し 


音 

つ 


て も 


を 模倣す る 

い。 ピ 


音樂愛 

意味が 

„ そ の 

樂 しむ 

に 一 種 

しその 

の 旅.， 

私共が 

國 人の 

れに比 

聞いて 

" こ れ 

こ と て 

ァノを 


好 家に 

あるか 

場合 は 

より 外 

のじれ 

感じ を 

を 聞い 

二 ッ ボ 

發聲法 

ベ る と 

も、 おそ 

が ピ ァ 


つ て 通用す る 

問題で あ る。 

の 意味 もない 

方法 はない。 

たさ を 感じ も 

もしろ がるの 

時 どんな 感じ 

人の テノ ー ル 

學んで 外國語 

ァノ はもと も 

く ドイツ人が 

と 唄との 基本 


ある やう 

ただ 西洋 


に 見 え る" 

の 先生が 


し 


樂 

力 

と 


と 


で あ 

文句 

の 音 

て 意 

少變 

る も 

冬 の 

を 唄 

葉で 


な 相違 


ピ ァ 


ルゃゾ ブラ 


一一 

に な 

i と 

そ れ 

ン な 

れ に 

の ク 

樣 子 

的に 


る考は 

て も 出 

は 非常 

どと は 

その 人 

ど どい 

は專門 

練習す 


西洋 

来な 

に 妙 

か な 

っク 

的 な 

る と 


を 摸 


倣 するとい ふ 事て ある？ 

それで 普通の 女學 生な ど 

ので ある。 もちろん 聲の 

相違で あ る。 そ し て、 も ち 

な 音波の 形が 明瞭に 出て 

うな ものと は 違 ふ。 聲は 

ラ ン の 唄 ひ 方に 多少 似て 

こと は、 少し 練習 すれ ば、 あ 

普通の 人の 唱歌 で は、 聲 は ある 程度に は 階段 

り 曖昧で ある。 別に それが 平均 率で あると も、 自 然 音 階 で あると も、 言 は れ 

まかせの やうに 見える。 これ は 音階の 練習と いふ こと は、 よ ほど 專門 的な もの 

音階ら しい ものが 中 々出来ない とい ふ 事 を 意味して ゐる もので あらう。 


な も 

り な 

人的 

の や 

，ソ プ 

い ふ 


の 人々 

みに 錄 

ゐ ない 

の 質 は 

あ る。 

段 的に 

どいつ 

出来る 

てゐる 


家 の 

し て 

性質 

の 唄 

の 唄 

う と 

t 似 


それ も 基礎 

うな 聲の 訓練 


を 


£5 似 をして 彈く 事に は、 まだ 多少 意味がない と は 言 はれない。 しかし その やうに 西洋の テ ノ一 

ン  の 似 をして ふこと に實 際どれ だけ 意味が あるかと いふ こと は、 ま だ よほど 考 

みる 餘 地が あると 思 ふ。 噴と ピアノと は 同じ 模倣に 

ツボンに はま だ この 外に 唱歌の 敎 育が ある。 小學校 

しかし 普通 

の 唱歌 を 試 

練習 をして 

ろん その 聲 

ゐる だけ で 

なる ベ く 階 

ゐる。 * ど 

る 程度に は 

的に 進行し 


しても 多少 意味が 違 ふ 

に は 課目に 唱歌が ある 

に は專門 

音 し て、 そ 

か ら、 聲 の 

-1 ツボン 

し か し、 そ 

進行し よ 

. の 方に 

ものら し 

が、 階段 そ 


ォ 

近 

て 


の 

二 

る- 

聲 


ベ 

た 


る 

ッ ボ 

を 階 


と、 

段 


れ 自 

な い 


身 


の 性質 はかな 

ただ 口から 出 


て、 普 の 人 て は 


0 


在で 

風で 

も な 

唱歌 

5 


れが 普通 私共が 

ある。 つまり 聲 

ない。 一種 獨特 

く、 自 然 音 階 で も 

と いふ もの \ 性. 


二 ヅポン の 噴の 

な ものである か。 

こ の 事 は、 これ ま で 

しかし この 問題 は 一 

はいるから で あ る。 

私共 は閜 かう と 思 

が 音 と、 音 を 聞く 耳と 

働 者 は、 別 に 練習 もせ 

れは 聞く 私共の 心 一 

の やうに 聞く 事 はで 


唱歌と して 知つ 

の 質 は 大體で 二 

な 階段 的、 あ る ひ 

な く、 何 からみて 

質，、 てあら う。 
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長い間、 いろいろ 

般に考 へられて 


て ゐ 

ッ ボ 

は 音 

も 調 


もので あ 

語 の 聲 で 


的で 

ま づ 


あ る- 


る。 今 

あ る。 

- し か 

も の で 


ボ 

の 


ン に 

聲 の 

一昔 階 

こ れ 


あ 

い/ 1 

力 


音 

般 


の 

均 


律 と 


J 言 ± 


態 的な 

二 ッ ボ 

い ふ 

て ゐ 


存 

る 


二 ツボンの 頃に 音階 や 音程が あるか。 あれ ば、 そ れは どん 


の 人 

ゐ る 


ま 


論 じ 

ど  > い 5S 


ら れ 

單 で 


た „ 

な 


私 


そ 


の 事に つい 

に は 心理的 


へ ば、 大 抵の音 は 何とで も 聞 

の 特別な 關 係で ある。 この 

ず、 ただ 漫然と 氣 持よ く民謠 

つで ある。 もちろ ん、 そ れ は 

き な い。 し か し、 た とへば そ 


か れ 

事 は 

を 唄 ふ 

全 然 で 

の 追分， 


- こ の 

樂 につ 

一 私共 

たらめ 

J し 力 


事 は i: 

レ て 

そ 


も 


力 


音 


言 

れ を 

追分 

的 に 


諸 

ど 

J 


君 

ォ 

の 

し， 


考 

お 


ハ 

き 

一 J 


た 事 も 

た く. 


. を y 

れ て ゐ 


力 

る 


た „ 


力 


人 

力 

-ど 


あ 

ま、 

の 


る。 

勞 

-そ 

し， 

や 


う な 

あ る- 

た  あ 

樂譜 

譜に 

る。 

書 か 

も の 

そ の 

ま づ 

固定 

と 

れ は 

て 音 


音程で は 

た と へ ば、 

る 人 は、 そ の 

に 書け ば、 も 

書 け ば、 時 々 

かが 練習 

れる ほど 

？ J 禾 力 經 

あ る。 唄 

ら ゐ瞹昧 

んな 心配 

たもので 

音 程の 瞹 

. それ は 

ともと tie 

や 音程と 


た 


力 


力 


で 


て 

ろ 


あ 

人 に 

の な 

音樂 

險 し 

0 さ 

二 ク 

m や 

い J 


ゐ るか 

人 はこ 

場所 を 

ん そ こ 

よ つ て 

ぃ民謠 

は 固定 

た範圜 

に メロ 

も ある 

いと 思 

やうに 

は、 決 し 

ボンの 

音程と 

事に あ 


と い 

の メ 

一 音 

は 違 

違 ふ 

の や 

し て 

\」 ま、 

デ ィ 

こ ± 

、 0 

見 え 

て 頃 

民謠 

い ふ 

て ま 


と 


ノ , 

ろ 


ふやう 

" デ ィ 

1 近く 

ノ た 

うな も 

ゐ ない 

唄 を 

る 


人 

一 J 

て 


中 

ら 

の 


ら來 

他 の 

て ま 

か う 


，聞 か 

あ る 

と 聞 

力 わ 

て く 

ら、 

る と 

出来 

る や 

が、 普 

謠 の 

も の 

味 線 

て t 

す る 


う と 

場所 

ぐ 力 

る。 

る。 

ふ た 

い ふ 

る 人 

う な、 

通 の 

形 そ 

で よ 

の 

聞 か 

か ら、 


思 へ ば、 案 外 そ 

を 半 音 で 上 つ 


も 

-そ 

な 

チ. 

-そ 


知  >. 1" 

れ で 二 

の 場合 

に メロ 

う に 言 

技術と 

んな曖 

表 的な 

自身 も、 

いと 私 

も、 ク ど 

ない 性 

こ に 無 


ッ ボ 

に、 多 

デ ィ 

は れ 

い ふ 

昧な 

民謠 

，そ れ 

は E3 

ど い 

質 の 

3  二 い * 

理 力 


の 

ふ „ 

ゥ： 

起 


や 

違 

唄 


て、 

づ 

る- 

ま- 

の 


に 聞かれる もので 

に 聞く。 しか し、 ま 

それ を 各々 西洋の 

譜 ，を 西洋の 五線の 

を 全部 頃 ふ 人が 着 

て、 ま だ 十分 樂譜に 


と 

メ- 

で 


當 

の 

う 

る- 

あ 


しっかりし 

思 はれな い。 

場合に は、 私 

の 技術 も、 扣 

聞き方に よ 

な もので も、 

。 そ れ を、 し 

る。 二 ッ ボ 


た 

當 

ソ 


の 民 謠ゃク ど どいつ ク の やうな もの は、 そ の 

西洋の 唱歌と 同じ シ ス テム の音樂 として 聞 

れ ない。 それで 人々 によ マて 多 少の 聞き方 

-1 ツボンの 唄の 大部分 は、 そ の 根本の 性質 

やうに は 聞かない。 言 葉 は 言 葉と して 聞く „ 

に 書かれる だけで ある。 それ を、 し ひ て 樂 譜 

に 書いた 時に いろいろの 矛盾が 起る わけで 

これ は 前に 私が お話した 階段と 小山との 

とい ふ 事 は，、 てきない。 しひて 表 はさう とす 

ひて 表 はして みて も、 非 常に 氣 まぐれな もの 

は 階段に ない 性質で ある。 

私共が 一一 ツボンの この やう な 唄 

い。 前にお 話した やう に、 聞 か う と 

共 が、 たださう 聞いた とい ふだけ で、 實 際の も 

m を、 西 洋風の 音階と 音程 を 練習した 人が、 そ 

知れない が、 しかし 根本的に 二 ツボンの 唄で 


を、 西洋 の 

© へば そ 


性質 

す る 

が 起 


本 の 

、つ と 

相違 

やはり 一 

もちろん 

書かう と 


西洋 

ら、 そ 

の で 


言 


る。 - 

喻に 全くよ く あ 

ば、 そ こにいろ い 

なって しま ふだ 


に 似た 


や 


こ 


は、 そ れ と 

約束で 唄 

な い。 


は 違 


ふ- 


の  唱歌と  は  違  ふ。  それ を 無理に 

の 聞き方に 一 定の 標準が 見出さ： 


あ 

葉 


音階と 音程との ある 


力 


へ ば、 多 少 


ら 

で 


あ 

こ 


る „ 

書 


力 


ム 

L 


共 

な 


ま 


言 葉 

" 言 


が、 それが 二 ツボンの 民 


の 

曰 曰 

そ 


不 

る 

二 


る。 

都合 

る。 


山 

出 


階段 

る。 


ともと 


の 


力 


で 


や 

ボ 


知 


聞 

ン 


ん 


音 

を 

の 


の が 

力、 そ 


の 


文字 

樂譜 

t す 

て、 し 

性質 

け な 

は 私 

う な 

力 も 


0. 


-1 プ ボンの 唄の 

つ て、 他 の 一つ は あ 

引きのば すと いふ 

やうに 見える" つ 

一一 ツボンの の 

たと へば クど どい 

は、 そ の 性質 は 全く 

た ら、 そ の 子音の k 

だ 寺と 長さ も 同じ 

葉の ままで ある。 

るかに 不必要な 長 

こ の やう な 言葉 

い。 民謠 にも 三味 

違 つて、 -I ツボンの 

の 都 分が 目立つ ほ 


根本の 性質 は _ 

て はまらない 

事 だけ 正しく 

まり 半分 唄で 

中に ある 言 葉 

っク の やうな 

言 葉と 同じ 事 

も、 母 音 の e も_ 

事で ある。 高 

ただ 母音の a 

さに 長く 延ば 

の 部分 が、 そ の 

線の 噴に も、 こ 

唄 ひ 物の 中で 

ど 存在し ない 


_ 音 樂 につい 

ものの やう 

あてはまつ 

あ り、 半 分 言 

の 部分 は、 一 

もの を 取つ 

で ある。 た 

-次 の S も、 ま 

さも 同じ 事 

か ら が、 音 樂 

される。 そ 

まま 殘 つて 

の やうな 例 

一 種 特別な 

事で ある。 


形 


あ 

み 

性 


こ 力 

ゐ る 


謠曲 


げ た 二 つ 

え る。 つ 

階と 音程 

あ る。 こ 

ま だ 言 葉 

る。 さ う 

ば、 ク 今朝 

の 次の a 

る。 そ れ 

質 を 持つ 

ら が音樂 

の は、 た だ 

る處 にあ 

備 へて ゐ 

で ま， メ  a 


の 

力 

る- 

デ 


定義の 中、 そ の 

0 音 を 一一 n 葉 


り 

の 

另 


る と 

を だ 

も の 

と、 そ 

れ の： 

じ め 

今朝 - 

に な 

る。 

ど い 

謠曲 

は、 節 

の は 


、ふ 事 

んだ ん 

カ殘っ 

の 唄 ひ 


と 


っク 

が 三 

の は 

じ め 


も、 ま と. 


と 


る。 つ 


の や 

味 線 

じ め 

の 部 


つ だけ は あてはま 

して 必要な 以上に 

け あて は ま ら な い 

れ がらお 話す る。 

ゐる だけで あ る。 

しの 文句の はじめ 

文句が あつたと し 

ど その 文句 を 讚ん 

文句 は ほとんど 言 

り 言 葉と して は、 は 

うな ものに 限らな 

の 唄 ゃ民謠 などと 

にこの やうな 言 葉 

分 も 中の 都 分 も 同 


3 


じ や 

ゐ る 

は よ 

力 0 

て 管 

り す 

ず で 

延ば 

も し 

を 飛 

の 階 

と い 

ン の 

ど こ 


うに 時間 的に 區 

と 言 はれよう。 

くわ かる。 この 

に 私が 近代の 二 

續 して 變 ると い 

程が ある ものな 

ると いふ 事 は 出 

ある。 二 クポン 

される。 しかし 

次の 方が 上る や 

び 上った り、 飛 び 

段に 一 べんに 飛 

ふやうな にな 

唄 を、 錄 音して そ 

まで も續 いて ゐ 

短の 小山 


も 

の 高 ぼと 長 


切られて ゐる 場合が 多 に 

それに 比べる と、 二 ツボン 

やうな のが 近代の 二 ッボ 

ツボンの 頃 を 言 葉の 一種 

ふ點 である。 もし ニッボ 

ら ば、 そ れ は連續 して だん 

來な いはず である。 それ 

の 頃 も、 も ち ろん 頃で ある 

その 引き延ばされ 方 が、 か 

うなら ば、 だ ん だん 上る し 

下 り たり する やうに はな 

び 上る とい ふやうな わけ 

る。 つまり 非常にお そく 

の 振動 數を 調べ て グラフ 

る ゆるやかな 小山 や、 あ る 

が 連 つ て 行く だけ で あ る 


" その 點は謠 曲 は 非常に 

の 近代の 民謠ゃ 三味線 唄 

ンの 頃の 一 つの 特色で は 

だとい ふ 理由 は、 そ の 引き 

ン の 唄に も 西洋の 音樂と 

だん 高くな つた り、 連 續 し 

は 前の 小山と 階段の 比喩 

か ら、 音 樂の 第一 の 定義に 

ならず しも 水平に 一 直線 

、次の 方が 下るなら ば だ ん 

ら ない。 廣ぃ 階段に 長く 

に 行かない。 ゆるやかな 

話 をして ゐる やうな もの 

に 書け ば、 そ れは 決して 階 

ひ は それよりも 急な 小山 

。 これが 二 ツボンの 唄の 


よく 西洋の 音樂 に似て 

の 部分 


の 中.^ 

な、 カー 

延ば 丄 


同 

ヽ 

/一 

や、 


じ や 

だ ん 

十分 

つ て 

0 き 

ん下 

ま つ 

山 を 

あ る 

の や 

そ の 


特色で 


あ る 

と S3 

た 母 

う に 

だ ん 

わ 力 

，母音 

延ば 

る。 

て ゐ 

だ ら 

〕 そ 

う に 

や う 

あ る 


^一 百 葉 

は れ 

音 の 

、音階 

低 く 

つ て 

は 長 

さ れ 

決し 

て、 そ 

だ ら 

れで 

な ら 

な い 

と 


る- 

一一 

ろ 


あ つ 

つ た 

る は 

「& き 

、 0 

階段 

て 次 

上 る 

ッ ボ 

、 0 

い ろ 


グ ラ 


の やうな 小山 は、 階 段で ないか ら、 も ち ろん 西洋の 樂譜に は 

フに 害 かれ る だ け で あ る。 


力 


れ な 


そ れ は、 本 當 は、 た だ 


二 

段 的 

も 、つ 

か し 

る と 


こ 


- ぬ 


た と 

分が あ 

ォ lll-a し 

れ る。 

が 三 つ 

も 譜 に 


ぷ： -ンの の 特色が 

西洋風の 音階の あ 

し 細かく 觀 察して 

問題が あ る。 そ れ 

ふ事實 である。 

事に はまた ニ樣の 

てゐる 事で あ る。 

へば 追分節の やう 

る が、 そ れが 終る と 


こ の やうな ものて あると いふ^ は 一，；" 

る 唄との 相違 は、 ま だ 本 當には こ れ だ 

みる 必要が ある。 そして そ こ に は、 ま 

は、 一 I ツボンの 唄 も 聞かう と 思へば あ 


ない 事 で 

けで はわ 

だ 私共の 

る 度に 


場合が ある。 その 一つの 場合 は、 そ れ 

そ れ は、 追 分節の やうな ものである。 

な もの は 、一 つの 音 を相當 長く 引っぱ 

次の 母 一 者 を かなり 長く 引っぱる。 そ 

た？ 波が 大抵の 場合つ いて 来る。 しかし その 波が あり 

その 長く 引つ ばられ た聲の 終り は、 多 く は 細かい 節 廻し 

も 四つ も 出来る。 この やうな 事 は、 西 洋の に は、 あ ま り 

寄く こと はむ づ かしい。 ゆるやかな 聲の 振動の やうな 


あ 


力 


る が、 

つ て 

く 事 

段 的 


しかし それと 階 

ゐ ない。 それ は 

の 出来ない むづ 

に 聞く 事が 出來 


は實 際に 聲が ある 度に 階段 的 

る。 もちろん はじめに 言 葉の 部 

の 引つ ばる 時に は、 母 音 に は、 前 に 

な がら、 大體 水平に は 引っぱら 

になる。 つまり 小さい 節の 小山 

例の ない 事 で、 そ こ を i=r て 問い て 

もので あ る。 そ し て、 聲 はまた 次 


の 段階に うつる。 そ 

平に 引つ ばられ る。 

の 引っぱられる 部分 

もし この 部分 分 だけ 

しの 部 だけが 略され 

いて みれ ば、 そ の、 譜 が 

る から で あ る。 

この 時には 私共 は 

ピアノの やうな 西洋 

しかし その 細かい 

く の 場 合、 西 洋の音 樂 

ところ が、 長 音階の や 

こ れ は、 私 共 の ま だ 

五 看 音階の やうな も 

その 習 階の 上に 作ら 

あっても 何も 不思議 


の 次の 段階で は、 は じ め 

この やうに して 追分節 

だけ を とれ ば、 ま づ 大 體 

を 樂譜に 書け ば、 そ の 樂 

てゐ ると いふ だけで あ 

大體 もとの 唄の 形に 似 

大體で 1音 階 や 、音程と い 

の 平均 率と は 違 ふ。 ま 

相違 を 無視 するならば 

で 言 はれる 五 音 音 階 の 

うな 場合と 短 音 階の や 


の 段階の や 

の やうな も 

にメ  口 ディ 

譜 は大體 で- 

る。 節の 長 

る の は、 も と 

ふ 事 を考へ 

た 二 ツボン 

，大 體 で そ の 

やうな もの 

う な 5B 合と 


う に c- 波 

の は 進ん 

は 階段 的 

もとの 喷 

、 h  M 

の 唄が 


て もい 

の 唄の 

音階 は 

こ な る- 


や 


が ありな が ら、 大 

で 行 く。 そ れ で、 

に 進んで 行く と 

に似て 來る。 た 

，追分節の やうな 

の やうに 階段 的 


同 


が ある， 

十分 理解す る 事の 出来ない 現象で ある。 

ので 出来て ゐ るので あらう か。 西洋の 音 

れ たもので ある。 それなら ば、 そ の 音 樂 は、 

はない。 しかし  一 I ツボンの 民 謠ゃ小 頃の 


何 

や 


0 も ち 

じ 曲で 

致す る- 

そ し て 

故 に _1 

音 音 階 

うな も 


ろ ん、 そ の 

も 唄 ふ 人 

- そして 

その 中の 


體聲は 

その 水 

も 見ら 

、、こ 田 U 

ん都カ 

もの を" 

に^ら 


た 水 

に 聲 

る。 

節迴 

に 書 

て ゐ 

音 階 も 音程 も、 

ふ で 違 ふ。 

そ の 音 階 は、 多 

音 が 三 っ續く 


1 

ォ 


ツボンの 民謠は 多く は 

めから 音階 を假定 して、 

であっても 七 音 音 階 で 

の は、 そ れ と 全然 違 ふ。 


と 


はじめに 

や う に、 面 

J 事 

つ i 

致す 

た 1 


て 一 

言 つ 


こ 

唄 は 

や う 

次に 

程と 

も 

へ ら 

私 

事 を- 

ら、 一 


。- 事 

，追分 

に、 た 

こ の 

い ふ 

ち ろ 

L に 

メ. 

は、 こ 

番高 


何も 音階と 

白い やうに 

が、 ど うして 

人爲 的な も 

ると いふ 事 

つ はこの 事 

は 他の 二 ッ 

節の やうに 

だいろ いろ 

やうな 型の 

やうな もの 

ん、 前 の 追分 

い。 そ れ は 

の やうな 唄 

的に 調 ベ て 

い 振動 數ま 


いふ 事を豫 想して 

つて ゐる だけで 

一 致す るので あら 

の で ある。 一つ は 

は 極めて 不思議な 

で あ る。 

ボ ン の 頃の 性質 を 

、大 體 で、 音 階 や 音程 

の 高さ や 大きさの 

頃の 性質 を考へ て 

節を考 へた やうに 

た 別の 方法で 

と つ て、 そ の 中 


ま 

を 

み た。 もちろ ん、 こ 

で、 大 體ー ォ クタ，' 


ゐ 

ラー 

Int. 

見 

、 

理 

ゲ 


な 

る 一 


も ち 


で あ 


る 

， 

や 


と 


力 


と 五 


こ の 

出来 

る。 

• な ほ 

な も 

續 い 

て ま 

種類 

く て 

く さ 

な 曲 

度 く 


ム 

そ 

ん 

ま- 

ら 


ろ 

力 

- ヽ 

ゐ 


ん音程 

み 事情 

の で あ 

このお 

不思議 

考 へ ら 

くと い 

に、 0 

な I 


と い 

が 違 

る。 

話 の 

の 度 

れ る 

ふ 型 

こ の 


ふ 考 

ふ の 

こ の 

^ じ 

を 增 

も の 

の 方 

fox  i 


二 

め 


な 

大 

つが こ 

に む づ， 


. た だ 

五 音 音 階 


り も 


多 


の 根本 

し い 


力 


して 来る 

よ ， ， 


二 

ォ 

の 唄に は 


ど 

こ 


一て 

、音 


ひ 易い 

で あ る 

の 性質 

間 題と 


ボ ン 

っク 

私共 

階 や 


の 

音 


に は、 音 階 や 一 習 程と いふ やうな もの は考 

ら な い。 

はれて ゐる 振動 數は 何で あるかと い 

山の 連續 であるから 二 番 低い 振動数 

の 間 は 必ず 音 は 連^して 動い て ゐるは 


ふ 


力 


ず で 

ず で 

る。 

み 

や う 

の や 


あ 

な 


る。 し 


力 


し そ の 中 て、 ど の 振動 數 かが 一 番 たくさん 使 はれて ゐる とい ふところが ある は 


ん決 

に 整 

ん使 

て そ 


こ 


不 

し 


な 


思 

、五 


る。 この やうな 統計 は、 も ち ろ 

れ で、 た くさん の を その やう 

だけで は、 統計的に 一 番 たくさ 

も の で は、 大 體 似て ゐる。 そし 

な ものになる。 

こ の 方 は、 前 の 場合より も、 な ほ 私共 

これ は  一 P 樂の叙 立 も 違 ふ し、 性 質 も 違 ふ 

ものであるべき はずで ある。 それに 何故に 

らう か。 この 事 は、 私共に 殊に 不思議な 感じ 

は 出来ない。 さうな つて ゐ るか ら、 さ う 

ゐ ると いふ 事に 非常に 奇異な 感じ を 懐 

これ は、 何 か 人間の 生理的 か、 あ る ひ は 

やう ど、 私が 詩歌のお 話で 七 五の リズ ム 

のと 同じ 事で ある。 それ はた だい.： 


て 容 易 

すると 

れ た 音 

一 番た 


な 事で はな 

い ふ 事 は、 私 

は、 普 通 の -ー 

くさん 出 


つ 

だ 


て 


I 力 

に はま 

ツボン 

來 る 看 


議 な 感 じ 

音 音 階 な 

こ の やう 

を 懐かせ 

てゐ ると 

けて ある- 

心理的な もの 

が、 何 故に 私共 


を 懐か 

どと い 

な 音 樂 

る。 も 

い ふ だ 


なり 長 

だ 出来 

の民謠 

は、 や は 


い 時間 

な い。 

や、 ク ど 

り大體 


-ヶ る。 何故に さうな る 

ふ ものと は、 全 く 緣もゅ 

の 根本的な 性質で 似て 

ち ろ ん、 こ の樣な 事實は 

けの 事で あ る。 私 共 


に 基礎が あるの か 

にいい 感じ を與へ 


も 知れない 

るかと ^一！ 一 a ふ 


必 


力 


五 


の で 


，つ 


來 る 

さ う 


耍で 

し 私 

看 看 

あ ら 

も な 

の で 

す る 

な つ 


。 それ は 

事 を考へ 


あ 


力 


の 


う 

あ 

て 

、ち 

た 


感じ を與へ るから 與へ ると いふより 外 に、 說 明の しゃう が 

なかった。 そして 如何に 說明 のし やうがなくて も、 や はり 私共 は、 何 となく その 說 明が 欲し かつ 


0 

1 


た。 それと 全く 同じ 事で ある- 


私 は、 こ の 

追分節の 

階に 移る 時 

は、 別 に今特 

が もちろん 

いて ゐ るか 

私共 は グ 

高さの 感じ 

非常にお そ 

葉の 線で 言 

で ま た 言 葉 

葉で 言 はれ 

の 段 に、 ま た 

に 下りる や 


事 に 


つ 


て、 私の 想像 を 諸君に お話して みる。 


やうな もの は、 そ れは ほとんど 音階 的な ものと みて よから 

の聲の 細かい 動搖を 無視す るなら ば、 ま づ大體 で 音階 的と 


に 考 

二 グ 

と い 

雨， 

は 全 

く  ^一 百 

は れ 

た 時 

水平 

う こ 


なくても い 

ンの 唄に は 

事で あ る。 

一 言 言 は れ 

出 な い。 し 

て みる。 さ 

が、 あ る 程度 

新たに 出来 

小山の やう 

續 くやう に 


う。 ある 段 

みていい。 

あ る。 

小山の 


形て 

、そ の 


い。 ただ 問題 は、 昔 階 的で ない 方の の 

多い。 この場合 問題になる の は、 私 共 は 

た 時には、 グァク で どのく らゐ 上って ク メグ で ど の 

かし ク 雨が 降る.， とい ふやうな 文句 を續 けて 言 ふ 

うする と、 言 葉の やうに 續 けて 言 へ ば、 こ の 五 緩の 言 

を 越して 長く な れ ば、 ク 雨が，， ま で で 言 紫の 線 は 終 

る。 この 場 合 に、 私 共 は、 ク 雨が グ までの ゆるやかな 

に は 聞かない。 ほとんど 水平に" ァグ が 言 は れ、 ク 

感じる。 それ はちゃう ど、 クァメ がグ の 三つの 緩 を 

に ゆるやか 


かう と 思へば 聞く 事が できる。 つま り、 小 山が 非常 


階から ある 段 

これにつ いて 

そして この 方 

連續を どう 聞 

く ら ゐ 下 る か、 

場合 に、 そ れ を 

葉 は、 一 つの 言 

つて、 ク降 るグ 

言 葉の 線 を、：：： 口 

メ グ が その 下 

音階 的に 三 段 

になれ ば、 そ れ 


1 

3 


は 大體で 一直線と 見られる ものら しい。 また 言 ふ 方に して も、 非 常に ゆるやかに 言 ふとい ふ 事 

は、 そ の 小山 が、 あ ま り 急 で は 言 はれない。 言 ふ 方に して も、 時 間 を遲く 言 ふとい ふ 事 は、 聲 を 相 當 

長く 引っぱる 事 で、 だ ん だんと 小山 を ゆるく しなくて はならない 事で ある。 私共が 實際錄 音 を 

整理した グラフで は、 た くさん の 小山の つながりの やうに 見える 音 を 言 葉の やうに 聞かず に、 li: 

となく 音階の やうに 聞く の は、 あ る 程 度を越せば この 小山 は 小山と して 聞かれず に、 階 段と して 

聞かれる やうに なるとい ふ 事 を 示して ゐ るので はな いかと 思 ふ。 それで 私共 はクど どいつ ク 

を 聞いて も、 聲 は、 何 となく 階段 的に 上り下り する やうに 聞え るの てあらう。 

し か し、 こ れは 私の 單 なる 想像で ある。 別に 心理 學 的に それが 證 明され てゐる わけで はない。 

この やうな 根本的な 間 題 はま だ相當 長い間 間 題と して 殘る であらう。 

實 際の 例 はみ な 省略した。 しかし 唱歌と いふ もの 、 一 般の 性質 は大體 こんな もので あらう 

と 思 ふ。 この やうな 變 態な 一 一 ツボン 語が 一 一 ツボンの 小學校 ゃ女學 校の 教育に 使 はれて ゐ ると 

いふ こと は 非常に おもしろい 現象で ある。 これが 敎 育の 上に どれほどの 效果が ある もの かそ 

の やうな 事 は、 私 は 全然 考 へようと はしない。 もちろ ん、 何 かに はなる であらう。 何 かの 效果は 

あるで あらう。 しか し 、こ れはー 一 ツボン 語と しても 變態 であるし、 二 ツボン 固有の 頃と しても 變 

態.、 て ある。 もし 變態 でない 二 ツボンの 與と いふ 事に なれ ば、 こ れ はまた 別に 肝究 されなくて は 


ならない。 もちろ ん、 そ の やうな 研究の 出來 るの は 將來の 事で ある。 私 は-一 プ ボン 語の @： の卞 

をお 話した か ら、 つ いでに この 事 も  一 一；；  一 II つけ 加へ てお く， 

さて 讀者諸 君、 こ れで 私の-一 クポン 語のお 話 を 終る。 諸君 はこの 私の 話 を 聞い て、 少 しで も わ 

かって ゐる事 は 一 體何 であるか？ と 問 ふで あらう。 私 は それに 速 座に 答へ る ことが 出 來る" 

11 少しと 言 は ず、 完 全に わかって ゐる 事が ただ 一つ だけ ある。 それ は わからない 1# とい 

ふ 事で ある， 言 葉と いふ もの は 自然現象の 中ても 非常に 複雜 な，， 現 象 で、 そ の^：招はなかなか^!!^ 

に はわから ない と いふ 事で ある 

W 雜 誌 《 "心理 ゆ 研究，， 一九 三 七 年 十月 號の 拙； Eg に、、 の 昔 波の 寫 as- の 例が あ ろ， 

11 クポンの &、 の グラフ ゃ樂譜 は：： に は 省略した。 ^君 は 前に 孿 げた 拙著の 中で；？ - 

少の 例- 見ろ ことが 出來 る。 
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附 錄 verDO-Medsnik の？ 報 


1 この 仕事の 意味 

a  , 材钭 について 

b 函數 

C 目盛 を變 へる 

d 歸納 

2 言 葉の シス テ. <r  11 五つの 耍素 

3 言 葉の 高さの 三つの 法則 

4 時間の 函數 

5 聲帶の 振動 

6 子音に ついて 
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1 この 仕事の 意味 

くに 卒業し て、 そ し て 

進んだ 今の _1 ツボン 

葉に ついての 私の さ 

くつろいで 聞いて 下 

何のお 話に しても、 

verbo-:Mechanik と 題 を 

ら說 明して みょうと 

私 はこのお 話 を は 

ら ない。 11 私が 今 

_ 説明す ると いふ 事 は 

私が 今 ここで ク 言 

からない。 今 試みに 

あ つ て、 そ して 子 音 や 

ばク 今日は！ ク クさ 

浮べた 時に は、 そ れ は 


そ 

-標 

こ 


の 

題 

の 


葉 

私 は 

母音 

や う 


讀者 諸君 

上 に、 も う 

か ら、 


な 

話 

、 

の 

ら 


そ 


{、& 


あ 

に- 

う 


て 

る 

-現 

〃 

な 


と 


實際 私共が 曰 


諸君 はも 

し 多くの 

くら ゐは 

お 話 をし 

ならな：/ 

れ は 言 葉 

の說 明と 

葉ク と 言 

であるか * 

、實際 私共 

て 言 葉 の 

のが あつ 

いふ やう 

常 話し て 辠ゐ 


ち ろん 中 學校ゃ 高等 女學 校の 


少 

こ 

象 

Jet 

中 

も 


自然 科學の 

當 然の事 で 

てみ ようと 


と 


今 私の 

いふ 現 

ふ 事に 

てゐる 

日 常 話 

うな も 

、それて 

もの * て 

言 葉 と 


こ 

も 


常識 を 持 

ある。 そ 

の 言 葉 に 

を ある 二 

い て、 ぜ ひ 

の は 1 體 


して ゐる 言 

の を 思 ひ 浮 

私共 は 意味 

あ る。 こ の 

栢當 よく 似 


て ゐ 

て 私 

も 前 

い て 

の 法 

言、 言 

て あ 

て あ 

て み 

お 互 

う な 

も の 


る。 

ま、 

の 


數 S い、 

こ れ 

話 同 

{仝 想 

を 假 

て お 

力 


，ど 

ら 


れ 

力 

樣 

力 

う- 


科 な ど をと 


ま 

力 

ふ 

の 


ど 

者 

0 


話 

て、 


て 

、そ 

、ま 

中 

し 


文 

に、 i 

そ - 

力 


匕 

こ- 

樂 


の 

、言 

こ、 

こ 

を 


は わ 

音て 

と へ 

思 ひ 

し 今 
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も 力 

も の 

に の 

1 

v4 力 

な い" 

音 と 

て 一 

あ れ 

的 に 

あ る 

組み 

何 か 


こ の 

の 持 

ベ る 

例 と 

想像 

- た 

言 ふ 

義的 

ば い 

變れ 

の や 

私共 

立 て 

交涉 


附錄 

つ 性 

し て 

し た 

だ 時 

の も 


ば そ 

う な 

の 心 

た ^ 

が あ 


で 

on 

す 

ォ 

3111 

理 

つ 


お話しよ 

の ある 1 

は 言 葉 か 

葉 で は、 意 

がた つに 

だ 多 少 言 

も の て あ 

かし 無理 

で い い。 ■ 

の と、 私 共 

的、 肉 體 的 

との 關 

て もい い 


うと 思つ 

部分 だけ 

ら、 ま づ 第 

味が 通じ 

從 つ て、 振 

ひ 過ぎで 

れ ばいい。 

が 日常 話 

な 活動で 

係 で あ る。 

も の で あ 


て 

で 


る 

る 


ゐ る 

あ る- 

に  母 

か ど 

數 力 

る。 

間 を 

て ゐ 

る。 

力 


もの は、 

. そ れ 

音 と か 

うかわ 

だんだ 

看 で な 

に 時間 

とる 事 

る  一一 m 葉 

言 葉 と 

そんな 

それに 


決 

力 

、 

も 

私 


て 


と 


±、 

ま 


と 

t 

ら 

，力 

答 


の 

-私 


や 

實 


う 


て 行 


ば、 

さ 


た 


こ 


へて みる 


や 

や 

時 


ど 

力 


な も 

の 考 

う な 

言 葉 

つ な 

05 力 

そ の 

局 な 

、 目 

I 卞 

て あ 

交渉 


の 

て 

る。 

力 


、て 


あ 


は な 

を 一 

無視 

る か 

の 音 

ば、 何 

に な 

る に 

あ る 一 

1 ゥ 

る ベ 


^ を 

す る „ 

ど う 

て あ 

/t  5ゝ 

力 力 

つ て 

從 つ 


は、 た 

き も 


の や 

げ て 

そ れ 

も わ 

" し 

れ に 

る も 


て、 5- 


で 


力 


力 


の 


力 


な 

し、 

義 


8 

1 


は 現 

頭 の 

で あ 


實 

る 


て 


力 


a 材料に ついて 


私. じめ こま ク今曰 i 


ク さやうなら！ ク の やうな もの を考 へた „ 


し か し、 だ ん 

の 地 點で私 

この やう 

を 殘 レ て、 あ 

だ け で あ る- 

い  ふ  一  つの 

振動 數を 

私 はこの 

次 に、 私 は 

数と いふ も 

今 私が 言 つ 

めて 私 は 一 

動 數が變 る _ 

こ れて； 

そして それ 


だ ん に、 故意 に、 そ の 性質 を 


無視して 行った 結果 、振動数と いふ 事 だけが 殘 つた。 ここ 


はこの 簡 

に 私 は 一 

と 全部 無 

_ 私共 は 

事 だけ を 

私共が 聞 

さ の 事 を 

振動 數と 

のの 定義 

てゐ るの 

つの 假定 

- そ し て 

言葉 ッ と 

は 一つの 


&t ィ 

方で 

い ろ 

考 へ 

ナ * よ- 

考 へ 

時間 

で あ 

は、 そ 

を お 


を と ど 

生きた 

てし ま 

いろな 

て み る „ 

- — つ 


てゐる 

との 二 

る。 振 

れ と 違 

く。 こ 

その 變り方 

いふ 材料に 

0 お を 持つ 


め る。 

私共 

ふ。 

言 葉 


を 


り 振 

て t 


考 

、こ 

る 


言 葉 

れで 

性質 

utRn  IBS 

な い- 

へ  て 

、 、 

間 が 

の お 

に 對 

の お 

。 そ 


の 

ま、 

力 

み 

た 

れ 


い ろ 

も ち 

一 時 

私共 

客觀 

る。 

は、 波 

つ に 

の 基 

て 一 

は 終 

は 時 


いろな 性質 

ろ 4 言 葉 て 

にみ な考 


の 感覺に 

的な 振動 

振動数と 

の 長さで 

從 つて 振 

礎になる 

義 的に 變 

る。 つま 

間に 對し 


の 

る 

の 


ぺ 

時 


假定 

る。 

り、 考 

て 一 


う ち、 

な い 

事 は 


る 

と 

ぎ 


ただ 振動 

. た だ 言 

出来ない。 

の は、 音 の 

け を 考 へ 

關 係が あ 

つた もの 

る 事で あ 

る。 11 

も の は、 振 

に變 ると 


數 

葉 


高 

る < 

る- 

時 


ふ 

振 


事 だけ 

の 展性 

衝數と 


あ る。 今 


L 

3 

こ 

た 


數だ け 

ふ 事. H 


は 振動 

しかし 

こ、 じ 

て ば、 振 

で あ る。 

あ る。 


b 

も の 

い て 

書 に 

こ 

る。 


函數— 

は、 數 か 一 

一 

る。 i 


次 


る や 

は a 


、私 はた だ數學 的な 文字の 5- と  との 關係 を考へ る。 y=fs の やうな 關 係の C 

2 

3 


て、 そ 

U そ 


の 

し 


ラフ を 書 

代 數敎科 


ぎりな く あるで あらう。 そのうち て、 あ る 一つ 二つの 函數を 

これ はぶが 何で あるか を 別にき めなくても いい。 ただ^で 

うな グラフ を 作る だけで ある。 

にの ベた 材料の 簡單 化と は 全く 關係 のない 代 數學の 一 練習 間 題の やうな もので あ 


そして 私 は 次の 操作に 移る- 


wa. 匕 

合 し 

の 振 

力 

秒 を 


で 

る- 


盛 を 

あ り 

見 る 

數 の 


ぎし.^ 


變 へ 

二 ゥ 

事 力 

變化 

の 二 


る I 以上の 二 つ の 操作 は 別に 何も 關係 

習 問題の やうな ものである。 

とへば、 この 二 枚の グラフ を 重 

ラフの 曲線 は、 大 體て 代数 的 

は 同じ やうな 恰好の 曲線 を 

の、^ と w> に 別な 目盛の 文字 を 

にして、 振動 數を 目盛る。 ある 

。 これが 私が この 本で たびた 


は 代数の 練 

出来る。 た 

を 書いた グ 

枚の グラフ 

そ の 時、 代 數 的な 曲線 

盛 り、 軸 の 方 を 高 さ 

1 枚の グラフが 出る 


こ 


示 


の あ 

し か 

ね て 

書 い 

し て 


る 

E 

た 

ゐ 

費き 入れ る。 

ひ は 波の 長 

びお 話した 


事 て 

私 は 

燈 の 

グ ラ 

る 事 


こ 

フ 


な 

わ 


枚 


す 


力，^ カー 


力 


る" 


つ 

上 


材料の 簡 

フを 重ね 

る と、 言 葉 

乘る 事が 


干 軸の 方 を 時間に して、 

さ を 目盛る。 さ-つす ると 

^ 言 葉の 線ク である。 そ 


して この グラフ は 別の 新しい 意味 を 持つ。 その 表現 は 前の 假定と 同じ 事で ある。 しかし 今度 


は それよりも 一 步 進ん て、 あ る 程度の 客観性 を 持って ゐ る。 11 言 葉の 振動 數は 時間に 從っ て 

一義的に 變る。 時間の 函數 であ る。 

これ は た だ 一 つの 實驗 ， て あ る。 言 葉の 振動 數が 時間の 函數 になって いい もの か、 惡ぃ もの か、 

その や つな 事 は 少しも わかって ゐ ない。 もし 物理的に さうな るべき もの だとい ふ 事が 證 明せ 

られ たら、 その 時 はじめて この 事が 假定 てなくなる。 しかし 私 は 今し ばらく その 事 は考へ ない。 

ただ 二 枚の グラフ をと にかく 重ねて 見た だけの 事で ある。 重ねてい いもの か、 重 ねなくて はな 

らな いもの か、 そ の やうな 事 は 別の 問題 で あ る」 とにかく 重ねて 見た 結果、 この： 枚  グラフの 

曲 線 は、 か な り よ く 合 ふとい ふ だけの 事 て あ る。 こ れ だ けの 意味 で 私 共 は 言 葉の 振動 數は 時間 

の函數 であると 今 かりに 言 つてお く。 - 

d 録納 11 この やうに して 私共 はたく さんの 言 葉の 振動 數の グラフ を 書いて 見る。 そして 

その グラフ 同 志 を 比べて 見る。 さっす る と、 ど の グラフ も 大抵 同じ やうな 形になる。 それ も 1 

枚 や 二 枚なら 偶然に 似る とい ふ萆も ある が、 同 じ やうな 言 葉 を 十 枚 も 二十 枚 も ダラ フ にきいて 

集めて 見 て、 ど れ も大體 似る とい ふ 事に なれ ば、 こ の 後 何枚 書いても 同じ や つな 言 ひ 方の 言 葉 な 

ら、 大 體 同じ やうな 曲線の 形に な る であらう と 想像す る 事 が 出来る。 それ で 私共 はこの 想像 を 

もう 少し 擴げ て、 かりに 言 葉の 線 は どれでも こんな もの だと 言 つてお く。 これが 言 葉の：^ を數 3 


學の式 で 書き表した 


こ れ 

そ.^ 力 

わけ は 

らお 話 

はいつ 

それ は 

曖昧な 

あ る。 

二重の 

れ は た 

一 般的 


ま 

な 

こ 


全く 歸納 的な 

ど 


た 

そ 

さ 


ら、 

る 

の 

る。 

る 


て 

-決 

-ょ 

味 


あ 

烏 


の 

—ゆ 


る 

の 


あ 

黑 

の 

數學 

り以 

法 貝 


る 一 

、 

な 

た 

的 


烏 

-た 

の 


I が黑 いとい ふ 事と さう 

ふ 事で ある。 決 

ふ 事 は、 お そらく 

だけの 意味で あ 

それ 自身 


さ 

も 


つ と 


と 


だ 

の 


そ れ 

な い- 

來 な 

結， 果 

集 め 

げ た 

を 持 

が あ 


數 學 

も の 

た だ 

見 て" 

云 つ 

て ゐ 

と ハ 


で 

-そ 

ふ 


あ る。 

ク まま 

の 後の 

も、 そ れ 

い。 こ 

意味て 


違 

る < 

し 

17- 

あ 


は な 

て 烏 

も證 

- そ 

決 し 

か し 

數 學 

分 を 

本當 

が 言 

る。 


. た く 

黑 くな 

出来 ま 

中には 

の 場合 

曲線に 

納 する 

數學の 

の 中 に， 


さ ん 

け れ 

、 0 

な も 

は、 そ 

事 て 

式で 

何 か 


の 烏を兑 て、 

ばなら ない 

私が これ か 

的な 分子が 

ので はな い- 

れに  二重の 

て 見る 事 で 

ある。 この 

はな..^ そ 

數學の 式で 


r れ は 言葉 

たと へば 人間 

化する 方法 


高さに つ 


て 

て、 そ れを 重さ も 厚 


力 


言 

さ 


た 事 


と 


な 


で 

ふ 


あ る 

や う 

と 考 


，それ は 外の 事に つ いても 同じ やうに 言 はれる „ 

ものである. - 私共 は 前と 同じ やうに 物 を簡單 

て 見る。 そして その 形 は、 咽 喉の 管が まるい か 
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そ わに 左右 二 枚の SIJJ 帶が あろと し て. そ 

せられて ゐ る半圓 形の 膜，、 で あ る。 そ の 樣 

ものて ある- 

一 方で は數舉 的に 周圍 だけ を 固定され 

して この 二つ を假に 重ね 合す。 そして 假 

これ はちゃう ど 前の 高さの 場合の 曲線 

より 先に 歸納 的な 手績が 必要 で あ る。 物 

だけの 事て ある。 それに も、 や は り、 第 一 

この 樣な もの が、 こ こで 私が 諸君に 數 

る" そ れ で， 私 は、 こ こ で は、 そ の 數學の 式 

ねる もとの 曲線の 性質 を考へ てみ る。 

樣 に、 そ の 事 を 目的と し て、 い ろい ろ 取扱 

2 音 n 葉の システム 11 言 葉 は 五つの 

心 は 言 葉 を 言 ふ 心 で ある。 他の 一つの 

この 二つの 心を兩 端に し て、 そ の 中間 を 


段 

要 

、： ：- 


の 

し 


半 

聲 


式 

と 


つ を 

0 に 

ff 形 

帶も 

わ 合 

の 振 

定 が 

に つ 

少 々 

そ の 

し て 


半 

、 

ォ 

み 


素から 出 

は 言 葉 を 

三つの 物 


圓形 とし 

れ ば、 そ れ 


て 見 る。 

す實祭 


の 

て 

る 


は どの や 

樣に 振動 


來 て 


質で 


こ 


も の 


こ 


場合に は、 そ の 


つ て 

お 話 

を、 な 

„ こ 

ゐ る „ 

心 て 

つ な 


來 

る 

I 


あ 


る。 

る。 


の 


の 


振 


す る 

當 す 


と 


る- 


う  とす 

まり 祖 


つまり 

® する 

考 へ て 

. 萵 さ 

納の手 

る 方法 

量の 曲 

いろの 

話の 大 


^園 だ 

ら は 相 

かを考 

み る。 

の 場合 

續は必 

と、 そ の 

線 を そ 

場合よ 

體の筋 


けが 固定 

當 離れた 

へ る。 そ 

で は、 そ れ 

耍 で な い 


意味で 

の 上に 

く 重な 

で あ る- 


は 二 つ の 心で ある * 


あ 

11.3 一 

る 


つ の 


第一の 物質 は、 聲 帶 やその 他の 


口の 機 

図內で 

第二 

第 ， 

れ も 


こ 

中 間 

件、 あ 

係す 

味 力 

く 自 

そ れ 

ゐ る 

の 0 


の 

る 

高 

そ 


で あ 

み な 

物質 

物質 


言 葉 

性體 

i ズ 

園 で 


力 


と 


二 の 

身 の 

た 朿 

さ と 

の 型 

の 高 


る。 その 

彈性體 で 

は {<e 氣で 

耳の 膜 

同じく 

形造 

振動 

メ ー 

次 の 

ふ 事 

く 方 

を 持 

は 音 

て 感 

そ の 


か變化 


場 

-耳 

シ 

る 〈 

る „ 

し 


合 

る < 

ス 

> 

を 

て 


そ 


だ 

も 

、 

も 


の 

オ 

な 


樣な もの 

ム でさ へ 

は 聲帶 や、 

あ る。 こ 

假定 する。 

全 體 で あ 

心 は 一一 目 葉 

もので あ 

出来る。 

で あ る。 

は、 い ろ い 

て あら う。 

い。 そ れ 

音波の 長 

に變 化し 


は み 

も フ 

そ の 

れ は 

る。 

を 言 

る。 


割合の 變化 


ろ 問 

は た 

さ で 

て 行 

し て 


ッ ク 

他 の 

0 氣 

兩端 

ふ 人 

第二 

振動 

題 が 

の 第 

だ 音 

時間 

く、 そ 

行く 


性體 だと 假定 

の 法則に 從ふ 

口の 振動 を そ 

の 振動 を 受け 

を 止めて ゐる 

の 心で、 そ れ は 

の 心 は 聞く 人 

とい ふ 降 C の 


してお く。 もちろ ん、 あ る 

範圍が ある。 

のと ほり 傳へ る 物で ある „ 

取る ものである。 そして 


4 

2 


心 は 別に 振動し な 

振動の 微分方程式 

の 心で、 そ れ はこの 

中の どの 樣な 性質 


複雜 して ゐる。 私の 考 で は、 そ れ 

一 の 型 は 音の 高さと いふ 事で あ 

波の 長さと その 變化 である。 し 

を 割った 樣な もの を 感じる。 心 

の變 化の 仕方 を 感じる もので あ 

割合 を 感じる もの で あ る。 私 共 


こ お 


た 

境の 

話 の 

け が 


そ 


だ 


意 


はお そら 

る。 耳 こ 

力し 耳 は 

の 持って 

る。 第三 

は 振動と 


云 

の 


ふ 事に ついて この 三つの 事を考 へなくて はならない。 この 三つの 型 一が 第二の 言 紫 を 聞く 方 

心の中に ある 型 て あ ら う。 

こ れ は、 こ のお 話で 私共 は 何 を 取扱へば いい かとい ふその 材料に ついての お 話で ある。 


の 法 

て お 


^一一 一 E 葉 

全 く 


の全體 


3 言葉の 高さに ついての  一二つ 

さの 法則 をまづ はじめに 假定し 

もの け、 この 法 则に從 つ てゐる やうに 見える から、 一 體，， て 二 

が 行 はれて ゐ ると 歸納 的に 考へ てお く。 


G: 言葉の 高さ は連緝 して 變る 

る。 私共 は 言 葉の 高さが 連鑌し 

音波の 長さ をん とする。 さう す 

た て ば、 ん はき； 54 めて ゎづ かに 變 

ら でも 小さ くんが 變 化する。 つ 


0^ 


て 變 

る と 

る。 

ま り 

ら でも 少 しづ つ 動かす 事が 出来る。 


ご JV 力 

ら ない 

_ こ の 78 

好む だ 

時間の， 


第 

や 


う 


常 


け、 い 


の 法 

な 場 

く ら 

I 由 こ 

I 車 に 


則 で あ 

合 を 想 

る。 _ 


も 


しの 事 を 次の やうに 


の シ 

な も 

ボ ン 


ス テ ム 

の て あ， 


こ 里 

る。 


じ て ゐ： 

私 が こ 


る 三 つ 

れ ま で 


の 

見た 


語 では この やうな K さの 效则 


る。 

そ し 

さ く 


そして 

る 事 は 

て 時間 

時間. t 


音 波の 長さ 


こ れ 

出來 

力 き 

を 取 

> フ 

7U ク 


は 全く 

な い。 

はめて 

れ ば、 好 

長さ を 


常識的 

今、 r の 

わ づ か 

むだけ 

好む だ 


N  11 振動数。 


で あ 

時 の 

だ け 

い く 

け い 

ゆ mm. 


§: 波の 長さの 變化 は、 對數 的て ある 


た こ 

な る 


のお 話の 歸納 的な 部分で ある _ 

二つの 對數 曲線 を 書く。 そし 


ほ せ 


こ れ 

伊 を 

由 は 


一 私 は 

て 大抵 


こ れ 

ま づ 

の ^一一 一 a 


第二 

じ め 


法 

-そ 


で 

ど 


あ る。 

線 力 そ 

ちらか 


そして 

の 上に 

に 重ね 


これ は 前 

乘 りさう 

られ ると 


に お 

な 基 

田 心 ふ 


話し 6 

2 

礎に 

〕 4 


の 事 

一 ま よ 


れで 

は 自 

の 場 

見 な 

間 の 

な い- 


それぞれ 

1 

2 

は、 私 は 前 

くわ かる „ 

1 

2 

見る と 一 

然界 にた 

合 はこの 

い。 こ れ 

自由意志 


の 定數。 

N =Aei 

に 人口 の 減す 


dN 


る 事 を 例に してお 話した。 この 事 は それ を 方程式に 書きな 


dt 

fs. 


率 は 


波 あたり の增す 

くさん ある 現象て あ る。 

增す率 は 時間で 變 ると いふ 事で 

がお そらく 言 葉 特有の 現象で あ 

で 話す いろいろの 言 葉 が 、こ の や 

にさう 見える と いふ だけで ある „ 


定 して ゐる。 そこで 波の 多い 方が 餘計增 す 事になる _ 


あ 

ら 


る „ 

な 

し 


J の やうな 現象 は 自然界に は あまり 


力 


し 、こ 


法則に 

の對數 


從 ふと 

の 法, 


いふ 事に 

は、 振 動 數 


は IK: 

が 時 


に 理 

間-て 


ft 


0 


連續 的に 變 化する とするならば、 その 極めて 簡單な 場合で ある。 この やうな 事 は 十分 あり 得る 

事で あると 思 ふ。 


if 言葉の 線が 長く 

も 全く 常識的で ある 

言 葉の 線の 性質が 


な れ ば、 そ の 線 は 平たくなる。 —— これが 第三の 法則で ある。 そして これ 

- さう 考 へる 外に 考へ 方がない。 

對數 的で あ る 以上 は、 そ の 曲線 は、 ァ シン ブト I トを 持って ゐる。 それ は 無 

限のと ころ ま.. て聲が 下って、 はじめて そこへ 達する。 つまり 聲は そこ まて は 下り 得ない。 それ 

で 一語 グ雨グ と 言 つ て も 大體聲 は その 附近まで は 下 る。 そ れ で 言 葉が 長くな つて、 ク 雨が 降り 

出した，， とい ふやうな 場合 は、 言 葉の 線が 平たくな るより 外に 言 葉 の 言 ひ 方がない。 この は 


前にお 話し た。 

今 言 葉の 線の 終る 


附近に その 線に 切線 を 引 き、 切 線と - 軸の 作る 角の タン ゼン トを考 へる。 


この M は f が增 せば 增す ほど 減る。 または A の 値が 減れば 減る。 これ は どちらも 實 際の 言 

葉の 線の 測量の 上で 十分 證據 立てられる 事で ある。 そして、 この 値で その 言 葉の 線の 平たくな 

ろ 加減 を 測る 事が で き る。 この 三つの 事 は 言 葉全體 にわた つて 基礎になる 高さの 法則と して 

7 

假に考 へた もの で ある。 次に 私 はこの 言 葉の 全體の システムの 中、 第 一の 彈性體 である 聲帶が 00 


どの やうに 振動 すれば この やうな 現象が おこる かとい ふ 事 をし ばらく 考へ て 


み る _ 


4 時間の 函數 


- 時間の 函數を 振動の 式から 求めて みる。 ま づ絃の 振動と 假定 する。 さう 

す る と、 こ の やうに 對數 的に 振動 數を變 へる ために は、 こ の 對數の 函數が 振動の 式の 常數 にか， - 


つて ゐ なくて はならない 

な y  Tel" 


52 さ 


ひひ 2  —  0  、 

この 式 は 次の やうに して 解く 事が てきる。 

今  を ^だけの 函數と し、 r を 力 だけの 函數 とする。 そして この 式が、 

y=〗 xnT さ 

で 解ける とする。 さう する と、 >^ の 部分 は sin と cos で 解ける 事 は 明瞭で ある。 

今 こ こ. て 問題になる の は、 r の 部分で ある。 X の 部分と 共 通 の. 常 數を と し、？ 1^/。 と レ， き f 

とすれ ば、 


もし 次の 無限級数が こ の 式を滿 すなら v<、 

8 
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力： 

m 
化 


この 常數は ジ ヤン ドれの 方法 で 求められ る。 

とおけ "ま、 

—  X 1 

これから 次の 三つの 場合が 傳られ る。 


2 て. 


f  (a t txa 十く +  i  Y  - て ILT^^^n^ ミ. i 

x  =  0,l,2  Go  I 

わ o(a—l)a,=  o  a=0,  a=l 

.  め l(a+l>  =  u  a  =  0,  anil  (i/f^o) 

こ の a  =  l, a=l 1 の 場合 を それぞれ ず (0,  oris とすれ ば、  . 

これが 求める 解で あ る" 

時間の 函數を i-k どした 場合 も、 これと ほとんど 同じ やうな 事になる。 

これ は 一 方 はぶ だけ、 一 方 は.' だけて あるか ら、. 時 間 的に エキス ホ.， ^ン. ソァ 


十 る 言 葉の ァクセ ントを 作る もの 

間 的の 部分 はこの 函数の やうに な 

この 函數を 計算して 實數の 表 を 

する。 ただ 函数の 性質 をお 話した 


が、 ど んな 形の もの で、 ど んな 振動の 形になる にして も、 そ の 時 

るべき はずて ある。  * 

作る 事に は 非常な 手間が いる。 このお 話に は 函數表 は 省略 

だけて あ る。 


5 整 帶の振 勃 


-聲帶 を半圓 形の かま ぼ > 

れてゐ て、 他 の 端 は 自由に 振動 出来る とする。 

動す るに しても、 い つも 振動の 腹に なつ て、 節 に はならない とする。 > 


J 形の 膜と 考 へる。 そして 半 圓の緣 だけが 固定 さ 

この 端は絕 えず 呼吸の 


{<e 氣が 通って ゐ るから、 振 

J の やうな 膜の 振動 を考へ 


る- 


てみ る。 

今 軸で 二等分され たこの 半 圓の膜 て、 右 側の 半分 を考へ 

に、 半 分 が ^，軸 の 下に あると する。 ，軸 を直徑 とする。 

こ の 半 圓の膜 で、 半 徑を r と し、 角 を <« とする。 周圍を 固定した 圓 

數 にな り、 角 に對し 

やうが ないか ら、 や は 


右側の 半圓の 半分が T.^ig の 上 


に對 して は、 ベ ッ セル 函 

である が、 半 徑 r は變り 

の 上で 起った 事 は 半圓の 膜の 上で も 起る て 

けて ある。 今 は その 事を考 へる だけて いい。 


てはフ ー 

り 圓ぃ膜 

あ ら う" 


の 級數に 

じ やう こ 


リ ェ 

と 同 

そ こ て こ の 場 合 で 


い 膜で は、 そ の 振動 は、 半徑" 

なる。 今の 場合 は 半 圓の膜 

ル函數 にな り、 圓 い 膜 

題になる の 角 6 だ 


べッセ 
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フ ー リエ 級数の 望と Tin の 係數を それぞれ か とする。 そして 今ん を 求める。 きュ と お く 

cS も これと同じ やうに 求められる。 

振動の 節の 出来る 場所 は、 

C.OH2rte  =  0,  i  PHO  (； 普 0) 

それで、 これ を實 際の 數に つ いて eg と.^ in との 場合 を 考 へ る。 

t;in  2  0=^1^(2 ミ) ミ i  =  0,±l,±2,±3  

この結果 を まとめて 書け ば、 次 の やうになる。 

m    2  11  0  1  2  ：: 

3  It  71  3  ひ 

望 0   II ^  H  i  ：: 


これ を 見る と、 も 

自由に 振動して 節 

や うに 節が 出来る 

消える 事が な 

し 聲帶を 厚さ 

もし この 膜に 厚 

出来て ゐ ない。 


力 


6 


し聲帶 が半圓 形の もの て、 圓 周 だけ， て 固定され てゐ て、 他 の直徑 になる 一端 は 2 

3 

にならない とすれば、 sin の 項 は 成立し ない 事になる。 き の 項 は t=  2 上 4 の 

か ら、 自 由に 振動す ベ き 端が はじめに 節に なれ ば、 あ と 幾つ 節が ふえても 前の 

いからで ある。 

のない 半圓 形の 膜 だと 考へ るなら ば、 そ の 振動 はこの やうな もので 

さが あると するなら ば、 問 題 は 非常にむ づ かしくなる。 その 場合 は 


ら う ( 
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はや はり，， キ，， . の 一部分と して だけ 意味が あるの かも 知れない。 この 事 を事實 について 言 へ 

ば、 子 音の k は 後に 来る 母 音 で大變 その 樣 子が 違 ふとい ふ 事 で あ る。 そ し て、 こ の 事 は、 おそ ら く 

大抵の 子音に ついても 言 はれる ことら しい。 そして この 現象に ほとんど 共通して ゐる事 は、 子 

音 は 後に 来る 母音が .1 の 時に、 特に 波が 非常に 細かくなる 事で ある。 おそらく、 母音 ー の フォ， - 

マ ントの 影響で あらう と 思 ふ。 

これ はほんの 一 例で ある。 言葉 は 人間の 心の 表現で ある 以上、 この 心 を 除外して は 考られ な 

い。 私共 は 言 葉 を 今までの やうに 機械的に 母音と 子音と に 切り離して 考 へる 前に、 まづ 言葉 全 

體 として、 それに 對 する 私共の 心の中に ある 全 體の型 を 探して みる ことが 必要で あらう。 これ 

が 言 葉の 研究に は 1 番 必要な 問題で はな；. 力と 私 は © ふ。 
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